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例 言

1 本書は，昭和 50年4月15日～ 5月31日まで実施した札幌市豊平区西岡の株式会社じょうてつ

宅地造成予定地内に所在する T210逍跡の発掘調査報告書である。

地番は， 462-4番地である。

2 本調査は，加藤邦雄， i匂橋和樹，内山真澄，土田亜佐子の協力を得て札幌市教育委員会の［野

秀ーが担当した。

3 本書の編集は上野が担当したが執筆は」•野のはか加藤邦雄，高橋和樹，土田亜佐fで分相し，

各文木に文責を明記した。

4 発掘調査整理において卜記の人々より助言と協力を賜った。

札幌商科大学教授

札幌市文化財保護委員
大場利夫

北海道教育妾貝会振興部文化課

北海道開拓記念館 野村崇

北海道大学文学部付属北方文化研究施設

5 発掘調査には．下記の人々が従事した。

笠｝I衛二，長谷川克浩，山下芳教，藤井則明．市瀬知子，横地桂子，隅藤加代子．小尾栄子，

佐々木裕美子，酒井洋子

6 挿図浄書には，小尾栄子（図面トレース），佐々木裕美子（石器・土器実禰lj・トレース），長谷

川克浩，藤井則明，山下芳教，伊藤加代子，斉藤みち子，右衛門佐時雄，岩川ひろみ，両田知

子（土器復元・拓本・写植•原稿清書その他）らが当った。

7 石質の肉眼鑑定は．北海道開拓記念館赤松守雄氏にお願いした。

8 放射性炭素による年代測定は，学習院大学理学部木越邦彦研究室に依頼した。

9 図肋 1の航空写真は，札幌市企画調整局都市計画課より借川したものである。

10 発掘期間中，整理，報告書出版まで，憫じょうてつ．東急建設には．たえざるご協力とご理解

を賜ったことを記し．感謝の意を表する次第である。
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凡例

(1) 挿図のヒ I 卜実測図縮尺 20分の 1，炭焼窯址

実測図縮尺 40分の 1

(2) 土喘実訓凶縮尺 4分の 1' 土器拓影図縮尺 3

分の 1, f屈昇記実測図縮尺 2分の 1. 石器実

測図縮尺 2分の 1. 3分の 1, 4分の 1（第

42 1文l)い

(3) 石器説明中 a面とは，背面ないし実測図中の

左側止面図をさし， b面とは腹面ないし右側

止面図をいう。

(4) 11器の実測図の中で，側縁に沿って実線を入

れたものは，この部分が繰り返しの使用で）午

減ないし細かい刃つぶれを生じていることを

示しており， また図中の稜線とか剥離面に細

線で示した部分は，使用による擦恨とか磨耗

部分を示したものてある。

(5) 遺構の表と図版の凡例に関しては各々に明

記したc
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54 発掘区出土石器(5)

：-）しr） 発掘区出土石器(6)

56A 発掘区出土石器(7)

B 発掘区出土石器(8)

57A 発掘区出土石器(9)

B 発掘区出土石器GO)

58 発掘区出土石器(11)
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:]9A 梵掘召1,1,1t石＇料 (12)

B 発掘柊およひ直構出 1黒耀い棒状／）；し{j

ぃり 斤器互八写真

(ilA 第2り炭焼空l化(1)（令景）

B 冶2号炭焼窯址(2)（炊き口から煙追を望

こ）

12 

62A 第 1り炭焼生址（1) 全漿

13 第 1り炭焼窄址(2)（炊き r1から坪道を却

む）

63A 第 1'，｝炭焼乍址煙道（1): 11面より＼

B 第1り炭焼笠址煙泊(2)（1より）

（` 第 1̀  2号炭焼窯址全景（南よ I))
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第1章 発掘に至る経過

札幌市教育委員会が埋蔵文化財に対する保護行政の体制を整備して，早くも 3年か過ぎた。この

間，教育委員会が主体となって発掘調査を実施した遺跡は，十数ヵ所にものぽり，その調査結果を

収録した『札幌市文化財調査報告書jもすでに 12冊を公けにすることができた。

昭和 48,49年の 2年間は，各種開発事業に伴う工事中に発見された遺跡の発掘，あるいは工事直

前になって破壊される遺跡の存在を知るなど，調査員ー同が束奔西走の毎日であった。さらに加え

て保護行政の最も基本的な資料となる埋蔵文化財包蔵地台帳，ならびに分布図の作成など，身体の

休まる間もない程の毎日であったといっても過言ではなかろう。このような過酷な任務にあって，

調査員の中には数ヵ月の入院加療を余儀なくされたもの，あるいは入院血前に追い込まれる者など

が続いた。しかしながら， このような激務を何とか乗り越えて埋蔵文化財分布調査を完了し，その

台帳と分布図を公けにし，発掘調査結果のすべてを報告することがでぎたのは，調査貝一柘］が30オ

前の機動力あふれる年代で構成されていたことと，ぉHいの力強い結束によるものといえよう。

この厳しい 2年間の努力の結果，大規模開発予定地内に存在する埋蔵文化財の取り扱いについて

は，工事着工前のかなり時間的余裕を見込んだ事前に，教育委員会に相談が持ち込まれるケースが

多くなりつつある。本書に報告するT210遺跡についても．「株式会杜じょうてつ」が，この遺跡を

含む一帯に住宅団地を造成する計画を有し，昭和 49年秋に，教育委員会にその取り扱いについて協

議を求めてきたものである。教育委員会としては，当然のことながら， この遺跡一帯の現状保存に

ついて要望したのである。しかし附近一帯かかなりの傾斜地であるところから，遺跡部分を残して

他の造成を実施することは，技術的に困難であること，造成工事を中止することは，種々なる社内

事情から不可能であること等々により，次善の策として発掘調査を実施することもやむなしとの合

議に達したのである。

ただ，実際の発掘調査にあたっては，調査員一同の若さに起因する手違いが随所に現れ，調査の

進行に支障をきたしたところもある。その最も大きなものは，予備調査が不完全であったために，

予想に反して多くの遺構が発見され，調査日数と調査費用に不足を生じ，かなり厳しい条件のもと

で，調査を行なわざるをえなかったことである。

機動力にあふれる若さというものは，時として大きな誤りを犯すこともある。発掘調査そのもの

については，調査員一同がある程度の力と認識をもっているとしても，行政調査にあたっては，そ

れに加えて予算の積算，調査日数の予測，人員の動員計画等の総合的な資質が要求される。これら

は，若さのみでは補えない大きな経験が必要とされよう。同じ誤ちを二度と犯さないように努力し

ながらも，今後とも幾多の試行錯誤を繰り返しながら前進しなければならぬものと覚悟している。

大方の暖い御叱声と御指導を願ってやまない。
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最後に本調壺にあたって種々御援助賜わった「諒じょうてつ」，北海道教育委員会文化財保護主事

の先生方をはじめ，多くの皆様方に衷心より謝意を表する次第である。 （加藤 邦雄）
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第2章 遺跡の位罹と環境
（巻首図版，図版 1, 2 A) 

本遺跡は，札庫知市豊平に内岡 462番地の 4に所在する。

平岸から一般道々西野白石線を東へ進み，市道月寒西岡線と交わる所で北に折れ，この月寒西岡

線の終わる市道月寒西岡線ど澄Ill水源地連絡線ク）道路：こ挟まれだ所に本遺跡はある。本遺跡の北側

300 m程の所は，市水道局の西岡水源地である。

本遺跡をのせる台地一帯は，いわゆる「野幌丘陵」といわれるものの西端に当っている。遺跡は，

月寒川と望月寒川によって解析された台地上にあり，月寒川の左岸．東側向きの傾斜地上に立地し

ている。この月寒川は，遺跡地付近で西に大きく蛇行しており，この部分にややせり出した眈1頃斜

の舌状台地状の所に今次発掘地点かある C

T 210遺跡と禾かされる遺跡は，前述し fこ通り市道澄川水源地連絡線と月寒）ljとに挟まれた一帯を

さす名称で，標高は 145-133mであるし，今国調査した地区は．この内株式会社じょうてつの宅地造

成予定地内の南東部の月寒川よりの部分の標高 139-133mの範囲である。

なお，市道澄川水源地連絡線の南東部分-標高 145-140n]の所を仮に家を境に南西部分をA

地区，北束部分をB地区とすると， IIlll地区からも今次調査地点とはぼ同時代の遺物が出土している。

ただB地区の方力分布の密度は農い。両地区の資料の一祁は第 78図：こ示した。

この月寒川沿いには．巻首図版に不したように数多くの遺跡がある（札幌市教育委員会 1976)。左

岸には．本遺跡のはかT407, ＇「208, T 75, T 207, T 205, ＇「 204, T 203, T 77の諸遺跡、右

岸にはT209, T 212, T 211, T 88, T 236の諸遺跡かある。この内．時代の判明しているのは．

T 75, T 206, T 203, T 77の4遺跡で．各々縄文中～晩期．縄文中期，続遥文期，蘊文早・中期

である。また巻首図版からはずれる―|、流の方にも． 26の遺跡が月寒川の段丘上にある。左岸に24ヵ

所，右岸に□ヵ所てある。時代は．縄文中期の例が8例で一番多く，縄文早，同後期，続縄文期，
擦文期まで幅広い時代にわたってあり，その内S299 i責跡は縄文早・中期， T151遺跡は縄文中・

続縄文・擦文期の遺跡である。あと，昭和 47年に調査した白什神社遺跡(S94遺跡）（加藤・上野・

羽賀 1973)も，この川の左岸段丘［にのっている。なお， S91, S 96, S 1(）ふ遺跡ては．狭長な石

刃とカ~伍刃槍か表採されていて，本地域に石刃鏃文化の遺跡があった可能性を示唆している。

この小河Illによって細か1こ解析:れた野幌丘陵一帯は，市内域だけ 130ヶ所余の遺跡を数えるこ

とかでぎ．市内においても西区域をしのぐ最大の遺跡地か所在する。このことからもこの丘陵とそ

こを流れる大小の河川ガ古代人にとって格好の牛-i舌の場を提供していたことか半ljる。

本遺跡一帯の表層地質は、月寒火山灰層〔TK〕であって．枯士化した火山灰層が分布する。こ

の堆積物の年代は．上部洪積世末期あるいは沖快世の初期と考えられている（土居・小山内 1956)。

木唱跡は，後述する通り縄文晩期末～続縄文期初頭の土壊墓を中心とした遺跡で，これに纏文早期

17 



～加期初頭の土壊墓と縄文中期の遺物か出土している。この逼文晩期末から続縄文期初頭頃の時代

は，花扮分析では約 2,500年B.P．頃から始まる Quercus-Abi恥幣の時期に相当し，現在の札幌周辺

と変らない植生であったようてある（五卜嵐・熊野 1974)。 （上野斉ー 1
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第3章 発掘調査の方法と遺跡の層序

第1節調査の方法（第 1, 2図，図版 2B) 

今回の調査は，株式会社しょうてつの宅地造成工事にともなう事前調介で，本調企に先だって遺

跡の拡がりの範囲が明確てなかったため，工事予定地内の内，標高 134m以上の地域全面にわたり

グリソトを組み，試掘調査を行った。グリッドの設定ふ基本グリ J ドを lOX10 mとし，これをさ

らに 2x2mに細分した。基線は9 -t事予定地の長軸側限界より約 1m程離れた所においており，

N 49°Wをはかる。グリノドの各々の呼称は第 1, 2図の通りである

試掘調査は， 10mの基本グリッド内， 2m角の小グリノトを 1,2個開：tる密度て総数約 90個を

開けたが，その結果遺跡の主体部は， XIII~ XVI -G~Kの21大グリッドであることか判明した。

この範囲から縄文早期～前期初唄，縄文晩期末～続縄文期初頭の土壊墓などと縄文中期の遺物か多

数検出されている。

これ以外にも， I-I -1, VII -B -1, XXII -E -21, XXIII -G -21区から続縄文期の土器

片， V-H-1区から縄文中期と続縄文期の土器片が若千数出土している。

なお，遺跡の主体部は，総面積にして約 1.660m2て、全面発掘しでいる。また，第 1「メ］でHの荒

いスクリーンをかけた所は，調査終了役調査上の遺届かないよう周辺をプルドーサーてi『1J土した

所である。この結果，その南西部分で幾つか土壊か検出された。

第2節 層準と遺物の出土状態（第3, 4図）

今次調在地点の地形は，前述した通り，北進する月寒川かやや西に蛇行する所にせり出した暖傾

斜の舌状台地である。標高にして， 137.700 m ~ 138 _ 800 mの範囲であり，台地の上と下との比高は

釣 4mであら舌状地先端と月寒川と／）北高ぱ約 5~ 6 rnである。細かくみると遺砂地ふ北西か

ら南東へと闊さを減じると同時に中央部付近がややくぱんだ地形をしている。

第3図にホしたのは，本遺跡の縦と横の縦断セクションである。 1本は， XIV G-5区南東壁

から XIV-K-5区南束壁 (PointA-Dセクンョン）までとっており， もう 1本はそれに直交し

て， XIV-H-11区北西壁から XVIII-H-11区北西壁 (PointE-Hセクション）までとってい

る。これをみると，本遺跡の基本的層堆梢は，上から以下のように分屑てきる。

第 I層：耕作1昴i

第II層：黒色士A層

第III層：暗黒褐色土層

第IV層：暗黄褐色粘質I一一層（漸移層）

19 



第V層：黄褐色粘土層（地山）で，月寒火山灰層〔TK〕に相当すると思われる。

遺跡の北由部から南東部にかけてのPointA-Dセクションでは，第V層上面も次第に高さを減

じると同時に．その上に堆積している層も厚さが次第に薄くなり， XIV-I-15区付近ではほとん

ど耕作土のみになってしまう。一番原いXIV-G-5 ［メでは，耕作土32cm,第II層 17cm,第III

桝 13cm程の厚さを測る。なお， XIV-K-5区の I憎IIの1覺乱は，第2号炭焼窯址によるものであ

る。

Point E-Hセク／ヨンは第II,III層は中央部に「？ ＜，両端に行くに従い漸次厚さを減している。

北東端は，層厚が増すが，これはこの部分から北東側の谷に向ってまた下っているためで， この部

分では耕作土と第II層の間に白灰色の火山灰（二次堆積？）の堆積が認められる。

遺物は， I期の縄文早期～前期初頭と II期の纏文中期の資料は，確認された限りでは第IV層と第

V層上面にかけて出土している。ただし， II期の資料の包含層準は，第III層まで及ぶ可能性もある

恥出土資料か少なかったため明確ではない。 III期の縄文晩期末～続縄文期初頭の資料は，第

II層に一次的包含／曾準があると思われるが，第III附（上部）こも包含されているかとうかは確証は

得ていない。 PointE-Hセクンョンには，第 170, 3, 10, 1号のピットがかか，ているが，この

セクションでみると，その掘り込み面は第II層中ないしは第III層上面で，ここが III期の生活面で

あったろうことが推察される。後述する石組のあったレベルもこの面である。

第4図は発堀区出土の土器片を各区毎に時代別けして，その数を示したものである。表採・出土

区不明を除いた破片総数は，約 2,870片で，内

1 期縄文早期～前期初叫~…••237 片

II期縄文中期……319片

III期 織文晩期末～続織文期初頭……2,314片の内訳になる。

縄文早期～前期初頭では，その分布の傾向は，XIV-H -l 5, 20, 25区と X¥＇- I -21区～ XV-

J -7, 8区付近に分布の密度か濃く，それを中心に分布を拡げている。あとは散発的である。

縫文中期は， XVI-G-16区， XV-H~ XV -I区にかけてに分布の中心かあるが，ほかの区

でも数少ないながら幅広く出土している。

縄文晩期末～続縄文期初頭の資料は XV-H,XV -I. XV-J区などに特1こ多いようてある。し

かし，前二期に比へてこれ以外の区からも数多〈の責料を検出できた。

これらの遺物の密止状態は，後述するx.y配石群と称した石組ないし配石を数多く有する士壊
か集中した地区と一・政している。

なお， XIII-H~J区においては，土器片の記載かないのは，前述の通りこの部分の上層をプル

ドーザーで削士したためである。 （上野 秀一）

20 



(A地LX̂-） ーロ
—/ 

//~_-／ー／ー＂
／／  

一ー‘（ニ--- --
--n 

———--

A
 

いい

/／/――-----------------------

．—-一――
_—--

---—--------------------

—-----------

:, _/-, l レ／II I II 

¥¥ 

------1――― I 
I 

l 
l 
I 

¥¥ I 
I 
I 
I 
l 

" 

/ I 

I 
I 

I 
l 

I I l 

I I I 
I I I 
I I I 
， 
I I 

I " I 

¥I I 
I I I l 

------・ I 
， 
I I 

I I I 
’ ’1,  1 
I I 

I..  I 
/ 1 1 

: ¥¥ : ; ! : 
I I I I ＇ 
I I I I ----＇ 

L----- —ーI --------,---- -- I 
---L-------, 9 ,  

-------------- I 1 / I 

I I I 
I I 

; " : 
’1  1 1 1 1,’I  I : I I l 

I I I 
I 

I I 
I I 

I 

II 

¥¥ 

¥¥ 

。
第ー図 遺跡付近地形図およ び試掘配置図 (1 1000) 21 



F
 

G
 

POIINT H 

H J
 

k
 

—←--」

7 I 12 I 17 I 22 
―- i 

6 I 11 I 16 i 21 

XV 

゜ 135.5 135'.0 

第2図 遺跡発掘区配置図および遺構関連図 (I: 200) (B番号：焼土， R番号：赤色土） 23 



＼ 

卜•

XN-(; s XIV・C-1[I x¥V-（；-15 XN-(；-20 XIV-（；→25 

l 

XN-11-5 

+— 
X閃 ll-10 !l 

13B 30OM 
， 
↑ 

B
 

XIV-H-15 XN-H-20 XN-H-25 

9
刈

l 

XIV-1-5 
, —→~ー・ —- -- 』＂~ ~—•—-~ 

XN-1-10 XIV-J-15 XN-I-20 c
 I 37.10 0 M 1 

C: XIY-J-25 

＇ 

X花 J-5 XN-J-10 

I —·—---------~ •寸―――ヽ"-▼--- ---

XIV-J-l5 X!V-J-20 XN-J-25 XN-K-5 D 

136.IO OM I 

XN 11-11 XIV-11-ll XIV-H-1:l XIV-11-14 XIV-11-IS xv-11-11 XV-1112 

＋ 
137.50 0 M 1 

ーー．

F
 

XY-H-13 XV-H-14 XV-H-15 XVI-H-11 XVI-H-12 

T —•--
三 第 10号ピット

XVl-H-13 XVl-H-lJ G 

「―••--
137.3 0 0 M 1 

--•‘----ー・
ヤ---¥ --¥  - V 

i i  —三亨亨~-
纂 l号ピット

G XVI-H-15 X冒 H・ll XVIl・H-12.  XVII-H-13 -- ・-・ 

芦 l

¥ '''  

IV 

＿ ―---ョXVIl・H-14 XW:-H-15 -暗茶褐色土層X冒 H-ll H 

辻 ¥
 

泣
131.30DM 1 

＄ 
暗茶褐色土層
黒褐色士層

暗黄褐色土層 （粘土含み）

゜
2M 

第3図遺跡セクション図 (PointA-D LineおよびPointE-H Line) 
25 ・ 





F 
I 

/)f ! 1 
1 4 g 

＾ 
1 

グ ＼） 

乙 I I 1 /J2 
1 Ci 1 l 6 4 ヽ＾x ゜

II I I I... ) ¥.., 
） で．iC、)< 

2 ('. rヽヘ^ （ 
／ I Ill ’7 l Iソ Iヽ Q‘ c-'l 

1 3 t 1 2 1 ,1  i 『り^ 1
G 

2 2 2 3 7r"¥ l 卜． 1 
F-9 

芍
..,/ 

CD 
ヽ

l f 2 l 
2 7 2 2 l」 ウ 1 

| I 

合
N 1 {Jl I 8 9J l 

J っ＇`が・-ヽ、‘． 12 
i ！ 3 リ 1 A l 7 

(） 
I I 9,, :;---^ ， I 

I 
（ 0 2 4 〇ぅ 3 IO7) 2 1 

) 2 1 ふ 4 1 1 1. ^ 5 
q ~ I 
因

II I l 

露11 V 3 i 3 嘉 2 1/ 21B r, 7 
^ ゚hし

_3 ^ 6 3 45 rヽ 4 
vm 
↓ [1 'X_ XIl3 l 

4じ7） 6 
↓ q 

284 : ．． 0rl1 l 
ー｀J Q m III Ill 5 

（゚ 

b句 ］りDl 円り H 2 t， :で＼13 61 70 ! 

l t :O5ll3 7 l 祢〗 4 u 3 i ヽ l ‘‘ I 

5 Q 1 
- 33 {，・， 5Q 37 14 1 4 12 

l) d I •O °VI 名芍 71117 3 1'-'67 i I ↓ 
Ill I u l 

nl 2¥ 10 8 ， r2 o9 3 I 

0 0 
V 

゜
¥） V II 

1li 屡
I 1 ¥ (I'-' I~ J 

11 1 2 ： 4 16 8 2 1 3 1 1 3 
11 m l u 

J 3'. ：印 2 り4l ("')OJ 
l゚ 

2 
10 2， 3 0r  ]（ (） ! 1 I 1 3 -

゜
2 l C2¥5 2 ＇ 

li ヽr心Y7 ＼r人、シ3n3 0 互 0 4 I 0 3 し1 
C o '/ 

＾ 
1 13 1 

り 仁） ~ 0 ノ 3i,•,9ーヽ'‘-4 I 、- 、IJ 尺。 4 | V 1 I 

＾ 
17 20 23 4 1 

1 
l l li 門 ] ¥l ： 

I I 

25 D ／ l ！ 14 l l 3 13 ， 8i 3 I 

ド） C 
3 こ

l ｝ !I ， I 
3 1 

/K 5 18 35 13 5 3 

゜゚
vm 18 0, 11vm 8 1 i 

／ ヽ
0 0 1 I 

／ 4 1 人ヽ 17 ] （I 3 
u 

OqsI i II u I II 

／ 1 
,.. 31 

1 I J 
I ^ O ]; 2 8 ’） ‘ 

01v,- ＼ VI 
i ／ ＼ -1 I !:i3 2.:,、)0 l( 14 

〈 ‘l 
I i ［p し、 10 1・1 ; 

/／ ／ I! 45 :l 
/ 

＼ >\\ ：： 
I 

／ヤフゃ4 

-̀
， 3 4 5 

ヽ 8 

し 、--
古し『I ＼ 6 7 8 ， 10 

＼ ~( ｝、ヽ ヽ
12 l 11 13 14 15 之＼ 

＼？ し ‘ 16 17 18 19 20 ／ン
：ヽ 夕 ／ 

/• ＼ 

゜
レr~ ゜

10M 
21 22 23 24 笈 ン

/,. 
‘ ノ/’’x, XV XV XIII X¥111 

＼『 （ローマ数字） 一―-I期（縄文早期）の出土 l器片数

凡例□（アラヒア数字，太字）——-II 期（縄文中期） 19 

13 （アラビア数字，細字）ー―-III期（細文晩期末～続纏文判初頭）ン＇）出土土晶）｝数
I例 xv-1-211

第4図 T 210遺跡発掘区土器片出土分布図
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第4章 遺 構

本遺跡からは， 151基の土塙ないし tJ廣堪と 21基の石組，

址 2基かみつかっている （第2図）。 上塙（募）， 石組，

3基の溝I犬遺構，

溝状遺構については，

それに近代の炭焼窯

第 1' 2' 3節にお

いて， 炭焼窯址については第4節でそのあらましを述べる。 なお，本遺跡の今次発掘地点からは住

居址はみつかっていない。

第 1節 土壊•石組・溝状遺構（第 5~42図， 図版3-44A) 

151基の士壊と 21基の石組のすべてについての事実記載は、本節て｝］方式で記述を行ったこなお，

表記載方式および遺構・遺物の叶記番号なとについては， ド記に示す要領で行ってしヽる。

ー 土壊・石紐ど溝状逍構の直構番号は， 共通の通し番号て処坪しており， 第1号ピットから第

199号ピ I 卜まてある r しかし，

欠番・・・・・ •75, 94, 96, 97, 109, 115, 125-128, 132, 148, 

173-176, 

2
 

183 

遺構のセクンョンIx]中の層名は，

この内 24個欠番がある C}

152, 153, 161, 164-166, 169, 

第 1表に示した統層番号で示してある。 しかし， 1口j―-)付

名か各土堀hiに全く同一の層を示すとは限らす，

した。

特に違いのある層に関しては挿図中に辻品

第 1表 T210遺跡土壊層名一覧表 なお， 第3層の黒色 t-

層沿 ロ＇J → 層 名 層番 ''・ 厨 名'J 

I 1 耕 作 ± 8 明糾色土
N 1 -

、と.） 具 黒色土 ， 褐 色 土
--

II 3A 黒色士 A 10 賠貨褐色土
V 

3 13 黒色土 B 11 貨褐色土

4 暗黒褐色土 12 黒灰色土
lll VI 
5 黒褐色土 1 3 灰 色 土

6 暗茶褐色土 14 焼 上
N ．．一 Vil 
7 茶褐色土 15 赤 色 ± 

層は，さら（こ枯質を閉ひだ

A層としまりな〈サラサ

ラしたB層の 2つに分1竹

できるか，

が多く．

明瞭でなし、例

この例に関して

は単に第 3)外どのみ辻記

してしヽ る。 また” l ~ 15 

まての）けは`

11 

）第 1I,14 :耕作上

）第：：：， 3A、B層：

真黒色～黒色土

)
）
＇
)
 

I
I
V
V
 

I

I

 

1

1

,

_

¥

 

第4,

第6~ 9層：暗茶褐色～茶褐色1および暗褐色～褐色土

第10,

5層：暗黒褐色～川糾色 I

11層：暗黄褐色～黄褐色 1-
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(VI) 第12, 13層：黒灰色，灰色土

(VII) 第14, 15層：焼土および赤色土

の7つにまとめられる。この内，（ II)は本来的には，第3図の縦断セクション図の第II層と

同一のもので， 自然堆積したものと考えられるが，幾つかの例に土壊内奥深くまで，あるい

は間層としてあるものもある。これは，土壊を埋める際に，意識的にあるいは偶然に黒色土

のみが入ったためかと思われるが，細かくみると土壊内のものには，細かい枯士粒か含まれ

ている。 (III), (N)は，（II)の黒色土と地山の黄褐色粘土層とが混じりあった層で，すべ

て 1一一堀の埋土である。 (V)は，地山層か二次堆積したもので，多くは，塙底面および壁につ

いて堆積している。 (VI)は，後述する溝状遺構にのみ認められるものである。なお，本章

第2, 3節では，層名は，上記の7つにまとめた層の方を一般的に使っており，縦断セクショ

ンとの混同をさけるためゴシック体にしてカッコをつけて記載している。また，遺構の図面

（第5~25図）中に示したスクリーンの内訳は，第2表の如くである。

3 遺構図面の中で， 0印で示したのは石器，●印は

土器の出土地点を示している。また，略号は，

s :河原石ないし石器
p :土器

SP :小ピット

B :焼土

R :赤色t

である。なお，焼土および赤色土と小ピットは，

第3表，第 4表にそれぞれ一覧表にして掲げた。

4 遺構出tの遺物の実測図，拓影図（第22-42lxl)

の註記は

第2表 T210遺跡遺構スクリーン内訳表

三〕
（註）

黒色士層 （第 2, 3 A ・ B層）

焼土層

赤色土層

攪乱 IM

二焼けた河原石

1,．十）間層としてある第 2. :J IMIこ・）い
てはスクリ ／をかけてし •t, し・。

1. P. 28. 2
 

通し番号 ピット番号逍物番号

のように表記しており，遺物番号は，遺構図面中のS番号， P番号とそれぞれ一致する。壊

底部ないしは壁出土の石器と完形・半完形土器については，表中に記載してあるか，これ以

外のものは，すべて覆士中から出土したものである。なお，遺物番号のない例に関しても，

すべて覆士中から出土している。

5 表中のピットのタイプの内， A型と B型に関しては，第2節第 1項の分類に準ずるものであ

るが，それ以外の略号は以下の如くである。

C型：特徴（タイプ）不明の上塙（墓）
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30 

D型：人為的な古い時代の上壊（墓）であるかどうか疑問のあるピット

S型：石組（第 2節第 2項）

T型：溝状遺構（第2節第 3項）

6 十器の I, II, III, N期は、 各々土器の時代を，］、したもので，詳細は本宗第 2節と第 5章第

l節こ明記してある。 { ［野秀一＼





ピット 規 模 I 長輪I1夕ピット［ 揖図 図翫
番号
区 名 平面形

---~1和
配 石 ／」、ピット

方向 イフ 番号 番号
ピット群

1 XW-H-11 円形 94X84 30 
煤口部3個，壌内8個 垢内 SP-1~3

ANa 3, 16 !6C z 
（内，焼石3個） 壊外SP-4-8

- - -"  - --

2 XVI-G-23 円 形 75X73 沿
腋内1個

A m l ll 9C I S l 
-- --

3 XN-H-10, 15 円 形 51X5219.E C 3 S 2 ? 

4 XVI-1-2, 3 円 形 79X7331 腋内l園（内，焼石3個）
槙外SP-1-4

A IV b 18 20C Y' 

5 X¥i-H-24 不整円形 67X66 24 AIM 5 6D Y' 

6 XV]-G-9 円 形 84X8430 A IL 7 s 
ー→

I X ¥ H -9, 1 0 不整円形 5.3X52 ， 醤内3個 A[[].1 S 15, 46 z 

8 XV-H-18 不整円形 74X65 36 簾日部1個 A l 11, 46 OB 
r-.. 

， XV H-17, 21 円 形 71X6516 『外2個（内，焼石1個）1個
All] 1 訊46 3C X 

r--

10 XV-H 12, 13 円 形 65X6518 ；内外北4個側 （内， 焼石2個）7個（内，焼ti2個） C 3,21,41 X 
-ロ

11 XV-H-16 石 紺 85X62
鴎塊その横1個

（内，妬i5個） s 17,16 18A X 
--- --- -.. 

12 XV-H -16 梼円形 89X72 15 割度内外43個個 （内， 焼石2個） 壊外SP-1 N-S A!Y b 17, 46 l8A X 
__, 

13 Xv H -11, 12 楕円形 82X73 10 積内7個（内，焼わ1個＇ I 
N E AN a 15 16A, B X 

， -S¥I 
--,-―-

罰慣外北1個側5個， 西側8個
煽内SP-1 WNW l 

14 X V -H -16 不整楕円形 66X49 ]8 -ESE D 
22, 4{i X 

＇ 
9 - -

15 XV-H-20 小整楕円形 101X59 31. ［ 慎口邸，槙外各1個 ENE 
All 10, 46 恥XN-11 16 -WS¥¥ 

16 XIV-Hー内） 小整格円形 106X78 11 責廣内外11個個l （内， 焼石5個） NW 
A Ne 19,46 X -SE 

17 XN-H-19, 20 石 科 59X58 濯（内，焼石6個） s 24,46 X 
-- - - --

18 XN-H—笈 不整鼎暉 76X51 11 NW 
AIM 5,46 7A X 廣外南東に1個 -SE 

19 XV-1-10 楕 r1形 図X688 懐内刈個（内，娩石3個） ENE ANc 19,47 22B Y -wsw 

20 XV-1-10 不整円川ト］X65I,75)6
| 

AIL 19, 47 22B y 
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半餞土輝層直蓋片 Il1輝番号
図屈 石器 癒 図屈 燎土 骨片 I土器型式 石器器種 畏化物 億 考
番号 石器石片 番号 番号 赤色土

I 

冊ー］4(26~1、SP-4、 1 ' | ! 6 i〗二］37-9 L 1軋認頃なにっ号接て石組が輯二，罰、沿92号h刹が
P-2)、ll （底訓 I 2 30C してある

ー " - - | 

有茎鎮＼s-1,底郎） I I 1 2、一l37-5 品 [ --冠店茎践iS廿息澤',、 2 i37-
38 

縦形掻器 I 6、7

声直iS-11、忙五中，、 2 I B7-
38 I 3 B＋ 、4料）石鈷 8、9

-― -IT／←一 • 一ー ， — 

--- I 口l 計譴•
円形掻器 I 3HO 38 

-I  

□ ---.—--
削盆、石皿9(S-1, 1 3Hl 38 南東部＇に第 64月什絹
釘） 1 42-2 

r —•-- -［-9―-
--I - --| 

ナイ 7状石屈砥石(S_ 2 37-12 38 8-7 
l `り［石） 40-7640B 贋口～壌外

Ill I l 2 " 1 28-22, E '30C {illil （擬外、 s-1 l 1 ~l-4 
R-4 第47りど少しl:JJ合って
煩底、東I いるか祈1B関採ポ期

： 
’ 

Ill (SP-1 ¥り 28ー：ll30C 
削器 (S-l, S P -l ISP-I 

の祖刷 1 
',7-12 38 

I 

1-11笈］ I ~£•~[ 沿C , -

1-21361、Il 30C I| 第62号暉疇北西
1 にある

I -2 1 P -l ! 1 I 26-3 35-1 
削器（底阿、敲石＄ー

2 1 
13~-14 岱 B-9,10 + I -曲2号五紐か東南東

l、底面） ~0-77 40B 濱日～農外） (6、7'層） にある
l l ， l -l 

Ill -14i26-o P-61,Z6-6、⑱-8
l膨掻器 1 B7-15 38 l ‘2  2沈 38、

(26-7、P-5+7)、m 面中） 39 30C 

- j_ I I m -3 1 4 1'，m-1 2 I 42 1、 b 、28-4(30C 
III 、4,

I :旦；閏
南東部に第61月6紺
がある

←-

T Ill 削器（S~2, 底昴） I 1 37-16 38 
1杞石中｝

:=,>1:~;:6,lIJ 31A 
皿ー10(51、52)、

2 
削器（第19、21号ピ；ト

I 37-11 湖
B-29 ＋ 第21}}（新）I:'.。)卜と

冊ー13(56、57)、冊 1杞石卓 の可能性lある＼ 憤奥＼ i 4罹！ 1]合い関係
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ピット
区 名 平面形

規 模
配 石 小ビット

長輪 ピットの 挿図 図販
ピット群

番号 蠣口 深さ 方向 タイプ 番号 番号

21 IXV-1-10 不整円形 95x80 28 壊内31個（内，焼石12個）
撰内SP-l~2

A IV C 肪，47 Y 

22 I XV-1-9, 10 II 厄 70X6117 魔内6嗣（内．性石1個｝ EN~\\ ANa 腔，47 208 y -W 21A 
- -

23 XV-I -9, 14 不 明121X7852 鄭祀湿，壕1個日蔀7個（内， 焼石1ii札j D 23, 47 22A Y 

-――, 

24 XN-H-24 不整円形 閲X5022 漿内1個 NW Afil ls ll,“ X 撰外SP-1 -S E 

25 X V-1-15 楕円形 106X88 20. 槻内l硼（内，焼石3個） E-W ANb 18, 47 y 

l 

26 XV-I-15 伶円形/1(87X7il4 N-S 

A I s L-＋ | '? li 1, -441 ? 
Y 

訂 XV-I -14, 19 6 糾 79X45
lOOO （内，焼石91個l 28D y 

28 XV-1-14 石 蘭 65X36 6個（内，焼石1個） s 24, 47 28C y 

29 XH-I -6 不整梼円形 74X61 19 壕内2個 AI112 13, 47 Y 

30 XID-H-18 円 恨 75X7129 擬内壁1個（焼石） 壁に接してSP-l A圃lM 11, 46 l!D X 

ーロ [ f i:: 31 XV-H-11, 12 I円 籾IX42(7012 損内1個 X 
I I 
I 

4個（内，焼石2個 l 
32 X!V-H-22 石 莉 41X33 X' 

33 xv-1-13 不整楕Pl形~(97)X7 14 廣内27個（内，焼石1個） 鄭槙外SP-1 N-W ANc 19, 47 Y SP-2 

34 XI¥「--H-19, 20 石 紐 45X22 6個（内，焼石2個） SP-1 s 24, 46 X 

喝 XV-H-16 石 紺13X27 5個（内，焼石2個） s 22, 46 29C X 

口紺
•• 

沿 XV-1-19 74X33 7個（内，焼石4個） s 24, 47 y 

37 XN-1-2 Pl 形 84X7531 績内1個 D 22 X' 

38 XV-1-17 Fl 形l9X79(86~1 撲廣外内西1瀧側 （内， 焼石接4個し） SP-1（第38号1こ ANb 17, 47 18B y 小ピj卜と て2個 切られる関係にある〉

39 XV-1-12 石 親況X43 6個（内，燒石1個） s 24, 47 29D y 

40 XV-1-8, 13 円 形 85X7812 攘績内外北5個側 （個内， 焼石2個）l （娩石） ANa 18, 47 20A y 
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土 罷 靱 図版 石昌
噸！図版 1娩ニ

土器型式
晶晶番号 番号

石器器種
石器石片 番号番号 赤色土

炭化物 骨片 饂 考

ID-8(50)、ID-10(49)、 26-4 37-1、6{i_[I[（S-ltS-2、配石）、 2 40-7! 4l—l 第20号（旧）ピ゚／卜と
ID-12(48)、皿

1 69 29-46 
31A 石Jill破片(S-3、忙石 41-7! 42-1 U]合，.）関係，炉．1］ ・・61 

-'  i 
＇ 

--
fil-14(26-5、P-1)、 26 5 67-7 

l 

1 31 竺J62 
m 1忙1汁 -66 31A 

I 

I -1 (67)、I-2 (68)、 4 
29~6; 
31A 石錘 (S-1,壁際） 1 1 37-18 38 

一部「風倒木痕」で切ら

Ill ~6{ れている可能性ある
_, l l 

皿 1 29-72 31A 両側柘器破片 1 1 37-H 38 
R-1 
濱日～壌外）

/ •~ 

111-10(71)、111-10(76)、 岱ー70 削器(S-1、i拓下）、 37-2( 38 ＋ 第26号（旧）ピj卜と
171 、7131A 2 

Ill 73~75 石Jill破片(S-2、iHi) 41-81 41-5 (3層） 闊合い問係
l—·—- ＇ 

十 I 
3 無茎儀(S-1、底餓） 2 1 37-21 38 

(5層）
--~一 し一

m-10 (76) 2 29-71 31A 2 
- ~ 

ill-10(n、OO)』-14(26_ あー8、伍ー4削呂、赤色t付着絹片（共 37-2? B-17 第33号ピ）卜に接し8、P-1 (+ 4 I) (26-10、3 11 1~11 7-3 忙石中）、砥ii9(S-1、 2 38 扮 n （石紺外） ているP-31(26-11)、Ill (fi組中 ～臼 31B 忙石）
9 •一

]-1(84、85)、111-2(90、 30-84 94)、111-9(95)、111-10(89~ 15 
～併
31B 1 

93、111-12:96:、III
← - --

I -1 ¥ 100，、皿ー13d01、 30-100 B-12 l 

皿ー］0(102)、皿ー12(107 I、 8 31B 2 ' 
皿 ~lOO （攘日～攘外）

ー・• • • 

| i B-4 
（攘日～損外）

→ 
I 

| 
l 

- --

26-12 大形量茎鏃(S-l,ht6中）、 37-23j ： 
第42号五祉と一蔀凰な

m-2 108! 1 
団―!Ill
31B 
麻指状掛品IS-2，配石中）

2 24 38 り、第28号石組が近く
にある

・-・ 

I -1(109)、ll!-2(110)、
10 
30-111:! 
31B I 皿―14(26-12）、皿 ~112 

. 
＋ 

I 

! ＋ ——•~-

I -1 (113)、III 30-113 ： ， 31B I 
~116 

ト――-

1-1 (117-119)、皿 7 
31-117 
31B ~1>

； 

_--I ------

Ill 2 
31-
32A 
餅面三角形の擦石(S-1、

1 40-71 40A 
B-14 第49号（祈）ピ／卜と

121、122 忙石） （煽IJ～農外） 吼合い関係

断面三角彩の擦石(S-1、
1 40-7L 40A 

石龍）
I 

削器(S-1、ii石中）、削器9 :11- 38 
Il 1 31-1ぼ32A 五lill(S-2、忙石）、台tiIs 4 瓦％ 41-2 1 1 

-3、忙石） 川、M43-3 

35 



ピット

番号
1 区 名 平面形

規模

讚口 1深さ
配 石 小ピット 群卜ツピ

版

号
団

番

図

号

挿

番
り
プィ
ッピ
タ
輪

向

長
方

41 I XV-H 14 

42 x ¥ -l -1 3 

fり

43 I XV -I 13 

44 I XN-H 15 

AIL '
)
 
4
 
，
 

8
 

•9 

z
 

-l5 I XIV H l:i 

3

3

8

 

l

l

l

 

ー
9

9

9

9

 

9

,

2

5

2

7

 

,、

1

2

1

1

＿

一

l

-

l

u

"

"

"

-

l

 

-

＿

 

I

I

V

N

¥

 

x

x

x

x

 

i
4
6
-
4
7
4
8
4
9
 

一
ー，
 
＇ 

形I94X90 I 22 
1煽外3個i内，娩石1個

俎ll3X701 11~桐 'I凡娩石l湮）

石 組l102X65

s
-
s
 

r
/
 
4
 ， ，
 

ー

24, 171 29B 

NE -s wiA lll i 

y
 

y
 

14, 46 x
 

5/J i XV " I -14, 15 

~,·,r6l l4！演V正'" '瀕門o,-J

楕円形 60X芍 l付

；一円／い62I 21 I I 
I -

楕円形I87X叫16I漿内1個
擬外北東側2個（内，焼{iI個）

不整梼円形I71X`「ふ112|壊日壁1個

SI I XI¥I-I -17 

望:XlV-I -18 ---t 
パIX!Y-H-14 

[,4 |XVI-H-11 

S5 I XV-J-12 
！ 
--

:-0 X¥-1-11 

円形 llir);lIHIlし^
＇`，3塩外東偲11伺

形`17(）X64f5壊内11個（内，焼u3個）ー一一壊外SP-l

不整梱l形19()X6326 --1--NWSF| 0 
楕円形1111,'.8544 N I¥’ 

I 11 ~ s EIA IL 

恰『1形1「疇I19 

I 

-+-- lllfSP=_1_心JAIM
{|糾|5lX491 1硼（内，焼h6個） ＿JI IS 

: s 

l 
1Aill IL 

11 

i1I 

紺I31X29 

“ 

N E 訊皿 1S I 11, i6 -S½ 

NE 
-s 

x
 

6

7

 

4

4

 

9

,

 

7
 

ー

6
 

L
 
4
 

N

i

 

ー

＿A

A

 

9

,
＇ ＂＂ 
r
 s
 

E
-x
 

x
 

AN c I 19, 471 22A 

22 

8 B 

y
 

Y
 

y" 

＼
 

6
 

16 

12 I llB 

y" 

z
 
r
J
 s
 
Y
 

57 j XV-H-18 □-l-8,9 
59 ! X¥1-J-6 

--+ 叫 i X¥]-I -11 

h 組I57X44 I 114個（内，焼fi3個）

小整惰円形II28X99I 37 隣内1個

不整円形I'ilX引I23 

不整円形叫パII 1、-
(） I堀1月1個

I 

S 124, 46129A I X 

23. 47125B I Y 
I 

噂紅sI 11, 47 

Y
 

Y
 

、(
l

|~ 
'う



± 器 暇 図版 石 器 挿図 図屈 焼土
土器翌式 晶翡番号 番号 石器器種 石器 石片 番号 番号 赤色土

炭化物 骨片 貴 考

皿ー10(124I、ID
l 

8 
31-1:i 
32A 円形掻品 I 37-2, 38 

R-2 ｝ 
~1> 隠外

, --

石皿(S-1、杞石）
第33号ピ；卜と一
昴璽なる

皿 3 
31-
32A 

B-16 
］翌訟 贋□

卜̂ -

Il 41129i、Ill i. 4 
31-
32A 
大形有茎銭'，S-1、

I 38-公 38 ＋ 
笥¥45号ピ）卜と接して

! 悶，I灼 底晶
tI .. 

l,lるが新1廿関係ふ咀

]jj 3 
jl-；31 
32A 

' ， 

十
第44サピ，卜と接す

～憫 る

I -!il35,、皿ー］4127-
1 
I 27-13 
l2A I ， 

13、P-1t 2 i 阻氏，閣 :11-1⑮ 

| 第10げピ トと接[
でし｝る

-- -—- 1 
---

l l ii%、l-3 913「lI 5 31-1沿32A 
~1391、Il ~ll「I--rs 第沿乃i旧！じ＇，卜と

叫合い関怜
--- -

!Il-2(141), ill-!OiU21, 15 3l-111 
泣A
けI]出屈lS-l、忙も中，

1 
38-2¥ 38 S -2，よ第21号IS

皿 ~，15 iillll破片IS-2，村［｛］＇ Hl-7! 糾一l -3，と接合
--

31- l(ffj木痕で、lti員がU）,̀J 
I 1 I 146i、U i 2 浙，14;32A il ：おり、煽底謡ii月帷、9e

＼ 

i ̀ l --

I -l(148i、Il,ill-51150）、1
20 
31-i恥
32A 有茎銭IS-1、屈孤 1 2 屈ー3138 

！ m-1019151 1, m ~l§ I 

| 

I 3 
32-

l ,3層＋、多量，

3層中，：よ、多量，り木
ill 

罰，1:.8
32B 5 戻，j外：：、里頂石の削

片も多く含んでいる

I 

1証茎銭1S-32、紀石叫 | 3 且7-l、
38 ， | 第1号ピ；卜の南爛

削品IS-U、忙石中！ 3、4 に接してある

I 
I 第67号ピ）卜の北北西

I I 

I -2(160i』]-11(162)、
19 
32-1舟
32B !+ ill-12(164)、皿 ~1H 

I 

I 

I ： 

I -1し165、166)、 32-1屈
32B 石錘IS-1、壊口部 1 38-3( 38 北東部一部攪乱I-2067! 3 ~1閤

I-2il68)?、ID 18 32-1伐32B 石佐S-2，底面！、殺形， 2 5 
泌一
38 ＋ ~1闘 鰭 S-1屈面） 1 32ぷ

[
I
 
3
 



区
ト

号
ッビ

番
名 平面形 配 石 小ピット

長輪ピ）卜の挿図 1図版

方向タイプ番号番号
ピット詳

61 I X~ -H -23 

6~ I X ~ -H -16 

桐

偲
1
9
]
-

~
~
し

3
8
4
7
 

x

x

 

?

J

3

 

[

,

8

 

祖

細

一

勺

ェ

ロ

63 I X¥ -H-8 エロ

S 5, 461 7 A I X 

S I)0, 461氾CI X 

伺̂b s
 

46 z
 

囚 IX¥ -H-9, 1lI 日 ~9X 18 I I 3個 461 22A I Z 
| 

6S I X¥ -J -13, 18 ！□ 形汀x:;;i 1; I壊門2個
i I ! 

Am 2 | 14 14B S 5 

［も X¥-J-11

!i7 I X ¥ -J -F 

1;,s IX¥ I-11 

fi'i I XI I 11 

了II I X ¥ J-:い

~I I X ¥ -J -2>

了~ I X ¥ -J以

73 I XI -.J四、図

~! I X ¥ J 21 

?
]
 
ぶY" 
ー1，り

9

/

 
千

形は心 ‘1v 1堀外；［鱈1個

f炉州］1ド屯］XI)］|]「）

p
 
s
 

卜

―

夕

＿

，

 

凜

闘3
 

-

1

-

T
1
 
焼
，
 

内
桐
_
1

＿

桐

個

闘

軋

旧

り

3

?

J

璧
郎

．
 

一ー＇↓

団
且
1

,

 

1
,
t

月

］

奥

夕
闊

堀

闊

11
壊

J
‘
 2
.
I
J
 
.
.
 t

J

2

9

’

 

1

1

1

1

1

 

丘

l

i

l

l

t

i

g

3

7

6

1

メ

x

x

x

、員

1
.
 

ーー
i

i

"

山

i

ぃ

ぷ

凶

．．
 ー、

1

↑

臼

形

＿

乳

形

一

，

砂

ー

＿

ー

r
 

，
 

整

杭

．

い

終

ー

一

1
¥

ナ

,

R

．

ー

r
-
円

イ

'
-
.
,
ー
|
~

M

M

L

 
~
 

＇ 

A

-

A

A

 

_

-

E

 
-

s

 

一

＼

一

＼
 z
 

ー

c
 

W
H
 
A
 
＇ ＂ーs
 

E
 
z
 

211 ~:18 

s 5 

SS 

E W IAill S 

.,A  IM 

／ill 
A ] M 

-
3―
 s
 
＼
 

l
¥
 s
 

11 

111 llC 

L
J
 s
 
L
¥
"
 s
 
只’s
 
S 5 

番矢L3
 

[
I
 

76 i X ¥ -J -9,旦 榜円舷 139Xlifi初，壊C詞2個 E-W D 25C I : s 5 

□□1-~IIRl,I ~8 X¥I-I-18, 19 ’不整円形 99X89ll3壊内21個 煽内SP-1
6
 

＇ Y

S

 A
 

葛

。

7

2

]

 
□心ss
 

E
―

―

 

N

N

 

79 ! X ¥] -I -13 --t -
80 ! X¥]-I-13 

| 

不整円砂li35X45l6 I 
煽外北酉璧，こ接して 1個

．．
 
ヽA
 

6C Y ヽ

D
 w" 

E
s
 

N
W
"
 

E
-

61 6 C Y ， 

ゞ＂ぷ



土 暑 隔 直 石 暑 瘤 臨 II焼土
土器型式
畠悶奮号 奮号

石器器種
石翡 石片 番号 番号 赤色土

炭化物 骨片 爾 考

第18号ピ）卜の南東に
にある

I 

i 第14号と第15号ピ j
トとり問にある

＇ 

B-1 

I l 

i 第7号ピ；卜の雨東
にある

--

I 32-
lll-10 (174)、ill 2 

17U75 32B測|臥→S-3、哀』
1 38-31: 唸

』-10(176、178) ． ~4 I氾桶一、開‘氾Bl l ' ' 
I 

I 

一誓l臨号石組lll-10(179)、lll-11(178)、
:128 ! i Pl移掻器（焼けている） 1 38-:JL 38 ID-12(182)、m

， 

Ii 

I 

-`  

32B I 
i 

I 
I -I (183) 2 32-1⑬ 1 

I -1 (184、185) 10 
32-
32B 

I 184、1811

I -1(189)、Il-2(191) 16 i j32-
! 13 1 32B 

＇ 

崩器 I 1 I 1 卜38-3f 39 I 
i 

I 
！ 

lll-10(192)、Ill 7 
32-1臆
32B 

B-19 
~195 I 債11～壌外1

32B I m 4 
32-

L 

底l肝
＇ 

i 
＇ 
I 

l 

I 
I -1 (198~200)、

1 I 5 
32-l!I! 
32B 

. 
]-1(27-14、P-l+3)、皿 ～加

， 

l 槻形鎌 (S-2、ふ；
り
38-
39 
B-28 埒内中央飢に大ぎな

底樹、削器 (S-1) 37汲 贋央） 攪乱i 

-― 

m 3 
32-
32B 第80号(Iii)ピ！卜と

狐飢 切合い問恰
ー］

I 

第79号(IBIピ！卜と

； I 1Jl合叫翡

39 



ピット 規 模 長輪 ビットの 挿図 liil版
番号
区 名 平面形 配 石 小ピット

方向りイブ 番号 番号
ピット群

欄口 慄さ

81 XVI-I-14 円 形 93X86 48 廣蜀日葛蔀11個個 （（焼内石，焼）石8個） 城外SP-1 A IV C 20 24A S6 
__, 

82 XVI-I -15 I l l 形 67X62 24 AIM 6 7B S6 
-l --

83 XVI-I-9 ィ、整方形50i67)X位12 撰内3個 漿内SP-1~2 C 21 y' 
腐クトSP-3

84 X Vl -I -9 楕円形B0(95)X72 11 撮内1個 NE 
C 21 Y' -sv. 

← 

85 x n -l -4 円 形 48X44 28 i AIS 8 Y' 

← 

86 XVl-1-4 円 形 92X88 30 A IL 8 Y' 

； ， 

87 XVI-H-24 不整日形 49X41 11 D 23 Y' 

88 XVI-H-22 円 形 41X39 l ，I 機内1個 D 23 Y' 

89 XVI-H -16＇ . 17 21, 22 楕円形 70X51 22 AIM 7 Y' 

90 XVI-I -l 不整円形 98X95 39 漿内壁1個 A皿1L 12 12B y' 

91 XVI-H-12 不整楕円形 62X48 21 NW AIS 5 z -SE 

I 
氾 x"-H-ll 石 組：tlX29 3個（内，焼石2個 s 16 z 

93 XVI -H -12, 13 隅丸方形 57X54 12 漿城内外面2個側 （内， 焼石1個）2個 B 21勿A z 

94 欠 番

95 XVI-H-23 
1I 円 形IillヽXlx!OO43攘内l準（内，翠4個i ANb 17 17C Y' XVI-I -23 

9.  

＇ 
96 欠 番

i 

97 欠 番

-̀l 

98 XVI-H-14, 15 楕円形 99X85 44壊内11個（内，焼石4個） NE 
ANb 17 19A z -S¥¥ 

99 XVI-H -13 不整楕円形 78X60 19 NE AIM 6 z -S'i' 

IOO XVI-H-15 ィ、整方形 55X52 12 B 21 27A z 
i 

40 



土器癒図版

土器型式 胃は番号番号

』 -5(205 ｝、皿ー !Oi.2~ ！、
皿ー12(20,i、皿ー141,211

ill-14 

26 133□!~ 33A 敲石IS-1、配五
！ 

3 33一□33A,
I I ! 

ill-5 1213 l 2 133-213133A 

石器器種

ill-5 12]も、 ill

m
 

＿
 3 〗□:li33A i 
2 133-216: 33A I 

13 /／月］器

旦l!!ll~li番号番号

！ 

i 

i 

三
l 

l 

l ＇ 

I 

焼土

赤色土
畏化物

B-20 
贋』

t 

！ 

ー

＇

一

―

’

片ユ胃 備 考

ー

＋

ー

ー

，

よ

！第84か旧！ピ 、こ

ニ与83号，t斤lビドと： u]合'， l間1互

一

第86号ピ，卜と接ンで
l るがt斤日「嘉i~:;{、 1 月

！第85号ピ 、こ接す
Iる

皿ー14127-16'圃

111-10, 22(1,、Ill

ill 

-----ヽ• •-
ill―:¥l均幼1,Ill -llJ 
乙,,,、こ2]、,19、;3 I)、
ill ・14真：， ill

I~o 
14 33□1 （ロロ□□□□[

I 
」__＿ | | 

I1/／俎
I ! ! I i 

ーア
』-124(I、ill-j1234均、
皿ー1023ふ認9、ill-14127 1 1 
-1;、p-1、皿 虻石中

ID-14(27-19、P-1 9

r

 

ず
叩医

~
 

項

り】一
，．，

9
，↓
'

_

:

-

i

 

．． 石「じずヽ
r

、
’ヽ'’．
 

点
片
2
こ
破

,
9
,
¥
 

器
且
削
五B
 

4
 33 

＂ー3
 
砂

詞
-
～
 

辻
oo 

t
1
 
B
 

-
3
 

6

3

 

5
3
]
 

1
)
 

1
1
a
 

-＿ rT隣

r
J
 

-,' 
ー
、

,“
 
)
U
 

-f~r, 

沿
出

ー

ィ
‘
,
J

卜

Ii
墳
九
中

．

咄

，

＇、J
9
9
.
 

,
T
b
 

J
 

検
牝
ー

壌

＿
ー
：

[
~
•
一
叫
廿

一，

i
-
口

ー

38.[.11/口
ー←”̀-V i l -

i+-----+ 
10:8-4ロ
一

,
＇
一
＇
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ピット区 名 平面形規 模 配 石 小ヒ。ット 長輪ピットの挿図図翫Iビット群
番号 讀口深さ 方向タイプ番号番号

01 Xn-H-13 円形 51X48 22 A I S 5 6 B 

―←- -

氾 詞詞ーーGH--222 円 形 81X75 28 城円1個 , IA ID 1 Ml 11 I llA S 1 

-~^^• 

03 I XVI -H -16 ィ＜整楕円形 80X73 JO剛 l（梢（内，焼石2個） I悶門は「こし、 , |AN a I 15 I 15C I z 

04 I XVI -H -7 84X74 18 煽内5個 NW : S E[A IV a I 15 I I Z 

06 -6 i4X50(54) 27 外，ピソトに接し'I IA I S I 21 I I Z 
P-1 

07 I XVI 48X37 扮煽日部J:I個 iE W iA I S I 21 I I '/ 

"1,]hx,hC「) ＇心）壌内 11個内，m焼石5梱) I I I ANC I 21 I I Z ＇ 壌外北西側11回1娩石） 1 

09 I欠

10 | XVI I(MX95 35割内1個 I I IA旧Ml 12 I 12C S 1 

11 I Xil -G 三--II1,8 円楕翌Il1l’l彬形，； 叫X95 35 壊内1個 I l,¥皿1LL I 13 I 13A S l 

12 I X¥1-G 87X80 39損'J{内n底i;i.面iw1'個ll!ll I I IAill 1 LI 12 I 12A SI 

13 I XVI ~G !3.1Xlll 59 撰壊内口蔀，撃1個部2個 I I"~~ r.v¥皿ZLLI 14 I SI 

114 I X¥1-G-18 楕円形 92X86 :¼城内 8個 (I凡悦ti3個｝ 4a I ]81 SI 

ll] I欠番

116 I X -G-16 不整梱'1形103X82 30 壊外1個 檄S内P壁-に1接して IE-W I D I 23 I 28A I (Sl) 

117 I XVI-H-2 石 紺 55X23 4個（内，焼も1個） S 24I . I i I Z 

118 TX  V] -G -8, 13 Iり形 82X73 51J I I:N翌; 1I AILI 91 Sl 

ー11一9丁IXV!-F-24 ― 不位1'］形 73X62 -34 「I urlA I M I 7 I 7 C I S 1 

120 I XVI-G-5 I桁 1り形I108X94 I 38|撰内附1個 悦圃LL1 13 I 13 B I S 1 

42 



土 器 揮図 図 石器 随 図屈
土器型式
昌翡

石器器種
焼土
炭化物 骨片 眉 考

番号 奮号 石器 石片 番号 奮号 赤色土

2 枯上塊底蔀にある

--

1 

m -l (252)、m 15 
汎一
33B 
削器、石Jill破片 (S-9、

2 
38-5( 39 第122り（旧）ピ／卜と

252、25.1 杞石） 41-81 ~1-3 tJJ合い関係

岱一乱 無茎儀(S-2、底郁）、 39-
R-3 

十 C14: 4,8()()士160Y.B.P.
皿 18 33B 2 3 51、5; 39 

（鄭、f'il
~2OO 石錐(S-1、底郁） B-12 (5層） (Gak-6,043) 

漬央）

m 2 34-261 33B 

-- -----

Ill 3 34-262 33B 
第107け（旧）ピ！卜と
リJ合い関條

8-23 
m 5 34-163 33B 無茎鏃(S-1、底孤） 1 39-蕊 39 8-23' 

第1めサ（新）ピ！卜と

鴻日～農央
切合い闊係
--

図ー264
Ill 4 

～癌
33B 1 

------- l -

卜 → 一

3 削器 I 2 39-社 39 
-- r — ---

il -2 1267、269!、Ill
刈一罰
33B 煽内中央部より南肩

29 ～煎 一昴攪乱

Il-2,匹II•~ 27:，軋ー12 翌一l1 3 6 -l 39-27 !、 ill-1 e;-lふ 1 14 サー〗： 削醤 2,'［，壻LI晶 2 39 
P 2 -4,，ill ―-_;4 岱B 55、沃

----

皿ー12I，275! ， ' 34-:> ふ3B 1 

Il-4'27-18、P-1 1 ] 27-18 芍一、〗
風倒太と,Jl;IJ合い'，:

可乾性もある

Il-2し276! 1 34-：詞 33B 

皿 10 
四ー
33B 

B-24 
277、278 （贋11)

4 :-｝ 



ピット

番号
1 区 名

121 IX¥I-G-1 個ー己
形面

fIl

平

楕

記 石 jヽ、ピット 群卜ツピ
版

号
図

番

図

号

挿

番
の
プィ

卜ッピ
タ
輪

向
長

方

s
 

A
 
n" 

ーE
s
 

N

S

 

z
＿
 

ー

1
.
i
!
i
-

．
ー
•
•
↓

|
|
1

AIJl 1 LI 12 S 1 

122 I X¥'l-H -11 

123 I X ¥I -G -6 

枡円絞もX:40(461竺！

門『； （出xl¥JI氾
I 

:A I L 

15 I 15C 

8 I 8 D 

z
 
SI 

124 I XVI -G -6,10 111 舟牙 %X9:l I 4叶壊内璧1個 A冊1L I 12 I I D I S I 

125 I欠 蓄

126 I欠愉

121 I欠番

12s I欠 愉

ー

図 X¥I-I -16 

130 I XV!-I -2U 

5

4

 

9
>

1_4

ー
，
十
・
、
；
ー
・

防

岱x

x

 

5
6
6
6
 

ー

形

，
i
|
1

円歓記

円

不

_

_

 

-

D I 12 

D I 22 

'
ー
ナ
ー
・
S6 

S6 

131 X¥1-I-10 ―-l-6IIり
132 I欠愉

73X68 I 11 煽内SP-I
D
 

⑳ : 
j 
S6 

133 I XII -I -3 楕円騎 108X86I 54 城内17個（内，焼石5賊） E -w !A IV c I 20 I 24 B I S 7 

134 I X 11-H -13, 14 I円崩 78X71I 18 隕内1個 漿内SP-1~3
~
 2]-c

 

[
I
 s
 

悶 IXII H-17 
！ 

砂;X¥I-H-1, 2 
| 
| 

不整円骸社X49I 28 

円杉 74X65I 32 

D
 

AIM 

り
J
り']- S7 

'
+
ャt
1
~

S7 

137 I X¥1-H 7 円 崩65X64I 21 I墟内4個 AN a I 18 I 19 B I s 7 

l:l8 | XW H-7 円~ 64X57 I 13 !A IM I 6 S7 

139 I X¥I-H-2 円崩 46X46I 26 D I 12 s ~ 

140 I X¥I-G-22 楕円刑 58X47I B 
i 

N \~ s El D I 22 r、,s
 

4-1 



土 器 癒 図届 石 器 薫 図屈 焼土
土器型式 戸‘'完舵翡番号 番号 石器器種 石器 石片 番号 番号 赤色土

炭化物 骨片 偏 考

第103; } （ti)ピ． j卜と
リJ合い関係

—`~ L-• ~ ~ ~—~—-

-

C —-----—• 

1 

III l 35-21 34A 

III 2 35ー放 34A 砥石 I 40-70 408 

ill-6(282)、ill-10(283)、 27-20 36-5 円形擾器、削且、扁‘i叶ii, 39-57 s-］は忙hlHIil:
111-10(27-20)、III

1 58 35-281 
34A 

(3.'.','， I.'.~I位b樹Rl)/i, 6 25 
~62 
39 ＋ C14:2,5211 i 130Y.B.P. 

～別 (S -l、赤色1付行I (Gak-6,0411 
./・ 

I-1(291) 1 35-別34A 

I 1 

3 削器 1 1 39-64 39 

4 
両月石斧刃僻破片 (S-

1 39-63 39 
］、底部）

111-14 1 35-殴34A 

l -1 (293)、I-2 (294 
4 
35-293 
34A 
梱面三角形の擦石

l 40-72 40A 
295)、111-14(296) ~2% （杞石？）
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ピット 規 模 長輪 ビット(J)挿図 図仮

番号
区 名 平面形 配 石 小ピット

方向 タイプ番号 番号
ピット群

讀口 深さ

141 X¥I-G-23 長楕円形 152X47 lll N-S T 25 (S 7) 

142 XVI-G-15, 20 円 形 74X66 22廣内壁1個（焼石） A1111 1M 11 llC S l 

143 XVI-G-15 円 形 !XJX89 28 AIL 8 8A S 1 

144 XW-G-6 不整楕円形 lllX96 28槻内4個（内，焼石1個） WNW 
A!Y a 16 17D S 1 -ESE 

145 XVI-G-10 円 形105Xl位 36擬内1個（焼石） AmLL 13 13D Sl 

146 XVI-G-12, 17 不整円形 117XllXi 44 AILL ， 9D S 1 
147 XVI-G 7 不整Pl形 95X95 70 AIL ， S 1 

_, 

148 欠 届

~----
＇ 

149 X¥1 H-6 不整楕I11形 WX73 22郎 7個（内，蜘3個） E W AN a 18 21B S 7 

-------------

J5() X¥I-H-6 f'I 形 48X43 19 D 12 S 7 

＇ 

151 XVI―G-6 小整l'l形『l（間）Xlo53 墟内1個 NE AID 1L ， SI S¥¥ 
― --F-

152 欠 愉

l ・—• -

l̀'i3 欠 番

』し- 9しV~ `‘ 

154 XN-l -l 円 形 69X岱 40 D 22 X' 

155 XIIl-1-5 楕円形 55X45 22 NW 
AIS 5 S3 -S E 

156 XN-H-7 円 形 76X69 31隕内2個（内，焼石1個） A冊2 14 S 2 

157 XN-H-8, 9 不整楕円形 108X82 35 WNW AIL 8 S2 -ESE 

158 XN-H-9 不整円舟 101X89 22槙内2個（内，焼石1個） A m 2 14 14A S2 

159 XN-H-5 楕円形70041X49.53 30槙内2個（焼石） NW 
AIll 2 14 S2 -SE 

160 XN-H-1 円 形108Xl0448撰内3個（内，焼石2個） AmよL 15 15B S2 
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土器 挿図図届 石 ， 石一品片1 畷 図蓋
I 

土暑型式
半完完形柑 慎片

石暑昌璽
石器1＇ 番号

焼土
巖化物 骨片 偏 考

稔徴 番号番号 奮号 赤色土

I | 
l 

---

2 

l 

1 
l ~ 

I -I (297) 3 葛一塁： 34A I 
! 

- ～ ↑― 

皿ー5(298) 4 35-2!1 34A 
東側風侵木により攪
乱

第151号ピ）卜と切合問
條にあるが新1日は不明

~”-• 

＇ ： 

； 

I 
IU-2(300)、ID 35-

34A 
B-25 B-25中には、赤色

？ ビ ;,1，、l:l I （攘央）
l 

土を若干含む

i 4 
1 

I、1ll 35-炉心 :¾A l 

I 

--l 
I 

~l] 

第147サピ！卜とり合し｝
関條にあるが， lfr旧：ょ
和！

--→ I ―-
| ！ 

i ． 
， 

l 

• • • -で--,
| -— l ~一

Il-3(306)、圃ー10
(305）、圃ー12(310)、 2 10 

35一屈
社A

I 

~,J11 I 

皿ー15（潤7)、圃 -7 ---.-------

•-—-- l - ~---

揺面三角形の擦石 (S-
1 40-75. 40A 

l、忙石）
~. ←---

I -2 (312、3131、Il-4 
(317 I、IIl-2(316U- ， 35-312 34A 
10(315)、圃ー12(318)、圃 ~ 1i 

---i ——-~ 一一 ~. 

ID ， 
i 1 935-．）1しAA 

ID-5(320、321)、ID 9 
沿一．；：u
辻B

璧Iし平分攪乱のため
~ iしP-I (;; 1 1 9991硝でな＼9

Il-4(323、324)、m 7 
36-J腐
34B 削器(S-1、底部）

8-26(損日）

～硲
1 39-65 39 

8-?J(雇央I
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ピット

番号
区 名 平面形

161 欠 愉

規 模

162 

3
 

`
I
 

~t 

164 

XN-H 

X 皿— H-1, 3 

円

配 石

．
 

個2
 

E
N
 
焼
，
 

内
一
個3
 
内ぽ9
-

＇ 

2

ツ
〗t

i

 
tib 

9

0

x

 

x
 

0

『

I

9

【

I

i
 

形

形

日
ー榜

ー． ＼ ピッ 卜
イ

卜ツピ
タ

軸

向
長

方
群卜ツピ

版

号
図

番

図

号

挿

番

Alli 3L 

A I M 

5J 
ー 15A S2 

6
 

S 2 

li 

166 

欠

―

欠

一

欠

番

一

番

一

番

167 XV G-3 k楕円形II66X57

成 XIY-G 10 l'l 形I61)＼団

1od堀内1個

14 

z
 
s
 

T
 

D
 

25 

2 2 

30A 

169 欠 番

170 XIV -H-7, 12 

171 XV-F-21 

l冗 XV -G-22 

不整囮角彩I:i!X47 

石

長梼円形I17BX74 

刷178X74 9個

B
 

T
 

s
 

3, 21 

25 

21 

6A, B 

30B 

S 2 

S2 

]~3 

174 

175 

午

＼

＿

欠

―

欠

176 

177 

,＼` ，
 

ー
9
,

届

一

番

一

番

益

XVI-H-2, 7 Pl 

□!＇’ 
形I45X41 ]8 ぃ

U 23 z
 

178 

179 

X ¥l -H -8 

XV!-H-8, 13 

円 馴迅X63

楕 l'I形I63X45 

斗邁璧2伺（内，焼五1個！ A ll 2 

D
 

14 

22 

14D 
z
 
z
 

180 XVI-H-9 不整l'I形I71X56 内1酒(/村，焼石6個） 攣，JANe 19 25A z
 

4バ



± 器 聴 図版 石 器 挿図 図届
土器型式
畠翡

石器器種
焼土
炭化物 骨片 偏 考

番号 番号 石器 石片 番号 番号 赤色土

ill-14 刈
36-：126 
34B ~,12!1 

南@I‘|'分授乱

---

--- , ___ -

L-―-―-L_ --- --- ~-

fjllll（配柏 I 42-86 片2-3

軋ー］3(330)、皿ー］4
8 
36-3J 
34B 

(331)、Ill ～⑬ 

皿 8 36-U 34B 
十

(5'層）

16 北西袖ー｛翡捜乱

皿ー］4(27-21、p I)、 27-21 じ7-2
m 

1 18 36-
34B 

憎両部攪乱
I忙h|.I ⑭ぶ17

49 



番ピッ；ト 区 名 平面形 「！規蠣-―口 模深-さ 配 石 小ピット 長輪I巳卜の1挿図1図版Iピト群
方向タイプ番号番号ツ

181 I X N -H -21 恰円形I87x伍 18 NE 叫AIM I -S 6 I I X' 

_ 1b: l X I] -H -6 口〉メロロ IA IL I 9 I 9B I S2 

18:l I欠 粛

l叫 Xlll-H-24 
ll ！円円 形杉籾びIこe; 一 -］ 

AIL 8 I H I 53 

185 X皿一I-4 9JX89 AIL 10 I S3 

I~ IX川ーI-8. 9-t円 形:Il叡n1]l2引樹嘩（内．悦石石4眉
1闘 c 2lI I S3 

187 I X ID -I 9 x l個） a I 18. I I9C I S 3 

188 1 xm-I -lu x 

---

!89[Xlll-I-14 I円 侶I~2X67 I 33 I壊内3個内，娩石1個i aMI 15 I 15D I S 3 

190 I X冊 I-18, 19 
楕 l'I形＇14俎5XxIOI|団|蜀渭 a I 1~ I 17B I s :i 

191 X Ill -.I -4 円形 ,5 20 —+-□; □“ 不整l'IIf; I 79X64 192 X皿 J4 20 S4 

I~ IX旧 JJJ---11C 0 5 ]1L_ 1’1•’1 ’ l 

形]95X86l29I IA l L I 10 I S4 

194 I XIII- 修101X99I 27 I演門 lllq |A IlI ↓l」13I S4 

195 I X U1 形I79X75 I 2:l I A IL I 9 I S4 

1% I,w J JJ--6 1 C iI I恰aIリ1'］形|114X1OOI¥l 
IA I LL I 10 I 9 A I S 4 

197 I XIV 形163x60I 17|墟内11個（内，焼石4個） IAl'i C 19 I 21c I S4 

198 I x~ 形 I 49X47 I ll I | I) 22 I S4 

199 I XN-J-8 !~ 形 53X52l ~6 j IA Is 5 I I S4 

り()



土 器 揃 図版 石 器 捕図 図販 焼土
土器型式

畠破片 番号 番号
石器器種

石器 石片 番号 番号 赤色土
炭化物 骨片 饂 考

稔散

l| I 郎―⑬ 34B I 

i 
i 
I 
！ 

Il、lll-10(340)、Ill 3 
低一⑬
34B 円形掻器、削呂 ! 2 

~9-
39 

～礼
l 

66、67

皿ー6(342) 8 郎一札 34B 
I 

： 

_＿＇― 石皿破片(S-1、杞石） | I 1 41-85 40A 

111-10(343~345)、11l 22 
郎一M
34B 砥石 (S-1、底蔀） 1 ~0-73 40B 

～淵

2 南側壁にそって攪乱
， 

i 

~--·-· 

m-7 (349)、m 8 
36一関
34B 削器 (2点）

じ9-
39 

～屈 68、69

m 10 
36-ぷ
34B 1 ~35i 

--

-―← 

51 





第3表 T210i言跡焼土・赤色土一覧表 (B番号：焼土， R番号：赤色土）

番号 ピット番号、区 範囲 厚さ 層準およびレベル（標高）
内 容 物

備 考
色 調 ・注 状 炭化物 細 碑 黒“石削片 土器片

B-l 第63号石組 55X37cm 7.6cm 石組中 136. 419~ 136.343m 茶褐色 土壌分多い △ X X △ Z配石群中

B-2 XV-H-17 37X31 7.0 136. 265~ 136.195 暗褐色 やや粘性あるが，きめは粗い △ X X X X配石群中

B-3 X V -H -16、17 40X31 4.2 136. l 76~ 136.134 褐 色 粘性あり，きめは細い △ X X X ケ

B-4 第31号ピット 34X24 3.4 横口～壌外 136.384 ~ 136.350 暗灰褐色 ク ， ク X X X X ," 

B-5 X V-H-16 47X40 4.3 136.182~ 136.140 灰褐色 やや粘性ある X X X X ケ

B - 6 XV-H-22 37X36 7.7 135. 964~ 135.887 茶褐色 土壌分がやや多く．粘性ある X X X X ケ

B-7 第9号ピット 36X27 8.6 壊口～壌外 136.043~135.957 ，，,. やや上壌分多い，やや枯性ある X X X X ケ

8-8 XV -H-1l 40X25 6.8 136. 366~ 136.298 （暗）茶褐色 ク ． ク △ △ X X ク

B-9 第15号ピット 39X34 5.0 壊Llの上 136. 309~ 136.259 暗灰褐色 やや粘性ある △ X X △ ケ

B-10 ケ 44Xl9 3.5 .,., 136. 408-136.373 ，，，， ク X X X X ケ

B-11 XIV-H-24 35X29 5.6 136. 598~ 136.542 ク ケ △ △ X X ケ

B-12 第30号ピット 46X46 9.0 墳口～城外 (14層） 灰褐色 粘性ある △ X X X ，，，， 

B-13 XV -G-25 45X29 5.2 136. 581 ~ 136.529 暗茶褐色 土壌分多く，やや粘性ある △ X X X ，，，， 

B-14 第38号ピット 75X34 7.0 壊口～墟外 (14層） 不 明 Y配石群中

B -15 X V-1 -18 60X 9 9.7 135. l 99~ 135.102 褐 色 非常にきめ細い △ X X X ケ

B-16 第43号石組 32X29 11. 2 石組のそば 135.366~ 135.254 灰褐色 ク △ X X X ク

B-17 第28号石組 30X27 13.4 石組の外 135. 525~ 135.391 暗褐色 粘性あり，非常にきめ細い △ X X X ，，， 

B-18 XV-l -22 61X55 8.7 135.187-135.100 暗灰褐色 やや粘性ある △ X X X 

B -19 第73号ピット 61X37 10.0 壊口～壊外 (14層） 褐 色 ク △ △ △ △ 

B-20 第82号ピット lOX 8 4.0 壊口部 (7”層） 茶褐色 土壌分多い △ △ X X 

B-21 第95号ピット 64X31 5.0 塙央部城内 (14層） 暗褐色 土壌分多く，粘性ある

゜゜
△ △ クルミ殻片出土

B-22 第104号ピット 56X54 10.0 ケ (5膚i) 明褐色 パサパサしてきめ細い △ ◎ X X 

B -23 第107号ピット 不明 6.0 壌口部城内（ 7／層） 不 明

8-23/ l， 34X21 4.5 壌央部城内 (9'層） 暗灰褐色 土壌分多く，粘性ある

゜゜
X 

゜B-24 第120号ピット 42X34 8.0 塘口部城内 (14層） 灰褐色 きめ細い △ 

゜
X X 

B-25 第149号ピット 65X30 7.0 墟央部墟内 (14層） ケ ケ ◎ △ △ △ 赤色上を若干含んでいる

B-26 第160号ピット 47X45 7.0 壊口部城内 (14層） 暗灰褐色 やや粘性ある

゜゜
X X 

B -27 ク 50X35 10.0 城央部城内 (6I層） 不 明

B-28 第77号ピット 不明 6.0 ケ (14層） 不 明

B-29 第20号ピット 不明 3.0 ク (6 I層） 不 明

B -30 第93号ピット 不明 5.0 壊口部城内 (6I層） 不 明

R-1 第24号ピット 26X26 2.0 壊口～壊外 X配石群中

R-2 第41号ピット 13Xl5 1.0 塘外 136.214 Z配石群中

R-3 第104号ピット 2X 2 0.5 墟底（西側） 4 

R-4 第10号ピット 12Xl5 1.0 ク （東側）配石直下 x配石群中

（内容物： ◎非常に多い、〇多い，△少ない， Xなし）
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第4表 T 2l()j言跡小ピット一覧表

ピット番号
小ピット

部 位 長径x短径 深さ 備 考
番号

第 1号ピット
¥S1 p) 
壊 底，東

7 X ¥6 Cm) te1rn3.) 9 

II 2 ＂ • II 7 X 4 6.9 

II 3 北 東 土g辛 9 X 7 8 2 

II 4 塘外， 北 52X 17 21 0 上部に土器片（ P-2, 底部位）

II 5 ＂ ， 西 12X 12 21 0 

＂ 6 ！！，南南東 30X26 16 2 

＂ 
， I II 島南東 20Xl4 12 1 

＂ 8 II ， 東 14X 9 13 4 

第 4号ピゾト 1 ＂，南西 18X 15 12 2 黒褐色十;/('t（やや明るい） い炭
ず化＿

！ ！ 2 II ． 東 34X 19 6 9 黒褐色日屑（少贔枯土細粒含） れ物
もを

” 3 II ． ＂ 
， 16X 15 18.4 暗黒褐色上将（少星枯土細粒含） 塁名

II 4 ＂，北東 15X 11 33 3 茶褐色土屑（現代の所産の可能性お）） の

第12号ピット 1 ＂ ， 北 36X27 5 0 賠茶褐色土層，削器(1)，土器片(5),~咆2)

第14号ピット 1 壌 底東 12Xll l ： 5 0 昔褐色土層

第21号ピット 1 底面～南東壁 31X26 1‘―} （I 昭茶偲色土層（粘土粒混入）

＂ 
d. 9 」し 東 壁 25(37) X30 に（）

第24号ピノト 1 壊外，南西 29X 18 10.0 黒褐色土層，炭化物芯 l含む

第30号ピソト 1 南 東 壁 23X23 19 0 茶褐色土層

第33号ピ‘J卜 1 城 外，東 21 X20 20 0 

第34号石組 1 19X 13 21 9 小ヒ I 卜内の石は墳口の上である

第38号ピソト 1 西 側 B土辛 82X48 22 0 第38りピットより古い，上に焼土(B-14)

第44号ピット 1 堀底，巾東 6 X 4 ？ 戊し、．小ピ‘I卜かどうか疑問

第46号ピット l 北 壁 21X20 ？ 賠茶褐色土層

第50号ピソト 1 壊外， 北 67X40 16 0 暗黒掲色土，黒色土，暗黄褐色土層

第53りピ I 卜 1 II ，南南東 32X24 30 0 黒色土，斜めに掘込んでいる，f覺乱？

第69サヒ I 卜 1 "，南東 llX 9 ？ ！ 

第78号ピノト 1 南 西 壁 14X 12 ？ I I 

第81号ピット 1 西附～咄外 50X45(50) 5 0 茶褐色土層

第83号ピソト 1 南 束 壁 27X 18 ？ 

＂ 2 南 壁 18X 12 ？ 

＂ 3 壌 外，南 16X 13 ？ 

第103号ピソト 1 壊 底．北 13X 13 ？ 

に
J
tJ‘ 



ピット番号
小ピット

部 位 長径x短径 深さ 備 考
番号

---

第103号ピ I 卜
(s2 p) 
西 壁 44X3(0 cm) (cm？ ) 

- -- --

第106号ピ I 卜 1 北壁，塘外 45X22 6 0 暗茶褐色土， ピノトの一部

第131りピ／ト 1 北 壁 18Xl7 ？ 攪乱？

第134号ピ／ト 1 壊底，北西 16X 13 ？ 
---

II 2 "，南西 16X 12 ？ 

II 3 南 東 g-辛 11(13) X 10 ？ 
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第 2節遺構の分類

175甚みつかった土壊（墓）およひ伍組，溝状遺構について，表で説明できなかった事実を中心に

まとめてみたいと思う。

第1項土堀（墓）

士墳は，全部で151枯みつかっている。この内， 127基に関しては，構造・層堆積・直物の出土状

態なとから土壊墓である可能性が高いが，残りの 24基に関しては，墓であるかどうかの確証はない。

また、上壊墓と思われる 127基の内， 5基は切合い関係にあるとか，｝廣底面しか確認されていな

いなどの理由で，その特徴を明らかにできなかった。従ってこの 5基を除いた 122基について、平

面形・断面形・配石の有無と数量などを基に，分類を試みたいと思う。なお，特徴を明らかにでき

ない土壊墓と構築意図イヽ＾明ないしは人為的な所産かどっか疑問のある土塘番号：ょ，以下／）ものであ

る。

〔特徴不明の土墳墓： C型］第3,10, 83, 84, 134号刀 5基のピット

〔疑問のある士壊： D製］第 14,23, 37, 47, 51, 58, 69, 76, 80, 87, 88, 116, 129, lふ0,131, 

135, 139, 140, 150, 154, 168, 177, 179, 198号の 24基のピット

さて． 119基の土壊墓は，以Fのように分類できる。まず，大ぎく平面／杉から，

A型：円形から不整円形，ないしは楕円形から不整楕円形

B型：隅丸方什；；

の2つに分けられる。なお， A型の中に惰円形のものも含めたのには異論ガあるかもしれないが．

本遺跡では．長径と短径か極端に違うものは少なく 10-20cm内外のため．円形のものと画然と区

号ljすることは難しく，ここごは一括して取りオ及 -9ている（第 5表）。さらに，表中刀「月形と惰円形の

区別の基準は，長径と短径の差か 10cm以上のものを楕円形としているか，明確なものではなく，

多分に視覚的な判断によっている。この内， A型はさらに配石のイi無・数量と断面形から，

AI型：剌石を伴わないもの

All型：配石を伴わず，勒血形かフラスコ状になるもの

AIII型： 1~ 3 f固の配石を伴うもの

AN型： 4個以卜の配石を伴うもの

に細分される。なお， AI, AIII, AN型の断面形は後述する(a), (b)タイプである。

また， AI ~AN型各々で，特に塙口部の大きさには均一性はないか，便宜的に次の 4つのサイ

ズに分げて説明する。

(s)壊口部の大きさが48X44-62X48 cmで，長径の平均値か50cm程になるもの

(M)壊口部60X 59-87 X 65 cmで，長径の平均値力ゞ70cm程になるもの

(L)壌口部84X 84 -111 X 85で，長径の平均値力、90cm程のもの

(LL)壊口部 105X104-117X 106で．長径の平均伯か 110cm程で．長径および短仔共に lmを
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超えるもの

また．断面形・層堆積・土壌の深さ・遺構内出土遺物の分類甚準を示すと以下の如くである。ま

ず，断面If:;は，

(a)喘底面が平らて，底面と壁の境がやや即瞭なもの

(b)壊底面か丸味を帯び、底面と壁の境が不明瞭なもの

(C)瑞底面か平らて、底面と招の境が明瞭な内、は(a)と同様であるか，壊央剖付近から堀11郁が

大きく開き．仝｛本にフラスコ状になるも刀

の3種類に分けている。

層堆積は，次の 5種類に分けている。

(a)｝廣口部最日日に (II)層の出色土ないし貞慧色土の堆柘はなく，第 1表で示した，（llI)第

4, 5層（い黒褐色～黒祁｝已土），（N)第6~9層（昭茶褐色～茶褐色および暗褐色～褐

色士）、（V)第10.11層（暗黄祝色～黄褐色土）の内 2~3種類の土層で充填されている

もの

(h)壊口部最」屑iこ（II)第こ、 3A・B層（真黒色土～黒色土）が薄く堆積したもので，そ

の下は(a)と同様である

(C)塘I]部から壊底部近くまで，（II)第2, 3 A・ B層か，深く堆積し，壊底面から壁に沿っ

てのみ，（lll)~ (V）の七層か薄く堆桔しているもの

(d)壊口部から壊底面まで，全面 (II)第2. 3 A・ B層の黒色土系統の土層で充填されてい

るもの

(e)全体の層堆積としては前述の（a）ないし(b)と同様であるが，（II)層か間層として，あるい

は塘底面｛こついて堆積したもの

(f) その他

なお，これらの土層の堆積状態については，後項で改めて述べたいと思う。

土壊の深さについては、あくまでも説明の便宜上，（a)19cm以下，（b)20-29 cm, (c) 30-39 cm, 

(d) 40 cm以上の 4つに分げている。しかし，前述した上層堆積分類の中で，少なくとも（a）の例と，

(b)冽の内，塙口部最上部に（II)層の堆積のないものに関しては，遺構掘込み面は，おそらくさら

に上であったと考えられ，本来の土壊の深さを示してはいない。

遺溝内出土の遺物：よ、大ざっぱiこ，

(a)完形ないし半完形土器（および石器ないし剥片）を伴う例

(b)石器と士器片を伴う例

(C)土器片と剥片を伴う例

(d) じ器片のみの例

(e)判片のみの例

(f)全く遺物の出土しない例

に分げて説明している この中で、完形ないし半完形土器と石器については，出土地点と附準を，
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表および図面中に明示してある。

また，土壊から出上した土器の烈式については，第5章第 1節の土器の説明に合わせて，

I期：縄文早期～前期初頭（第 I群土器）

II期：編文中期（第II群土器）

III期：縄文晩期末～続縄文期（第III,W群七器）

の3期に大別して説明している。なお， III期に関しては，おおむね縄文晩期木ないし続縄文期初頭

に位附する第III群土器をさして使っている C

なお，土喘内外にある小ピットに関しては，第 4表に一覧表にして示したが、今回の調査では，

その新旧関係とかその遺構に伴うかなどの検証は，そのほとんどの例において，明確にはできなかっ

た。従って，遺構内外1：：小ピットかあること自身大ぎな問題を内包していると思われるが，本報告

において，この問題に関しては，詳しくは触れていないことを御容赦願いたい。

(1) A 型

A邸に属する（不整）円形から（不整）楕円形の土壊墓は， 119基（97%）を占め，ほとんどこの

タイプに属する。

AI型

配石を伴わず，断面形が釜を綬にたち切ったような形ないしは立上りの芦つい皿状を呈した例で

ある。 50例を数え，全体の 40％になる。数が多いので，説明の都合上塘口部の大きさ毎にまとめて

みる。

Sサイズ (AIS型）

第85,91, 101, 106, 107, 122, 155, 199号の8基のピット。

このサイズの平面形は，第91,107, 122, 155号の4つのピットが楕円形ないし小整楕円形を呈す

る以外は，円ないし不整円形である。

断面形は，ずべて壊底面の平らな(a)のタイプのものである。

層堆積は，（a）のもの5例（第85,106, 107, 155, 199号），（C）のもの2例（第91,101号），（d）の

もの 1例（第 122号）の内訳になる。

1壊の深さは，すべて 21~29cmのものて¥b)のタイプに属し，全体に浅いものか多いか｀，堺口部

の長径と深さの指数をとると 0.45になり， M, L, LLサイズの土堀と比べると規模の割りに深い

ものである。なお，このサイズでは掘り込み面からのt墳の深さが判るものは 1つもない。

焼土は，第 107号で壊口と壊央部の7肘の茶褐色土層中に焼士を含んでいる (B-23, 23'）。なお，

本ピットの上にある河原石は壊口部のかなり上にあり、本ピ、ノトに伴うものではないものと思われ

る。小ピットのある例はない。切合いのあるのは， 85+-+ 86, 106 +-+ 107, 122⇔ 103の3つで，この

内セクンョンの切合い関係から，新1日関係が判るのは第 122号と第 103号の例で，第 122号の方か

古い五斤産である 前2者は遺構確認面のレヘ！レでは単に接するだけで，新旧関係はイ＜明である な

お，第 106号ピットには，北側に幅広い浅いピソト様のものかあるか， これは本ピットと切合う関
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係ではなく、付属するものであるが，性格は明らかではない。

また，第 101号ピットにおいては，底面について中央部に 13Xl3cmの範囲で，原さ 2cmの白

色の枯土が軟かれていた。

遺物は，完形土器が出上したピソトはないが，第 107号ピ J 卜から無茎鏃（底面）と土器片が出

Iしている(b)。また，第 85, 106号ピットで上器／［ど羨1JI',IC)，第 101号ピットては上甘芹片のみ(d)が

出上している。他の 4例からは全く遺物か出上しなかった(f)。

上器片の時期か判るのは前記の4基であるか、いすわも逼文晩期末～続褐文期初叩のIII期の第

III群土器の時代である。

Mサイズ (AIM型）

第5,59, 66, 67, 72, 74, 79, 82, 119, 136, 138, 163号の 12基のピットと第 18,46, 48, 

53, 89, 99, 181, 192号の 8甚の都合20甚のピットが属し， AI型の中では一番多い。

平面形は，前者の 12基か円形から不整円形，後行の 8見が楕円形から不整杯円形を5'している。

断面形は，平らな(a)タイプ 14基，（b）タイプ6)jし（第 46,59, 74, 82, 99, 119号）である。

層堆積は，（a)タイプ 10例` （b）タイプ2例（第 46、99号 I, (C)タイプ7例（第 18,53, 67, 72, 74, 

136, 138号），（d）タイプl例（第 66号）の比率てある。これらの内，（a）タイフの第 48,82, 119, 

163, 181号の 5基のピットは，（III)府はなく，（N) と（V)層のみの例である。また，第 154号

では，黒褐色土が間層として下部にも入っている。全体に(c), (d)タイプの黒色土系統の土層か輻広

＜堆積している例が多い。さらに第 53号ピットの 3層には，多量の木炭と黒耀石の削片か含まれて

しヽた。

土壊の深さは， 19cm以 I:（a)のもの 7例（第 18,48, 53, 7 4, 99, 138, 181号）， 20-29cm (b) 10 

例， 30~39cm (c) 3｛列（第 (i7、119,136号）てあるこい）の 20cm台がやはりるい7;',30 cm以上の

深いものか3例みられる。喘口部の長径と深さの指数は， 0.34である。このサイズでも，堀り込み

面からの深さの判る例は皆無である。

焼土か認められるのは，第 82号ピットのみで， 8 XlOcm, 原さ 4cmのもので，壊口部にある

(B -20)。小ピソトは第 46号ピソトの北側壁に 1個ある。また，第 53号ピソト壊外の南南東に

斜めに深く掘り込まれた小ピットがあり，黒色土で充埴されている。いずれも新旧関係とか共伴関

係は不明である。 UJ合い関係にある例は，第 79りと第 80号との 1例のみで，第 79号の方が古く構

築されている。

遺物は，第 46号ピットの塙口部付近から， III期の底部位土器か出土した(a)以外は、すべて破片の

みである。 (b)の例 2基（第 67, 138号），（C）の例 6基（第 53,7 4, 79, 99, 136, 181号），（d）の例 5

基（第 5, 18, 48, 66, 82号）で，逍物が全く出上しなかった(f)の例は 6基（第 59,72, 89, 119, 

163, 192号）であった。石器の器種は，第 67号か掻器，第 138号が石斧の破片である。

土器片の時代は， III期のみ出土した例か 10基（第 15,18, 66, 67, 74, 79, 82, 99, 138, 181サ），

I期と III期の例 l基（第 46号）， II期と III期の例 l基（第 53号）， 1期のみの例 1桔（第 136号），

I, II期の例 lリ、〔第 48号］である。しかし，第 46,53, 136号のいずれの例も， IないしII期の
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土器片は 1片のみで，これらは第 48号ピットを除いてはそのほとんどがIII期に属する可能性が高

し‘
゜
Lサイズ (AIL型）

第6,20, 41, 86, 118, 123, 143, 147, 184, 185, 191, 193, 195号の 13碁と第26,52, 68, 

77, 157, 182号の 6基の都合 19基かこのタイプに入る。 AI型の中では， AIM型とならんで多

い方である。

平面形は，前者の 13基が，円形から不整円形，後者は楕円形から不整楕円形である。前者の中で

も，第 20,118, 123, 143, 184, 185, 195号の 7基は，不整円形で全体に丸味に乏しいが，あとの

4基は円形である。

断面形は，平らな(a)タイプ 14例，（b）タイプ4例（第 68,86, 157, 182号），不明 1例（第 20号）

である。

層堆積は，（a）タイプ13例，（b）タイプ3例，（第 6.52, 86号），（e）タイプ5例（第 41,52, 157, 

182, 193号）である"(a)タイプの第 77リピ‘／卜は，（ N)・(V)層と焼十か間府として入っている

のみの例であり，（e）タイプの第 41,157, 182号ピ＇／卜は問層として (II)層か人っており，第 51り

ピ／卜は，（［I)層か購口部およひ間層として輻／よく人グ）た例てある，，また，第 193号ヒ／卜は底llti

について (II)附かある 0 なお，第 191号ピ／卜の南東部は整に沿って攪乱か入ってし、て，この部

分の)(q堆栢は小明てあるの

」堀の深さは， 19cm以卜(a)2例（第 26,195り）， 20-29cm (b) 9例， 30-39cm (c) 3例（第6,

86, 157号）， 40cm以 I(d) 5例（第 52,118, 123, 117, 182号）で，（h）サイスのものかやはり多し、

か， 30-40cm以上どし、う l采しヽ例も次し、て多し＼この内，一番深し、のは第 147号の 70cmである。

半均仙は 31cm利である。この内，掘り込みlhiからの深各かはは判るものは，（b)タイプの附堆柏を

している第6,86リの 2)fして，共に 30cmの深ドをはかる Q 平均1伯と非常に近い1而てある。すなわ

ち，このサイスでは，深さ 30cm土のものと， 40cm以卜-の極端に深い例力、多いことか特徴てあろ

ぅ。 I力りの長径と深さの比の‘ド均値は 0.29てある。

焼上は，第20号と第 77サピ‘／卜に認められるが，いずれも壊央にある。第 20号ピソトは 6'層中

に焼土が含まれているもの (B-29)で，第 77号は第 11'層に問層として入っているもの (B-28)

であるか，いずれもその範囲は確認していない。また，第 41号ピットの壊外南束部 15cm程離れた

所に lOX10 cmの範囲で，赤色土 (R-2)の散布か認められている。なお，この赤色土に接して

2個の礫かあるが，この内 1個は焼けている。またその北東部にある礫は，断面三角形の擦石であ

るが，本ピットに伴うものではないと思われる。同様に第 182号ピットの第 4層上部にある礫も本

来このピットに伴うものではない。切合い関係は， 20⇔ 21,26⇔ 25, 86-85, 147⇔ 151の4例

であるが，この内，前2者は各々第 20号，第 26号ピソトの方か古い。第 86号と第 85号は，遺構

確認面のレベルでは単に接する状態で新旧関係は不明である。また，第 147号と第 151号の新旧関

係はセクションラインの設定のミスで明らかではない。

遺物は，第 20号ピットから半完形土器の一部と底部位土器，石器か出上している（a)。また石器と
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土器片を出上した(b)例は 6基（第6,26, 41, 52, 77, 184号），（L）例は 1基（第 191号），（d液ljは5

基（第 86,118, 143, 157, 185号）で，全く遺物のない(f)例は 6桔（第68,123, 147, 182, 193, 

195号）であった。

石器の器種は，第 6サ｀第 20号，第 184号が削器。第 26号か無茎鏃と削器？，第 41号は円形掻

器，第 52号は有茎鏃，第 77号は有茎鏃と削器である

土器の時代に III期のみの例 5基（第 41,86, 184, 185, 191号）， I期若干と III期の例3基（第

20, 52, 157り）、 II期若干と III期の例 1基（第 6号）， II期りみのもの 1基（第 118号）である。従っ

て，第 118号ヒ／卜を除いては，その多くはIII期の所｝凡か多いことになる。第 118号ピソ l、出 t：の

硼文中期の胴部片はかなり大ぎい破片で， 2つに割れて塙央部から出土しているが，これとて覆十．

内であり，揮文中期とする根拠にはならない。なお， この点に関しては，第 5章第 1節の(2)で詳述

する。

LLサイズ (AILL型）

第49, 146, 196号の3基のピットが入る。

平血形は，第 49号が円形で，ほかの 2者はやや怜円形に近い。

断面形は，第 146, 196号ヒーノトが(a)タイプ、第 49りか(b)のタイプである C

層堆栢は，いすれも(a)のタイプであるか，第 146号ヒ／卜の東側は，土壊構築後いわゆる「風倒

木痕」で切られており，平面プラン・層堆枯の状態はこの部分は不明である。セクション図中の5',10, 

11層は風倒木痕にともなう層である。

七壊の深さは，各々19.5, 44, 30 cmてある。城口部の長径と深さの比は， 0.25で AIL刑の数

値に近い。

焼士，小ピットのある例はない。

遺物は，第 196号から士器）；と判）＼（c), 第46,49号から土器片のみ(d)が出上している。

土器の時期は，第 49, 146 号は III 期のみ、第 196 号は I 期と III期である。この 3..¼ も，おおむね

III期の所産とみなしうるであろう。

AII型

このタイプは， AI型と同柱1こ酋じ行を伴わす壌底面は平らて，底面と壁の境は明瞭てあるか，堀

央部付近から墳口部が大ぎ〈開ぎ，全体iこプラスコ状に近い断面形を呈する例である。

第8, 15, 118号の 3某（全体の 25%）かこの仲間である。

平面形は、いすれも楕円形であるか，特に第 15号は壊口部の大きさが 101X59cmで，長径か長

いものである。

断面形は，いずれも堀央部より卜-は袋状にやや広がり， またその上も大きく開く特昇な形態をし

ている(c)。

層堆積は，すべて(a)タイプて，（III) と (V)層ないしは (N) と (V)層で充埴されている 特

に第 15号は，塙底部の一部に 11)曾が認められるのみで，その上は暗茶褐色～茶掲色のはは同しよ

うな土陪のみてあるう lnl様に、第 188号も墳口部最上部に暗茶褐色土層かある以外は、すべて暗黒
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褐色～黒褐色系統の単一の層である C 第8号においても基本的に暗茶褐色と黒褐色の2層からなっ

ている。この様相は．前述のAI型とは少し趣を異にしている。

ナ壊の深さは，各々36,31.5, 53 cmと深い。なお．この3つの士壊は，ローム面でコンタ 136m 

前後のライン上に分布し，この内第8号と第 15号は後述する X配石群の中にある。

焼土は，第 15号ピットの北西側に壊口部から堀外にかけて 2つの焼土層が分布している(B-9,

10)。しかし．本ピ I 卜に伴うものかどうかは配石の問題とも関連して明確ではない。配石は，平面

図をみると第 8号と第 15号に 1個づつあるようであるか，これはすべて遺構確認血より上｛こ分布し

ているものであって，これらのピットに伴うものではない。おそらく，両ピットガ埋め戻されだ後

に．両ピットと脈絡なしにおかれたものと思われる。なお，第 62号石組が，第 15号ピットの南東

部の塙口部の上から第 14号ピットにかけて分布している。この石組と第 15号ピットは，後述する

通りおそらく時代を明らかに異にしているものと思われる。

遺物は，第 8号と第 188けの両ピットでは，全く何も出土していない。第 15号ヒ／卜からは．壊

底部に一面敷きつめられたよう｛こ第26図の3の半完形：［器が出土した。これは濁文早期末～前期初頭

に位される「東釧路N式」士器である。口縁部は，欠損するが，あとはほぽ完全に五い。さらに．

この土器の北西部堀底面から第40図 77のひょうたん形をした河原石を素材にした敲行が1点出土

している。これ以外には出上地点は明らかではないが，黒耀石の削器かl点，やはり塘底部から出

土している。すなわち，第 15号ピットは，今迄述べてきたAI型かそのほとんどがIII期に構築され

たピットであったのに対して， I期の士壊墓である。

可能性として，第 8号と第 188号も I期の所肖であることが考えられるかもしれない。

AIII型

このタイプは， 1-3個の配石がある例である。 1個だけのもの（AIIL型）は 20基， 2個のもの

(AIII2型） 9基 3個のもの（AI恥型）は 5基て，都合34基で，土壊墓全イ本の約 29％を占めてい

るC

配石の個数毎にまとめてみると以下の如くである。

(a) AIII1型

配石1個だけの土壊（墓） 20基をさらに，堀口部の大ぎさて分けると，

Sサイズ……第24, 45, 60, 71号の4基

Mサイズ……第 2,30, 31, 102, 110, 142号の 6甚

Lサイズ……第56,90, 112, 121, 124号の 5基

LLサイズ•第 111, 120, 145, 151, 194号の5甚

Sサイズ (AIII1S型）

4基の平ifriプランは，すべて楕円形であるが，第 24号ピットは壊口部の南西部にはコーナーがあ

り，全体に隅丸方形に近い形態で，後述するB型に近い。

断面形は，全体に壊底血がやや丸味を帯びる例か多いようである。

層堆積は，第24,45, 60けの 3基は(a)のタイプで，第 71号は(c)のタイプであるなお，第45号
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と第 60号は，各々黒褐色土，暗茶褐色～茶褐色土層からなる単一の層である。

土塙の深さは，各々22, 16, 12, 10 cmで， AIS型に比へて浅いものが多いようである。

酉じ石は，塙内中央に壊底面～堀央にかけてのレベルにある。石の大きさは，小 1例，中 3例であ

る。なお，第45号の石は焼けていた。

赤色土が，第24号ピ／卜の酎西部に壊口から塙外にかけて分布する (R-2) また｀小ピット

か，やはり南西側堀外に 1個あり，その内容物は暗茶褐色上である。

遺物は，第24,60, 71号の 3基からは，石器と土器片(b)，第45号から士器片(d)か出土しでいる。

石器の器種は，第24号と第 71号か削器，第60号は掻器と有茎鏃で，この 2点は底面から出土して

しヽる。

士器の時期は，第24,45号はIII期のみ，第 60号は I期とIII期，第 71号は I, II, III期の土器が

出土している。いずれもIII期の所汎；かと思われる。

Mサイズ (Amぶ1覧

このサイズの6基のヒソトは， いずれも円形ないし不整円形のプランを呈している。

断面形は，第 110サの壊底血がやや丸味がある以外は，すべて（a）のタイプである。

層堆積は，（a）タイフのもの 3例（第30,31, 110号＼ （C）タイプのもの3例（第2,102, 142号）

である。

土壊の深さは，第2号と第 110けが35cmで深い以外は， 20-29cm (b)の例である。掘り込み面

の判る第 30号ピソトは 20cmの深さである。

配石は， AIIl1S型と違いすべて，いずれかの壁に寄って存在する。レベルはいずれも壊底面か

ら10-15cmまての範囲の町ないし壊底面に1妾してある。

焼土は，第 30号 (B-l2）と第31号 (B-4)の2基で認められ，いずれも北東部ど東部に塘

[l部から壊外にかけて分布する。第 30号の例は，セクンョン図にその一部かホされているように，

厚さ 9cmに及ぶ焼土層か‘，掘り込み面の上にのっている。また，石が焼けていた例は，第30号と

第142号である。

遺物は，第2号ピソトでは第3A層から有茎鏃，覆土中から土器片(b)が，第30号では士器片と剥

且(c)か，第 102号では土器片(d)か出士している。第31,llO, 142号の3基からは何も出七していな

＼ヽ (f)。

土器の時期は，第 2号か 1, m期，第 30号かIII期であった。

Lサイズ (AlllIL型）

5基のこのサイズのピットは，いずれも不整の円形を呈したものである。

断面形は，第90,124号か壊底面か平らで底面と壁の境は明腑であるか，第56,112, 121号の3

基は，底面かやや丸味を帯び壁との境も漸移的である。

士層堆積状態は、第 56,90号か(a)のタイプ，第 124号が(b)タイプ，第 ll2, 121号は(c)のタイプ

である。とりわ(t,(c)タイフの第 112号は，（II)層か壊底血まで達している。また，（a）タイプはい

ずれも，（III), (N)層からなっている。第 121号では，底面から壁に沿って暗黄褐色上が堆積して
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し、るが， これは，単に地山の壁ないし底面が埋土によって汚染された層であるかもしれない。

土壊の深さは， 25-26 cm(h) 2基（第 56, 121号）， 39-40cm ((c)-(d)) 3基（第 90. 112, 124 

号）て，全体に深い傾向にある第 124号は，ほぽ掘込み面に近い深さを示しているかと思われる

か， これは 40cmである。

配石は，壁によってあるもの 3例（第 56,90, 124号），中央部にあるもの 2例（第 112,121号）

である。この内，第 112号ピノトの例は壊底面，第 124号は底血に近い壁について石が出＋ーしてい

るか、あとはいずれも塘底面からかなり上にある。特に，第 121号は，（II)層上部にあって、この

遺構にともなうものでないかもしれない (9

焼上，小ヒノト，焼けた石のある例はない。

遺物は、第 90号より挟〈りのある両面加上のナイフ？と土器片（h),第 112号より土器片と剌片(c),

第56号よリ七器片(d)かいすれも覆十中より出土している C なお，第 121, 124号の 2基は何の遺物

も出土しなかった(f)。

土器の時期は，第 90号がIII期，第 56号と第 112号は，各々 I,III期と II,III期である。この内，

第56号ピソト出七の大洞A'式～二枚低式頃の精製土器（第32図 178)には漆丹が塗られていた。

なお，第 112号ピ＇ノトからは， II期のI器片か数多くみつかっているか，これと同一の個体と思わ

れるものは，近〈の第 113号，第 118号， XVI--G-12区でも出土しており，また全体の傾向として

も，この地区の 137mコンタライン付近（こ II期の卜僻江戸鸞凸士が顕著てある従って，第 112号ピッ

トではIII期の土器片も同時に出土した事実と相ま，9,て， II期の土器か多〈出1した第 112,113, 118 

号いずれもかII期の所産というよりは， Ill期に構槃されたものと考えた方か妥甘かと思われる。

LLサイズ (Alll1LL型）

第 111, 120号の平面プランは，やや楕円形に近く，第 145, 194号は全体に丸味に乏しく不整の

円形を呈している。第 151号は，第 147号でその半分程が切られており，全体形は伺えない。

断面形は，第 120りの底面がやや丸味を帯び，附との境が不明瞭な以外は、あとは(a)のタイプで

ある C

土層堆積は第 111,145りか(b)の例、第 120号かい）の例，第 194号は(d)の例て塙底面から壁に沿っ

て (II)層か堆積していか第 151号はセクンョ／ライン設定のミスて不明てある「

七壊の深さは，第 194号か27cmでやや浅いか，第 151号は 53cm, あとは 35-38cmの深い例

である。この内，第 111,145号は，掘り込み面からのたいたいの深さを示しているかと思われる。

配石は，第 111, 145, 194号は壊内中層の中央部に，第 120, 151号は壁よりにある。

焼土は，第 120号において塙II部の北よりに分布している（ B-24)。また，第 145号の石は焼け

゜
、―t
 

しヽて

遺物は、第 111号と第 194号から削器と土器片(b)，第 120号から土器片と剥片（c), 第 145号から

土器片(d)か出土していら第 151号は，無遺物であった(f)

t器の時期は，第 120, 194号かIII期のみ，第 111号はII, 111期，第 145号か I, III期て、し、すれ

も[II期の所産かと思われる。
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(b) A IIし型

配石2個の土横墓9基を，壊口部の大きさで分けると、

Sサイズ……第 65号の 1基

Mサイズ……第 9,29, 44, 156, 159, 178号の6基

Lサイズ…•第 158 号の 1 基

LLサイズ…第 113号の 1基

である。数が少ないのでまとめて述べる。

平面形は，第 113号か松円形，第29,44, 158, 159号ピットがやや松円形に近い以外はほぽ円形

の形態を呈している。

断面形は，第44,158, 178号の 3基が，やや壊底面が丸味を帯びる(b)が，あとは(a)タイプである。

なお．第 44号ピットは．南東側の底面はやや高くなっている。

層堆積は，第 113,150り例が(b)タイプ，第9,65号が(c)タイプである以外は，みな(a)タイプの堆

積である。なお，（a）タイプの第 178号は，壊底部しか確認されておらす，黒褐色土層の 1層のみで

ある。また，（C）タイプの第 9号は，全面 (II)層で充填されているのではなく，中央部のみに (II)

層があり，その一部が塘底面に達している例である。

土塘の深さは， 19cm以下(a)5例， 20~29 cm (b) 1例（第 158号）， 30~39cm (c) 2例（第 156,159 

号）， 40cm以上(d)1例（第 113号）である。黒色土が壊口部最上面にある第 113,156号ピットの深

さは各々59cm,31 cmで，だいたいの掘込み面からの深さを示しているものと思われる。配石のあ

り方としては， 2個接して中央部にある例（第 9,29, 113, 156号）とけをよりにある例（第 65,158 

号）と離れて翌よりにある例（第44,159, 178号）とかある。いずれも、壊底面から 5~10cm程

ういた所ないしは壁の近くに存在する。なお，第9,156, 158, 178号では配石の内 1個が焼けてお

り， また，第 159号では 2個とも焼けていた。なお，第 113号ピット上部にある石は，掘込み面の

上で本ピットに伴うものではないと思われる。

焼土は，第 9号ピットの東側の塘口部～壊外にかけてある (B-7)。小ピットは．第 44号の底

面に 4X 6cmで浅いものかあるが，攪乱の可能性もある。切合いは第44号と第 45号の 1例のみ

で，両者は，遺構確認面では，接するのみで新旧関係は不明である。

遺物は，第 113号ピットの城口部のII層から続繹文期初頭の完形土器 1個体と削器 l点が出土(a)

している。ほかに出土レベル不明であるが削器が1点出土している。また，第9,44, 65号から石

器と土器片が出士(b)しているが，各々器種は，ナイフ，有茎鏃，削器？である。第 178号は，土器

片と剥片（c),第159号は土器片のみ（d),第158号は剥片のみ(e)が出土している。なお，第 156号ピッ

トの配石の内 1個 (S-1)は，断面三角形の擦石（縄文早期）である。

土器の時期は， III期のみのもの 4例（第 65,158, 159, 178号）， I．m期のもの 1例（第9号），
II, III期 l例（第 44号）， I, II, III期 1例（第 29号）であった。この内．第 29号ピットの土器

片は，註品の段階で，第 32号ピットのそれと混じってしまい，一部は第 32号出土の資料もあるか

もしれない。おおむね，このタイプの上壊墓iょm期の所産と考えてよかろ-)。
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(c) A Ills型

配石が3個ある土壊墓は 5基である。

Sサイズ……第7号の 1基

Mサイズ…•第 73, 189号の 2基

Lサイズ……第 162号の 1基

LL サイズ…•••第 160 号の 1 基

ただし， Sサイズとした第7号は壊底面しか確認されておらず，正確な規模は明らかではない。

平面形は，円形～不整円形ものばかりである。

断面形は，第 160, 189号の壊底面がやや丸味かある以外は，（a）のタイプに属する。

層堆積は，（a）タイプ3例（第7,162, 189号），（b）タイプ1例（第 160号），（C）タイプ1例（第73

号）である。なお，第 160号ピットでは，最上層に焼土層かのっていて，その下壊央部まで (II)

層が堆積している。第73号も最上層に焼土かあって，あとは壁よりに暗黒褐色士層が若干あるのみ

で，ほとんど (II)層で充埴されている。土壊の深さは，第 162号が29cm, 第 189号か38cm, 第

73, 160号は各々4改mで， 第7号の不明な例を除くとすべて 29cm以上で深いものか多い。第73,

160号は，掘り込み面からの深さを示している。

配石は， 3個かたまってあるもの2例（第7,160号）， 2個接してあって 1個は離れているもの

2例，ばらばらにあるもの 1例（第73号）である。かたまってある例は，いずれも壊底面ないし壁

に接してあり， 2個と 1個の例は， 2個が壁よりの壊底部， 1個は壁に接してある。焼けた石は，

第 162, 189号で1個，第 160号で2個認められた。なお、第 73号では，南束賠壊口部付近に 2個

石がある。

焼上が，第 73, 160号ピットで認められた。第 160号のは 2つのレベルであり， 1つは，塘口部

最上層にあるもので，範囲 45X47cm，厚さ 7cm (B -26)， もう lつは塘底部近くの暗茶褐色土

層中に焼土と炭が入っていたもので， 50X35cm,厚さ 10cmを計る (B-27)。第73号のは，塘口

～壊外にかけてあり，厚さ 11cmである (B-19)。

遺物は，第7,160号から石器（各々削器，ナイフ）と土器（b), 第73,162号は土器片(d)，第 189

号は何の出土もなかった(f)。なお，第7号ピットでは，石皿？ （S-1)が配石に転用されている。

土器の時代は， III期3例（第7,73, 162号）， II, III期 1例（第 160号）で，おおむねIII期の所

産と思われる。

AN型

このタイプは， 4個以上の配石がある例である。総数32基を数える。配石はすべて，塘底部から

壊央部にある。なお，浅いものに関しては塙底部より 5~locm程 1̂．にあっても，壊口部にあるとみ

ることもできるが，ここでは塘底部にあるとして扱う。これらは，配石のあり方から，次の 3柿類

に分けられる。

ANa型： 4～10個程の石が，塘底部の一部にまとまりをもって配されているもの

ANb型： 10~18個程の石が，壊内壌底部付近にまとまりをもって配されているもの
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ANc型： 11-31個程の石力、，壊内塙底部一面に目訳されているもの

なお． この種類別けは，あ〈まで視覚的なものであって，従って各種類毎て配石の数1こ幡かあるの

は， ヒ壊の大きさとか，いの大小によって，堀内で配石が占める割合が異なっているためである。

(a)AN a型

第1, 13, 22, 40, 103, 104. 105, 114, 137, 144, 149, 187, 190号の 13基か，このタイプに

属する。

、白面プランは，第 1,40, 137, 187号の 4基が円形から不整円厄第 149号が杭円形を唱してい

るか，他はやや楕円形に近い円形てある。なお，第 103号のプランは明確ではない。

規模は`

S サイズ•…•第 187 号の 1 基

Mサイズ•••••第 22 、 103, 137号の 3基

L サイズ·…•第 1, 13, 40, 104, 105, 114, 149号の 7基

LL サイス••第 141, 190号の 2基て全体に大苔いものか多し、 C

断面形は，第 40, 103, 190号かやや底面が丸味を帯びる以外は，（a）タイプであるつ

層堆積ふ (a)タイフ 7例（第 13,22、40,103, 104, 149, 187号），（b）タイプ2例（第 1,190号），

(c)タイプ3例（第 105,114, 144号），（d）タイプ1例（第 137号）である この内，（c)タイプはいず

れも，令まで述べて苔た例に比べて (II)~の堆柏は深くまでは達していないQ

土塙の深さは， 19cm以ート(a)は6例， 20-29cm(h)か4例（第 105,137, 144, 149号）， 30-:39cm 

(c)が2例（第 1,114号）， 40cm以 r.(d)か 1例である。この内，掘り込み面か確認されているのは，

第1りピ I 卜て， 30cmを数えるッ

壊底部にある配石は， 4個のもの 3例（第 105,137, 144号）， 5個のもの 4例（第 22,40. 104, 

187, 1弧）0号）， 6個のものご｛列（第 1,40り）， 7 {固のもの 2例（第 13例， 149号）， 8個のもの 1

例（第 114号）， 10個のもの 1例（席 103号）である。第 1号ピ j 卜では，壊Il部に 5個の石かある

か，瑞底部のそれとは性柏を異にしているものと思われる。

配1i(1)柁かりは，縦に長く，堀内中央部かど九らかの璧によ')て分布してしヽる C 州より iこある例

は，いずれも壊中央より北北西ないし，南～西南西～南西～南南西の方向で，長径の軸は，北北西一

南南束～北士ー南東～東北東ー西由西の範囲1こ入る。

配{iのレヘルは，噴底面から壊底部にあるのガ，第 1,13, 40. 103, 114, 137, 187、190号の 8

例て、第 22, 104, 144, 149号の 41列は，壊底面からやや浮いた位置にある。

なお，第 1号ピノトでは，掘り込み面のレベルにおいて，南側に第 54号石祖（石］61固），北側1こ

SP-4をはさんて，第 92号石組（石 3個），塘内噴口部付近の南東部に 3個の石が分布している。

また、 SP--4の上部に P-2の底部位＿十？店（第 26図 1＼があうた。しかも、第 54号仁組の一部は，

第 1号ピ／卜の堀内に一部かかっている Q

配石の中て、焼けた石は，第 1号ては塙内壊底部1こおいて 3個，第 54号石組におし:て 6個，南測

堀外例において 2個認められた。これ以外に，箱 13,22, 105. 144, 187号て1個．第 103号で2
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個，第 40,114, 149号で3個認められている。また，このタイプの配石の大きさは，長径20cm前

後の大ぎな例は第 114号の 1点のみで，あとは 15cm前後の中形と， 10cm士の小形のものばかり

である。

焼土は，第 104,149号の 2基で認められたが，いずれも (III)層と (W)層との間に間層として

ある。たた］第 104号例は，焼土のみの層ではなく，黒褐色上の中に焼土と炭か含んでいたもので

ある。また．第 104号ヒ，，卜の壊底部の西側壁よリから， 2x 2 cmの狭い範囲で，赤色＿f・_(R-3)

が検出されている。

なお，第 1号ピットでは．土壊内外から小ピットかみつかっている。壊内のは． 3本で各々 7X

6 cm, -13.9cm (SP-1), 7 X 4 cm, -6.9cm (SP-2), 9 X 7 cm, -8.2cm (SP-3) 

で，比較的径が小さく，やや浅いものか多い。塘外には，土壊をとり囲む様に 5本ある。いずれも

壊内のに比べ，径か大き＜深いe なお． SP-4の上部からは， P-5の底部位の士器が出土したこ

とは前述した。

遺物は，第 1号と第 22号から．続縄文期初頭の底部位土器が配石中から出上している(a)（石器は

共になし）以外は，土器の破片と石器・剥片のみてある。石器と土器片が出j・（いしたのは、第40号

肖IJ器，石皿．台石），第103号（削器，石皿），第 104号（無茎鏃，錐？）．第 137号（削器），第

190号（砥石）の諸ピットである。この内，第 40号の石皿 (S-2)，台伍（ S-3)，第 103号の

石皿 (s-9)は，いずれも配石として転用されたもので副葬品ではないと思われる。出土レベル

は第 40号のS-1の削器は配石中，第 104号のS-2の石鏃と第 190号の砥石は，壊底面である。

あと，土器片と剥片か出土しだ(c)のは第 114,14()号，±器片のみ(d)が第 13, 105号の 2例である。

第144, 187号は無潰物(f)であった。

土器の時期は， Ill期のみのもの 10例（第 1,13, 22, 103, 104, 105, 114. 137, l 4CJ, 190号）．

II期のは第 40号の 1例である。この第 40号は，縄文中期の胴部細片が1個出土したのみで．これ

をもって編文中期の所産とすることはできない。おおむね， III期に構築されたと考えてよいかと思

つ。

(bl AN  b型

第4, 12, 25, ::¥8, 95, 98号の 6基か入る。

平面形は，第 12,25, 98りがやや楕円形，あどは円形から不整円形を呈する。規模は， Mサイズ

第4, 12号， Lサイズ第 38,98号， LLサイス第 25号， 95号でやはり大き＼寸列か多しし

断面形は，第 4, 98号の塙底面はやや丸味を幣びるか，あとは(a)タイプである。

屑堆積は，第 12,38号が(a)タイプ，第4号か(b)タイプで，あとの 3例は(c)タイプである。この(c)タ

イプの内，第 95号はほとんど全面 (II)府で充壌され，上部にのみ (III), (N)層と焼土層が薄く

堆積しているだ,tである。また，第 98号も (II)層はあまり深くまでは堆積していない。 (a)タイプ

の第 12号は，暗茶褐色土層一府しか確認されていない。なお，第 95号ピットの3’'層（塘底部）中

には，多量の黒耀石削片ど木炭が含まれていた同様な例は，AIM型の第 53号ピットても認められ

ており，興味ある事例かど思われる。
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土壊の深さは， 19cm以下(a)1例（第 12号）， 20cm台(b)2例（第25,38号）， 30cm台(c)1例（第

4号）， 40cm台(d)2例（第95,98号）で、全般に深い冽が多いか．いすれも掘り込み面を確認して

いる例はない。

配石は，第4,25, 38号が各々10,18, 18個で壊底部にあり，第95,98号では各々11,10個の

石か壊底部から壊口部にかけての各レベルにわたって記されている。石の分布は，特にまとま i)な

く，壊内全面であるが，同一レベルで全面を覆う感じではない。なお，第 12号は上述のものとは趣

を界、4こし， 3個と 1個か壁に沿って存在し，前述のAIII3型に似たあり方をしている e

配石の内焼けていた例は，第 12号2個，第4,25, 98号は 3個，第38,95号は 4個である。ま

応石器を配石に転Jijした例は，第 25,38, 98号て認められだ（各々 S-2, S-1, S-1)。

焼上は，第 38号，第 95号で検出されている。第38号は，西側の壊□部がら塘外にかけて1旱さ 7,
5cmの焼土が分布している (B-14)。第95号は，塘央部に間層として入っているもので，厚さ 6

cmを算る IB -21) 

遺物は．第98号から． P-1の底部位土器（第27図17)と削器2点．石皿？ （配石）が覆土か

ら出土しており（a),まだ、 iわかのはどんどのヒットカ・らも石器(b)か出土している。第 4号では，有茎

鏃と石鈷か出土しているが，この内石鏃は配石中出土である。第 12号は，壁から削器 (S-1)か，

第25号では削器と石皿か出土しており，削器は配石下．石皿は配石として利用されたものである。

第95号では無茎鏃 1,削器3、フレーク・コアー 3点が出t土しているのこの内， S-14の削器と

S -15のフレーク・コアーは底面から，あとは覆上である。なお，第38号は配石として石器（断面

一角杉の擦石，）が利用されたたけの例で、あとは土器片若干しか出土していない(d)。

土器の時代は，土器の出土をみなかった第 12号ピット以外はすべてIII期である。

(c) AN  c型

第16,19, 21, 33, 50, 70, 78, 81, 108, 133, 180, 186, 197号の 13基のピ／卜がこのタイプ

である。

第21,50, 81, 108、186, 197号の6基か円形から不整円形であるか，他の7基は楕円形から不

整の柏円形である。規模は， Mサイズ5例（第 50,70, 108, 180, 197号）， Lサイズ5例（第 19,

21, 33, 78, 81号）． LLサイズ3例（第 16, 133, 186号）て，やはり大きいサイズが多い。

断面形に第 70,78号の底面がやや丸味を帯びているが，あとは(a)タイプである。

層堆柘は，（a）タイプ3例（第 16,21, 197号），（b）タイプ3例（第 81,108, 133号）．（C）タイプ5

冽（第50,70, 78, 180, 186号），（d）タイプ1例（第 33号）の比率て"(C)タイプか多い。第 19号は，

壊底面しか確認されておらす不明である。なお，（C）タイプの第 78号は，（II)層は中央部のみであ

る。

土塘の深さは， 19cm以下(a)7例， 20cm台(b)1例（第21号）， 30cm台(c)2例（第70,108号），

40cm以上(d)は3例（第81,133, 186号）で，一番深いのは第 186号で60cmを数える。この内，

19cm以下の 7例は，いずれも壊底面しか確認されていない例であり，掘り込み面が判るのは第 70

号で，深さは 31.5cmである。従って，一般に深い例が多いようである。
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配石は，第 81号の 1点の石を除いてにすべて壊底部に塙内全面を覆うように配されている。第

50, 108, 197号は 11個の配石かある。石の大きさは，第50けは小形の石が多く，第 108,197号は

中形のが多い。第 16,70, 81号は 14個あるが第 16,81号は大～中形の石か多く，第70号は小

形の石が多い。第 78,133, 180号は，各々21,17, 15個で，第 133号は大，中形の石か多いが，第

78, 180号は小形の石が多い。第 19,21, 33号は，各々30.31, 27個て，第 19号と第21号は隣合

せのピットであるが，前者は小形例が28個で多く，後者は大～中形か主体を占め，両者には明瞭な

差かある。第33号は，小形の石が多い。

焼けた石は，第 19,50, 70号が3個，第 186,197号は 4個，第 16,81, 108, 133号が5個で，

第21号，第33号，第78号は各々14, 9個で．配石のそのほとんどか焼けている。また，石器を配

石に転用している例は，第21号は石皿3個（破片） （S-1 ～3)，第50号は石皿 (S-1)，第81

号は敲石 (S-1)，第 186号では石皿 (S-l）を利用している。この内，第21号のS-3と第

50号のS-1の石皿破片は接合した。

焼土が認められた例はない。小ピットは．第21号の東側壁に径30cm杵で，深さ 12-13cmの小

ピットがある。この内SP-1は，層の切合いから判断すると，この土壌が埋め戻苔れる以前に穿

たれたものである。しかしどのような目的で掘られたものかは明らかで‘はない。

遺物は．第 19• 20, 133, 180号ピットから半完形士器か，第 16号からは底部位土器か出士して

いる(a)。第 133号の例は出土層位は不明であるか，いずれも壊底部の配石中から出土している。石

器は，第 16号（掻器），第 19号（削器），第 21号（石皿3)，第33号（無茎鏃， 1蚤器），第50号（削

器，石皿破片），第81号（敲石），第 133号（円形掻器，削器，フレーク・コアー），第 186号（石

JIil)か出土している。この内，第21,50, 81, 186号は，配石として利用されているこどは前述し

た。第 70,108号では，土器片と剥片が出土しており（c), 第108号では，土製品？ （第61図2)が

出士している。

士器の時代は、第78号は不明，第70号からは IとIII期の資料か出七しているか，あとはすべて

III期で，おおむねIII期の所産と思われる。

(2) B型

開丸方形を呈した士塘は、第93.100, 170号の3基のみである。形態の特異性をもって，特にA

型と別けたが，ここで述べる通り．構造とか時代などは． AIi型を除いたA型と何ら変る所はない。

平面プランは．第93, 170号はやや一辺が長い方形，第 100号は、不整の方形である。規模は．

三者共51X47-57X54cmで，ほぼ同じ大ぎさであり，すべてSサイズに入る。

断面形は．第 100号は(a)タイプであるか，他の2例は．壊底かやや丸味を帯ぴている

層堆積は．第93,100号が(a)タイプ，第 170号が(d)タイプで．間層として (II)層が入っている。

土城の深さは，第93,100号か12cm, 第170号か40cmである。第170号は．第II層中に掘り込み

面がある。

配石は，第93号で2個．第 170号で 1個で．いずれも塘底部の中央部付近にある。なお，第93

109 



号の 1個は焼けていた。第 100号は，石は配されていないか，墳底部に 1個体の半完形土器か毀さ

れて，敷きつめられたような状態て出十．している C

焼＋とか， 小1こ，，卜のある例はなし、か， 第 170号には， f覺乱か一面に入ってしヽる。

償物は、前］主の逍 I)、第 100号ヒ，＇卜から遥文晩期終末から続編文期最初頭の柑製深鉢形土器か

出上してし、る 第 17りは無直物てあ＇）だ

上器J)出上しだ，第 93,100りはし、すれも，その時期はIII期てある「

3 特徴不明の土塙（（｀型）

5枯あるか，個々に心へだし、と思ゴ

第げ号ヒ トは、 PointE-H JJライ／ 0侃断セク／ョン 1 ごおし、•こその断面）杉か確認されたも J)

てもるか，翡11さなから半血形は明確（こすることかて各なかぅだ断面形て判断する限り 9 :l廣口 51cm, 

ぷさ 19cmてある＾無羊銀と1蚤器か出土して＼ ＼る

第 83, 84 号は，二連ヒ， 1、てあるか｀し〗すれも塙底面しか確認されておらす，十面フランもが定

形てある 第83号は，全体の傾向としては，が整方形を：［し， B型のタイフに1感する可能性もある

しかし，規模はMサイスて大きいこまだ，墳内壁コー十一部分に 2本と壊外に 1本の小ヒ／卜と

壊内中央部に 3個の配石かある。 第84号は不整惰円形て9 :l廣央1こ1個石かある。なお，第 84号

ては、 III期の±器片か出土している。

第 134号ヒ／卜は、平面プランかほぼ円形を呈するMサイズの±壊で，壌内中央に大形の石か 1

個ある。また，壊内に 3本小ピ／卜かあり、深さは不明であるが、長径は10-16cmで大きいものて

ある。この小ピノトを除くと、タイプとしてはAIIL型に属する。土器は I期の土器片か 1片出土し

ている。

第 10号ヒ／卜は，壊底面部分しか確認されていないものて、平面プランに不安なある。なお，土

墳内1こ4個の配石（内 2個焼げている）かあり， また周囲1こも石か散乱しているここの内東側の焼

石の下の壊底面からは，赤色土 (R-4)か出土している。土器はIII期の査料である。

(41 疑問のある土填 (D型）

ここて述べる 22基のヒツ／卜は、平面形・断面形・層堆積・土壊の深さからいって、幾つか問題か

ある例てある C

この中1こふ配石のない Sサイズの土壊か 12例，配石かないか 1個の配石のあるMサイズの土墳

6例、規模か大きく、平面形およひ断面形か明確でないものか4例ある C

配石のないSサイスのものは第 69,87, 88, 129、135, 139, 140, 150, 168, 177, 1 79, 198号の

12桔のヒ、， 1、てある この内，第 139号は断曲形か内にぎつ〈，東にゆるい立 l：りをみせ、全体ど

しで半面形も 1土各ff;てある 第 129, 135りも，断面形は摺鉢形を呈している 第 179号は，底血l::.

凹凸かあリ、北丸邸分は撹舌Lによ，．）て切られ・r-しヽる この 4例に関しては、 人乃的な古し、時代の十一

塙てなし＼ u［龍1、牛力ある 他例は，大きくは甘り心のAIS型（ご入るものてもるか，し、すれも戊く，特（こ
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第88, 150号ピ＇ノトは規模が非常に小さいもので，土塘墓として充分な用途を果しえたかとうかは

問姐は残る。ただし，壊底面部分しか確認されていないために浅いということも考えられるか，そ

れを証明する証拠，ないしは墓であるとする積極的な根拠に欠ける。

土器の時代は， Ill期が第69,135号， I,II, Ill期か第 140号であった。また石器が，第88号（削

器），第 140号（擦石）で出土している。

第14,37, 51, 130, 131, 154号の 6個のピットは，配石 1個，ないしは全くないMサイズの例で

ある。第 14号は．平面形が特異な形態を呈し，また土層堆積も不自然である。第37号は，断面形

か摺鉢形で，層が同系統の層が幾層にも重なって堆積している。第 51号も同様で，層堆積か不自然

であるか，これは．北東部分が，いわゆる「風倒木痕」で切られているためかもしれない。第 130,

131号は，層か (N),(V)層のみで，しかも堆積のあり方は不規則である。第 154号は，平面プラ

ンがいびつであると同時に黒褐色土層か間層として入り，また暗黄褐色土層が底面から壁に沿って

堆積しており，全体に汚染された地山を掘り過ぎた可能性もある。それにしても，断血形は摺鉢状

である。

土器の時代は，第 130,131, 154号がIII期，第 14,37, 51号は各々 I, II期， I, lII期， I, II 

期である。石器は，第 131号から砥石が出土している。なお，第 154号ピットの七器）；は出土は多

<， 2個の大形破片を含め 12片の土器片 (III期）が出上している。

第23,58, 76, 116号の 4基については，個々に説明しよう。

第23号は，平面プラン・断面形・層堆積などを明確につかむことはできなかった例である。壊ロ

部の平面形は，小整松円形か2つ切合ったような形態を早しており，断面形は， A-Bセクション

にみられるとおり，北側と南側とでは壊底面の高さか違う。しかし， このA-Bセクションを観察

した限りでは，切合い関係は明確にはできなかった。東側の塘口部付近には， 7個の配hがある。

このように，壊1]部に多数のイiを配する例は，本遺跡ではこれ以外にはない。たたし， この配石と

下の上壌か無関係であると考えられるなら，後述する石組として捉えうるもので， 従って土墳の

年代は，この石組（はとんどIII期と思われる）よりは古い所産になろう。層堆積も，（III)層と (V)

層との間に (II)層か間層として入っている特異なものである。

遺物は，西側壁より纏文早期の石錘，覆土中より縄文早期の土器片 2点（撚糸圧痕文と貝殻条痕

文），縄文晩期の土器片 1点が出土している。しかし，いずれも出土層準は確認していない

第58号ピットは，層は (N), (V)のみで充埴されて，非常にかたくしまっへており，東側壁の

一部にはf覺乱が入ったため，平面形・断面形は，必ずしも明確とはいえない。規模は， 128X99cm

を測り、大形てある。長軸方向は南ー北である。壊口部付近から，石錘か1点，縄文早期の上器片

か2点（貝殻条痕文と撚糸圧痕文）覆十＾から出上している。

第76号も，第58号と類似の平面プランと規模を有しているか， ！：層は，（II),(III), (V)の3

つの培で充埴されている。これも，塘底面・壁は必ずしも明確ではなく，東側には攪乱が所々人っ

ている。長軸方向はほぼ束ー西である。

このピットからは， 3個体の貝穀条痕文の縄文早期の土器 (P-l~P-4) と出土状態は不明
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であるがm期の土器片か2点出土している。この早期の責料の内 2個体は，器形を伺うに足る資料

で，いずれも壊底部の西側からまとまって出土している。なお，東側の壊口部付近から 2個の石が

みつかっている。

以上の第23,58, 76号の3つの土壊は， コンタ 135.5~]34.5mの所にあって，いずれも不整楕

円形に近い平面プランを有し，規模の大きいものである。しかも，縫文早期の土器片ないし半完形

土器，石錘などが出土している。 III期の土器片も若干づつ出土はしているが，各所に攪乱が入って

おり，混入した可能性を考慮すると，前述したAll型の土壊と同様に， 1期の所産になる土壊の可

能性もあろう。

さて，第 116号ピットは， コンタ 136.800m程の所にあるもので，平面プランは明確にはつかむ

ことができず，結果的には不整三角形が2つ切合ったような形態になった。共に壊底面は平坦では

なく，凹凸で傾きをもっており， しかも層堆積からみると両者は切合う関係てはない。さらに，北

側の第7, 6'層と第6,10層とは不整合に交わっている。この種の堆積は，いわゆる「風倒木痕」

（高橋 1975)のそれと非常に近いものである。なお，西側の上部からは，第 27図 18の縄文中期の

半完形土器が出士している。なお， この地区は，本遺跡の中では，発掘区から比較的縄文中期の土

器を多く出土しており，近くのIII期の上壊墓の覆土からも中期の土器片を多く検出している。

第2項石組

石組は，都合21甚確認されている。これら 21基の石組は．標高 135.900-136.500mの間にある

後述する X配石群とその延長部分 (z配石群）および135.600-135. 00 mの間にあるY配石群中に

集中している。この内．石が6個以卜で，あるまとまりをもってあるのは 11例だけである。あとの

10例は．バラバラな第39,63号の 2基を除いては，みな 3~ 5個の石しかなく，果して石組といえ

るかどうか判然としない。しかし， ここでは説明都合上両者とも石組とし，前者をA型，後者をB

附Jと仮称しておく。

(ll A型

第11,42, 54, 61, 62号の5基と第 17,27, 28, 43, 57, 172号の6基の都合11基か入る。

この内，前者は土塘の塘口部のレベルにおいて，土壊と重なってないしは接して存在するもので，

後者は土塙と無関係に石組のみ存在する例である。

前者は， 11~29個の石からなり，その分布範囲は， 113X70（第 42号） ～72X38（第61号）の範

囲で，第54号かやや円形であるのに対してほかはすべて楕円形である。

土壌との重なりは，第 11号が第 12号ピット (ANb型）と第42号が第33号ピ／卜 (ANe型）

と，第54号が第 1号ヒノト (ANa型）と，第 62号か第 14,15号（第 15号はAII型，第 14号は

不明）と土壊の掘込み面のレベルで重なっている。また第 61号と第 18号ピット (AIM型）とは

近接した位置にある。

これらの石組の石の内，焼けていたのは第 11号が5(/29)個，第42号が10(/14)個，第54号
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が6(/16)個，第 62号が6(/12)個である。

なお，第 33号ピットは，南束グループ (11) と北西グループ (3)の2つに分けることも可能で

ある。

また， AN型の土塘と重なっている第 11,42号では，土壊内の石とは，明瞭に大きさか違う。す

なわち，第 11号石組は小形の石が主体であるのに対して，第 12号は中形の石であり，第42号石組

は中形の石が主体であるのに対して，第 33号ピットのは小形の石が多いといった違いかある。

なお，第 62号石組内からは，土器片と剥片が，第54号石組では，無茎鏃と削器2点が出土して

しヽる。

土壊とは無関係に存在する後者の 6例は， 6～16個の石からなり，その分布範囲は 56XZ8cm（第

172号） ～102X65cm（第 43号）の大きさである。第 17号がやや四角形の範囲で分布するが，ほか

はすべて楕円形である。ただし第 17,27, 43号の 3例は，各々 5個と 10個， 3個と 7個， 3個と

13個というように 2つのグループに細分できる。なお，第 43号例は，両グループは離れているので

はなく，前者は大形の石，後者は小～中形の石からなっているものである。

これらの石の内，焼けていたのは第 17号か6(/15)個，第 27号が4(/10)個，第28号かl

(/6)個，第 43りか7(/16)個，第 57りか3(/14)個てあった。また，第 43り伍組の西側には

焼＿tかある (B-16)。

なお，第 28,42号石組の各々 S-lは，砥伍？と石IIllを伍組として再利用したもので，また第 172

号からは，縄文中期の土器片か2、1'せ出上している。

なお，後者の例の内，第 57,172号を除いては，伍組の下部に浅い掘り込み様のものを認めたか，

いすれも‘ド面形は1速各／fクで， I氏血はフラットてはなかった。石祖の下部なし、し近くに上堀かあるか

ないかは，大きな問題であるか，本遺跡の場合，少くとも III期の構築になる土堀は，たとえそれか

撒底面しか確認されていなくとも，はは平阻であり，附も明瞭に 1足えることかでぎるので，—-応こ

こでは，後者の例は，本来的に十槻託無関係に造られたものと考えたい。

(2) B型

第35,55, 64, 92号の 4基と第32,34, 36, 39, 63, 117号の 6基の都合 10基が入る。

この内，前者はA型と同様に，土壊の壊口部のレベルにおいて土塘と重なっているか，近接した

位四にある例であり，後者は単独で存在するものである。

前者は， 3, 4個の石からなり，その範囲は 31X29cm（第 55号） ～49X 18cm（第 64号）まで

の拡がりがあり，第 55号と第 92号がほぼ円形，他は楕円形を呈している。

土壊との関係は，第 35号石組が第 14号ピット（タイプ不明）と塘口部のレベルで一部で重なっ

ており，第 55号は第 67号ピット (AIM型）と，第 64号は第7号ピット (AIII3S型）と，第 92号

は第 1号ピット (ANa型）と接した位置に存在する。

これらの石組の内，焼けていたのは，第 35,64号で1(/4)個，第 55号で2(/3)個であった。

なお，第 92号石組内からは，縦形掻器 (S-33)が1点出土している。
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後者の6例は， 4～6個の石からなり．その分布は 41X33cm（第 32号） ～92X43cm（第39号）

の範囲に，すべて楕円形に拡かっている。ただし，前述した通り第39号と第63号は．石の分布に

まとまりはなくばらばらで，果して石組といえるかどうかは定かではない。なお，第36号では 4個

と2個の2つつグループこ細分も可能である。

焼けた石は，第 34,39. 117号で1個，第32, 63号て2個，第36号で4個認められた。

なお．第63号ては北側：こ焼土 (B-l)が分布している。また，第39号のS-1は断面三角形

の擦石である。

第 3項溝状遺構

本遺趾から，溝状遺構は第 141, 167, 171りの3基がみつかってしヽるか，すべて遺跡の北西側に

あって，第 171, 167号は，標高 137.500ITT前後，第 141号は 135.800m程の所に存在する。

この3基は．等高線と無関係に一直線上に並んており，その長軸方向も 3例とも，ほぱ南ー北方

向を向いている。

遺構の規模は．長軸 178~152 cm, 短軸47~74cmて，深さは 109~llOcmてある。

いずれも．壊口部付近は (II), (III)層などか摺鉢状に堆積し，その下部は (N)層が若千と地

山か二次堆積したものと考えられる (V)層か深く堆積している。この (V)層中には，第 141,167 

号では．中央部と壊底直上に 2~ 5 cm程の厚さで，有機物質を多く含む黒褐色土層ないし黒灰色上

層か入っている。

なお．第 167号ヒノトグ）｝席 [l脊じから壊外にかけて｀屑（こか、）さるように．非常に大形の石皿 (s-

l)が出士してしる

この3基の溝斗人遺冑t, i姿出する通り．明らか：こ月ljl'ししてきた土塘（墓） とい［とは『I格を異に

tるものである。

（上野秀一）
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第 3節総括と問題点

第 1項総括

今まで， 122基の土壊墓について，平面形・配石の有無と数・規模をもとに細かく分けて述べてき

たが， A型としたものは， AIi型の3例を除いて，配石の有無を別にすれば，平面形・断面形・層

堆積・士壊の深さ・焼土のあり方・土壊内出土の遺物・構築時期などの点においては，全く差異を

見出すことはできず，また規模においても， AI, AIII, AN型各々における大きさのばらつきも，

各型同様の傾向を示している。すなわち，この 3つのタイプの士塘と B型の 3基の都合 119基の土

壊（墓）の構築年代に関しては，各型毎に詳述してきた如くすべてIII期の第III群土器の時期に属す

ると思われるものである。 III期の第III群土器は具体的にいえば，第 5章第 1節(3)で詳述している如

く「西岡式」と仮称される縄文晩期終末から続縄文期最初頭の単一の時期である。

A II型は， 1期の所産と思われるか，第 15号ピットを除いては，遺物の出tはな〈必ずしも明確

てはない。また， D型とした第 58り，第 23号，第 76りピットの 3基でも， 1期の半尤形上器・破

／＇，、そしてい器 (11鍾）などか出上しており， I期の所所の可能竹もある Q

さて，以下において， III期の所）iのA型の上城（地） 116桔 (AII型を除く）を中心に，各瑣HけIl

に全体的な特徴をまとめてみたいと息う (9

平面形

ます，中lHi形に関しては， 1--Y形 (a) と柘円If;(b)の放比は， 69:15で、やや円形なし、し不炉

円形の例か多いか，柘円形ないし 1速各柘円形どしたものも，に任と短任の差は 1(）～20cmlJ、]外てあ

まり大ぎな沖はなく，最大で第 113りピ／卜 (AIIl2門＇りの 22cm (133 X 111 cm)てある。従＇）て，

構榮時の心識において，本遺跡て1リ形どしたものと， t州ド］形どしたものとては， h泡な芥を，忍める

ことはでぎないと息われる。第 5 表は， A 籾と B 叩のすへての上塙（~)と 3¼の溝状遺構の堀 ll 

部の長径と短径をグラフにしたものである。溝状遺構 ([J印）は，長径か極端に長いため、図の 1•△

部にくるが， 1こ塙（幕）は，中軸線から 15゚ の範囲にすべてか収まっている。なお，円形としたもの

は、同様に 6~ 7゚ 程の所に集中している。

規模

規模は，長径の平均値が50cm程になる Sサイズは15例，平均値70cm程のMサイズは44例，平均

値 90cm程になる Lサイズは 40例，平均値 110cm程になる LLサイズは 17例であった。すなわ

ち， SとLLサイズは少なく， MとLサイズの 70-90cm程になる例が多いことが判る（第 43図）。

断面形

断面形は，（a）が69例，（b）か45例で，壊底面か平らで，底面と壁の境か明瞭な(a)タイプが多いか，

前述したように， この区分は，本遺跡では大ぎな意味はもたない。

土壌の深さ

土塙の深さは， 19cm以下（a)33例， 20cm台(b)44例， 30cm台(c)21例， 40cm以上(d)17例で，

115 



長

径

150 

． 
． 
゜． 

100 

．
 
．．
 

50 

／
 / o/9/ ／

 

0

,

 

0

0

 

。

゜

゜
゜

゜

,

＇

,

0

 

0
0

臨

'
，
’
●

0
 

.

9

0

8

屯

0
/
¢

,

0

 

0
 

•O 

・

。

゜

・

。

゜
0

0

0

0

6

 

0

0

0

 

0, 

0

0

0

 、
O
O
O
O
O
O
O

／

。.
〇
。
。
翁
。
5

0

0

/
 
．
 

．
 
..,，＇
oooo/ 

··.~ 

.
，

9%oooo/ 

1
,
 

．．．り＇／三

o
o
/

／
 

●

,
9
 

●

,

’

 

●

0

0

 

凡例

〇：円形ないし不整円形

• ：楕円形ないし不整楕円形

x ：隅丸方形

・：長楕円形（溝状遺構）

50 100 1如 1 （短 径）

第 5表 T210遺跡のピットの形態と規模の分布図

116 



3
 

ー飢／
 

018 

．
 

0

3

1

8

 

,
＇
+
／

0,

＂00130 

.
1
0
1
"
5

覧
5
0
"

.

＂

R

8

"

 

/
o
"
 

、゚
'

0
1
3
3
0
"
 

。

ー

＂̀9
嬉。予
‘25"

》

"
4
 
5
 

3
"
 1
,
m
:
｀
5
"
 

5
r
'
e
'

口＂炉
38

了

，

0

．,̀”・ヽ

3
 
⑦
ー
．
n

．
 

`
;
I
 
ー

“鸞9r.‘.
＾3
鼻

＇ 

5
 

,

0

,

3

 

。

4
 

30t180 

／
 

/
／
：
/
°
,
＂
 

+112

の

"

+

"
:
5
5
1
°
 

o
l
o
i
/
0

奪

。

+//。
1

1

3

,

．
 
．
 
．
 

., 

＋ 

0
5
 

＋
 

O-
10M 

I 
凡 例

に AI型
● AII型
筐 AIII型

＼
賃
、

¥

y

 

:5
>
/。“:
"
O
 

＋ 

へ、
J
 

ヘ、
＋ 

k
 

刀 XV XVI XVII 

・冒 AN型 ：,。立は石組

置 B 型 （第141,167,171号は溝状遺構である）

［コ不明

第43図 T 21()j言跡土壕（墓）タイプ別分布図

117 



19cm以下と 20cm台の例が比較的多いようである。しかしこの結果は．ほとんどの例か遺構確認

面からの深さであり．掘り込み面からの深さを示すものではないため，これだけでは実際の傾Ihjを

示してはしヽ ない。

掘り込み面か確認されているのは， 5例である。 AN型の第 1号、第 70りは，各々30,31,5cm, 

B型は第 170号で40cm,C型の特徴不明の第3号，第 10号は，各々29と18cmである。掘り込み

面は第 170号は縦断セクションの第II層（黒色土層）中であるが，あとは第III層（暗黒褐色土層）

の上面である。

また，壊口部から壊外にまたがって焼土ないし赤色土が分布している例は， 6例あり， AIII1型で

は、第 24,30, 31号で，各々22,19, 27cm, AIII2型では第9号で16cm, Allし型は第73号で42

cm, AN型では，第38号の21cmの深さである。すなわち， AII型を除く A型と B型の士壊の深

さは， 20cm前後のものか第3号ピットを含めて 6例， 30cm前後のものは，第 10号ピットを含め

て3例， 40cm台のものは 2例である。浅いのは第9号の 16cmで，一番深いのは第 67号の48cm

である。なお，掘り込み面は確認、されていないか， 50cm以ヒの深さがある土城は 9例であって，そ

の内AI型か3例（第 118,123, 147号）， AIII型か2例（第 151,113号）， AWif乳は 3例（第 190,

133, 186号）であるか，すへてサイズは Lないし LL即て大きいものである。一番深いのは第 147

号の 70cmである。また， AII型のMサイズの第 188号ピットも深さは 53cmをはかる。従って，

全体的にみると 20cm前後のものか多かったようであるか，しかし 10cm台から 70cmまで特にま

とまる傾向は認められない。

層堆積

層堆積についてみると，（a)タイプとしたのは 59例，（b）タイプは 17例，（C）タイプは 30例，（d),(e) 

タイプ各5例，（f）タイプ2例（不明）の比率てある。 (a)タイプは一番多いか，この仲間の多くは，

ト来は自然堆積の黒色t-＿か陥んでいる(b)タイプと 1口］しものと思われるが，遺構を確認する際この層

を削平してしまった結果と思われる。 (e)タイプも，間層ないし底面について黒色士が堆積するもの

であるか，間層としてあるものに関しては，基本的に(b)タイプの標準的な土層堆積と大きな差はな

いものと思われる。ただ，底面についてあるものに関しては，底面に有機物を意図的に散布ないし

は敷いていた可能性もある。札蜆市白石神社遺跡（加藤・上野・羽賀 1973)の第2号ピットは，後

北ら式期の土壊墓であるが，ここの底面には薄いアンペラ状を呈する炭化物層が存在していた。

問題は，（c), (d)タイプである。 (c)タイプは数の上でも比較的多い。この仲間は，単に土壊（墓）

を埋め戻す際に黒色土系統 ((II)層）の土のみで充填させた結果とも考えられるか，ほとんどの例

において土壊の少なくとも壊底部は，地山の月寒火山灰層〔TK〕を掘り込んでおり，当然掘った土

壊を埋めるためには，上士の黒色十層のみだけでは，たとえ死体の分の容鑓は少なくなったとして

も． l:凋を完仝に埋め尽すことは難しかったのではないかと思われる。かなり意識的に黒色tのみ

を入れたものと考えたいが，その理由は明らかにはできない。

なお，第 53号ピットの3層と第95号ピットの3’'層には，多量の黒耀石の削片と木炭が含まれて

しヽた。
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焼土

焼 Î．は， AII型（第 15号）の2例と土塙と切合う関係にないものを含めると 31例認められる(B

l ~B-30) （第3表，第45図）。この内，土塙と関連してみつかったのは 15土壊 17例（第9,20, 

30, 31, 38, 73, 77, 82, 93, 95, 104, 107, 120, 149, 160号）である。なお，第 15号ピット (AII 

型）の例は，縄文早期の土壊であるが，ここでみつかった焼土 (B-9, 10)は，遺構確認面（本

号の場合は，掘り込み面に相当していると思われる）のかなり上で，第 62号石組などと共に本来，

本ピットに伴うものではないと思われる。

さて，これら遺構と関連してみつかった焼土の内壊央部にある例は 7例（第20,77, 95, 104, 107, 

149, 160号），壊口部から壊外にかけて分布するものは 5例（第9,30, 31, 38, 73号），壊口部の

壊内に分布しているもの5例（第82,93, 107, 120, 160号）である。ただし，最後の例の幾つか

は，遺構確認の際掘り込み面を削平しているために，本来壊央部にあった可能性を考慮すべき例が

あったかもしれない。特にB型の第93号 (B-30）は，その可能がある。

また，第 107号と第 160号においては，壊口部と塙央部の2つの層準に焼土か認められている。

すなわち，焼土の散布は，土壊を埋め戻す途中に，塙央部に入れる場合と，坪め戻した後，塘央部

に散布するという 2つの例，ないしは両者を行う例かあったことになる。

なお，タイプ別にみるとAI型は 4例， AIII型6例， AN型4例， B型1例で，前述した如く，

AII型には，本遺跡の資料では検出できなかった。また， 14層の焼士のみのものは 8例，他の士層

に焼土か混じっているものが7例であるが，一般に塘口～墳外にかけてある例は焼土層 (14層）の

みで，壊内壊口部ないしは堀内壊央部にある例は，焼土層のみの例とともに他の土）竹中に焼土か混

しった例か幾つかみられるようである。

また，石組と関連してあるのは 3例（第63,43, 28号）て，焼土と石組ははは詞ーレベルの縦断

セクション（第3図）の第lIll怜上面か，第II層中にのっている。

焼土の内容物に関しては，水洗選別した結果を第3表に示した。土壌サンプルを採取した 25例の

内， 20例で炭化物を検出することかできたが， B-25（第 149号ピット例）を除いては，非常に少

量である。また． B-19, B -21, B -25の3例からは，黒耀石の小削片が若干みつかっている。

土器片を含んでいた例も幾つかあるか，すべてIII期の資料である。なお，明確ではないか，色調で

褐色としたものは，ほとんど焼土のみであるか，灰褐色とか暗灰褐色としたもののいくつかには，

灰を含んでいる可能性もある。茶褐色～暗茶褐色としたものは，サンプリングの失敗もあるが，純

粋な焼土以外に，他の土壌をも含んでいるものである。以上の結果は，予想外に木炭の検出量が少

ないということと，灰（？）を含み非常にきめの細かい例が幾つかあることである。

焼士層の序さは，最高がB-17（第28号石組）の 13.4cmで，平均値は 6.7cm程である。また

範囲も、 B-18(XV-I-22区）の 61X55cmを最大とし 40cm余の径で散布されている例か多い。

すなわち，この焼士は，かなりの似てあると判断していいかと息う。この試は，葬送儀礼に伴って

士塘（墓）の近くで，単に火を焚いたということだけでは解決されない多さである。おそらく壌央

部に散布している事実も考慮すると，意図的に焼土を集め搬出し，散布したものと考えられる。こ
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のような傾向は本遺跡の配石に異常に焼けた石か多いという点とも関連して，興味ある問題を提

供しよう。

赤色土

赤色上 いわゆる「ベニガラ1と思われるものの散布は，本遺跡では，わずか5例で全体の 4%

程である。内2例 (R-1,R-2)は土塘の壊□部から墳外と壊外にあるものて，他の 2例 (R-

3, R-4)は，塙底部にあるものである。前者は第 24号，第41号ピットの例て，範囲は各々

26X26と13Xl5cmてあら後者は，第 104号第 10号ヒ／卜の例で，第 104号は壊底面西側壁よ

1)，第 10号は壊底面東側の焼けた配石の下から検出されている。また，第 149号ピットの壊央部か

らみつかった焼土中からも，少量赤色土か検出されている。全体に赤色土の検出数は少ないが，た

だ，土壊内外から出土した縫文晩期末から続織文期初頭の大洞A'式ないしは二枚橋式系統の土器

にはほとんど漆丹が塗られており， また第 133号ピットから出土した棒状の黒耀石原石，そして第

28号ピット出土の釆長剌片にも赤色士が塗られていだ事実は，本遺跡では散布例は少なかったか，

が色土は何らかの形て和」用されていたものと思、われるしだた後述する通り，札幌市域の遺跡におい

ては，上塘墓内に赤色上を散布する例は，非常に少なく、かわりに焼土の散布ガるいという事実は

汁意する必要がある。

小ピット

小ピットは， 21基の土壊（墓）と 1基の石組の壊内外において 38本認められた。この小ピットに

は，大きさから 2つの傾向がある。 1つは，径が30cm前後以上の大きいものと， もう 1つは径が

20cm前後以下刀小竺し、もグ）てある。

大きい例のうち，堀叫こあるのは，第1号ピ，， I、7)SF -4とSP-6,第 12号、第24号，第50

りピットの各々SP-1 C1），，苔例である。部位は，北側{:::あるものば第1号のSP-4、第 12り、 第50号

;＇）各々 SP-1，南なし、し巾四測こあるのは，第1号の SP-6ど第24号SP-1てあるまだ、第 1号ピッ

トの SP-4では，小ピットの壊口上から 1個体の底部位土器，第 12号ピットの小ピソト内からは，

削器l点，土器片 5点，小円礫2点が出土している。これらの事実は，後述する通り，その方向が

南ないし北であることと共に葬送儀礼に関係した小ピットである可能性を示唆するものかもしれな

い。いずれも， AIIIとAN型のピットである。

壁にある例は，第 21号ピ／卜のSP-1, 2，第 103号の SP-2などにあるこの内、第21号の

SP-2（南南東八第 103号SP-2（東）のは、壁を切り込んだものであるか，第 21号のSP-1 

（東北東）は，層堆積から見ても，埋め戻す以前1こ墳底面から掘り込まれたものてある。

第81号のSP-1,第79号と第 80号は、各号ピットと切合う関係にあるが，いずれも小ピソト，

第80号ヒノトの方か新しく，深さも各々 5, 6(+a)cm程て浅く，これらも上壊墓に関連した小

ヒゾトである叶能性がある。なお，第 106号ピットにおいても，類似した浅い小ピソト様のものか

付属しているか，層堆積の観察からは，切介-)関係にはない。また， MないしLサイズの1堀旦 S

サイズの土塘が接する関係にある第44号と第86号ヒ／卜例も，各々第45号，第 85号ピソトは，

墓ではなく，それらに関連した小ピットである可能性もあるかもしれない。
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第53号ピットの壊外南々束には 32X24cmの黒色土で充填された小ピットがあるが，南西側に

斜めに掘り込まれたもので，土層も非常にしまりのない状態であった。木の根の攪乱の可能性もあ

ろう。なお，第 38号ピットの西側にある SP-1は，層堆積の観察では，本号が掘り込まれる以前

に掘られたもので，本ピットとは疸接関係のないものかと思われる。

小形の小ピットて、堀内1こあるのは 11例（第 1号SP-1-3,第14,44号のSP-1,第83号SP-

l, 2，第 103号SP-1,第134号SP-1 -3)であるのし、ずれも，径が小さし、か浅いものであり，

本来的にそれらのピットに伴うものかどうかの確証はない。

壁にあるものは 4例（第30,46, 131号のSP-1，第 83号SP-3)，壊外にあるものは 9例（第

1号SP-5, 7, 8, 第4号SP-1 ~ 4，第3，69号のSP-1)ある。この内，第4,33, 69号

の例は図示していないか，第4表にぷした通り，いずれも壊内にあるものに比べてやや大きく，深

いものが多いようである。第4号ピソトの例に関しては， SP-1 -3は，黒褐色～暗黒褐色系統の

上層で充埴されており，士堀とはぽ同時代の所産かと思われるが， SP-4は，さくさくした茶褐色

土層で．新しい時代のものかと思われる。他例のものも，茶褐色の明るい色調を早するものの幾つ

かは．木の根などの攪乱である例もあるかもしれない。

切合い関係

本遺跡の土壊で切合い，ないしは接する関係にあるものは 12例ある。この数字は， 122桔の土壊

の約］9.6％に相当するが，全体の傾向としては単独ピットか本遺跡では多い。この内，遺構確認面

における関係で，接するだけのものは 4例 (l0+-+47,44<->45, 85<->86, 106+-+107)ある。完全に切

合っているものの内第 147号と第 151号は，セク／ョンライン設定のミスで新旧閾係は不明である

が，あとの7例に関しては， 13←31,21←20, 25←26, 49←38, 79←80, 83←84, 103←122（新←

Ill) という関係である。しかし，いずれも III期の所産で，大きな時代差はないと思われる。なお，

前述した通り，第 80号t'ノト 1よ，第79号ピ＂ノトにイ 1'う小ピットの可能性もある C

また，配石と重なる関係にあるのは 5例で，図式で示すと， 1→54, 12→11, 14→35, 1~62, 

33→42 (ビ、／卜→石組）になる。重ならないか，近い位置関係であるものは，同様に 1→92,7→64, 

18→61, 33→28, 67→55の5例であった。

配石および石組

さて本遺跡では，面石とか石組の形で，石か745個みつかっている。その内， X, y配石群とし

た所には各々192,227個あって，各々全体の 25.6,29.9％を占めており，この地帯に配れが特に多

いことが判る。配石は、そのほとんどが壊底部に限られている。ただ，若干例壊口部にある例もあ

るか， これは石組と同様ば性格をもつものと思われ，土塘と石組が重なる，ないしは接する関係に

あることを考慮すると，本遺跡における配石のあり方は，壊内城底部と壊口～壊外にかけての2ヶ

所ないし，いすれかに配石があると考えてよいかと思われる。ただし， A型の土塘の分類はあくま

でも，壊底部の配石のあり方を某準に行った。

壊底部に配石のあるA刑の例は 66基， B型は 2基で，都合68基である。上部にある例は 14基（第

1, 8, 14, 15, 23, 58, 73. 81, 95, 98, 107, 113, 159, 182号）あるか，箱 23,95号ピットを
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除いては， 多くて 3~ 4個， 多くは 1, 2個で，果して意識的に配されたものかどうかは明確では

ない。第98号ピットは， 7個上部にあるが，壊口部ではなく墳央部から壊口部にかけてで，下の4

個と共にすべて下部に配石したものとして考えていいかもしれない。第 23号ピットは，ピットの性

格は明らなではなく，ここでは取扱いを保留しておく。従って石組としてあるもの以外は，一応，

堀n部の配伍は明確ではないといえよう。

城底部における配石の数は， A型では， 1個か20例， 2個か9例， 3個が5例で， 1 ～ 3個の例

は都合34例， 4個以上は 32例である。 4個以上は最高は 31個（第21サピット）である。なお，

配石 1, 2個および3個の例 (AIII型）は，死体上に覆いかぶせた配石というよりも，いわゆる「枕

石」とか「耳石Jといわれるものに相当する例もあるかと思われ， AN型とは，その配石の性格が

異なっていた可能性もある。

本遺跡の配石および石組で輿味ある点は，焼けた石が非常に多い点である。図中にスクリーンを

かけて示した例は，半分ないし部分的に黒くすすけているようなかなり明瞭なものだけで，判断の

難しい例を加えるとかなりの数になると思われる。焼けた石の総数は 200個（以上）にのほ‘り， 745

個中の 26.8％で約％に当る。この内，焼けた石か多いピットは，第 21号 (12/31)，第33号 (14/27),

第81号 (9/15)，第 108号 (5/11)，第 133号 (5/17)，第 180号 (6/15)（焼石／総数）などであり，

石組では，第 17り(6/15), 第36号（4/7), 第42り(10/14)，第43号 (7/16)、第62り(6/12)

などである。

これらの焼石は，堀内にあるものは，焼石の分布と周圃の土層から判断して，糾された後に焼け

たものではなく，明らかに，別の所で焼いたものを持ち込んだものである。しかも，図版44Aに示

したような半分だけ黒く焼けた例も多くある。これは，炉址とか「ミルキー・ストーン」として居

住区域で利用したものを持ち込んだとも解釈できるが， しかしあまりに焼けた石は多く，理解に苦

しむ所もある。これは，かなり多量の焼土を散布したこととも関連して，何らかの葬送儀礼の 1つ

として石を焼くような過杵かあり，その際できる焼いと焼土を上塘墓に入れ，散布したとも考えら

れよう。なお，明確には断定できないが，石組は 21基の内 19基において焼伍を認めることができ，

しかも前述した通り， 19基の内 6基は， 40%-70％の石が焼けている。この事実は、石組としたも

のが，焼石を生産するその過程の 1つであった可能性もあるが，その割りには，石組中に炭は認め

られず， しかも下部の土層が焼けていた例はなく，明確ではない。

さて，前項で個々に述べてきた如く，配石ないし石組に，石器を転用している例か 16遺構 18例

認められる。この内，土壊のAIII型3例（第7, 9, 156号）， AN型 11例（第21,25, 38, 40, 

50, 81, 98, 103, 186号）， D型1例（第 140号），石組では 3例（第28,39, 42号）の比率である。

器種は，縄文早期～前期初頭の土器 (I期）に伴う断面三角形の擦石は 3例，石皿は 11例，台石・

敲石・砥石が各 1例であった。

壊内出土遺物

さて，土堀内出土の遺物に関しては，完形ないし半完形土器（底部位土器も含めて）か出」：した

例(a)は全体で 11例，石器と土器片か出．Lした例(b)は31例，上器片と剥片が出土した例(c)は20例，
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土器片のみのも万d)23例＂伯口のみのもの (e)3例．無遺物のもの(f)29例の比率であった。

(a)のものて，完形に近い 1器を出土した土壊は第 113号ピノト（第 27図 15)である。出土レベ

ルは，｝廣口部の黒色土層中でバラバラになって出土している。底部位片ないしはかなり大ぎい破片

か堀内から出土したのは， 11基の土壊て認められるここれらは，壊底部ないしは．配石中とかその

直上から破片かtとまりをもって出土しており．半完形ないしは底部位の破片ではあるか，意識的

に土器片を散布L,副葬品として供えたものと考えられる。この内，配石のない例では第 100号で，

壊底部に壊内ほぼ一面にしきつめられたような状態で．粗製深鉢形の半完形土器か毀された状態で

出土しており．また配石のある例では，第4号｀第 180号C7）こ例か配石の直上がら，まだ第 16号 (2

個f本）．第 lりけないし第 21号 12個体）．第 28号．第 9呂号：7)4例は面石ないし石組中から．第 22

号は配石下から，復元できる土器片か出土している。なお，大きく接合した土器片は出ていないが．

第95号の配石直上に多数の土器）＼か散布されていた。また，第 46号は配石はないが，壊底部から

かなり大きい底部位土器か出上しており， さらに第 1号し j 卜のSP-4の上から底部位片か出土

したことは前述した。

石器は， 40個の士壊（墓）と 2個の石組．そして 1個の小ピ／卜内から出土している。器種でみ

ると石鏃9,大形石鏃3、石鈷2, 石錐1,削器24,掻器 l0，ナイフ状石器2'両面体石器 1,砥

h 3，フレーク・コアー2' 石斧（破片） ］の比率である（｝

出土レベルは，出土層位の不明のものもあるが，第 113号と石錘を出土した第 23,58号ヒット例

を除いては，ほとんど底面から 10cm以内の壊底部ないしは配石中から出土している。特に石鏃は，

出土レベルかすへて判明していて壊底部てもる 第113号t:.1 卜の削器は，壊口部であるカ・，この

にソトでは，この層準に完形土器が出土 I_三して，塘口部に副葬品をおいた例であろう C 第23号と

第58号は，いずれも D型で，不完形のプランを呈するものであるか、遥文早期の土器片と共に壁な

いし壊口部付近からい挿か出上している。

以上でみると、 1期の第 15号ピットを除くと， A・B型のIII期の土壊（墓）は，厚外どいう傾向

はないが， 119甚の内 56基において，士器ないし石器の副葬品が認められたことになリ，そのパー

セン・テージは 47％で，約半数を数える。この事実ふこの時期の副葬品のあり方を知る上で重要
-え｀キっ、
ヽダつつ。

第2項分布とグルーピング

前項までに 175基の土壊（墓），石組，溝状遺構について述べてきたが，本遺跡の今次発掘地点は，

住居址はな〈、 3基の溝壮遺構を除いて，i、tべて士壊 I,墓）とその関連施設で，この約 1.700 m2 

：こ及ぶ舌状台地部分は． H月らか（こ墓域と巴ゎいるものてあらさて， これらの数多くの十狐塙（墓）

はどのような分布のあり方をしているのであろうか（第 43-47図，図版 3~ 5)。

I期と息われるAII型の土壊は，標高 136m前後のラインにの-_)て、遺跡地の南西端～中央部；こ

かげて分布している。

III期の 119基の土壊（位）の分布は、第 45図に示した通りである。第 1項で詳述した如く，これ
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らの分布のあり方で．一斎特徴的なことは，遺跡の中央部に 2ケ所． x. y配石群と仮称しだ尼石
および石組が巽常に多いグループかあることである。各々の配石数は， 168個（全体の 22.6%),223 

個（同 29.9%）を放え，両者で本消跡出土の配石の半数以上を占めている。また， X配石群(/)北東

側にも，これよりまとまりはないか．配石数 122個（全体の 16.4%）を数え．比較的多いグループ

かある。これをZ配石群とすると． X,Y, Z配石群の 3者をあわせて配石は 513個て（内焼イ」 137

個）て，全配石数の 68.9％を占め，ほとんどの配石がこの地帯に集中していることになる。

x. z配伍群（第 2.46図）は．等高線の 1365~1357mの範囲． 136m前後のライン付近に南
西から北東にかげて分布するもので‘,X配石群は，土堀（墓） 15基石糾7基． Z配石君‘（は土城（墓）

18基．石組5基からなっている。その内， AN型か各々 3. 6基． AIII型は 6, 2)店， AI型は 3,

5払， B型は 0, 2基， Cないし D型は各々 3基である。

X配石群は．苔らに細かくみるとAN型の第 13,12, 62号ヒ°ノトは，配1i群のほ9ま中央に存在し．

また同様に Z配石君］では第 108, 1, 103号と第 101, 180, 98号ヒ I 卜の/¥N型の 3基づつが一

線で2n:]程の間隔で並んでいる。なお， X配石群の南西側に 3基の士壊と 1甚の石組かあるが，こ

れを説明の都合上X'（配石）群としておく。配石総数 5個で，内焼れは 1個てある。

Y配石群は，椋高 135.1 -135. 7 mの範囲にX,Z配石群と同様に南西から北東にかげ分布してお

り．土壊（雄） 16基，石組6基からなる。タイプは， AN型力、8基 AIII型力、3基． AI即 4基

D型 l基の比率である。

この群も， AN型の第 40,33, 38号と第 22.21. 19 -'4-,第50,25号の各々か小グループをつくつ
て所在すらなお，第 19,21号の百じ石数は各々 ふ().3l i1古］，第 5(）， 25号は各々ll,18 f同で` ，両グルー

プは共に接しているか，配石数において異なっている。

なお， Y配石群の北東：こ．土喘暑し） 14基力上らなる 1つのク几ーフと南西｛こ． 3基の土壊＇墓）

からなるグループがある。これを説明の都介上各々 Y', y”群とすると， Y'群は， AN型2基， A

III盟l基 AI籾 6基， Cない [D型5i1しからなり，糸念兄石数 29個 1付焼石 7個）である Y”群

は， AI型2基と D型1基である。

一方，この配｛！群以外の土塘，墓）とい組にこれら＂り配石酎を取り囲むように 7つのグループ

(S l ~S 7群，，を作って行在する。総数て、土壊（墓） 68基と石組2基である。この内， AN型

の土城は 13基 AIII型22基， AI型万甚 B型1基， C型（不HJj) 5基の比率になる。

S 1群は．最も大きい拡かりをもつもので，配石群の北西ー 山側にあって， 22基の上壊（墓）

からなっているか，タイプはAN型3羞 AIII型 12甚（内 11甚は AIII I型で，配石 1個の例）， A

I型7基で．圧倒的にAlII1型力、多い。なお， AN型の 3基は，酌ー北方向に 2m程の間隔をおいて

一線に並んている。

S 2群は，配布群の西側に横に長く分布し， l（）基の」凰（墓）と 1基の石組からなる。タイプは，

A III町'J5基 AI型3基， B型1基 C型1甚の比玲で． S 1群と似てAIII型か多いか，いずれも

配伍2, 3個 (AlII2, Al[h型）の例である。 AN型のものはない。

S 3群は，配石群の南西端にあり，士壊（堪） 7基からなる。 AN型3基． AIII型 1基． AI型
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3基である。なお，配石のないAI型は北西側，配石のあるAMAIII型は，南東側に片寄ってい

る。

S 4群は， 9基の土壊（墓）からなり，配石群の南側に分布している。タイプは， AMAIII型

各々 1基， AI型 6基 D型 1基の比率で，圧倒的に配石のないAI打りが多い。

S5群は，配石群の南東端 谷側にあり， 9基のヒ壊（墓）と 1基の石組からなる。タイプは，

AN型 1基， AIII型3基， AI型 5墓である。なお，第 66号と第68号（AI Jt;~), 第 65 号 (Am

型）と第67号 (AI型），第 70号 (AN型）と第71号 (AIU型）の2墓ずつは，各々他から離れ

て小グループを作っているようにもみられる。

S 6群は， Y'群にかなり接しており，また土城の組み合せも似ているので， 1つのグループとし

てY'群と切離して考えうるかどうかの確証はない。 6基の土壊からなるか，内AN型 2基， AI型

1基， Cないし D型 3基である。

S 7群は，配石群の北束側にあり，土壊（幕） 10基からなる。タイプは， AN型 3基， AI型 2

基で，あとはC, D型である。ただし， C型の第 134号ピットは， AIII型としてもいいかもしれな

し、

゜
Sl~S7群，各々の配石数は， 31,25, 37, 12, 28, 36, 29個で，総数 198個で，全体の26

6％にしかすぎず，焼石も 45個である。

配石群とそれをとり囲む士壊（墓）群の違いを整理すると，七壊（墓）数は，前者か69基，後者

は 73基で，後者の方が若干多いが，分布の密度からみると，前者の方が狭い範囲に密集している。

石組は．各々19基と 2基で、圧倒的に中央のX, Y, Zなどの配石群の方が多い。

土壊（墓）のタイフてみると， AW型は，各々19, 13羞 Am型 12,24基 AI皇 21,25基，

B型2, 1基， Cないし D型 15,10基の比率であり，配石群ではAN型が多く，一方外の士城群は

Am型が多い。このことは，配石数において，前者547個（内焼石 146個），後者 198個（内焼石45

個）という数比からも伺える。すなわち， Sl~S7群は， AN型の上壊（墓）は，各群1~ 3甚

で，半数以上は， Am型とAI型の配石の少ない，ないしは伴わない土壊からなっていることが判

る。

こうしてみてくると，この約 1,700m]こ及ぶ舌状台地上には，台地中央部にX, Y, Z配石群と

X', Y', Y”群が，中央にやや土塘のない地併を挟んで，ほぼ楕円形に分布（内環）し，それをと

り囲むようにSlから S7群までの7つの士堺 i墓）群カ・，ほぼ円形に分布（外環）していること

になる。換言すれば，配hが多く，密集して分布する土堀（墓）群と，配石か全体に少なく，やや

まばらな分布をみせる土墳（墓）群とが，内環と外環に分かれて分布していると解してよいかと思

われる。

なお、焼土の分布も，第 44図に示した通り， 28例の内 22例は内環の土壊（墓）に認められる。

x配石群 l(）例， z配石群4例， Y配石群6例， Y'群 2例である。外環の6例は， S1群 2例，あと
；まS2,S5, S6, S7相各1例である。まだ，赤色土かあるのはX,Z匝石群だけ1こ認められ，

各2例であった。
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配石の中で，焼けた石の人った土塘（墓）は 43見石組は 16基であるが．内環ではけ廣25基，

外環では 18基石組はすべて内環で偏在性があるが。特にY配石群に多い。

遺物は， 18個体の元形・半完形上器および底部位片は， X配石群3例， z配石群4例， Y配石群

8例4土塘（墓）， X＇群， Y'群で各1例出土しており，内環では 17例 13土壌て認められる。外環

では 2例 (S1, S 7群各 1例）だけである。

石器は 46基で認められたか，内X配石群2基（大形石鏃，ナイフ状石器各1),Z配石群7基 10

個（石鏃2，石錐l，掻器2，削器5),y配石群9基 13個（石鏃，大形石鏃，石鈷，ナイフ各 l'

掻器2．削器6,赤色土付着剥片 1),y'群は 5例 8個（石鏃2,大形石鏃，両面体石器，扁平石核

各1, 削器3), y”群 l例（石鏃）の比率で，都合24土壊で33個である。

一方． S 1 ~S 7群では、 S 1群3基4個（石鏃1，削器3), S 2群2基3個（石鏃，す蚤器，削

器各 1),S 3群2基3個（掻器，削器，砥石）， S4群 1基 1個（削器）， S5群3基3個（掻器1,

削器2), S 6群 1基1個（砥石）， S7群3基5個（掻器1,削器2,黒耀石棒状原石，石斧各 l)

で，都合 15土堀20個である。

全体の傾向として，内環の方が遺物の副葬がある例が多いようで，石器に関していえば，内環の

方か石鏃6, 大形石鏃3，石鈷1で投郷体が多く、 またナイフ状石器，両面体石器，扁平石核など

は外環の土壊からはみつかっていない。一方，外環では，砥石，石斧片などかあるか，内環にはな

い。削器は，両者ども一番多〈各々14,10個を薮える

なお，各群をさらに細かく見ると，幾つか同型ないしは異型毎， 2～ 3個 lつの小クループを作っ

ているようにも見ることかできる例があるか，今回の資料をもってしては｀その関係は明確にはで

きないので特に触れない。

第 3項比較考察

本遺跡からは， I期（蠅文早ー前期初頭）と III期（縄文晩期末～続縄文期初頭）の土塘墓がみ

つかっているか， I期のものに関しては確実な例は第 15号ピット 1例のみであるしここからは．

壌底部より，ほは1個体の土器か押しつぶされたような状態で出土し，その近くから敲11・. 削器が

各1点出土している。土器は「東釧路W式」である所から蠅文前期初頭位の時期に位されようか。

また， t壊として幾つか問題を残すか，第 76号ピットからも，土壊内西側の底面から，やや浮いた

状態で2個体の織文早期（第 I群第 1類）の半完形土器が出土している c

織文畢期の墓は，重松 (1972)によると釧路市東釧路貝塚で29例，同遺跡第II地点で1例，浦河

郡浦幌町新吉野台遺跡で2例みつかっている。全体の傾向として，平面体は柘円形のものが多く，

凋口部の大きさは 230X220-50X48cmの範囲で，平均値は 100X85cmである。深さは 78~2Qcm

（平均値44cml程てあるベニガラは．東釧路遺跡例は，第II地点のを含めて全例から検出され

ている。なお．束釧路S46, 2・4・6・8号では堀底に袋状ピットかあり，ここに頭部がおかれ

ていた。本遺跡のAII型の 1つの特徴である壊底がやや拡かっているものもこのような例であろう

か。伴出土器は．完形ないし復元完形になるような例はなく．すべて破片である。従って．本遺跡
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第15号ピットの如く，（復元）半完形士器が副葬されていた例は，重松の集成の段階では，認めら

れていない。石器・石片では，玉随質フレーク（東釧路S35, 1号），石鏃（同S45, 8号， S46, 

1 ・ 2 ・ 9号），剥片石器（同S45, 9号），小形砥石（同S46 ・ 5号），剥片（同S46, 8号）など

か出1：しており，東釧路第1I地点S42, (C)では石刃鏃，石刃，石鋸と壊底に 30cm2ほどの小マウ

ンドがあって，ここより貝・魚骨片が出土している。

III期のものに関しては，縄文晩期末のタンネトウL式期のものを含めるとかなりの資料がある。

すなわち，恵庭市柏木川遺跡（高橋編 1971)，釧路巾幣舞逍跡，同縁ケ岡遺跡（沢 1969,1974)，雨

竜郡妹秤牛町メム川遺跡（高橋・野村 1972)，夕張郡栗山町鳩山第3地点（野村 1964,1965)，上川

郡束川町幌倉沼遺跡（佐藤 1966)，同郡同町西6号北 10番地 1（松野・佐藤・兼重 1971)，千歳市

ママチ遺跡（石川・佐藤・金山 1971)，札幌市S153遺跡（加藤編 1976)，新冠郡新冠町大狩部遺跡

（藤本 1960,1961 a, b)，同郡同町氷川遺跡（愛下・橋本ほか 1975)，富良野市無頭川遺跡（高橋

1971)，芦別市野花南丸谷遺跡（野村 1974)，浦訓郡浦河町白泉遺跡（黒崎•宮夫 1962, 橋本 1969 b) 

の14遺跡を列挙できるであろう。やや長くなるか，それらを個々に紹介してみたい。

柏木川遺跡では、 A・B両地区あわせて 137基のヒ／卜ど 1基の積石（PIT136)がみつかってい

るが，遺憾ながら報告されているのはごくわずかである。確実に墓として報告されているのは， PIT

30, 45, 77の3基で，副葬品とかベニガラが見出されている。残りの 134基の内3基 (PIT81, 133, 

134)は，副葬品はないが，規模か適切で，ベニガラとか枕石のあるものであり，また 7基 (PIT21, 

41, 50, 52, 53, 70, 80)は， l m以内の規模で，高さ 30cm程の立石があるものであるが，あと

は何ら特徴的なものは見出されていないという。

墓とされた 3基の内， PIT30, 45はタンネトウL式の完形土器が出土した縄文晩期末のものであ

る。大きさは，各々壊口部 140X110, 110X90cmで隅丸長方形，楕円形を呈している。深さは，共

にlm前後である。 PIT30では， 60X35cmの板状石 1個と礫3個が，壊口部付近に落ちこんだよ

うな状態にあり，この配石下，壊底面より 10cm上のベニガラ面 (2個体）と東壁より，破片の状

態で3個体の完形土器およびスクレイパー(1)と大形フレーク(2)が出土している。なお，本ピット

の板状石および土器片の一部は焼けていて，炭化物もみつかっているという。 PIT45では，配石は15

個以上あり，この配石下から 6個体分の土器か，破片で出土している。また， PIT50 (56 X 54 cm, -

23cm)では， 6個の配石と土器片， PIT134 (152 X 88, -32 cm)では，配石 lとt器片， PIT81 

(126Xl27, -44cm), 117 (74X67, -26cm), 113 (144X78, -32cm)の各ピットでは，配石

はないか，士器片とf'jlj器 (PIT113)が出土している。これらのピットから出十．した七器もタンネト

ウL式である。

釧路市域では，大洞C2~A式ないしはタンネトウL式併行と思われるヌサマイ式期の土壊墓が幾

つかみつかっている。幣舞遺跡では，径 1.2mの円形プランの士壊墓から頭位南東の座位屈葬人骨

がみつかっている。塘内からは，バケツ 2杯分のベニガラと共に，大量の黒耀石の大形剥片，石鏃

(7), 矢柄研磨器（有溝砥い2)，扁平に磨かれた大形の凝灰石（ 3), 磨製石斧（ 4), 小形の舟

形土器などが出土している。また縁ケ岡遺跡では， 500基以上の縄文晩期の墓かjf在したらしいか，
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調査されたのは 60基程て，その主体はヌサマイ式のものであった。この内 9例には，ホタテ，ウバ

ガイ，サラガイ，エゾシカ，イノシシ， イルカ，サメ， トドなどの動物遺骸の一部が副葬され， ま

た8体合葬例もあり，頭部から「うるし塗りの櫛」がみつかっている。副葬品は，貝製の小玉が

何千という数で発見される例がある反面，はとんど何も出土しないものもあるという。さらに，石

斧，石鏃，敲石， コハク玉というように，幕壊によって副葬品の量・種類に差かあるといわれる。

なお，両遺跡とも正式報告は出されておらす，上壊の細かな構造とか規模，その分布のあり方など

は不明である。

メム）II遺跡でぱ， 2基のピソトが報告されている。ピ、／卜 1は，径 160cmの円形のもので，深さ

はlm程である。勾玉と彫刻のある石製品か出土している。ピット IIは，半掘のもので深さ 51cm

である。内部より、黒耀石の棒状原石が出土している。時代は，伴出土器からいわゆるタンネトウ

L式に相当するか‘． これよりやや新しい時代の所産かと思われる。

鳩山第3地点では， 1状の土壊墓が報告されている。壊口部には土器片多数と軽石製の有溝砥石，

底面には石鏃 (40本程），石斧，スクレイパー，砂岩製の板状砥石．黒耀伍板状原石，舟形土器，木

炭多量の動物骨片と人骨小片があり， うすくベニガラが敷かれていた。底面ないしは壊底部から

出土した土器・石器の幾つかは火熱を受けており，また底面も焼き固められていたという。 1個だ

けであるか輿林ある資料てある。伴出上器の翌式はいわゆるタンネトウ L式に相当するが、正確な

所屈時期は不明である C

幌倉沼では， 45基の土塘墓か報告されているか，この内SE9, SW2, SW7号は各々 2基の

土壊墓が重なったもの， SW8,SW14号は 3基の土堀か切合ったものと解せられるので、都合50

基みつかっていることになる。

平面形は．不整形のものか多いか，土塘の肩崩れとか地山の汚染などに起因するもので，本来は

円ないし楕円形のプランを呈していたものと思われる。不整円形～円形21基，不整楕円形～楕円形

21基，長楕円形3基で，プランの確認することかできなかったものは 5基である。

規模は，長径が110cm面後から，それ以上になるものは 22基， 90cm程のもの6基． 70~80cm

程のもの9基， 50~60cm程のもの 7基，不明 1基て，全体に大形のものが多いようである。しかし，

この数値も，全体に不整形の例力多多いごとから，若干差引いて考えねばならないかもしれない。深

さは， 30cm台l例 (SE11号）， 20cm台9例， 10cm台29例， 10cm以下5例で，全体に 10cm

台の浅い例が多い。

ベニガラが認められたのはSE2号の 1例のみで，長軸の一端（東側）の配石上に散布されてい

る。また，焼士か覆土中に含まれ，配いも焼けている疑いかあると報内されている。

配石は， 4イ固以上のものか36例， 1 ～ 3個のもの7例，配石のないもの4例，不明 3例である。

遺物は，全く出土しなかったのは 5基 (SE 7, 17, 12, 13, 16号），復元によって完形～半完形

になる土器を出七したもの 12基 (NE1, SE 1, 9, NW3, 5, 6, 9, SW7, 9, 14, 16, 

21号）であリ，石器は 20基て出土していて，器種では石鏃 16,石棺 l，削器32,掻器 l，石斧12,

フレーク・コアー 2, 軽石と磨石4点という内訳である。出士レベルは， SW3の石斧の内 l点が
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壊11上， SW20の石斧は配い Iで出土しているか，あとは壊底部である。土器片か，敷かれたよう

な状態で出土しているのは， SE 2, NW  1, 15, NW  6, SW  5, 7, 9号の 7基で，特にNW

]5号は，配石はなく，かわりに一面土器片か敷かれてし、fこ。なお，ほかに 25某て，配石中とその前

後から比較的多くの土器片か出土している。また， SW2号で水品体， SW11号で木炭， NW6号

てハンケーキ形の枯土軟塊か出土している。

袋状ピソトか、 SW8ど10号であり， また SW(）号噴外こ焼L-/J、3ケ所認められている「
時期は，いわゆる「タンネトウL式J期であるか， これよりやや祈しく，縄文晩期末から続縄文

齢初頭頃の時代に比定されようか。

東川町西6号北 10番地 lの遺跡からは， 12基のf-l靡がみつか，ているこ内，第 2, 7, s, 11号

/) 4基のヒ J 卜は，壊口部は 47X 36-58X 40 cmて小形のもので，配石はなく，遺物も第2号でフ

レーク・コアーが1点出土したのみである。第3, 12号は，各々228Xl45, 140Xl04cmで大きい

もので，第3号からは拇指I犬1蚤器2点，第 12号ではヘニガラと木炭が出土し，底面より石鏃 12,剥

I¥・ 27,埋土中より削器 lと上器片 4、占か出土している。第 1, 9りは， 2個の紅石かあるか，各々

の大きさは 60X60,50X42 cmで，やはり小形のものである。共に上器片と'f<IJ片（第 1号のみ）が

出土している。第 4,5, 6, 10号の 4基は， 4～ 6個の配石をどもなうものてある：大きさは 52X

40-62X51 cmで，やはり小さい。遺物は，第 5号てヒ器片 2，屯か出土したのみではとんとない。時

期は，—+器からみると幌倉沼遺跡とはぱ併行するものかと思われる。

ママチ遺跡では， 101某のピットかみつかっている。報告ー』の遺構一覧人にある 68基を陪1こ集計

しなおすど、配石のあ＇）だピ I 卜は 8基て，全体v'TJ11 8% (8 69)，石器か出上したものは 31基で

45. 6% (31/69)，半～元形ないしは底部位上器か出土したものは 7甚で， 10.3％であり，結局壊底

部からい器ないし半完形および底部位土器が出卜したピットは 43基で，全体の 63.2％のものに副

葬品と思われるものか出土しているようてある 石器の器秤は、石鏃 (46)，石槍 (3)，石錐 (1J, 

スクレイパー (39),『lj片石器 (179)，石斧 (5)，砥石 (2)，敲石 (2)などで，総数は 277点を

数える。なお， 10基のピットから動物骨片か/l¥,-_している (14.7%）。

個々 1こみていくど， Pit13（第 1号墓穴）ては，墳央部より大洞A式｛殴告者は C、2式とあるか）

併行の半完形土器 (1)と破片 (4)か散乱状態で，また作ll片石器，スクレイパー，礫各 lか‘,Pit

15（第 2号墓穴）では，円形の半完形土器と動物骨片 (2)と木炭片か， Pit21（第3号墓穴）は，

不史各形であるか，完形土器（ 2¥、石鏃（無茎，剥片石器，スクレイハー I各2)ガ出上しており，

このI,J、jk器は壊央～下部にかけてまとまって出土している。東壁に径 15cm程の小ヒ／卜が2本あ

る。 Pit67（第4号雄穴）では，｝廣口部より土器片が， Pit24（第 5号位穴）では，底部位土器か伏せ

た状態で出土しでいる， Pit71I第6号墓穴Iては，壁に小ピ／トガあり，墳底部よ')i菜鉢形上器の

人きな破片とスクレイパー (2)などか， Pit29（第7り仇穴）と Pit59(第 8号仇穴）は半掘てあ

るか，土器片少贔と石斧 (Pit59)か‘,Pit82 （第9号東穴）では，壊口部に枯士塊かあり，周凹から

無茎石鏃 100余点などがみつかっている まだ，墳内からも剌片石翌石槍，黒耀石棒状原｛1, 石

鍬なとか出」している。石鏃は，特に方行Itはない。 Pit83(第 10号虹穴）では，壁に小ピソトと 2ヶ
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所に張り出しかあり，壊口部より黒耀石棒状原石(12)，有溝砥石（ l)、剥片石器(2)がみつかっている。

なお，この遺跡では， D-23区で石鏃の集積， D-22区で石斧の集積， B-17区で剥片の集積か

認められている。石鏃と石斧の集積中からは他の石器もみつかっているか，特に石鏃中では黒耀石

棒状原石，石斧中ではベニガラ付着の黒耀石剥片などみつかっているのが輿味ある事例である。ま

た，石斧の集積の付近で焼土がみつかっている。

札幌市S153遺跡では， 769に及ぶ土壊が密集してみつかっている。しかし、この遺跡では，縄文

早期～擦文文化期までの幅広い時期の資料か錦々とみつかっており，またその土塘の時代を決定しうる

ような半～完形士器ないしは時代の判る特徴的な器種型式の石器が出土した例はごくわずかで，上

器でみると多くみても 32例で，わずか 4％である。特に，完形土器を副葬する例がないか，少ない

時代の土壊の抽出は，ほとんど不可能に近いといえる。ここで取り扱おうとする，縫文晩期末～続

縄文期初頭の時期も薄葬の傾向があり，配石を有する上壊であっても，それがこの時期か，後北C2―

D～北大式の時期なのか悛別できない。

また，報告では資料が膨大なため個々に細かい検討はなく，さらに第 1表における，特に上堀の

時代判定の基準には若千疑問があり，これをそのまま利用することも難しい。従って，土堀数とそ

の資料の多さにもかかわらず，その取り扱いは非常に難しいといわさるをえない。

明らかに，縄文晩期未の所廂と患われるのは第 97号，第 101以第 716りの 3基と，後北D式

の破片が出土していて若十問題になるか， この時期の完形と半完形土器各 1個体を出上した第 158り

ピットの都合4基である。あと，根拠か薄弱であるか，覆上内出上上器の中で一番新しい資料か晩

期木であるものは，第3, 5, 7, 11, 12, 16, 18, 28, 33, 37, 39, 42, 44, 50, 52, 60, 70, 

74, 76, 81、83,86, 87, 88, 89, 98, 99, 110 A, 113, 114, 116, 126, 132, 133, 134, 136, 147, 

152, 168, 170, 171, 174, 190, 199, 206, 223, 238, 247, 250, 292, 410, 427, 430, 473, 618, 

621, 626, 645, 650, 654, 669, 702, 723, 778りの 64基のピットである。これに，縄文晩期末の

査料以外に「続縄」か出1ーしたと"t出された，第 302,369, 378, 412, 429, 498, 503, 511, 559, 

576, 580, 611, 612, 614, 615, 622, 642, 663, 697, 713, 732, 733, 741, 791号の 24基を加え

ると全部で88基になる。

やや確実な 4枯と不確実な 88某のあわせて 92基を対象にまとめてみると，平面形には，第 33,

60, 199りは報告ではド］形とあるか枯円形とみることもでぎるので円形79基，柘円形 10基，不明 3

枯の比1和で，圧倒的に円Ifクプランの例か多い。大きさは， 50-60cmの例 8基， 70-80cmの例 33

見 90-lOOcmの例 13基， 110cm以卜の例 22~で，全体に 70-80cm の例ど 110cm 以上の大苔

い例か多いようである，，範圃は 136X121 cm (第 60り） ～47X47 cm（第 70号）である。配石のあ

るものは 37基で，内 l~ 3個のもの 23晶 4個以上のもの 14枯である。なお，初年度の調在例に

関しては，配石か焼けているかどうか調でられているか，この結果は第 6,12, 52, 87号の 5基で

焼石か認められている。切合関係にあるのは 24基で， 92基中の 26％である。焼上は，第 702号で

塘央に，第 199号で壊口に認められた。また，第 171号からは貝殻が出土している。

遺物は，前述した第 97, 101, 158, 716号の 4基でかなりの量の織文晩期の土器片が出士してい
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るか、内第 158号のf廣央から出七した責料は 2個体に復元できた。イi器は，第 7号（削器 1)，第 12

り（砥石2)，第 28り（石斧Jil)，第 37号（大）杉有茎石鏃 l)，第 88号（砥h片l)，第 114号 (1蚤

器 l)，第 l38号（削器 l)，第 171号（石鏃 1)、第 412り（削器 1)，第 580号（ナイフ 1)，第650

号（石箆？ 1),第702号（ナイフ l)，第 741号 (illj器 l)の 13基で認められ，全体の 14％に当る。

これに，石器は出土していないが，土器片の多かった 4払を加えた 17基は、少ないなから意識的に

消物を入れたものとみていいかと思う。全体の 18.5％に当る数である。

大狩部第 1地点では， 2 lnlにわたる調査で‘,15甚の土塙がみつかっている

大きさは， SOX80~ 160X 125 cm程で， lm以下80~90cm程と lm以上 130Xl50cmの2種類

の大きさかあるようである。平面プランは，円形ど楕円形が相半ばしているか，特に第11号は， 130X

65cmて長楕円形を呈している。なお， 5号と 5号， 9りと 11号は切合っている。深さは， 20~110 

cmまであるが， 50~70cm程の例か多いようである。ヘニガラは， 3号， 5号， 6り， 7号， 14号

の5基て認められている 3 この内， 3号と 6りは，壊底部にあると報告されている，、あとの例もす

べて塘内であるか，正確な検出レヘルは不明である。

副科品は， 6号ピットて、壊口ど塙底の 2つのレペルで出土している。塙口面からは、伏せて 2

個の完形土器と軒石石器，石鏃（ 2),掻器 (3)が，城底部からは，琥珀平玉（約400)，石斧 (1),

黒耀石の剥片（ 1) と8個の土器片が出土している。

他のピ／卜ては， 1号ては木炭、口号では塙[J面に直ヽ'L位で完形士器， 3号では十器片47個， 5,

5', 7号では軽石石器か各々 1~ 2個出土している。なお， 7りのものは 2個の内 1個ば焼げた部

分かあったという。 9りは墳底の中央に琥珀平王57個， 10号ては壊底部から石斧 2点， 14号から

土器底部と壊II面のレベルの壊外に取囲むように， 6個石が配されている。ほかの例は，遺物は出

土していない

なお， C, Dトレンチから，各々 3個と 1個「焼灰跡」かみつかっている。この内 2例に， 1個

と6個の配石か伴っている。配石のないものは，楕円形に分布し、 60X40cm程て小さい力、、配石か

あるものに関しては， 120X70 cm以上の拡がりをもっている。これらの上壊墓と焼灰跡の時期は，

伴出 t；器から，続縄文期初頭のいわゆる 1大狩部式」の時代である。

永川遺跡ては， 15基の上壊墓かみつかっ：：：いるか，（不整）円形と怜円形のものとがあるが，やや

楕円形のものか多いようである。大きさは， 80~90cm台のものが3例あるが，あとは 112~176cm 

の大形のものである。深さは， 49~83cmまであるか， 60~70cm台のものか多い C9 なお，第 4, 5 

号は，第3号と切合い関係にある。ベニガラは， 11基という高い比率で認められる。ない，ないし

は不明のものは第4, 5, 11りの 3基てある。

副葬品と屈われる逍物は，堀底部のみと壊口部と城底部のIIill者にある例とがある，，両者にある例

は、第6,12号の 2Ltで、第6号では，堀11部から軽石，小形壺形土器、石匙（＋イプ状石粋）か、

塙底部から深鉢形土器（ 2）, ii鏃（ 2), 剥片石器（ 4), 大形剥片1-1器（ 1), 軽石 (2)が出士

しており，第 12号では，壊ti部から 4佃体の土器，底部から石斧（ 1), 黒耀石円礫原石 (1)，礫

1 2) か出七してし、る-なお，両ヒツノ 1、共に壊内から小ピノトか1個つつみつかっている。なお，
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第1号では，塘口部に多くの礫か不規則にあり，壊底部から琥珀玉原石，石鈴（？），わ斧，剥片石

器，剥片か出七している。また、小ピットが1個ある。

壊底部に遺物かあったものは， 6基ある。第 2号では石匙（ナイフ状石器），第 7号では壺形土器，

石鏃 (5),.,f-,斧（ 1), 軽石 (2)，礫 (1)が，第 13号では石鏃，剥片石器，車f.fi,剥片と共に

大形円礫 l)，応かある。また，塘央部付近に中形円礫か3個出土 Lている。小ピットは崖よりにある。

第14号では，石桔，石鏃 (8)，琥珀± (6) と小ピットか 1個みつかっている。なお，第 10号で

は城底部から1リ礫1個ど墜よりから小ピットが1個みつかってしヽる。さらに，第3号の覆士から若

干の土器片が出土したという。時期は，続縄文期初頭の時期で，二枚橋式にやや近い位置にあり，

本遺跡の第llI群土器（仮称西岡式）よりはやや新しい時期であるい

無頭川湮跡ては，細かな伴出士器型式は明らかではないが，石器で判断する限り続織文期初頭の

土壊か2基みつかっている。ピット 1は， 120X180 cm, 深さ 30cmの規模で，壊央部より倒立し

た状態の壺形卜器が， また破損した深鉢形」．．器も出t：しているらしい。しくノト 2 は 1'•掘で詳細は不

明であるぐ9

野花南丸谷遺跡では， D, G, I区から 5基の土堀かみつかっているがこの内 I区から検出さ

れた 3, 4, 5号の 3基は，続纏文期初頭と思われるものである。 3号は lOOXSOcmの大きさで，

長方形のプランを呈する。堀底面は段を有しており，中から炭化物が出土している。ピットの汎<

には， 26個からなる石桔（石組）かある。小ピットが2つ壊外に穿たれている。 5号は， 70X50cm 

の楕円形のプランを早するもので，深さは 20cmである。片岩製の王と続縄文期初頭の士器片か出

土している。少し離れた所に， 20個からなる石積かある。 4号は，径30cm程の小ピットで，深さ

20cmのものである。性格は，明らかにされていない。

白泉遺跡では，各トレンチから 13基の土壊がみつかっている。大ぎさは， 220X150-60X 50 cm 

まであるが， lm以上の大きい例か9例あり多い。深さは 115-35cmの範囲であるか，特にまとま

る傾向はない。ベニガラは， 5号と 10号からみつかっている。前者は，壊口部，後者は壊底部であ

る。小ピットか， 2号ピット内に 1個， 3号の壊外に 10個の小ピット， 6号ピット底部に深さ 50

cm程の大きいビ、／卜か穿たれているが，報告では詳細は不明である。配石は， 6号で25個， 9号

では，壊口部に 8個みとめられるほか， 7号で，壊口に厚さ 15cm程の小砂利か1m1にわたって円

形状に分布し，この面に焼土混りの層が分布していた。また， 10号でも壊口部に小砂利層が認めら

れる。なお， 4号と 5号の問と 6号の壊底部から焼土 (lOOX100 cm,限さ 10cm)かみつかってい

る。

遺物は， 1号で土器片と石鏃（ 6),剥片， 3号では土器片，石鏃，スクレイパーと壊口～壊央30

cm程の所にかけて炭化木片が少量みつかっている。 4号では，土器片多数と石鏃 (2)，石錐 (1),

スクレイパー（ 1), 石斧 (1)，剥片それに獣骨片と木炭片が検出されている。 5号は，土器片多

数と泉lj片か覆士より出七してしるほか， J-廣口部から石鏃 (1)' スクレイパー (1)，軽石 (8) か

出tしている。なお， この上にヘニガラを散布している，， 6号では，酉じ石中に上器片と石鍬，ナイ

フ，石愴か， また焼土上面から黒耀石の剥片か敷ぎつめられたような状態で， また焼土中から獣骨
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と木炭片が出土している。 7号では，焼土混りの層中から，少数の土器と石器片か出土している。

9号からも，土・石器片が， 10号では底部からベニガラと共に完形上器 (2)，小JJ(1)，石鏃 (3)

が出土している。 12号は，土器片，石鏃 (1)，ナイフ (1)と底部近くに獣骨片か見出されている。

遺物がなかったのは，半掘の 11号を除くと 2号、 8号， 13号の3基である。

以上の縄文晩期末から続縄文期初頭の土壊墓を，各事項別にまとめなから，本遺跡例と比軟する

と以下の如くなる。

平面形に関しては，幌倉沼，大狩部などでは，（不整）円形と（不整）松円形のものが相‘|’•ばして

いるが，東川町西6号北 10番地 1'氷川，白泉などでは、円形と楕円形の比率は 1: 3で，楕円形

のものが多いようである。一方，本逍跡 (T210逍跡）では，（不整）円形69基，（不整）桔円形45

且て，その比率は3: 2で，円形のものが多い。やや不確実であるが，同市S153遺跡でも，円形

のものか89％を占め多いという傾向を指摘できる。結局，遺跡により差異かあるか，全体の傾向と

して（よ，両者相半ばして存在するといえる。

規模は，本遺跡の分類（第4章第 2節第 1項参照）に従えば，幌貪沼，大狩部，氷川，白泉など

では LLサイズの 110cm以 fク例が50-75％を占めており， S153遺跡を除〈と，全体てLLサ

イズ：よ 54%, s, M, Lサイスは，各々11~18％で， lm以上の大きいものが多いようである。本

遺跡では， LLサイズは 17基 (14%）で，一方Mサイズと Lサイズか各々44集 (37%),10基 (34%)

て， 70-90cm台のもの力ゞ多いよ-)であら S153遺跡でも， Mサイズか43％を占め一番多く， L 

Lサイズが29％でこれにつづいている。

土廣の深竺については，掘り込み面か確，認されていない例かほとんとてあるか参考まてに触れ

ると，幌倉（召などでは 10cm白のものか 29例， 10cm以下のものが5例で，全体に浅いものか多い

ようであるか，はかの遺跡では 20-30cm台か一番多く，それに 40-80cm台のものかつづいてい

るようである。 90-lOOcm以 1-］のものは，全体の8％で，あまり数は多くはない。本遺跡でも， 10

cm台30%(35基）， 20-30cm台55%(65基）， 40-70cm台 15%(18基）で20-30cm台か一

番多く，上述の結果とはぼ同傾向を示している。

配石に関しては，幌倉沼遺跡で数多く認められた。 1 ~ 3個の配石のあるもの 7基， 4個以上の

もの 36基で，内SE 1, 2, 8, 11, NW  2, SW  14（内 l桔）， 20号の7甚では， 16-67個の配

石が，壊内一面にあるものである。配石のないものは，わすか 4基であった。そのレベルは，すべ

て壊底部から塘口部にかけてであるか，土壊が浅いので壊底部にあるとみていいかと思う。

東川町西6号北 10番地 1では， 1, 9号で2個， 4, 5号て4個， 6,10号て各々 5, 6個礫が

出土している。レベルは， 1号は底部に接して， 5号は浅いものて壊底部から潰口まで及んで認め

られる。あとは，内部であるが詳細は不明である。

柏木川遺跡では，報告された限りでは， PIT30, 45, 50, 134などで，配石が認められている。 PIT

30では，壊底部に大きな板状石，壊央部に 3個の円礫かある。 45では， 15個以上の礫が壊央下にあ

る。 50は，浅いもので壊底部から壊口部にかけて 6個の大小の配石かある。 134は，壊底部にやや

大きい円礫か1個（報告者は枕石といっている）ある。
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白泉遺跡では， 6号と 9号の壊口～壊外にかけて各々25, 8個の石かある。本遺跡で認められた

石組と同様の性格をもったものかもしれない。また， 7号と 10号の壊口部にも，セクションでみる

とやや盛り上かったような状態で，小砂利層が認められている。この 7号の小砂利層と同しレベル

には焼土混りのIt§がつづいていた。同様な小砂利陪は，大洞C2式期の上磯郡木古内町札苅遺跡（野

村・森田ほか 1976)で， 60基の内 30基で上部構造として砂利ブロックが認められている。

氷川遺跡では， 7,10, 12号の3基で， 1 ～ 2個の礫か出土しているが， 12号の2個は底部であ

る。 13号では，底面に大形礫1個，塘央部に中形礫か3個ある。また， 1号で塘口部から不規則に

多くの礫か出士している。

ママチ遺跡でも，付表でみると 8基において， 1 ～ 2個の石が出土しているようであるか詳細は

明らかではなし)0 

なお． S153遺跡では， 1～ 3個の配石があるもの23甚(25%),4個以上あるものは 14基(15%)

である。また，鳩山第 3地点でも，挙大の石数個か不規則に出土している。

本遺跡においては，城底部に 1~3個の石かあるもの 36基． 4個以上あるもの 32基で， 119基中

57％に石があることになる。ただ， 1～ 3個のものに関しては．混入ないしは，高橋（高橋編 1971)

のいう如〈 1枕石」的な性格をもっている可能性もあり， 4個以上のものとは別な取扱いをせねば

ならないか，それにしてもかなりのパーセンテージで石が認められることになる。この傾向は，幌

倉冶遺跡のそれと類似している。また，本遺跡では，「石組」と称した石の集積が，塘口～渡外．壊

外あるいは単独で21基認められた。これと同様なもので，明確なものは少ないが，白泉，大狩部．

丸谷遺跡などでやや似たあり方をするものがある。大狩部のもので，遺構と関係なくある例には，

焼士を伴っている。なお，石組と同様な性格をもったものは，大洞C2~A式期の虻田郡虻田町高砂

遺跡（峰山 1966,1967)．磯谷郡蘭越郡闇越町港大照寺遺跡（竹田 1970)，勇払郡鵡川町花岡遺跡（大

場・扇谷 1964)，余市郡余市町大川遺跡（名取・峰山 1961)，沙流郡門別町トニカ遺跡（扇谷1961.

1963, 1965)で比較的多く認められる。また．柏木川 PIT30で出土した大ぎな板状石も．上記の遺

跡の内で幾つかあり，縄文後期に特徴的に認められた配石遺構とのつなかりを強く感じされる。重

松 (1972)が述べている如く，織文晩期末から続縄文期初頭の時期は，配石は全体に少ない傾向に

あるか，幌倉沼直跡とか本遺跡の如く，根強く残り， また配石のあり方が変って苔ていることには

注意せねばならない C9

なお．後述する通り堀内における配石のレベルに， l-一器片が多数散布される例か、本追跡とか幌

倉沼遺跡で認められる，、

また．本遺跡では．配石が焼けた例か多く認められたが、同様な例はS153遺跡でもあり． さら

に柏木川 PIT30では壊内にある石とか土器片が，鳩山第3地点では土・石器片とか壊底部が焼けて

いたといわれる。また．本遺跡も含めて．焼けた黒耀石製の石器とか剥片が塘内から出土した例は

他にも数多くあり，焼伍とか多量の焼土，木炭の出上とも関連して，葬送儀礼において火に対する

意識かかなり強くあったことは察知できるかもしれない。

大形の河原石から作られた石器を配石に転用した例は， S 153遺跡でも明らかに数多く認められ
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るが，他の遺跡に関しては，報告書を説む限りでは明確なものはない。

さて，本遺跡では焼土か30例認められた。この内， 1:堀に関連してあったのは， 17基 19例，石

組と関連してあったのは 3基3例で，あとは単独にみつかったものであるが，いずれもX, y配石

群の中にある。土壊例の，そのレベルは，壊口～壊外ないしは壊口部にあるものか 10例，壊内塘央

部にあるものは 7例である。

ほかの逍跡では，幌倉沼SW9号の壊外に 3カ所， SE2号の覆土中，ママチ遺跡B-17区の剥

片の集積付近に 1カ所，大狩部で4カ所（内 2個配石あり），白泉6号， 7号（混土層）と Bトレン

チ4, 5号ピットの間にある。また， S153遺跡では，第 199号（堀口）と第 702号（堀央）など

にあり，あと時代は不明であるが土壊内外からかなりの焼上がみつかっている。

なお，この焼土は，本遺跡例では前述した通り焼土のみの場合と土層中に若干混じっているもの

とがあるが，いずれも木炭などはないか，あっても少量しか含まれていない。

木炭は報告の限りでは，鳩山第3地点（底部），東川町西6号北 10番地 1,12号（ベニガラと共

に），大狩部l号，白泉3号（塘口～塘央にかけて）．同 4号， 6号（獣骨と共に焼土中），ママチPit

15, 丸谷3号などにある。

本遺跡でも，第4,20, 25, 26, 44, 45, 53, 56, 60, 95, 104, 133, 160, 178号などで検出さ

れているが，第53号の3層と第 95号の塘底部の3’'層からは，多量の炭と共に黒耀石の小チップ（削

片）が多量に出上した。

ベニガラは，柏木川 PIT30（壌底面のやや上），鳩山第3地点（底部），庫見行沼SE2号（配石匝

上，塘口部），東川西6号北 10番地 1の12号（木炭と共に），大狩部3, 5, 6, 7, 14号 (3'

6号は底部），氷川遺跡で11例， 白泉5号（壊口）．同 10号（塘底），そして幣舞遺跡などでもみ

つかっている。幌倉沼では，その出現率は 2%（抽基），大狩部では 36%（％基），氷川では 73%(% 

碁），白泉 15%（％基）で，氷川遺跡を除いては，あまり高い比率では検出されていない。本遺跡で

は，「赤色土」という言葉で述べたものか，いわゆる「ベニガラ」に相当すると思われるが， 5基の土

壊（第 10,24, 41, 104, 149号）でみつかっているか，この内第 149号は壊央部にある焼士 (B-

25)中から少量検出されただけのものである。レベルは．塘口～壊外および壊外2例（第24,41号），

壊底部2例（第 10, 104号）であった。土壊全体での比率は， 4%げ伝基， C型も含めて）で低い

ものである。また，土器に漆丹か塗られた例とか黒耀石の棒状原石とか剥片に赤色1：が付着したも

のが幾つか検出されていることは前述した通りである。 S153遺跡では， 469基みつかった土壊中か

ら， 1例も赤色土が検出されていないが，朱塗の土器片は．第 76号ピットなどで出土している。さらに．

ママチ遺跡でも D-22区の石斧の集粘中出上の剥片の中にベニガラか付沿しているものがあった。

小ピットに関しては，不明確なものか多いが，ママチ消跡では，報告された限り Pit21 (2本），

71 (1本）． 83(1本）が壁に各々あり． Pit83では底部に張り出しが2カ所あるようであるが，報

告では明確ではない。氷川遺跡では． 14号の壊内に 1本 (SW側）． 1号 (NW), 9号 (N),10号

(NE), 12号 (NW)ては隈よりに各々 1本． 6, 15りでは，壁に 1本， 13号では梱 (E)と舷

より (NW)に各1本ある。方向としては，北西 (NW)にあるものが一番多く，あとは北東 (N
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E)，東 (E)、北 (N) などである。白泉遺跡では， 2号で壊内北側に 1本， 3号塘外に取り囲む

ように 10本. 6号でも不明確ながら底部に大ぎいピソトが穿たれている。さらに，丸谷遺跡3号の

北北西塘外に 2本長径50cm程のやや大きいピットかある。なお，同遺跡4号は， 5号の南南西に

lm余離れて存介するか，それ自身墓でな〈，上塙位に関係した小ピットかもしれない。

これらの小ピゾトは，丸谷遺跡のやや大きい例を除いては，すべて 10-20cm程の径の小さいも

ので，その時代性とか共伴関係は不明であるが，その部位は南にあるものはなく，北西～北東で，

北側の壁際ないし壁に躾中している。

本遺跡ては， 21基の土壊と 1基の石組で38本穿れている。詳細は，本節第 1項に詳述した通りで

あるか、本遺跡の小ピットには、径30cm以上の大きい例と径20cm以下の小さなものとかある。

丸谷遺跡の例は，その方向と大ぎさからこの内，大形の例と同性格の可能性もある。また，その時

期は明確ではないが，新冠郡新冠町緑丘遺跡（藤本・愛下 1963)で，大ぎさ 150Xl30cmの1号ピソ

トとその南側に接して径30cm程の4号ピットかみつかっており， 4号ピットに関しては，報告者

は「その直径から考えて墓塘ではない」と述べている。この 4号ピットは塘内より炭化したクルミ

が数個発見されている点からも， 1号ピットに付属する小ピットの可能性か高く， しかもそれがい

わゆる供献用のものであることも考えられよう。この種のやや大きい付属ピットに関しては，その

方向か北ないし南である点も含めて，今後注意する必要がある。

径の小さなものに関しては，今回の調査では，切合いとか土壊内容物の検討を通じての土壌との

同時性の追求か明確でなかったため，本遺跡では前に列挙した遺跡のように，その部位とか方向に

は特にまとまる傾向は認められない。

なお，今まで述べてきた遺跡では認められなかったか，大洞C2~A式期頃の遺跡では，壊底部に

溝かある例が幾つかある。すなわち，花岡遺跡5, 6号（大場・扇谷 1964)，札苅遺跡45,65号土

壊墓（野村・森田はか 1976)などで，長さ 39-90cm,幅 l0~20cm，深さ 10-30cmの溝が，塘

底面のどちらかの壁にそって，暖やかな傾斜で掘られている。札苅遺跡の報告者は，この溝に対し

て， 1有機質の副葬品（衣類・食糧など）か入れられたものかも知れない」と述べているが，根拠は

明確にされていない。

この問題に関連して，上堀内から貝殻とか隙骨片かみつかる例かまま認められる。これは，供献

用の食糧であったのかもしれない。貝殻が出 lこしたのは、釧路市緑ケ丘遺跡. S 153遺跡第 171号

ピット，獣骨は緑ケI,j叩跡，ママチ遺跡 (Pit15はか 1()>.¥)' 白泉4号， 6り（焼上中）， 12号（底
部），鳩山第 3地、'.¥（底部）などである。

なお，この小ピットとか，貝殻・獣骨の間題に関しては，重松 (1972)が各時代にわたって詳述

しているので，それを参照して頂ければと思う。

次に、遺物の問題に移るか，士壊内から，完形ないし半完形土器（底部位片も含む）あるいは多

くの土器片か敷きつめられたような状態で出上したものには，柏木川 PIT30 (30個体）， 45(6個

体），幣舞（舟形 l：器），鳩lll第3地点（壊口：上器片多数，底：舟形土器），幌倉沼 12基（内，敷

いたような状態にあったものは， SE 2, NW  1, 6, 15, SW5, 7, 9号で，はかに 25基で土
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器片が比較的多く出土している），ママチ7基 (Pit13, 15, 21, 83はか）， S153第97,101, 716 

号（多くの破片）、第 158号 (2個体に復元），大狩部6号（壊口：伏せて 2個体）， 3号（土器片 47),

14号（底部位片），氷川 6号（壊口：小形壺形土器，壊底：深鉢形土器2個体）， 12号（壊口： 4個

体）， 7号（壺形士器），無頭川 1号（壊央：倒立位の壷形土器を破損した深鉢形士器）などがある。

そのあり方としては，墳口部と壊底部のどちらかか，両者あるいは配石中から出土しているが，ぃ

ずれも結果的に復元できた如何にかかわらず，すべて破片で，散布されたような状態で出士してい

る。完形に復元されたものに関しては，意識的に毀され副葬されたものであろう。しかし， このよ

うに数多くの上器片が出土したピソトの出現率は，幌倉沼では 24%(12/50基），ママチで10%(7 I 

68基），大狩部29%(4 /14基），氷川で20%(3 /15基）で， 10~30％で極めて少ないものである。

本遺跡でも，壊口部から 1例（第 113号），壊底部ないしは配石中とかその直上から 11例，多く

の士器片の出士をみている。全体の 10%(12/119基）に当る。

石器は，幌倉沼では 40%(20/50基），東川町西6号北 10番地 1では 25%(3 /12基），ママチて

は46%(31/68基），大狩部では 36%(5 /14基），氷川では 60%(9 /15基）の比率でみつかって

おり，氷川遺跡例を除いては， 25~46％で約 1/3の土塘では石器が出土していることになる。その

内まとまって数多くの石器を出土したのは，鳩山第3地点，東川町西6号北 10番地 1の12号，マ

マチ Pit82, 83,大狩部6号， 9号なとである。あとは，非常に器種に乏しく，また姑も少ない。器

種には，石鏃，石楢，り錐，オ蚤器，削器・剥片石器・スクレイパー，フレーク・コアー，石斧，砥

石類（含軽石石器，有溝砥石），敲石，琥珀玉，勾玉，貝製小-£と剥片・削片などである。この内，

玉類を除くとスクレイパーとか削器，判片石器といわれるものが一番多く，次に石鉱か〈る。あと

比較的多いものは石斧，軽石石器とか砥石類である。

本遺跡においても，同様の傾向を示していて，全体の比率は， 34%(40/119基）である。

なお，本遺跡では，数多くの土器片とか石器など副葬品と思われる遺物が出土したのは，合せて 56甚

で， 全体の 47%(56/119)よ）で半数近くには，少ないなから副葬品かあるようであるか，他の遺跡て

も，幌倉沼で48%(24/50基），ママチては 63%(43/68甚），大狩部では 50%(7 /14基），氷川では

60% (9 /15基）で，ほぼ50~60％のものに副葬品があるようである。ただ，その副葬品の内容と

が凪的なものは，遺跡毎、上墳毎で大芦な羞かある力＼全体に薄葬てあるという傾向は指摘でぎよ

う。 この副葬品のあり方は， 本項で扱った時代の次にくる恵山式期（高橋・内山・ tmはか 1976)
～後北B式の厚葬の傾向に比べてきわだった違いであろう。

なお，本項で扱った時代も，縄文後期から続縄文期全般の土壊の変遷史の流れの一部をなすもの

で，本来これらの幅広い時期を通観し、その中で縄文晩期末から続縄文期初頭の問匙を位置づける

べきであったが，力量不足と時間の関係て，令く果せす中迎半端で未整理のまま終らいはならない。

実際多くの紙面を使いながら，名えていたことの何 10分の 1も果せなかったことに対して，深く

御佗びすると同時に，本報告書で一端を学んだことを出発点にして，今後も学習していきたいと思っ

ている。 （l::.野秀一）
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第 4節炭焼窯址

本遺跡の営まれた台地の南端部．すなわちXIV-K-J区には，炭焼窯址が2基，隣接してのこさ

れていた。南側のものを第 1号炭焼窯址．北側のそれを第 2号炭焼窯址と呼称し（第2図），以下に

それぞれの概略を説明することにしたい。

第 1号炭焼窯址（第48図．図版62,63) 

第1号炭焼窯址は．窯そのものと，前庭部に掘り込まれたいくつかの付属施設とから構成されて

いる。

窯は，はぼ2.5X2.lmの方形に掘り込まれた炭化室を中心に．北西部に突出した幅 35cm,奥ゆ

き30cm程の煙道と，相対する南東部につくられた幅80cm弱の窯口とから成っている。

炭化室の壁の掘り込みは，ほぽ垂直で，底はほぼ水平な平坦面につくられている。壁，床ともに

堅くしつかりしており，焼けて赤化した部分が多い。方形を呈する底面の四隅には，それぞれ浅く

窪んだ四角な柱址かのこされ，窯口の両脇にも，ほぽ丸い柱址が浅くのこされている。煙道と窯口

とを結ぶ底面の中心線上には，幅20~30cm，深さ 10数cmの排水溝が掘られている。この排水溝

は，窯口を出て前庭部の付属施設に連結し，さらに台地の末端へとのびている。これとは別に，煙

道の突出する北西壁沿いの底面には，ちょうど北隅の四角な柱址と西隅のそれとを結ぶように，ゃ

や浅めの溝が掘られている。これは，中心線上の排水溝に連絡する支流とでも称すべきものであろ

うか。

図版63A, Bにみられるように，排煙口から煙道へと続く煙出しの施設も，極めて良好に遺存し

ていた。排煙口は，排水溝の両側にそれぞれ立てられた高さ 14cm,奥ゆき 20cm,原さ 4cm弱の

荒割りされた板（断面図に縦線をひいて示したものがその一部である）に，同様の板を天板として

のせ，簡単に釘付けした｀‘n” 形のものである。板は，いずれも乾溜されてかなり炭化しており，
さらに一面にタールに浸潤されていた。天板の上には， 30X15X20 cm程の石（札幌市内石山からき

りだされた熔結凝灰岩）かのせられ，煙道と炭化室とを仕切る窯壁の下部をなしている。排煙口の

内外や窯壁下部，煙道の内面には，一面にタールが厚く付着していた（平面図では黒く塗りつぶし

てタールの付着を示し，断面図では，斜線をひいで煙道に付着したタールを示した）。

窯口は，平面図やG-H断面図に示す如く，幅80cm弱に炭化室の底面とほぼ同じ深さの突出部

をつくり，その両側に石を配したものである。石は，やはり石山からきりだされた熔結凝灰岩で，

加熱されて脆くなり，ひぴ割れたりしていた。

ところで，以上に説明した窯の本体部分は，以下の各層に覆われていた。

a層：賠茶褐色土層。炭粒を若干含む。

b層：茶褐色土層。煙道に充填されていたやわらかな土で，多量の炭粒か含まれているはか，礫

(s)やレンガ (Br.），乾溜され炭化し，さらにタールに浸潤された板切れ (ch.)などを点在さ

せていた。

b'層：炭と焼土とを若l含む灰茶色I:／汁。やわらかく， しまりがないc
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c府：ブロノク状にかたまった黒色の上層。

c']怜： C）付と In]梯たか，焼＿I'.ーの点介かみられる。

d I~り：焼十＿や枯十料を含む）、K 茶褐色七層。

e層：日灰褐色枯＿j州．層。一部には，焼十＿か点在。

e'l!"i : I火褐色枯」層。

f層： I火褐色帖tを中体とする層であるか， e,e＇層よりも一一層火熱の影閤を受けたと思われるも

のて，塊状にかたまる仰向かみられる。炭粒や焼上などの混入物や色調なとの差によって， さ

らにし、〈つかに分）箇することも nJ能である。

f'層：火熱を受けつつも，炭や焼上を混入しない白灰樹色の枯上層。

g層：赤褐色を足する焼土層。これも，混入物や色調などの差によって，いくつかに分層するこ

とも可能である。

g'層： g層とほぼ同様だか‘，かなり灰褐色がちな焼土層。

g •g' 層は，窯の天井をつくっていた土であったろうと思われる。

h層：木炭の微粉を主体とする炭層。底面に直接にのる層で，いわば炭焼きの残滓である。

i層：厚く付着したタール。

J層：排水溝を埋めていた黒褐色士層で，炭か含まれている。

k層：周壁が焼けて暗赤灰褐色を呈する部分である。

さて，前庭部に掘り込まれた付属施設については，必ずしもその構築意図は明らかではないが，

いずれも炭焼きと直接に関連するものであったことは，間違いなかろう。

E-Fセクションラインの南端部に位置する 70X65cm程の丸い掘り込みは，木炭の細粒がぎっ

しりと詰まった特色あるもので，壁や床は焼けて赤変し，かたくしっかりしている。これは，窯か

ら外へ出されたばかりの木炭が何らかの処理を受ける場所であったのかも知れない。この掘り込み

に充埴されていた層は，以下の通りである。

I層：木炭の細粒がぎっしり詰まった炭層。若干の黒褐色土が入り込んでいる。

II層：若干の黒褐色土と木炭粒とを含む暗灰色の灰層。 I, II層は，次のIII~v層より新しい堆

積と考えられる。

III！竹： fl音黒褐色土）州木炭と焼土とか混在している。

N層：明黄亦褐色灰府 C)

VI汁：賠I火色を］9する1穴層て， II層よりも木炭の合有力、多し、0

窯11に続〈 80X40cm程の掘り込みは，あるいは製炭の初期に仮設苔れるという点火室であグ）た

かも知れない C，この部分に、通風のための特別な設備かあったか古かは判らなかった Q これど次に

続〈 160X120 cm村の柘円形の掘り込みとは，排水溝の一部をなしている。排水溝それ自体は，姓

迅から水を注いで炭焼きの際の火力調繁を図るものであろうとする紅見か筆者のまわりては強い

か、確実てはない。 1刺者の掘り込みを坪めていた層は，以 I‘'の通りである。

VI層：炭と灰を含む茶褐色十hiり

146 



VII層：比較的多くの炭を含む暗茶褐色土層。

VIll層：炭含みの暗茶褐色土層。

VIll層： VIll層とほぼ同様だが，色調かやや明るい。

lX層：暗黄褐色粘士層。

IX'層：炭を含む暗黄褐色粘土層。

X層：木炭の徽粉を主体とする炭層。

X'層： x層とはほ詞ーの炭層。

XI層：白黄色粘上層。これは，意図的に貼ったものかも知れない。

XII層：白黄色の粘土粒を点在させた茶規色土層で，若千の炭を含む。

このほかの 2個の掘り込みについては，その構築意図は全く不明である。これらには．主に焼土

のプロックを点在させた，炭を含む暗茶椛色土層が詰まっていた。

第2号炭焼窯址（第 49図，図版61A, B, 63 C 1 

第1号炭焼窯J-11:の北側に隣接して見出された第2号炭焼窯址は，やはり前庭部に付属施設をもつ

もので，窯の形態や構造も，第 1号と殆んど変るところかない。

窯は，やはりはぱ2.5X2.lmの方形の炭化室を中心に，北東壁に突出する幅 20数cm,奥ゆき 30

cm程の煙道と，南西部に相対してつくられた窯口とから成っている。

ほは乖直に掘り込まれた側壁や，ほぽ水平な平坦面をなす炭化杢の底は，堅くしつかりしており，

焼けて赤化した所か多い。底面の三隅には，浅く窪んだ柱址がのこ笞れているか，柱址のみられな

い北隅にも，恐らくは柱か立てられていたと思われる。奸辿と窯口とを結ふ中心線上には，やはり

幅 20~30cm, 深と 10数cmの排水溝が掘られており，空の外へと続いている。

断面図に縦線をひいて示した炭化室と煙道とを仕切る立堕は，枯土によってつくられていた。こ

］）部分の粘土は， ちょうど第 1号の排煙口をかだちつくっていた木材と同様に，すっかりタールに

浸潤されていた。

窯口は，やは i)輻 80cm強の大ぎさにつくられており， G-H断面図に示す如く，その両側には，

石を抜ぎとった跡が歴然とみられる。

窯の本体を埋めていたのは以ドの各層である C

a層：焼土や炭の紐粒を点在させた暗茶褐色土層。

b ・ b'層：煙道を坪めていた明茶褐色の士てポソボソとやわらかい。上の方は単／）恨か多く入り

込んだ上で (b)，下は火llf)ヽ 尺の含有多い明茶褐色土で，色調がやや白っぽい (b'）。

c層：すっかりタールに浸潤された枯土が崩落したもので，真黒なかたい塊。

c'層：タールに浸潤された枯土の小塊と，明茶褐色土とが混合したもの。

c’'層：タールに浸潤された粘土の小塊と，焼土とが混合したもので，黒味がちな暗赤褐色を里す

る。

d ・ d'・ d"層：焼けて赤化した枯土で，小塊状をなしている。これは，窯の天井か崩沼したもの

かと思われる。いずれも，やや薄汚れた日J亦褐色を呈するか‘, dから d’'層の順に色調か暗く
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なる。

e • e'• e"層：焼けて赤化した粘土と、暗茶褐色士とか壮合したものて，灰と若干の炭位が含ま

れている。 e層は他よりも灰の含有多く，小塊状をなし， e'層は暗茶褐色土の含有が他よりやや

少なく赤味がちの色調を呈する。 e''層は．焼けて赤化した粘土と，暗茶褐色土とか半々くらい

の割合で混合したものである。

f層：暗灰色の灰と炭の微粉とが混合したもの。

f'層： f層とはぼ同様だが．やや赤褐色味つよく，暗灰赤褐色を呈する。

g層：白灰褐色の灰層。

g'層：多量の灰が混入した赤灰褐色の焼土。

h層：微細な炭粒がぎっしり詰まった炭層。やはり底面に直接のるもので，炭焼きの残滓であ

る。

i層：周壁1こ厚く付着したタールや，それが崩れ落ちたタールの塊。

j層：排水溝を埋めていだ焼けて赤化した枯土層で，最下部には炭層か薄くつづいている。

さて， Hij庭部に掘り込まれた付属施設の用途については，やはり不明の点が多い。 E-Fセクショ

ンラインの南端部に位置する 65X55cm程の丸い掘り込みには，ぎっしりと木炭の細粒が詰まって

いた。すなわち， I層は，所々に小量の焼土ブロックを点在させた炭層て，若干の焦悦色土の混入

がみられるものである。これは，第 1号炭焼窯址に付属していたのと同様の掘り込みほとには，壁

や床がかたく焼けかたまったものではないが，やはり壁の一部には，熱による赤化が認められる。

この掘り込みの西に隣接する，ほぼ同規校の掘り込みは，焼土のブロックを点在させた，炭を含

む暗茶褐色土に充填されていたが，その構築紅図は不明のままである。

排水溝によって窯口と連結する径 16m程の丸い掘り込みには，以下の各層が残されていた。

II層：木炭の細粒や若干の灰を含む，やや白っぽい色調の暗茶褐色士層。

III層：小量の木炭を含む，微細な暗黄褐色の粘質土）飢

w層： II層と同様だが， II層よりもさらに多くの灰を含有し，白味がちな茶褐色土層。

v層： III層と同様だか，殆ど木炭を含有しない，明るい黄褐色の微細な粘質土層。

筆者は． S253遺跡においても炭焼窯址を 1基調査したか、その際は炭焼窯であることになかな

か気付かす，不用意に調査をすすめたこともあって，炭焼窯の構造を十分明らかにすることができ

なかった（高橋 1975)。幸い，今回は遺存状態の極めて良好な 2基の炭焼窯址が見出され，前年度の

欠陥をある程度補うことが可能となった。

S 253潰跡に見出されたものも，本遺跡の2基も，形態的にはともに角窯と呼ばれるものに属す

ると思われる。ただ． S 253遺跡のそれは，煙道が3つも付属した非常に規模の大きな変則的な窯

であったが．本遺跡の2基は，恐らくは規模の上でも，構造的にも，角窯と呼ばれるものの典型と

みなしうるものではなカゾ）うか。

本遺跡の第 l・ 2号炭焼窯址は， ともに台地の末端部分の緩斜面を利用して構築されており，斜
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血の高い方にば煙道を設け，窯口は，低い方につくられている。これは，排水のためてもあり，煙

逍と窯口とを結ぶ中心軸の方位と風向きとの関係も， 1-分考慮された結果と思われる。

考古学的な発掘調査によって知られる窯の構造や，前庭部の付属施設については，既に説明した

か，遺憾なから今回も，徹底的な聞き込み調査や関係文献の渉猟に充てる時間に乏しく，窯の上屋

構造や排水溝の役割， さらには窯口や前庭部においてなきれたであろう作業の実態について，明解

な説明を下すことがでぎない。これらの諸点については，今後も機会あるごとに炭焼烹について調

ベ，明らかにしてゆきたい。

最後に，本遺跡の 2基の炭焼窯の構築年代について触れておきたい。開拓3代目にあたる現在 40

オ代の地元の人の話では，父親の代（開拓2代目）に炭焼きが行なわれた記憶はないという。

先の報告書に引用したように，北海道において角窯の使用が一般的であったのは，そう新しいこと

ではない。発撮調査によって知られた事実のうち，年代の解明に有効な資料は，石山からきりださ

れた熔結凝灰岩の存在である。この石材が，公官庁の建築だけではなく，広く一般に許及した年代

の把握こそ， この 2基の炭焼窯の営まれた時代を知る近直ではあるまいか。また，第］号炭焼窯址

と第 2号炭焼窯址との新旧関係を敢えて論ずるならば，第2号の窯口の石を再利用して第 1号の窯

ロに据えたと推測し，第 1号を若干新しく考えることも不可能ではないかも知れない。

（高橋祖樹）
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第 5章 遺 物

本遺跡からは，縫文早～前期初頭，中期およぴ縄文脱期終末から続遜文期最初頭の土器，石器，士

製品などの遺物が，遺構内外から数多く出土している。発掘区における遺物の出土状態および分布に

関しては，第3帝第2節で詳述した通りであるか，この分布のあり方は， t壊の分布の密度と一致

1-ている。また，遺構内出土の遺物の出土レベルとか出土状態については，第4章第 1節の表中，

同章第 2節で触れている。

なお，本章においては，図にして掲げた遺構内および発掘区出士の遺物のすべてについて，個々

に詳述しているが，縄文晩期末から続縄文期（第III, N群）の土器片に関しては，資料数が膨大な

ため，その代表的なものの記載に留めている。また，土器群に関しては，時代毎に記載を進めたか，

石器群に関しては，時代に関係なく器種毎に一括して取り扱っている。しかし，時代の判明する例

に関しては，各項目（器種）毎に註記するように努めた。

第 1節土器群について

士器群は，以下に記す通り 3期4群に分けられfこ完形ないし半完形土器は，遺構内から 13個体，

発掘区出上の土器片は総数 3,000余点を数える。 しかし，縄文晩期木から続縄文期初頭の資料が，

遺構数からみても判断されるように一番多い

(1) 縄文早期～前期初頭（第 I群）

第1群土器（第 50~52図，図版44B,45A) 

縄文早期～前期初頭に属する土器を第 I群とする。第 1群土器には，大別して，貝殻文に特徴づ

けられるグループと，いわゆる撚糸文上器のグループとの二者が認められる。

第1類（第 50・ 51図，図版 44B) 

第1類は，いわゆる貝殻文上器のグループである。

色調は，暗黄褐色から暗赤褐色を呈するものが多く，焼成は良好で堅緻なものか多いが，いずれ

も吸湿性に富み，湿った状態では脆い。胎土には砂粒か含まれるが，肉眼観察の限りでは，繊維の

含まれるものは見当らない。胎土に火山灰や軽石の細粒が小量含まれるものも存在し， これについ

ては個々に触れるが，せいぜいがルーペによる観察のため，一部には見逃しや誤認力‘あるかも知れ

なし心

地文として，貝殻条痕文の施されたものが多いか，貝殻条痕文には，比較的細い条痕が整然と施

されているものど，やや乱雑な印象を受げる太めの条痕どの二種が認められる。前者は，殻頂近く

の貝殻秤面を器1A]にあてて施されたものてあり，後者は，具殻腹縁の縁辺部が利用されたものと思
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われる。

第1類は、それぞれの文様構成の差から．以下のa~mに細分して説明することにしたい。

a （第 50図 1, 2) 

貝殻腹緑などによる条痕文のみか施された七器を aとする。

第50図 1,2は，ともに体側が単純に直伸する形態のもので， 1の口唇部は丸味がちな平坦面に，

2のそれは先細りにつくられている。やや薄手な 1には，横走する浅い条痕かみられ， 2には，数

条が単位となった条痕文が横走している。色調は，ともに暗褐色から黒褐色を呈し， 1の胎土には，

小量の軽石か含まれている。

b （第50図3, 第27図14)

貝殻条痕文を地文とし，口縁部に刺突列の加えられた土器を bとする。

第50図3は，黒褐色を里するもので，器形的には上述のaとほぽ同様であるが，口緑上部がやや

内彎する傾向を有し，この部分に現存2個の刺突文が残されている。刺突文は，編棒のように先端

がやや鋭い施文貝の先を左に向け，押圧したものと思われる。

これとはやや趣を異にするか，第 76号ピット出土の第 27図 14も一応この類に含めて説明してお

忍たい。これは、高さ 12.8cm,推定口径 11.5cm,底径5.8cm、器厚0.8cm程を測る小形の深鉢

形土器である。現存する 1/5周ほどの口縁の一部に高まりが認められることから，口緑形態は，全

周で4~5ヶ所かやや高まる波状縁かと思われる。口唇部は乎坦面につくられ，底は平底である。

器面には，幅約 1.1cm程のやや不整な櫛歯状のエ具による細く深い条痕文が，一面に横走し，裏

面の一部にも貝殻条批文であろうか，横走する浅い条痕か認められる。

ロ縁の内外には，波頂部を迎けずに，長さ 4-5 mm,輻 1~2 mm刺突文かめくっているが，

序耗や剥落のため判然としない部分も多い。この刺突文は， 口唇上では左下りに， [ I緑外側では，

やはり左下りのそれを口唇上の刺突列と交互に喘みあうような配置に施している。また． 口縁内側

では，ほぼ横位の刺突文を，上下に 2~3段重ねている。なお，胎土には，小量の火山灰や軽石か

含まれている。

C （第50図4~12，第30図84)

横位に押捺された貝殻腹縁文に特徴づけられるものを C とする。

第50図4~ 6, 9は，いずれも内傾する乎坦面に削られた口唇部を有する土器で，口縁外側には，

貝殻腹縁を縦に押捺した短い刻みが並列し，口縁部には，一続きに施文された貝殻腹縁文が， 口縁

に平行に 3列にめぐっている。 5では，この文様帯の下2.5cm程の部位にも，同様の貝殻腹縁文が

3列残されているが，上端に横位の貝殻腹緑文のみられる同図 11も，この種の胴部片かと思われる。

6の右端には，径3mm弱の貰通孔の左半分が残されているが，これは補修孔とは思われない。い

ずれも、器面には貝殻条痕文が、裏面には細く浅い整然たる調整痕が横走している。

同図 8は，外傾する平坦面に削られた口唇部を有する土器で，一続きに施文された貝殻腹緑文か，

ロ縁に平行に 2列めぐっている。器面には貝殻条痕文が，裏面には浅い条痕か整然と横走している。

内面およぴ口唇部の調整は，かなり丁寧になされている。同図 10も，外傾する口唇部を有する土器
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で，口緑外側には，貝殻腹縁を横にひきずったものか，幅広の不整な浅い圧痕か残されている。そ

の直下には，器面に垂直に押捺してから下方へとひきずって施した横位の貝殻腹縁文が2列みられ

る。器面には横走する貝殻条痕文か認められ，裏面はT寧に調整されている。

同図7は， 口唇部が丸く外傾して先細りを呈する士器で， 口縁上部には，左下りぎみに押捺され

た貝殻腹縁文が，やや間隔をおいて並列している。その直下から，それぞれ単独に施された横位の

貝殻腹緑文が，上下に間隔をおいて都合3段はどみられる。器面には，貝殻条痕文がやや乱雑に斜

走しており，裏面は比較的丁寧に調整されている。同図 12は，貝殻腹縁文を横に連ねた文様のみら

れる胴部片である。貝殻腹縁文は，上下の 2列ずつをひとつの単位として施している。器面には斜

走する条痕文が認められ，裏面には横走する条痕文が部分的に残されている。

ところで，第 29・ 32号ピット出土の第 30図84は，やはり口唇部が丸く外傾して先細りを呈する

上器で， 口縁外側には，貝殻腹縁によると思われる左下りの幅広の圧痕が並列し，その直下には，

ほぼ横走する条痕に軍ねて，肋条の顕著ならざる小さな貝殻の腹縁を斜めにねかせて押捺したもの

であろうか，弧状の小さな圧痕が横に連なっている。やや異質な感もないわけではないか，これも

Cのうちに含めておきたい。

これらの土器にみられる横位の貝殻腹縁文には，名久井文明か青森県三戸町寺の沢遺跡出土の土

器の横位の貝殻腹緑文に見出した，貝殻の縁辺の殻表面側を用い，必ず殻頂を下にして押圧すると

いう規則性（名久井 1974)が品められるようだ。

d （第50図13-15, 第28図22, 第35図29)

dは，［］縁と‘ド行にめくる刺突列を，何段かにわたって施すものである Q 刺突文は， bのそれど

詞様に施文されたものである。

第5(）図 13, 14は， 口唇部か丸く外傾して先細りを早するもので， Il緑外側には縦位の貝殻股緑

文恥If;列し， 1 ＿下に 1.5cm内外の間隔をおいて 2段，刺突列か加えられている。地文は，貝殻をや

や衰かせて連続的に押しなから引きすった，押し引き文（井 l-＿はか 1973)かど息われる。 13に穿れ

てし、る補修孔は，器招の半は過ぎはとのところて氣激に任か縮小するもので，右側には，袖修礼に

連結する戊い柚位の溝かつくりたされてし、る。

同図 15は， 11縁 1一部かやや外曽芦みを'1'する土器で，口唇部は丸〈先細りになっている。口縁外

側には文梯は刻まれす，現存部には刺突列か4段，ややぞんざいに配されている。地文は，縦位に

施された貝殻腹緑文かと思われる。

以じ乃I：器は，茶椙色から黒褐色を旱し，いずれも胎七には，軽石や火山灰か小量含まれている。

ところで，第 135号ピット出士の第 35図291は，第 50図 13, 14と同様の地文に重ねて，現存 1

列の刺突列か横位に施されたものであるか，器面の摩耗かすすみ，その文様構成は必ずしも明瞭で

はない。また，第 9号ピット出土の第 28図22も，押し引き文かと思われる地文の横走がみられる

胴部片である。ともに胎土には，小量の軽石や火山灰が含まれている。これらも，一応dの類とみ

なしておきたい。

e （第 50図 16-18)
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表衷にやや幅広の貝殻条痕文か横走するものを eとする。 aとは異なり，やや粗製，堅緻ならざ

る印象を受ける。

第50図16-18がそれで， 16および18から判断する限り，口縁は．丸く山形に高まって波状をな

すのか一般的らしい。口唇部は丸くつくられている。 18には，外側から円錘状に穿れた補修孔がみ

られる。

f （第50図 19)

第50図 19は，器質において eのそれを思わせる土器てあるが．胎土に含まれる砂粒はごく小量

で，表裏ともに貝穀条痕文はみられない。器面には，左下りに斜走する調整痕か認められ．口縁部

には， 2列が並行する貝殻腹縁文か，波状緑に沿って施されている。

g （第50図20-24)

bおよびdにみられる刺突文とは異なる，やや長大な刺突文が配されたものを釦こまとめる。成

形や文様構成など，全体に州大な印象を受ける士器で，いずれも胎土には砂粒か多く含まれ，器面

はややザラザラしている。また，胎上には，小量の火山灰や軽石も含まれている 0

第50図20は．椛位に連なる刺突文相互の間隔において，他のものとは大ぎな差が認められ，あ

るいは dのうちに含めた方か適‘りかも知れないか，今は gのうちに含めておく。口縁上部には，上

の刺突列と下のそれとを交互に配して構成された文様が施され，その上方の口縁外側では左下りに，

下方では右下りに加えられた貝穀腹様文が並列している。この文様帯の下方には．それぞれ2.5cm

強の間隔を上下に隔てて．同様の上下か交互に配された 2列 1組の刺突列が2段めぐっている。器

面には， dのそれと詞様に．押し引き文かと思われる地文か一面に施され．裏面には，貝殻条痕文

の横走が明瞭に認められる C I,11]，補修孔の左側には国図 1,？1こみられたと同様の，縛縄を辛内めるた

めかと思われる横位の溝か連結している。

同図21は．波壮縁を呈する 1]縁部の破片で．口縁突起の卜方一帯には．押し引き文かと思われる

地文に重ねて，縦位の貝殻腹緑文か加えられ． さらにその下方には，横位の貝殻腹縁文か数段施さ

れている。口縁突起の両麓の外傾する口緑外側には，それぞれ[l縁に平行する刺突文が配されてい

る。また．縦位の貝殻腹縁文の下端部には．横位に刻まれた刺突文か1個現存している。

同図 22は，平縁の11縁片て，口唇部は外傾している。口緑上部には．やや離れて横位に連なる小

こめの刺突文が施され曹その卜方4cm弱のところには， 2.8cmほどの間隔をおいて横に連なる刺

突文か加えられている。地文は，吹切沢式士器なとて波状斤痕文（江坂 1956)．あるいは連続移動波

状文（井上ほか 1973)ど呼ばれているものと同様のものである。同図 24も波状圧痕文のみられる胴

部片で，下半部には，左下りぎみに横走する貝殻条痕文が残されている。

同図 23も，平縁の，口唇部が外傾する [I緑を有する土器で，押し引き文かと思われる地文のはか，

横位に加えられた刺突文か1個現存している。

これらの士器にみられるやや長大な刺突文は、断面形か長楕円形を呈する平たい箆状工具の側縁

先端部分を押捺したものかと思われる。

h （第50図25-34, 第31図l,35. 146．第32図184, 185) 
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波状圧痕文あるいは押し引苔文に類する文様のみがみられる，比較的薄手の堅緻な七器を hとす

る。

第50図25~30には．波状圧痕文の一種が一面に施されている。この施文は，縁辺に加工を加え

て櫛歯状につくりだした貝殻腹縁によるものででもあろうか。 25,26の口唇部は丸く， 27のそれは

ほぼ平坦につくられている。第 70号ピット出土の第32図 184, 185にも，同様の文様が施されてい

る。

第50図31~34には，波状圧痕文と押し引き文との中間かと思われるような圧痕文が一面にみら

れる。 31,33, 34の胎士には，軽石が含まれている。第 46号ピット出土の第31図 135,第51号ピッ

ト出土の第31図 146にも，同様の文様か施されている。 135.146の胎土にも，軽石や火山1天が含ま

れている。第 50図 31, 32,第 31図 135, 146の裏面は，黒褐色を呈し，やや光沢がある。第

50図32の裏面には，横走する浅い貝殻条痕文か認められる。同図34は，底部近くの破片と思われ

るが，小片のため底部形態を明確に把押し難い。それにしても，少なくともこの下に続く底部とし

て，底面の広い平底を想定することは困難と思われる。

i （第 50図35-37)

斜位に配された貝殻腹縁文のみられる土器を iとする。

第50図35は．その断面形が内彎ぎみにやや弧状を呈する口緑部の破片で，口唇部は内傾する平

坦面に削られている。文様は，右下りに施された 2列 l組の貝殻腹縁文と，その直下に加えられた

3列の貝殻腹緑文とから構成されている。暗茶褐色を呈する器面および淡褐色の裏面には，横走す

る条痕文がみられる。

同図 36,37はともにB1u]部の小片で，器面のI？耗がすすみ，それぞれ刀文様は必ずしも明瞭ではな

いが，斜位や横位，そして縦位に施された貝殻腹縁文が認められる。

j （第50図38~40，第32図199,200) 

垂匝に加えられた縦位の刺突列を中心に，貝殻腹縁文と刺突文とによって対称的な文様か構成さ

れるものを jとする。

第50図38は，暗茶褐色を呈する口緑部の小片で， 口唇部は先細りに丸くつくられている。表裏

ともに貝殻条痕文の横走がみられ，表ではこれに加えて， hの波状圧痕文の一種を施文する際に用

いられたと同様の貝殻腹緑によるものであろうか，縦位の圧痕が一面に並列されている C 口縁外側

には、刺突文を小さく横位にめぐらし，同様の横にめぐる刺突文は，現存部下端にも 2個のこされ

ている。この両者の刺突列の間には，左下りに連なる刺突文か配されている。なお，胎土には，少

量の軽石か含まれている。

同図 39は，互い違いに 2列，縦位に細長〈加えられだ刺突文（刻文と呼ぶ方が適切かも知れない）

を中心として，その左側ではやや左下りに，右ではやや右下りに， 貝殻腹縁文を一面に並列させた

文様のみられる胴部片である。

同図 40も39と同様の文様構成がみられるもので，縦位の刺突文は 1個，貝殻腹緑文帯の下端を

縁どる横位の刺突文は 3個，現存している。この灰黒褐色を呈する胴部片の表裏には，横走する貝
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殻条痕文かのこされている。

これらの」器にみられる刺突文は， bやdなどに利用さiしたと同様の，編棒状のエ具1こよるもの

であろう 0

ところで，第 76号ピソト出土の第32図200は，全体に体側がゆるやかな弧状をなす小形の深鉢

形土器の一部で，口縁は十森， 口唇部に丸く児細りにつ〈られている。咲部形態は不明。器面の摩

耗がすすみ，文様が部分的に不明瞭であるか， ［l緑外側および胴半部には，縦位の細い貝殻腹緑文

か密に並列し．口縁外側の貝殻腹縁文の下端は，横位にめぐるやや浅めの刺突文に縁どられている。

上下を貝殻腹汲文帯に挟まれた体上部には， ］列 l組の細長の刺突文ガ左下りに加えられている。

I]縁部に穿れた径3mm弱の貰通孔は，補修孔とは思われない。胎土には，軽石や火山灰が含まれ

ている。

第32図 199も策76号ピットより出土したもので．口縁の突起部分を主体とする破片である Q こ

の突起は，頂角 75゚ を測るかなり急峻な山形を兄するもので，頂部の下には，外側から切り込まれた．

叫長の透しの一祁がのこされている。文様ふ頂部から垂1(1しこ連なる 2個の刺突文ど，透し装飾の

禄辺に平行に施された並列する貝殻腹縁文，そしてその間のところどころに配された刺突文とから

構成されている。器質は堅緻で，暗茶褐色を早し．胎土には小量の軽石や火山灰か含まれている。

k （第51図41-48, 第271;(]23, 第51図41-48, 第27図23, 第32図165)

沈線文を有する土器を Kに一括する。

第51図41は． n縁上部かやや外反する土器で， 口縁は波状緑をなすものと推測され， 口唇部は
平坦に調屹されている。口緑外1則および内側には． ともに縦位の貝殻腹緑文か並列しており，口緑

外側の貝殻腹緑文の面下には，やや不整な小波状にめぐる沈線文がみられる。これと，現存部下端

にほは横位にめぐる沈線文との間には，右下りに並行する 2本の沈線文が施芯れ，それぞれの沈線

上には刺突列カカlえられている。地文の貝殻条痕文は，押し引き文的に施されたもので，右下りに

斜走している。器表面は黒褐色を．衷面は淡褐色を呈している。

同図 42は，山形に突出する波状緑のみられる薄手の上器て，口縁上部ガやや外反し，口唇部は丸

く先細りにつくられている。口緑外制および内側には， ともに縦位の貝殻腹縁文が並列しており，

ロ緑外側の貝殻腹縁文の直卜には，小さく波状にめぐる沈線文かみられる C この沈約文の下には，

ロ縁と平わする山形に施された沈線文．次いではぼ水平の沈線文，両側か次第にせりあがる沈線文，

そして再びほぱ水平の沈線文と，沈線文が上下にそれぞれ間隔をおいて重ねられている。それぞれ

の沈線文の，ほぼ突起下の垂線l：には，丸く小さな刺突文が加えられている。地文は横走する貝殻

条痕文である。

同図 43は，口緑に突起のみられる土器で，口唇部ははは‘平坦面につくられている。内側の口唇上

には貝殻腹緑による刻み目力内口えられ， 口緑外側には貝殻腹縁文が並列し，その直下には，やや不

整な小波状にめ〈ふ尤線文がみられる。口緑部一帯には，恐らく波状圧痕文かと思われる地文か施

され， この池文に重ねて， 4本の平行沈線文と小波状にめくる沈線文とか加えられている。これら

の文様のほか，突起下の垂線上には，丸く小さな刺突文か3個配されている。
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同図 47は，薄手の胴部片で，胎土には火山灰が含まれている。器面の1撃耗がすすみ，文様が明瞭

に判別できない部分もあるが，左下りに並列する貝穀腹緑文と，右下りに 3列が並行する刺突文，

そして現存3本の平行沈線文が認められる。同図 48には，浅い沈線様のものか横走している。これ

は，あるいは調整痕に過ぎないかも知れない。

第27図23は，推定底径7.5cm弱の平底の底部から，急角度に体側か直伸する深鉢形土器で，口

縁部は欠損している。現存部てみる限り， 2列がほぽ互い違いに配された縦位の刺突列と，同様の

刺突列との間には，片側か次第に狭ばまってゆく沈線文に上下を緑どられた横位の貝殻腹縁文帯と，

素文帯とが交互に配されている。胎土には，小量の軽石や火山灰が含まれている。

第58号ピノト出土の第 32図 165は，地文のやや右下りに横走する貝殻条痕文と， Iii]方向に 2列

1組をなす互い違いに配された刺突文とがみられる胴部片で，欠担部分には沈線文も施されていた

可能性かある。

第51図44は，やや薄手の口縁部の破片で，口唇部はほは平坦面につくられている。口縁下 1cm 

程のところには，横位にめくる刺突列かみられる。加えて，現存部の左下あたりを中心にして，口

縁に至るまで右上へと放射状にのびる 4本の沈線文と，右下へと同様に施された沈線文の一部がの

こされている。器面には，右下りに斜走する調整痕か認められる。胎士には，小量の軒石や火山灰

か含まれ，色調は灰黒褐色てある。

同図 45は， i皮状縁をなすと想定される口緑部を有するもので，口唇部は丸くつくられている。ロ

唇上には，丸い刺突文か密に施され，現存器面には，右下りに並行する沈線文帯か左下りのそれに

切られる形に交互に重ねられた待有の文様か，一面に展開されている。加えて，上からはぽ水乎，

右下り，水‘l,-，左下り，水平と繰返される刺突列が配され， さらに，突起l‘―に垂直に施された刺突

列の一部と思われる刺突文が3個，現存部の左下にのこされている。胎土には軽石が含まれている。

同図 46は，沈線文と刺突列とがみられる胴部の破片である。縦位に施された 2本の浅い沈線文を

中心に，その右では右下りに，左では左ドリに並行する沈線文がみられる C 沈線文の施文具は，縁

にささくれか牛じた半載竹管様のものであろうか。刺突文は，縦位の沈線J・：に 2個現存するほか，

左下りおよび右下り，そしてやや右下りに配されたものがみられる。これらの文様下には，押し引

き文風あるいは波状圧痕文風に施されたものかと思われる貝殻腹緑文がみられる。胎上には，軽石

や火山灰が含まれている。

l （第 51図49)

第51図49は，口緑部に隆線文がめぐる例である。口縁は平縁で，口唇部は丸くつくられている。

なだらかに高まる隆線文は，枯土紐の貼付によるものではない。表裏ともに，横走する貝殻条痕文

がみられる。胎jには軽石か含まれている。

m （第 51図50-53)

幅 4mm内外の隆起線文が貼付された土器をmとする。隆起線文は，当初はその断面が三角形を

なすものであったと思われるか，隆起線文上に密に刻みが加えられた結果，扁平につふれたり，不

整に捩れたりし，その断面は必ずしも三角形を呈しない。

159 



第51図50~52は，いすれも口縁上部がやや外反ぎみを呈する口縁部の破片で、全体に，上方に

向うにつれ先細りに薄くつくられている。口唇部は，やや内傾する平坦面をなしている。口縁下1

~1.2cmほどのところには，刻みの加えられた隆起線文が横位に貼付されている。口緑外側には，

不整円形の小さな刻みか面に施されるのを常とするらしいか，口唇部が摩耗したり，剥洛したりで，

不明瞭な部分か多い。器面には，はは横走する調整痕が認められ，それは，時に細く浅い沈線文の

ようにもみえる。

同図 53は，表裏に貝殻条痕文の横走する胴部片で，器面には，刻みの加えられた隆起線文が2本

現存している。

胴部片（第51図54~62, 第29図67,第30図85會 100, 109, 117~ 119, 第32図166,18ふ第35図293,

297) 

第51図54~62は，以ヒのa~mの刷部片と思われるものである。

54, 55, 57, 59~61では，横走もしくは斜走，稀には縦走する貝殻条痕文がみられ， 54,60, 61 

では，裏面にも貝殻条痕文が明瞭にのこされている。 61の下部には，横位の刺突列のようなものが

みられるが，意図的な文様なのか否かは判断に苦しむ。 57は，現存下端部の疸径5cm強と推定さ

れる小形，薄手のものであり， 59の現存下部の推定胴径は 12cm強である。

56は， Kあるいはmの胴部片と思われる。器面には，数本づつまとまってやや不整に横走する細

く浅い沈線がみられるか，これ1ょ，あるいは単なる調整痕かも知れない。 56の胎土には，小量の軽

石や火山灰か含まれている。 58は，恐らくはmの胴部片で，暗茶褐色を呈し，やや光沢がある。器

面には，横走する調整痕に加えて，やや右Fりの細く浅い沈線様のものも散見される。第 34号ピッ

ト出上の第 30図 109,第145号ピットの第 35図297も，ともに Kあるいはmの胴部片と思われる薄

手のもので，時に沈線文を思わせる細く浅い条痕がみられる。

第23号ピット出土の第29図67,第29号ピットの第30図85は，表裏に貝殻条痕文のみられるも

のである。第 30号ピ／卜出十ーの第30図 100,第37号ピソトの第 30図 117~119,第48号ピットの

第31図 136，第58号ピットの第 32図 166, 第69号ピットの第32図 183, 第140号ピノトの第35

図293の器面には，はは横走する貝殻条痕文がみられる。なお，第 32図 183の胎土には，火山灰(1)

含有が認められる。 ところで，第 51図62は，現存部の下方がすほまる傾向が認められ，これに続

＜底部は尖底であったものと推定される。器面の一部には，右下りに斜走する調整痕かのこされて

おり，胎土には小量の火山灰か含まれている。

底部片（第51図64~73, 第30図113)

a ~mの底部と若えられるものは，第51図64~72に示すように，平底のもの力圧倒的に多い。

同じく平底とはいえ， 66のように小形，薄手のものから， 67のようにかなり厚Fのものまで存在

する。また，底面．ど体側とのなす角度については 64のよっ 9こほぼ宜角なものから， 65のようにほ

ぱ 110゚ に開くものまで，若Fの幅が認められる。 64,67, 68では，底部近くまで貝殻条痕文が施さ

れており， 67,72では，底面の一部にも貝殻条痕文がのこされている。 65は，底径7.5cm程と推

定され，胎土には，小量の火山灰や軽石か含まれている。
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第36号ピット出土の第 30図 113も，平底の底部片である。

さて，第 51図73は．本遺跡より検出された唯一の乳頭状突起を有する尖底部の破片である。 a

~mの土器に，尖底のものがある程度存在することは．同図 62の胴部片のように，その底部形態を

尖底と推測しうる例が若干みられることからも理解されるところである。 73の胎土には，火山灰や

軽石が小量含まれている。

以上． a～mに細分して説明してきた第 1類土器は，おおまかには，道東部における沼尻式土器

（沢・西 1973)や大樹式土器（大場・棚瀬 1965)，道南部1こおitる住吉町下層式土器（大場ほか 1955)

あるいは鳴川式土器（高橋 1967)，そして束北地方における寺の沢式土器（名久井 1974)や吹切沢

式土器（江坂 1956,井上ほか 1973)などとの密接な関係か窺われるものであった。ただ，第 1類と

して一括したもののなかには，単純に同一視すべきではない資料も若干含まれている可能性かある。

しかし，道央部における貝殻文土器の実態について不明な点の多い現時点では，それらを整然と分

離することは困難であった。

また．第 27図 14, 第32図 199,200の3点は，同じ〈第 76号ピット中に見出されたものである

が，遺憾なから．これらが共伴関係にあったガ否かは不明である。

冗長たる事実報告に比して，考察か皆無に等しい点，自らの浅学非オを恥じるところ大であるが，

「早期の編年表をつくる最大のカギは，道南の尖底貝殻・沈線文トー器群と道束の平底貝穀・沈線文

土器群の関係をどのように理解するかにかかっている」（木村 1975)という現状にあっては，本遺跡

の第 1類土器をはじめ，道央部における貝殻文土器の形式分類やその編年的位置づけは，筆者の能

力を超える難題であり，先学諸氏のお教えを待ちたい。

第2類（第 521‘又I, 図版 45A) 

第2類は，いわゆる撚糸文土器のグループてある。いすれも，暗赤褐色から暗茶褐色を早するや

や薄手の土器で，裏面には，一面に黒色炭化物の付着がみられるものが多い。器質はやや脆く，胎

土には砂粒が含まれるか，肉眼観察の限りでは，繊維の含まれるものは見当らない。一部のものに

は，火山灰かと思われる白くやわらかな粒fの点在がみられるが，特別に注意を払う必要を感じさ

せるほどの量ではない。

第2類については，それぞれの撚糸文の回転方向や，利用される撚紐の単位を明示する必要上，

n~qの4つに細分して，それぞれ説明する。なお，撚糸文に利用された撚紐の原体については，

以下のように，数字におきかえて記述することにしたいc

l r I R l r ｛ 
①L{［②R{l ③L{r ④R{l ⑤L {l ⑥ R L r 

r ] {R {| { L { ［ 
n （第 52図74-85)

縦長の菱形状に配された撚糸文を有する土器を nとする。この縦長の菱形は，撚紐を軸に右巻き

にした施文原体を梃位にIn!転押捺させることによご）て施される左下りの撚糸文と、軸に1]：在きにし
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たものを同様に同転押捺こせた右下りの撚糸文とから構成されたものと判断される。

第52図 74, 75は．口縁部の破片である。ともに口点は平禄で．口唇部はほぼ丸くつくられてい

る。 74の文様は．①を軸に右巻きに巻いて縦位に回転押捺させた左下りの撚糸文と，①を左巻忍に

して同様に施した右下りの撚糸文とから構成されている。 75の右側にみられ左ドりの撚糸文は．⑥

を軸に右巻きにして縦位仁回転押捺させて施されたものと思われるか，左側のやや緩やかな右下り

の撚糸文は．⑤を軸に右巻ぎにしたものを，左から右へと横位に[11]転押捺させて施されたものかと

思われる。

同図 76-85は．胴部の破片で．いずれも縦位に回転押捺の加えられた撚糸文がみられる。器面の

摩耗がすすみ，撚糸文が不明瞭なものも少なくないか，一応，施文原体について触れておぎたい。

81は．⑤を軸に右巻ぎにしたものを． 76の右側， 78の左側， 82の 1：方， 83の下方． 84の左側． 85

の右下りの撚糸文は，⑤を軸に左巻答にしたものを， 76の左側． 77の下方左寄り． 78の右側， 79の

右側， 80, 82の下方． 83の 1一方． 84の右側， 85の左下りの撚糸文は，⑥を軸に右巻きにしたもの

を、そして 77の上方． 77:7)|、打左端． 79のバ側は．⑤を軸に左巻きにしたものを縦位に皿転押捺

して施されたかと思われる。

〇（第52図86-91, 第35図294,295) 

撚紐や組紐などを 2本 l単位として軸に巻苔つけたものを，横位に回転押捺させて施した撚糸文

のみられる士器を 0 とする。撚糸文は，菱形状に配されたものと思われる。

第52図86~88にみられる撚糸文は．組紐を用いたものである。 86の左側． 87,88の左側にみら

れる撚糸文は． 1本の組紐を二つ折りにした 2本を 1単位として軸に左巻きにしたものを， 86およ

ひ88の右側のそれは．同様の二つ折りにした糾紐を 1単位として軸に右巻ぎにしたものを．それぞ

れ横位にllll転押捺させて施したものであろう。器面の摩耗などのため，組紐の原体の解明は困難で

あるか， 0段の撚紐3本を平たく編んだものか利用されたらしい。

同図 89,90にみられる撚糸文は，①と②の 2本の撚紐を 1組として軸に巻いたものによって施さ

れたものと思われる。 89の左側および90の右側のそれは．軸に左巻ぎにしたものを． 89の右側お

よび90の左側のそれは．軸に右巻きにしたものを．それぞれ横位に回転押捺したものであろう。

第52図91のん側にみられる撚糸文は，②を二つ折りにしたものを軸9こ右巻きに．右側のそれは．

①を同様に二つ折りにして軸に左巻きに巻き．それぞれ横位に回転押捺させて施したものであろう。

なお，第 140号ピット出土の第 35図294,295にみられる撚糸文は．それぞれの条がほぼ等間隔

に離れたもので．これは．後述する qに特有の撚糸文と同様のものと理解されるべきかも知れない。

しかし，直感的には． 294,295の撚糸文は． 1本の撚紐を二つ折りにするか，あるいは撚りの方向

の同じ撚紐2本を離しなからも 1組として軸に巻き，横位に回転押捺させたものではなかろうかと

思われた。この憶測の当否はともかくも．利用された撚紐は．④であったと思われる。

p （第52図92~108．第32図168, 第35図312,313) 

第52図92~108にみられる撚糸文は．同図 89,90にみられたそれと．基本的には同一のものと

いえようか．撚りの方向の異なる 2本の撚紐を 1組としつつも．やや離して軸に巻きつけて施した

162 



亨：＼編鬱、9，IJ`軍・
80 層べ[90
噂／ 84 

9疇／` 隻疇＼
92 鳳／疇／璽
／尋ui八 ‘‘96疇蒻賣IJ鸞璽

喜9‘̀／鬱曹言／`
疇員99嶋99
’"／:≫/, 9°象／m

第52図発掘区出土土器拓影図 (3)（第 1群第 2類）

163 



この種の撚糸文を有する土器片ふ比較的数が多いのて， p（こ一括して説明することにする。これ

もやはり，軸に伍巻ぎに巻いて横位に回似押捺した右下りの撚糸文と，左巻きにしたものによる左

下りのそれとが，菱形状に配されるものである。

ロ縁部の形態か知られるのは， 92に示す l点のみで，口縁は平縁で，口唇部はほぼ丸〈つくられ

ている。

92~106にみられる撚糸文に利用された撚紐は，①と②とであったと思われる。ただ， 96は，③

と④とが使われた可能性が強いようだ。

107, 108は，以上の土器と同様，撚りの方向の異なる 2本の撚紐を利用した撚糸文のみられるも

のだが，この撚糸文のほか，並列する縄文原体の圧痕か加えられている。 107は，①と(2)を軸に右巻

き，および左巻きにして撚糸文を菱形状に配した上に，それぞれ縦位に施した②の側面圧痕文を並

列させたものである。 108は，恐らく③と④とを右巻ぎ，および左巻きにして施したと思われる撚糸

文の境目に．やや太目の②の先端部を若 l→•丸めて押捺した圧痕文が並列されたものてある

ところ□第60号ピット出士の第32図168およぴ第 157号ピット出土の第35図312,313も，
同様の撚りの異なる撚紐2本による撚糸文がみられるもので，前者は③と④とが，後者は①と②と

か利用されたものと思われる。

q （第52図109-121, 第26図3' 第28図36, 第29図68, 第31図137-139, 第32図160, 167) 

左下りと右下りの撚糸文が，一面に羽状に配された土器を qとする。左下りの撚糸文は， 1本の

撚紐を軸に左巻きに，右下りのそれは，右巻きにして，それぞれ横位に回転押捺し，施されたもの

と思われるこ

109-121は，いずれも胴部の破片であるか、これらにみられる撚糸文に利用された撚紐について

は，おおよそ以下の通りであろう。 llO, ll2, ll3は①を， 109は細目の①と太目の①とを， ll4,

117-120は①と②とを， 111, 115, 116, 121,ま①と⑥とを利用したと思われる。

以上の胴部片は，いずれも小片のため器形を知るに足るものはないが，第 15号ピット出土の第26

図3は，口縁部を欠くものの，底部から体上部に至る部分か復元された唯一の例である。これは，

小さな平底の底部から，体側が弧状に大きく開いてゆく器形のもので，現存器高 19.5cm,現存最大

径29cm程と，比較的大きな 1器である。厚さは 0.6cm肛，底部は，そのごく一部分か現{Jするの

みで，実測図に想定された1八径は，必ずしも確実なものではない。撚糸文は，①を布巻苔にしたも

のと，②を左巻きにしたものとを交互に，横位に回転押捺して施されたものと思われる。底部近く

を横にめぐる 2本の縄線文は，それぞれ⑥の側面圧痕文である。なお，補修孔は，図示した 2個の

はか，ほぼ反対の側にも， 2個 l対に穿れたものが現存している。

このほかにも， qに含めうる土器片力、各ヒ／卜よりじT見出されている。第56号ヒ，，卜出土の第

32図 160は，ほは丸くつくられた口保部を有する口緑部の破片で，①を軸に右巻きにして施した撚

糸文かみられる。また，第 14号ピソト出土の第28図36,第48号ピット出上の第31図 137,138は，

①を利用した撚糸文か，第 23号ピット出土の第29図68，第48号ピット出士の第31図 139は，①

と②とを利用した撚糸文かみられる。第58号ピット出土の第32図 167は，器面の摩耗かすすみ，
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撚糸文は不明瞭であるが，利用された撚紐は，⑤と⑥の両者であろう。

以上n~qとした撚糸文を有する土器群は，東釧路第W群土器（沢ほか 1962)と呼ばれるグルー

プに属するものといって大渦あるまい。このグ）レープの土器群が，ほぼ北海道の全域に分布するこ

とはよく知られて＼ヽるが，その実態は，必ずしも十分明らかにされてはいない だとえは，文様に

ついては，本遺跡の qにみられる羽状に構成された撚糸文か，その典型的なものとみな竺れようが，

これと，本遺跡の n~ Pにみられるような各種り撚糸文とが，それぞれ形成的に分淵されるべきも

のなのか否か，明確にされてはいない。また，器形については，本遺跡の第 15号ピット出士の第 26

図3のようなものがその典型といえようが，このような器形のほか，東釧路W式には皿状の浅鉢が

出現し，器形の分化がみられるといわれる（沢 1974)。本遺跡の場合，第 2類土器のものと思われる

底部の検出に乏しく，不明の点が多いか，胴部の彎曲の度合いなどを考慮して，第26図3よりもさ

らに深鉢的なものか，全く仔在しなかったとは断言てきない状態にある。撚矛文を介する士器につ

いても．今後にその解明か待たれるところが少なくないものと思われる。 い訂橋和樹）

(2) 縄文中期（第II群）

第II群土器（第 53図，図版45B) 

縄文中期の土器片は，発掘区から約 320片，土壊の覆土内より約30片の都合350片と，第 116号

ピットの塘口部に接して半完形土器が1個体出土している 3

縄文中期の資料は，発揺区およぴ土壊内覆士出±のものを含めて，ほぽ5類に分けられる。この

内．第2,3, 4類の仲間は比較的多いが．第 1類，第 5類｛よ各々 3片と 1片のみであった。なお．

後述する通り， これら各類の姿料は各々まとまりをもって狭い拡がりの中力ら出土している。

第1類（第 53図122-124)

発掘区から 3片出土したのみである。いすれも剥脱部分か多く，籾式的特徴は明確ではない。

122は．弁状の突起部分の破片で．突起の下1こは部厚い貼1寸文が縦に施されており，また口唇部直

下にも低い貼付文か2条巡り把厚帯を形造っている C これらの貼付文上にに， 0段の撚糸原体を単

軸にまいた絡縄体圧哀文か深く押捺されている。縦の貼付文上には．観察される範囲ては遁と横に．

口唇部下の貼付帯には， これしこ直交して絡縄体圧痕文かある。ただし． 口唇部下の 2つの貼付文の

うち上のは剥脱しており，押捺の状態は明確ではない。地文として．縄文が施されているらしいか，

破片内ではどのようなものであるかは不明である。

123は．胴部片で，単節の羽状縄文地の上に横走する貼付帯とボタン状の貼付帯がある。横走する

貼付帯には． 122と同様の格縄体圧痕文が中央部1ご平行して側縁にもこれに直交するように押捺さ

れている。

124は．口唇部直下1こ低い貼付を行ない肥『鬱を作出し．この上に逆「く」の字ど責位方向に深い
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0段の絡縄体圧痕文があるシ地文は，第一種結節のある羽状縄文であるつなお，破片内で1よ，この

肥厚帯下には，池文以外の文様は特に認められない。

器形は， 122と124は，いずれも心持ち外彎する。いずれも，微量の繊維を含み，色調は黄土色で，

器面の光沢はない。

第2類（第 28図 16, 第32図 191, 第34図267,269~272, 269, 276, 第53図 125)

発掘区から 1点出七したのみで，あとはすべて士城の覆土内である。出土区は，第 71号ピット出

土例（第 32図 191)は， XV-J-25区であるが，あとは発掘区出土資料 (XVI-G-12区）を含め

て，すべてXVI-G-7 ~ 9, 12~14区の 6X 4 mの狭い範囲から出土している（第 6,112, 113, 

118号ピット）。これらは同一個体の可能性もあるが接合した例はない。

第6号ピット（第 28図 16)例は胴部片であるか，あとはすべてn緑部の破片である。内 4片は，

口唇部か残っている（第 32図 191, 第34図267,276, 第53図125)。あとの 4片は，裏面が剥脱し

た資料てある。

第71号（第 32図 191) と第 118号（第 34図276)の資料でみると，かなり大きい弁状突起を有

し，この突起から垂下するように 10cm程の長さのやや幅広い貼付文がある。また，突起部分を含

めて口唇部直下に同様の貼付文帯を横環させ肥厚帯を作出している。この両者の貼付文上と口唇部

には， 2本の指でつまみ出した指頭と爪痕の押捺がある。多くの場合，下ないし左側の押捺は爪痕

のみで，上ないし右側の押捺は指頭と爪痕の一部がみられる。ただし，垂下する貼付文の上部2つ

の押捺は鴫つまみだしたものではなく大ドな指 1本て深く押圧しただけの文様である「，突起の頭部

分にも，この押圧がありへこんでいる地文ふ第一種結節のある羽状遥文で，口臼部下1こ横環す

る貼付文は，地文施文後に添加されたもので，一方垂下する貼付文は，地文施文以前につけられた

ものである。

器形は、非，店（こ大形の深鉢形で，器旱は 1cm程である 稲内面は，少し光沢をもっ杯度に磨き 1

げられており，焼成は力心し、感じを受ける。色調は，白っばい黄灰色を保し，繊維は微凪しか含ま

ない。

第3類（第 53図 l26~13,3,｝ 

すべて発掘区から出土したもので，分布域は， XV-I-2区とXIV-G-3-XIV-H-3区などで

あるが，破片数が少なく明確ではない。

126-128の3片は，全くモチーフの国しもので．いずれも内面に遜文（纏文々々）を有し．口唇

部とその直下およぴ口緑部に半裁竹管の内面1則で．工具を器面から離すことなく連続刺突した文様

を各々 2条ずつ横環させた例である。口唇部直下の連続刺突文と口縁部のそれとの間には，かなり

高い貼付文（帯）を横環させ， この上にも、同種の連続刺突文がある。この貼付帯は，地文を施文

後添加されたもので．この後に半裁竹管による連続刺突文が施されていらただし， 127,128の胆

イ寸帯は現在剥脱している。
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第53図発掘区出土土器拓影図 (4)（第II群）
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130も，前述のものと同様のものであるが，縄文々々，貼付帯はない。口唇部の連続刺突文もなく，

地文が施されている。半載竹管による連続刺突文は，口唇部匝下から 1~1 5cm間隔で，破片内で

4条横環させている。地文は，節の狭長な斜縄文である。

131は，口唇部を欠損するが， 2条の連続刺突文かある。エ具は，かなり径の大きい竹管を載いた

ものと思われ，かなり平ヘフだい感じを受ける。

132, 133は，胴部片てあるが，縦位に先端かささくれたままの棒状工具による連続刺突文かある。

132は， 3条観察でき， 1:部にはドリルによって穿孔した修埋孔がある。 133は1条である いずれ

も，地文は細かな斜縄文である。

129も胴部片で，半載竹管による横位の沈線文ないしは連続刺突文がある例である。

以上の資料は，いずれも胎土に若干の繊維を含み，赤褐色の色調を呈し，器内外表面は光沢をもっ

ている。地文は，細かいあるいは節の狭長な斜縄文か多い。

第4類（第27図 18, 第31図 129，第35図317, 第36IメI323, 324, 第53図 134-148)

この仲間は，縄文中期の資料の中では一番破片数か多い。分布範囲は， XV-I-2区を中心に，東

はXV-I-13区，西はXIV-H-8区に及ぶ紡錐形の範囲と， XVI-G-16区から XV--F-21区を

結ぶ一帯に拡かっている。

この類は種々のものを含むか，全体的な特徴は，口唇部に貼付帯か1条横環する点と，口唇部上

と口縁部に数条，棒状工具および半載竹管などの施文具で，やや間隔を開けて刺突文を巡らすとい

う点である。エ具は，圧倒的に棒状工具が多く， このT貝具を器面から離さずに連続的（ご刺突した例

も幾つか認められ，一部沈線文のような感じを受ける所もある。また，刺突文のかわり 1こ， 1段の

撚糸原体による系各囁体圧痕文が， 口緑部と口唇部 1ーに施されている例もある。個々に述べると以下

の如くなる。

第271xl18は，第 116号ピットの壊口部に接して出土した半完形土器である。第4章第2節で述

べた如〈，本ピットは人為的な土壊であるという確証はなく，おそらく 「風倒木痕」であろうと思

われる。従って，遺構と関連して出土したものではない。

ロ径 19.6cm,器厚 1cm+，現存高 23.6cmの深鉢形上器で，胴部はかなりふくらみ，口縁部は

やや外彎する。口唇部直下には，幅 1cm程の貼付文（帯）が巡り，この貼付文卜および口唇部上と

ロ縁部には，半戟竹管と先のやや丸い 2mm和の棒状工具の 2種類の施文具による刺突文がある。

口唇部上のは，はとんど半仙竹管であるが，＇夫測図左側 12cm程は，丸棒状工具てある。貼付帯上

の刺突文も、口唇部には，貼付帯をはさんで， 4 ～ 5条の刺突列か横環しているが，そのエ具は，

口栢部とか貼付帯上と同様不規則である。図示した面では，貼付帯の上は丸棒状工具と半載竹管文，

その下は丸棒状工具，半載竹管，丸棒状工具，半載竹管の順である。丸棒状工具による刺突は器面

からエ具を離さず施文している部分もあり，深い沈線文の如くなっている C 器面から一回一回離し

た場合でも，工具を器面に対してねかせて施文している。

図示していないが，そのさらに左側は， 4段程半載竹管的な工具による剌突文列かある。
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なお．この貼付帯は．地文と刺突文を施こした後に添付されたものであり． また全体に刺突文の

形が不明瞭で， さらに文様構成，施文具なども統一性が認められない。なお，補修孔と思われるも

のが2個あるが貫通していない。

地文は．左下りの節間の狭長な単節斜行縄文で，胎土には、かなりの繊維を含み．色調は赤褐色

である。口縁部には．一面炭化物が付着しており，器面調整は特にない。

134は，小突起を伴い．小突起下には垂下する貼付文， LJ唇部直下には横環する貼付文を地文施文

後添加している。柚環する貼付文下には，破片内の観察ては 3条の棒状工具（先瑞および削面は丸

〈ない）による刺突文か施されている。この刺突文の間隔はかなり広いものである。貼付文上にも，

同様のエ具で．貼付文に直交して． 3-5 mm程の間隔をおいて刻目が入っている。

135は，口唇部を欠損するが． 134と同様な貼付文と刻目，そしてその下に刺突文か3条（以上）

横環するただし，刻目および剌突文の上具は， 134より大きくかつ深いものである。

136も．口唇部を欠担しており，破片内の観察では， 4条．間隔の開いた，断面四角形？の棒状工

具による刺突文か横蝶している。この破片は，かなり下の力がら外彎の傾向を示し、かつ下半部に

ii．くに従い器厚を増している。

137は．貼付文は認められないか．口唇部上とその下に 3段（以上）の平らな箆による連続的な刺

突文かあるが．やはり間隔は広くまた深いものである。口唇部の制面形はコーナーが明瞭で． コの

字形である。

第157号ピット（第 35図317)の資料は，口唇部上に刺突文かあり．その下4cm程の所にも 2条

平位の深い刺突文か横環する。エ具は．断面がやや丸味を帯びた棒状のものてある-地文は．細か

い単節の斜織文である。

138は．かなり強〈外世する器形で．小突起を有し．この突起上と口唇部には中空の径3mm程

の丸棒状工具による刺突かあリ，口緑部には 4段の．径 5mm程のやや幅広い丸棒状「具による，

やや深い沈線文が横環するか．所々さらに深く刺突してあり，前述の刺突文に似た部分もある。エ

具の先端は少しササぐれている。池文は単節の斜縄文である。

139, 140も． 138と類似した資料で．やや幅広の作業面がやや丸味を帯びた平べったい工具で．

幅広の沈線文的な文様を横環竺せているか．所々」［めて先端を深く刺尖している。地文は．いずれ

も節の大きい斜縄文であるぐ

第44号（第31Lメ］ 126)．第 29ないしは 32号（第 3(）図 87)の例も，小破片て判然としないが同

様なものかと思われる。

141は．断面四角形かと思われる枠状工具で深い沈線文を横走させた例である。破片内では．部分

的に深く刺突した部分はない。しかも．色調は明褐色を呈し今迄の例とは若干異なっている。

142は，口午1部直下に貼付文を巡らして肥厚帯を作出し，口唇上と貼付文およびその境目に．先端

がささくれた状態で， 多少斜めにそいだ断面不整四角形的な枠状工具による刺突文が連統的に施さ

れている。貼付文下には．同様のエ具で．横走およひ逆V字状に浅い沈線文力、他竺れている。

143は．口唇部を欠損するが，垂下する貼付文と横環する深い 2本の沈線文および．その間に連続
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的に施された円形の刺突文がある。貼付文上にも，それに対して直交して，同様の深い刻目が施さ

れている。刺突文でみると沈線文のものも，工具は中空の先端がややささくれたままの丸棒状工具

でのようてある。地文は節の狭長な斜逼文てある。

144は，口唇部片で，破片内では纏文の施文は認められない。口唇部下に貼付によって肥雌帯を作

り，肥厚帯の口唇部よりの方に中空の丸樺状工具を器血に対してねかせて，連続的に剌突した文様が

ある。この肥厚帯下(::9よ，同様のエ具で深い沈線文を横環させている。

第160号（第36図323)の例と発掘区の 145は， 1段の撚糸原体を単軸にまいたものを押捺した

低い貼付帯を口唇部下に施こし，この上に絡織体圧痕文かある。第 160号の貼付文は，殆んど泉lj

脱しており，口唇部には中空~しかも中の穴が大きく周囲の管の幅が薄いエ具による刺突文を施

こしている。 145は，口唇部上は，貼付文上と同様の絡縄体圧痕文がある。貼付帯直下から斜行縄文

地の上にも，同様の圧痕文が約2cm間隔で，破片内で3条横環している。

146は，小破片で令体の文椋構成は不明であるか，作業部分が断面V字形の輻の狭い」．．具を器面か

ら完全にはなすことなく，間隔をおいて連続的に刺突している。

第 160号ピット J)第36［メ1324も、口唇部は欠失するか， 145に比べてやや太い 1段の撚糸原体に

よる条各縄体圧痕文か，破片内で3条横環している。

147は，口唇部上には，先端ガささくれた棒状工具による刺突文か連続的に施されており，口唇部

には，先端の鋭い工具で横にひっかいた，幅0.5~1 mm程の沈線文（？）か不規則に走っている。

148は，今迄述べてきた例とは焼成かかなり違い，灰黄色を呈し，胎土にも央雑物をあまり含まな

い。口唇部上には， 147と同様のエ具による剌突文が巡り｀口唇部下 1~l.5cm程は地文ばなく．

ここに径5mm, i采さ 3~ 4 mm程の円形刺突文か施されている。エ具は，中空のものであったか

どうかは判然としないか｀断面か丸いものである

これらの破片は 148例を除いて，胎士，色調などは第3類土器に近く，地文も第3類と同様なも

のもあるか， これらのうちの幾つかは，粒の大きい斜縄文の例である。

第5類（第53図 149)

この類は 1片のみである。

149は． XV-H-21［←から出土したもので．口唇部直lヽ ！こ貼付による肥厚部を作出し，この上に

池文と同様の縫文を施したものである。口唇部の断面はコの字状で四角＜，口唇部上は無文である。

色調は白っぽい明黄灰色を呈し．胎土には繊維は含まない。

その他

149, 151,第14号（第 31図 123),第48号（第31図 133)，第 51号（第31図 147)，第 150号（第

35図303)は，地文のみの胴部片である。

150は，無節の斜蠅文， 151は，第一種結節のある羽状綱文であるが，他はすべて単節 (1段撚り）

の斜行縄文である。この内、 151は第 1類に伴うものてあろう。
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152~ 154,第52号ピット（第 31図 149)の例は底部位の破片である。いずれも心持ち張り出しか

ある。地文はいずれも斜縄文で，第 52号ピソト出土例には底面に地文と同様の縄文がある。これら

は，前述した第2, 3類に伴うものかと思われる。色調は赤褐色でやや器面か光沢をもっている。

以上のような型式的特徴を有した土器は， どこに類例を求められるであろうか。

第1類は， 0段の撚糸原体による絡織体圧痕文という、しばから，円筒土器上層式に類似を求めるこ

とかでき，特に札桃市N309遺跡（上野・高橋編 1975)出土土器の内，第 I群E類と K類に対比さ

れる資料かと患われる。 122,123はE訊 124はK類に相当する。 E類は，大きく「サイベ；尺VI式」，

k類は「サイヘ沢VII式」（吉崎 1965)に含まれようかr

第2類は，地文の羽状縄文を重視すれば，纏文中期中葉～後半の時期では，サイベ沢V, VI式か

らサイベ沢VIIa式（森田・高橋 1967)，トコロ第 6類，伊達山・入辻第III類などの余市式系土器群な

どのいずれかに含まれるものである。また，高橋 (1972)が，サイベ沢Vll式と同一か，やや地方飢

要素が強ま/)た同筒土器とした「智東B式士器」も痢‘|＼譴文を主体とするようである。この内， ト

コロ第6類と余市式系統の土器群とは本類は対比でぎない。従って，円筒土器上層式の範疇に含ま

れる可能性が高い。弁状の大きい突起という点からも， このことはいえるであろう。また， 口唇部

直下に貼付幣を巡らし，突起ト―に垂下する貼付文を施すF法は，同筒士器卜屑作しの伝統であり， し

かも口縁部には貼付文が特にない例は，サイベ沢VII式に至ってはじめて認められるものである。具

体的には，島牧郡島牧村栄磯岩陰遺跡（峰山・金子ほか 1973)，浦河郡浦河町東白泉遺跡（橋本 1969

b)，札税市N309遺跡第 I群G, J類なとに若干認められる。なお，同遺跡の第 6号竪穴住居址状

遺構出土の半完形土器（卜野・高橋編 1975, P. 24, 第11図3)は，報告では第II群の範疇に含め

たが，これは間違いで，第 I群に含まれるものであった。また，第II群としたもののうち，第48図

253-259の資料も上述の半完形土器と共に，第 I群中に含まれるかと思われる。本類は，この資料

に非常に近いものである だだ，貼付文上の施文具か指頭ないしに 21、の指でつまみ出したもの

のみの例は初見である。ただN309遺跡の第6号竪穴住居址状遺構の例には，半載竹管の内面を押

捺したもの以外に，指頭の押圧か垂-卜する貼付文上に 2ヶ所ある。また，栄磯の I群 1類の資料中

にも，突起から垂下する貼付文の下端と上部に指頭の押圧がある例がある（報告の第6図l, 2, 

4'第5図3)。おそら〈本類を含めて，これらはほは‘「サイベ沢VII式」頃｛こ対比でぎるものと思わ

れる。

なお，札幌市手稲町砂山遺跡（石川 1967)，同市白石神社遺跡第 1号竪穴住居址褐色土層出土土器

（加藤・上野・羽賀 1973)などに，貼付文上に直交して指頭の押圧か認められるか，これと本類の

押捺とは違うもので，本類のは押捺の長軸は貼付文に平行し，かつ深く押圧し，爪痕か多くの場合

残っている。

第3類は，半載竹管を多用し，口唇部に刺突があり，縄文々々のある例は，札悦市白石神社発掘

区第 1群，石狩郡石狩町化畔M33遺跡（紅薬山砂丘上） （上野編 1974, P. 84, 第46図）などにあ

る。しかし，縄文々々という要素を除けば，いわゆる「天神山式」（高橋1972)に対比できると，息われる。
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この仲間は，札幌市平岸天神山遺跡（菊池 1967)，同市平岸坊子山遺跡（畑 1966)，同市N309遺跡

第II群，同市白石神社遺跡第 1号竪穴住居址床面および床面直上出土土器，沙流郡平取町平取小学

校，荷負小学校傍，小平の諸遺跡（河野本道 1900)，勇払郡早来町安平A遺跡（野村 1973)，岩内郡

岩内町柏木遺跡（大場・桐井 1958)などで出土している。この仲間は，貼付文と突起の有無で2つ

に細分される可能性もあるか，時期的には，サイベ沢VII式とかトコロ第 6類に近い位置が与えられ

るかと思われる。

第4類は，文様のモチーフとか，焼成，胎上，色調など第 3類に類似した点か多いか，施文上貝

には，第 3類でみられたように半載竹管は殆ど用いられず，平箆ないしは丸棒状工具か多く， これ

を間隔を開けて刺突している。また貼付文のある場合には，これに直交して同様のエ具で刻目をつ

けるのも 1つの特徴かと思われる。

類似の資料は，恵庭市柏木川遺跡4号住居址（高橋編 1971)から完形土器か出土している。また，

同遺跡の第5号住居址，第3号住居址などの資料も同類のものかと思われる。また，器形か若千異

なるか桧山郡上ノ国町大安在B遺跡Eトレンチ出土の完形土器（倉谷・小笠原 1972) も，これに近

い仲間かと思われる。また，近い所では，札幌市白石神社遺跡発掘区の第 I群の一部（報告の第 20

図6, 7など）も入るかと思われる。時期的には，羽状縄文かない所からサイベ沢VIIb式からあま

り遠くない時期に位されるかと思われる。

なお， 148は小さな円形刺突文か巡るか，同様の例は， 0ij述した石狩町M33遺跡でも犬神山式土

器の中に 1点含まれていた。これは， トコロ第 6類との近い関係を示唆してくれるものではあるま

いか。また，同様に円筒土器上層式系の土器群をトコロ第6類との近縁関係を示唆するものには，

札幌市N309遺跡の第 1群 l類（報告の第 45図 159~163)士器かある。これは，肥厚帯かあって，

その直下に円形刺突文ではなく，絡織体による半弧状の圧痕文か横環しているもので，桑原 (1966)

が指摘するとおリトコロ第6類は，円筒土器上層式系統の土器群の強い影響下のもとに出現した可

能性が高いことを小唆するものかと思われる。

おそらく，この第4}[（は， 1人神山式」，「智東B式」とか杓、各れる円筒土器 1：層式の地方肋式と直

核的な脈絡をもった」ー；；il甘て，従って，第3類に後続するi一器群かと思われる，ト

第5類は，円形刺突文の有無は不明であるか，伊達山式ないし入江第III類（吉崎 1965)に対比で

きるもので，余市式土器かと思われる。

すなわち，以上の土器群は，サイベ沢VI式併行（第 50図 122, 123) と余市式土器（同図 149)か

若干数のみで、あとはすべてサイベ沢VII(a, b)式併行ないしその直後位の時期に比定されるも

ので，時期的にかなりまとまりかあるようである。 （上野秀一）

(3) 縄文晩期末～続縄文期（第III,W群）

第III群土器（第 54図～第 59図，図版 46-48A) 

第Ill群t器としたものは，織文時代晩期終末から続縄文時代初頭にかけて位置すると思われる土

器である u その概要については，次の 15類に分けて記す。

172 



第1類（第54図155-159, 第27図113, 第34図240,252) 

沈線による連続三角形状の文様を主体とすることによ＇）て、変形工字文に il1,ナ：文様を作りだして

いる一群である。 155-158は，おそらく同一個体の土器の破片であろう。いすれも責の刻みを有す

る貼瘤が数ヶ所に見られる。器形は，浅鉢形であろうかど息われる。

本類に属するものの好例は，第 113号ピット出土士器（第 27図113)に見られる。口縁の状態は，

その全形がないために定かではないが，おそらく平口縁となろうか。器形は， 口縁から胴部中程ま

で直立し，以Fかなり急速にすぽまり， さらに，ややゆるやかな傾斜を見せて底へと連なる。底血

は，やや丸底の不安定な土器である。

文様は，口縁部と底部では，横走する沈線と地文としての罐文が見られる。胴部の文様は，上下

の無文帯によってはさまれ，横走沈線によって囲まれる菱形を描く数条の沈線が主体となる。この

菱形の中央部に，刻みの見られる上下に長い貼付幣か見られる。この貼付の中央には穿孔が施され

る（｝この沈線によって描かれる菱形の左右の角と，次の菱形に連なる箇所か，あたかも変形工字文

を思わせる文様を描き出している。底面にも全体的に織文が見られる。器向約 19cmである。

この類の出土土器は，それ程数か多〈なく，第98号ピット出土土器（第34図240)，第 100号ピ／

ト出上土器（第34図252)などにわすかに見られるのみである。ただ，単に口緑部の文様から見る

と，第III群第 10類とするものの一部は，胴部に本類と同様の文様を有するものが混じっている可能

性も，十分に考えられる。

第2類（第54図160-169, 第30図90, 108, llO, 第35図316)

数本の沈線により，三角形の文様を主体的に描くものである，， lI唇部と頸部に横走してめぐらす

沈線の間を，波状の数本の沈線を割りつけることによって，三角形状の文様を作るものである。文

様そのものは第 1類土器の如く整然としたものではなく，やや祖雑な感じかする。 167-169の如

〈，口唇の突起に心，て文様を構成するものも本類土器としたが，やや問題も見ろ I

器形は，平口緑刀朱鉢形を呈するものが多く見られるか， 165のような浅鉢、 167-1（う［） ／）ような

突起を有する深鉢形の上器もある。口唇部は，無文のものか多く，竹管様の＿1it:7)訓I(Il（こよる載痕

のあるもの (164, 169〉もわすかに見られる。

遺構からの出土例としては，第29号ピット（第30図90)，第33りピ／卜（第30図 108)，第 34

号ピット（第30図llO)，第 157号ピット（第 35図316)出土上器などが挙げられよう。

第3類（第 54図 170-174, 176) 

地文としての縄文と沈線文を主体とするもの。特に沈線による入組文を主体としたものは，その

一部か工字文に近い文様を描き出す。 170,171は，口唇に竹管様工具による刻みか施文される。遺

構からは本類として明確に分類できるものは出士していない。

第4類（第 54図 175, 177 -180) 
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沈線と地文の縄文．および沈線間に見られる竹管工具による円形刺突の組合せからなるもの。沈

線による文様の構成は．第 2類土器に近似する。器形は，口緑部に膨みの見られるいわゆるキャリパ

ー状に近い形をとるものかと思われる。本類の好例となるものは，遺構からは全く発見竺れていない

第5類（第54図181-185,第31図150,第33図205,213, 228, 231,第34図234,235,第35図298,

第36図320,321) 

やや細めの沈線ど地文としての遥文を主体どするものて，二本一組の沈線による波状連続文を描

くもの (181)，横走する数条の沈線を， 2本 l組の孤状の沈線により区画するもの (182-184)な

どかある。器形は，いずれも平n縁の深鉢形であり． 183は． r1唇に竹管様上具の側面による刻みか

見られ、 184は．線遥文1こより刻みかつげられる。これらの上器に対し， 185はやや異った様相をホ

す。横走する乎行‘1尤線により区1血される文椋俯中に，同しく沈線による横長の楕円形の文様を軍孤

文風に描き出している。器形は， I氏径の大答な浅鉢形となろうか。

本いとしたものは．遺構からもかなり発見竺れている第 52号ピ，，卜＼第 31図 15(）｝，第 81号ヒ，

ト（第 33図205)．第 84号ヒ／卜（第 33図213)，第95号ピット（第 33図228,231)．第 98号ピ／

ト（第 34図234,235)，第 146号ピット（第 35図298)，第 159号ピノト（第 36図320,321)など

から出土している，

第6類（第54図186~189, 第55図190~196, 第28図3, 第34図238, 第36図342)

横走する太い沈線を主体どし， この沈線を結節するような状態て、誓の刻みのみられる貼船を有

ずるもの。 188、190は，口唇 1こにも編文を施文し，内面に 2条の柚走沈線とか緬文が施文される。

191は，口抒および内面に縄文か施文される。 192,196は，頸部に無文帯を配する。 193,194は，

以上のものとは異なり，刻みの見られない貼瘤をつけるものであり，第 7類上器と共通する要素か

強し、 C

器形は，いずれも深鉢形で， 196のみが頸部か（く）の字に胃仙する形態を小す。

本類土器は，第 2号ヒ‘‘ノト（第 28図3)，第 133号ピット（第 34図238)，笥 185号ピ／ l、1、第 36

図342)などに見られる たた，第 185号ピ／卜出士七器 (3む〕 C7)文様を見ると，第 2類とした土

器のうち第 54図 168に相通ずる文梯も見られる。 168は，本米第6類としてll又り扱うべ差ものであ

るかもしれない。

第 7 類（第55図 197~199, 第36図349)

いわゆる舟形の器Ifクを堪すると思われるものを本類とした。舟形の先端にあたる部分を肥厚させ

るか，あるいは紆もの貼付帝をつける］97, 199 Iこふ穿孔が行なわれている 文様1ま貼付，あるいは

肥厚部分を中心とす菱形の文様か主体である。太くやや粗雑な沈線によるもの (197)，やや細い沈

線と幣縄文様の文様によるもの (198,199)がある。器形も Il緑部に若干他みの見られるもの (197),

ロ縁部か直立し，野部で（く）の字状に彎曲するもの (1991かある。
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遺構からの出土例は，第194号ピット（第36図349)で一点出土しているのみである。

第8類（第55図200,201, 227, 第29図50)

地文としての縫文と，やや細い数条の横走する沈線の見られるもの。第 5類士器の沈線に近い施

文工具による沈線が多い。 227は，口唇に刻み目を有し，裏面にも横走沈線が施文される。表面の横

走沈線上には，意識的に施文したと思われる刻みかーケ所見られる。器形は，深鉢形である。

遺構からは第21号ピット（第29図50)から一点出土している。

第9類（第 55図202-204)

横走する短い沈線を連続的に用いるもの (202)，縦走する沈線と円形工具による刺突を配するも

ので，口唇に刻みのつけられるもの (203)，口唇部にめぐらす横走沈線と，これより垂下する波状

沈線を配し，口唇を広く内側に突出し，縄文と沈線を施文するもの (204)がある。

本類士器は，遺構からの出土土器中にはその好例を見ることができない。

第 10類（第55図205-226, 第27図20ほか）

地文としての縄文と，やや太いエ具により施文される横走沈線を主体とするもの。本遺跡からの

出土土器のうちで，第 13類に次いで多く見られる土器である。

口唇が無文のもの (205-208,215)， 口唇に中嘔なIり1杉r^具による刺突の見られるもの (218),

口唇に刻みと縄文を施文するもの (209,210)，口唇に直交して縄線文を施し，刻み目状にしたもの

(213)，円形工具の側面による刻みをつけるもの (211,212, 214, 225)，縄文を施文するもの (219

~22l)，口唇に直交する縄線文と，内面に横走する縄線文をつけるもの (216)．内面に横走沈線の

見られるもの (217)などがある。

器形は，単純な深鉢形かキ体を占めるが， 11緑部かややや9曲するもの (214)，胴部に佑千の膨み

が見られるもの (224) もある。

遺構からの出1一例も多く，その個々については晶述しないか．おおよそ前述の諸特徴からとらえ

ることができるかと思われるが．これらの中でも，第 113号ピット出土の大形破片（第27図20)は，

ロ縁に 2条の沈線をめぐらし， 口唇から底部へと直線的な形態の深鉢形で，やや揚底となる。器高

は，約 15cmである。

第 11類（第32図162, 178，第55図228)

非常に堅緻な焼成で，表裏ともに滑沢をおびており，太い沈線によリエ字文を形づくるものであ

る。

本類の好例となるものは，第67号ピット出土土器（第32図 178)に見ることかできる。 178は，

いわゆる台付の浅鉢で，口縁部に 4個の大形突起を有するものであろう。突起頂には，刻みのある，

いわゆるB状の小突起か見られ，文様は，やや変形のエ字文か中体となる。大形突起の内面は，沈

176 



門
／
＇
口
汀
い
＇
／
且
ー
｀
／
誓
虹
〗
竺J
2
9

2
 
l

i

j
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線により区lIlj1竺れる。 177,228ともに一部に朱の塗布かうかがわれる残滓が認められる。

小破片なガら筍 56号ヒノト出士士器 i第32図162)も本類に入れることができよう。

第12類（第56図230~232, 第28図27, 第30図96)

無文土器の一群である。わずかに口唇に縄線文による刻みの見られるもの(230)ガ一例見られる。

231, 232は，皿形に近い器形となろうか。

遺構から発見された無文のものでは，表面に整形痕の認められるもの（第28図27)もある。第29

号ピット出上土器（第30図961は，深鉢形土器の好例てある。

第 13類（第56図233-238, 第29図56,57, 第30図101．第35図317．第36図330)

地文としての縄文と，沈線に似せた横走縄線文による文様を有するもので， 口唇に縄文を施文す

るもの (233)．刻みをつけるもの (235,236, 238)，亥lJみと横走沈線を施文するもの (237)などか

ある。 237は，遥線文の下端こ半載竹管様のエ具の内面を弔いた．粗雑な波状沈線を施文する。器形

は，いずれも深鉢形である。

遺構内からの発見数は非常に少なく，第19・ 20 ・ 21号ピット （第29図56,57)，第30号ピノト

（第 30図101)，第 157号ピノト（第35図317)，第 177号ピット（第36図330)などかある。第 177

サピソト出土の I器は， 237の土器に近似するものである。

第 14類（第56図239-255, 第57,58図，第26図8~10，第27図19,2Hiか）

土器の表面に池文としての遥文のみを施文する一群である。大きく分けて数種類に分類できるよ

うである。

1つは，口唇上に撚糸圧痕の見られるもの (231~251)で， これらのうちで240,241, 242は，

小突起を有し，その突起部分にのみ数条の撚糸圧痕を施文する。また，突起部分にのみ， rl唇に直

交する撚糸圧痕を施文し，他の部分には， 口届に沿って撚糸を押捺するもの (239)，口怜しこ貞交し

て撚糸を押圧するもので，さらに編文を施文するもの (246,247)，同じく撚糸圧痕の見られるもの

で，これを指紋状に施文するもの (248,249)などがある。 249は，竹管様工具の側面による押捺が

併用される。 251は，口唇の平行する撚糸圧痕と，裏面に 2条刺突文をめぐらしているものである。

また， 1つはやや大形の突起を有し，その裏面に罐文と竹管による太い粗雑な沈線を配するもの

(252-255)，口唇に直交して施文される縄線文と織文を特徴とするもの (256-258)，口唇に纏文

の施文されるもの (259,260, 262 ~ 267), 口唇に直交して絹線文のつけられるもの（ご61八竹管様

工具の側面による刻みと縄文を口唇に施文ずるもの (268-270)である。 269は，裏面にも 2条の縄

線文が施文されている。

また， 271~275は，いずれも口径の大きく広かる浅鉢形の土器で， 4個の突起を有するものであ

る。 271,274, 275は，突起頂部を指頭で押捺したもので，口唇および裏面には縄文かり也文される。

276~290は，表面の縄文のみを特徴とする一群である。
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第57図発掘区出土土器拓影図 (8)（第III群）

180 



s..,.．． 
..-’ぶしで‘心會ミ芯迂．ゞ八．＇ヽ．＂：．

．．、ユ
•9 

'"、-J’

”tぞや

、'ヽ
r

ヽ
'
,

,r 
●
’
 

み、Y
5
 

', ＇ 
t
 *r̀
 贔

礼―ん6`i” 

し

，． 
t
ム

"~ 

＇f ^̂ ・・
. ~ 

--' 呵奮•
． 
'.  --， `． へヽ← ，＜ ·,• i .． ． 

..:••ぶ·..，‘`’9 ．｀＼子、
・ •,9. ̀  9 會• - t.言，ヽ 9•, '̀―・9.. • ・‘9亀．．，3‘・ •, A’ ・'̀̀9. 、・，今・・・，ヽ:・-•·., 、9 :、,̀ -.． 9: • •‘、.

ヽ
~

275 

8
 
7
 
2
 

IJ、
9·~ 

7
 

.• 
~
 

｀
望
パ
3
2
7

＾
烹'
h
•
5
3
'

〉
ペ

ぶ

・-f
ヽ

ぢ
,
～
ゃ
込
、
J

轟
で•ごrへ
さ
茫
讐

・・ぶ
'
e
t

、o
ぶ
心
{

ア

I¥
；.9.;

、
‘~、ぷ'.、ゞ

{
↑
↑
小

'
,
 

8
 

I
J
 

..,' 

』

さ
、
＇
ヽ
‘
.

.̀ 

・
~

•“ 

6
 
7
 

.

5

,

‘

3ヽ

t
 

・
~

｝

、

．

，

2

9
,
 

，
 

ー

万り
8
 
2
 

□
``ソ．
ぐ，
4

'ゞif̂

ぷ
さ
’
’
,
'

＂

f̀ぐーi
"‘t 

□
 
゜

疇

1

8

ざッ

2

伍

/

：：＇
f

み
姿

ぷ
図
•

E

ー・・

289 

汀桑
翠
‘~283

｛
ぐ
・
・
ょ
食
，
」
ミ

／
 

.

4

.

2

 :28 

・`....J 

ぃヽ

7

-

咬

／

8

-

l/＇， 
ゞ
っ
~
．

t

{`、●
L

"

:

V

・

2

·
プ
，
ヽ
＼
~
ご
~
一

~
ィ
、

6
i
~
贔
一

’
~
[
~
·
~
ヽ
―

9

-

9]
：
ふ
ヽ

-" 
i~• 

J
へ・'

一
~
・ロ
・
fu,285/ ゜

U

/

 

-

4

 

8
 

r
,
 

，
 

ふ
•
2
7
.

＇rり
令
、
·
’
ぶ
’
心

2

f.[

、
り
・
・
・
・
｀
，
｀

メ＇，岱

1,5ど
厄ヽ；ら•,J.‘ 
,

9

}

 

k心
A
.
.
9、‘
んグ，

●
’
 

，

公

谷
i
.̂

J 9．ノ・；ヽ
貪
メ
う
・

:
｀
-
.
＂
．

g:' 

.9r’
ぷ、9
、

］
 

，
＇
函

，
 

10cm 

第58図発掘区出土土器拓影図 (9)（第m群）
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完形土器では，［］縁に小突起を有し、底部1こ刻みの見られる浅鉢形土器（第27図24, XV-H-

24)がある。

本類士等の器形は，深鉢厄浅鉢形，ボウ）し状に近い浅鉢形土器の三種である。

本類にJ属するものは，遺構からもかなりの贔が出土している。その一つ一つについて説明を加え

ないが，完形t器あろいは復元完形土器となったものについてのみ簡単に記述する。

第 19りヒ°ット出上土器（第 26図 9)は現存器高 12.5cmの深鉢形土器で，口唇にも縄文か見

られる。

第28りピット出土土器＼第 26図 8)は，器高約 12.8cmの浅鉢形士器である。口唇部に縄文を

施文し，底面にも縄文が施文される。同じく策 26図 10は， 口径の大ぎな浅鉢形土器で， 口縁かや

や波状を呈するものと思われる。第 100号ピット出土土器（第 27図 19)は，口唇に太い円形」涅具の

側面による押捺を行ない小波状を呈する。器面には，纏文を施文しているか，その一部は整形によ

り）朽消されている。第 180号ピット出土土器（第 27図21)は，胴部下半を欠失する深鉢形土器で，

口唇に縞文が施文される。

第 15類（第35図307,308) 

発掘区からは，一片も出土していないか，第 154号ピ I 卜から出土した 2片／）同一個体の土器か

この類に入る。

器形は，口緑の形を見ると、円形あるいは舟形どはならす，やや方形を呈するものと思われる

文様は，口唇に円形工具による刻みと撚糸圧痕か見られる。器面には，指頭による押圧と思われる

文様をもつ隆起帯をもち，その両側は，編文を磨り消している。この縄文は，円形工貝の先端によ

る刺突により型どられている。

底部（第59図291~311, 第26図 1, 12, 第27図13)

291, 292は，底の平坦な土器で地文としての縄文のみ施文され，底面にも縄文の見られるもので

ある。 292Iょ，浅鉢杉士器てあろう。 29げ～300は，やや揚げ底気味1こ｛乍られ，底の中央部が丸味を

帯びる形態を示す。 299,300を除いて底面にも縄文が施文される。 301~303は，胴部から底に移る

部分に， 1条ないし 2条の沈線か見ら几特に 303は底にも刻みと沈線，そして縄文が施文される。

304は，前述の底部に類するものであるが，沈線のかわりに縄線文をめぐらす。 305,307は，胴部

下半より無文である。 308は，おそらく舟形七器の破片であろう。胴部ド半，底面ともに縄文と沈線

による文枯が見られる。 309は無文の浅いボウル状を『し， 310は，台付の浅鉢である。 311は，

やはり舟形土器の底部と思われる。

遺構出＿上のものでは，第 1号ピット（第 26図 l)，第 46号ピット（第 27図13) を除いて，浅鉢

形，深鉢／杉土器の器形を問わず，いすれも底面に褪文か施文される C また底面の形態も平底のもの

と，やや丸味をおびるものの二者かある。第 34号ピット出士士器（第 26図 12)は，胴部に 2本 1

組の縦走沈線を配し，底面近くで横走する 3本の沈線をめぐらす。底面は，十字に交差する沈線に
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第 59図発掘区出土土器拓影図 (10)（第III群底部）
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第60図 発掘区出土土器拓影図 (11)（第w群）

より四分割し， それそれに沈線による文様を対村的につけている。

第w群土器（第 60図， 図版48B) 

続縄文時代に位置することか明らかなものを本群とした。 その出土量は極めて少ない。

第1類（第 60図312-321,325) 

恵山式土器の概念の中で捉えられるものである。頸部の直立する甕形土器で， 口縁には， 刻みの

見られる小突起を有し， 口唇の刻みと， 頸部の横走刺突によってはさまれる 8条の沈線が見られる

もの (312)，横走沈線ど鋸歯状沈線の施文されるもの (313-316)，横走沈線をi：体とするもの (317

-321)などがある。 325は， 揚げ底の底部である。

第2類（第 60図322-324, 326) 

後北式上器として捉えることかでぎるものである。沈線によってはさまれる刺突文と縄文を主体
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とし，胴部下半には 2本 1組の沈線による鋸歯状文の見られるもの(324),324と同様な土器であり，

裏面に縄線文の見られるもの (323)，沈線と帯織文によるもの (322)がある。 326は，本群第 1類，

または第III群土器の中においても捉えることができるが，胎上，焼成などから本類とした。

以上，本遺跡出土の第III群、第1V群土器としたものについて．その概略を記してきた。次にこれ

らの土器が，道央部における編年のなかで， どのような位置におかれるものであるかについて簡単

に触れてみたい。

第III群土器の編年的位置を求めるのに，最もホ唆に富む土器として，第 11類とした土器のうちで

第67号ピット出土の土器（第 32図 178)が挙げられよう。この土器は，おそらく台付の浅鉢形（高

杯形）を呈するであろうと思われる表裏ともに滑沢をおびた精製土器である。大きな波状口縁を呈

し，波頂部に刻みのあるやや発達した突起が見られ， 口唇と口縁に沿う沈線および沈線によるエ字

文風の文様が特徴的である。このような土器の発掘調査による資料は．現在のところその報告例は

全く知られていない。

本遺跡の第III群土器，あるいは他の群の土器とも全く趣ぎを異にするものであり，その文様・胎

土・焼成などから明らかに本ヽ）•I1の大洞系の土器を製品として移人したものと考えられよう。この土

器の編年する位置は，多くの識者によれば大洞A'式よりやや新らしく，二枚橋式よりもやや古いの

ではないかとの見方が一般的なようである。（社）

この土器と他の第III群土器かどのような関係にあるかについては，発掘調査時にこの両者が共伴

するものであるか否かについて決定しうる証は，全く何ら得られていない。ただ従来の発掘調査に

よる晩期末葉から続織文期初頭の遺跡から発見されている十器から見ると，この両者は同一時期か，

あるいは極めて近接した時期の所産として捉えることができるようである。

たとえば．本遺跡の第III群各頂土器のうち，第 1類土器は，千歳市ママチ遺跡（石川・佐藤 1971)

に類するものが見られ，第 2類七器は，東川町幌倉沼遺跡（佐藤 1966)，妹背牛町メム川遺跡（高橋・

野村 1972)出土のものに類似するものが見られる。第3類土器は，やや文様の構成は異なるが，円

形の刺突を沈線の末端に配する f法は，やはりメム川遺跡の一部の土器に見られ，第 5類土器は，

大狩部逍跡（藤本 1960, 1961)から出土している。第6類土器は，ママチ遺跡，長沼町タンネトウ

遺跡（野村 1962)に見られ，第7類土器としたものは，北海道の該時期に極めて特徴的な舟形を呈

する土器で，前述の遺跡のほかにも栗山町鳩山直跡（野村 1964,1965)の道央部の例を始め，白糠

町オンネチカップ遺跡（｛尺・岡崎 1966)など辿束域1こも広く見られる。第 10類，第 12類以降の土

器も前述の遺跡から一般的に発見されている。

前述の各遺跡ふいづれも晩期末艇から続縄文期初頭に位置する編年を有するものであり，その

現状は，タンネトウL式土器→大狩部式土器への移行で捉えるのが一般的なようである（吉崎

1965)。そして晩期後半の土器は，ともすればタンネトウL式土器として一括して捉えられる傾向に

あった。

しかし，極めて時間的・空間的に近接しているタンネトウ遺跡．ママチ遺跡，そして本遺跡第m
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群土器の三者についてのみ比較検討してみた場合，いわゆるタンネトウ遺跡出土の—•群には，道南

地方の大洞 C2-A式土器ど近い関係にある Hノ浜式土器の共伴が見られるところより，その位置す

るところは自ずから決定することかできよう。そして，本遺跡第III群土器は，その共伴する大洞系

の L器によって大洞A'式と□枚橋式の中間に位潰づけられることは動かせない事実と言えよう。
このような事実からママチ逍跡出土の土器を見ると，タンネトウL式土器に見られるような工字

文風の文様と刻みを有する貼瘤文の組合せを有する土器，太い工具による波状沈線を有する上器な

どか見られるとともに，沈線による変形工字文を形づくる本遺跡第 1類土器に近似するものの存在

も見ることができる。しかし，ママチ逍跡出七のものには，本遺跡第2類，第5類に見られるよう

な土器が存在しないこと，本遺跡第 9類とした太い工具による波状沈線の出土頻数か本遺跡より多

く，よりタンネトウL式土器に近い要素が見られる。このように概観した結果に基づいての大胆な

編年を組み立てれは，道央部においてはタンネトウL式土器→ママチ遺跡出十」七器→本遺跡第III群

1器といった変遷をたどるものと推測することができようか そして，新冠町氷川遺跡（愛下・橋

本はか 1975)に見られるような，本遺跡第こ頃，第 11屈を中体とする土器と，第 11類のエ字文が

より北海道的なものへと変化したことをうかかわせる一群の土器の定着へと変化していくのかもし

れない。

以上のように見ると，本遺跡第III群土器については，従米その位置と性格を明確にされていなかっ

た一群として理解することかで邑本報告の中では便耳的に「西岡式土器」と仮称しておきたい。

ただこの「西岡式士器」の中にも第 1類，第6類土器と第2類，第 5類土器のようにやや趣各を異

にする士器か見られ，今後さらに検討を加えなければなるまい。

そして，苔らに問題となってくるのは，「西岡式土器」にある程度共通する要素を有する土器を出

土する幌倉沼遺跡、 メムJII遺跡出土の土器の扱い，太い波状の沈線文土器を主体とする鳩山遺跡第

3地点出土の士器あるいは続縫文時代初頭に位置つけられている太狩部式士器，氷川遺跡出土上

器との関連なとについてもタンネトウL式土器，ママチ遺跡出土土器なととともに総合的に比較検

討を加えなければなるまい。前述の各遺跡出士土器には，それぞれにわすかなから組成の変化が認

められるが，それらの時間的，空間的な関係について今後鋭意検討を加えていきたい。

本報告の中にあっては，結論ばかりを先走り，説得力の十分な説明を加えられなかったが，前述

の問題なども含めて「道央部における縫文晩期終末から続縄文初頭の諸問題ー特に1杖称「西岡式土

器」を中心として一」（仮題）とでも題する駄文を—・年以内に発表して，問題解決の一助にしたいと

考えている。 （加藤邦雄）

註 ：この土器については．磯鯰止彦、伊藤玄三，富樫泰時．橘善光鈴木克彦．野村崇、森田知忠．福田友之グ）n者氏より種々

有益なる御教示をいただいた。
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第 2節 土製品について（第61図，図版49A ・ B) 

土製品ないし土製品様のものは，遺構と発掘区から各々 3点出士しているか，第 95号ピット出土

例を除いては，土製品というよりは．上器製作時における在上げ用の枯土紐を焼いだものである。

第95号ピット出土例（第61図 1)は，下部を欠失しているが．現存部の平面形9よ，左図面左縁

が，やや内反り気味，右緑がやや外反り気味て，十端は丸くカーブしているものである。断面形で

みると人面（左図面）は中央がやや盛り卜カゞるようにカーブし，裏面は表面と同しように中央部か

ややへこむよう 1こカーブしている。厚さは 5mm程で薄い，＂表面には，先端がややささくれだった

半載竹符を用いて，中央部を除く一面に刺突が施されている。図で幅広く示された刺突文は．竹管

の外面を押捺したもの．左側などにある幅の狭い刺突文は竹管の側面を押捺したものである。この

竹管の刺突を施文後に，横に細い縄文原体を押捺している。中央部は指頭によって勾£形状にへこ

みがつけられており．その下端には．伯径 5mm程の貫通する丸穴が開けられている。

文様のモチーフからいくと，前述した第III群の士器に特徴的に認められるものであるか，この責

料が果して，土器の一部なのか．あるいはそれ自身土製品として作られたものか，そして土製品で

れれば， どういう性格のものかは．これだけの資料からは判然としないc

さて，粘土紐を焼いた奇料は 5点出士している。いずれも，粘土を掌中です屋ったり．丸棒状にこ

ねたもので，挿図では明瞭に示しえなかったか，図版に示した通り，爪痕や指紋がついている。

第 108号ピ／卜出土例（第 61図 2)は，ー番番大きいもので，左図面上部と下端は剥脱しているが，

側面図に示した所は掌中に捏ったような形態で．左図面左下と上の左側に指紋が残っている。下の

＇ 三 'lP9、]

ハリり

’’ , 5 1表採 I
こ 3.Pl9~21 0。和 と6.IXIV・H・201
第61図土製品実測図
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は，大きさからいって親指かもしれない。

第19-21サピット出土例（第61図3)は，糸巻の形をした扁平なもので，左図面側はなめらか

であるが，右図面側は平坦で，小礫とか砂の押圧痕が所々ある。

発掘区出土例（第61図4~ 6)の内， 4は枯土をこねて，断面楕円形に丸くこね上げた資料であ

る。 5は，掌中で握ったもので， llhj側面に指の太さ程のへこみかある。全体の厚さも手で捏って，

丁度いい大きさである。 6は， 4と同様に丸棒状にこね上げたものであるが，図示した三面に，各々

3個ずつ縦に並んで，明瞭な爪痕が深く残っている。また，右図面上部には指紋の一部かついてい

る。爪痕の大きさは長さ 1cm程で小さく，焼成時に多少縮少しているとは思われるが，親指以外の

爪痕かと思われる。

以上の資料は，焼成からいってその伴出時期は， III期の所産かと思われるか‘，これらは焼けてい

るとはいえ，形態上でも特にまとまりはなく，あくまでも土器製作時に作る粘土紐力ゞ，たまたま焼

けたものと解するのか，一番妥当な見解かと思われる。しかし，後述する黒耀石製の棒状原石とも

関連して，今後江紅すべき資料かもしれない。 （上野 秀一）
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第 3節石器群について

本遺跡からは，遺構内から 93点，発掘区から 276点に及ぶ石器群が出土している。イi器の器種は，

石鏃，石鈷および石槍，ナイフ状石器（縦形石匙，靴型石器），各種の削器とオ蚤器，フレーク・コアー，

両面体石器，黒耀石棒状原石，石斧，石錘，擦石，各種の砥石，石鋸，石皿，台石，敲石など多様

である。これらの石器群は．そのほとんどは，器種型式から判断して， m期に伴うものであるが，

幾つか I期の所産の資料がある。ただし， II期の資料については，本遺跡においては斯期のものと

断定できるほど型式学的に明確なものは少なく，抽出することが困難であった。

なお，石器全点の計測値と石質に関しては，第6, 7表に一覧表にして示した。

1 石鏃 （第62図1-21, 23, 24, 図版50, 第37図 1, 5, 8, 21, 23, 第38図28,31, 

37, 41, 第39図51,53, 図版38,39) 

本遺跡発掘区より出土した石鏃は，すべて黒耀石製のもので．有茎石鏃6点，柳葉形石鏃1点，

無茎石鏃14点の計21点である。素材面の残っているものでみると，素材は縦長剥片が7例で，横

長剥片は，わずかに 1例てあった。

有茎石鏃は全体に逆刺の弱いものがほとんどである。 1は，縦長剥片から製作されたもので．茎

部先端を欠損しているか，全長5.9cm,尖頭部の指数は 3.5と狭長なものである。入念な両面加工

で尖頭部は側縁にややふく りみを持たせた形に仕上けている。 2は，逆刺の袂りかほとんど認め

られず，茎部は正三角形である。 3は，尖頭部先端，茎部ともに欠損している。 2, 3共．尖頭部

の指数は 2.0と2.5でやや長い。

4は．尖頭部指数が 1.2とかなり幅広い形態で．太くて長い茎部を有することから鈷先の"I能性

も考慮する必要かあるかもしれない。 a面右の逆刺が小破損後に，焼けている。 5は．尖頭部先端

を大きく欠損しており，尖頭部の a面右側が少し挟れていて．全体として不整形である。また．こ

の部分は刃つぶれが著しい。また． b面中央にある判離の稜線は使用により摩滅しており．短軸方

向に散発的な擦痕が認められた。 6は，尖頭部を半欠しており．形態は不明であるが．大形のもの

と思われる。逆刺は非常に弱く，尖頭部から茎部へとなだらかに続いている。 7は柳葉形で，胴最

大幅は下半部にあって．不明瞭なから茎の作出が認められる。素材は．横長剥片で．打面かa面左

中央縁に残っている。全体にやや粗い加工で， a面右下部緑と b面左上部およぴ右下部緑はやや背

の高い加工である。

無茎石鏃は，尖頭部の指数が1.5になる 17のような幅広なものを除くと，全体に 1.8~2.3の間

に集中し，尖頭部が長い例が多い。 8は，先端部を欠損しているが，やや厚味があり，甚底に浅い

扶りが入っている。 9は．両面中央に幅広く縦長判片の素材面を残し薄い。基底の挟りは浅く，入

念な加工である。 10は， a面左側緑を一部欠損している。基底の挟りはやや深い。 11は， a面の一

部に原石面． b面中央に幅広く縦長剥片の素材面を残している。 a面右逆刺を欠損しているが．基
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底の挟りはやや深い。側面観は，ややカーブしている。 12は，先端が欠損している。全体に厚みが

あり，基底の袂りは，非常に浅いものである。 13は，尖頭部を大きく欠損しており，欠損後強度に

焼けている。基底の袂りは浅い。 14は，全体に大まかな加工で，尖頭部には鋭さか感じられない。

基底は平らである。 15は，今迄のに比べやや小形で，側面観が幾分カーブし， b面中央には縦長剥

片の素材面を幅広く残している。基底は平らである。 16は，尖頭部の指数が1.8とやや幅広で，大

まかな両面加工である。 b面中央に，縦長剥片の素材面を残している。逆刺の部分は短いながら一

つの面を作っており，全体に不整の五角形を呈している。先端を小破損している。 17は，全長の割

に幅があり尖頭部の下半部まで輻広で，全体に五角形に近い形態を呈している。基底の挟りはやや

浅い。 18は，尖頭部と a面右逆刺部分を大きく欠損している。逆刺は丸味がある。 19は，全長約 1.

9cmと非常に小形で先端を小破捐している。側面観はややカーブしていて，基底には挟りか入って

いる。

20, 21ともに尖頭部の卜半部を欠損しているか，かなり大形のものであったと思われる。 21の方

は，基底の挟りか深い。大きさから判断すると，この 2点は石鈷の機能を持ったものかもしれない。

遺構から出土したものは，有茎石鏃4点，無茎石鏃7点，柳葉形鏃l点の計 12点で発掘区同様，

全例黒耀石製である。第44号ピソトのS-1（第38図28)は，発掘区の第 62図 lとほとんど同形

で狭長な形態を呈するが，前者の方が，断面にやや厚みがあり，尖頭部側縁のふくらみは少ない。

尖頭部先端と茎部を欠担している。石質も向者共に赤色の混じった黒耀石である。第4号ピットの

S-11（第37図8)は，第62図3に近いが逆刺はより強く，全体に薄い。茎部を欠損している。

第2号ピットのS-1（第37図5)は，断面がa面側に盛り上がった半月形を呈する。入念な両面

加上で素材は判別し難い。逆刺はあまり強くなく，太い茎を有する。第52号ピットのS-1（第38

図31)は，横長剥片を素材としたもので， a面右上部縁には切断面か残り，また全体に側縁は背の

高い加工で，尖頭部から茎部にかけてのエッヂは摩減している。逆刺は弱く，茎部先端を小欠損し

ている。

無茎石鏃は，全体的特徴として，入念な加工で基底に浅い挟りがあり，外側にふくらんだ尖頭部

を有するものである。第 54号石組のS-32（第37図 l)は，尖頭部が五角形に近い形態で，基底

の挟りは，幅広でやや深い。人念なI山j面加工で，素材は不明である。第 3号ピットのS-1,第26

号ピットのS-1，第 104号ピットのs-2,第107号ピットのS-1（第37図6,21, 39図51,
53)は， IItl面ないし b面中央に幅広く索材面を残す薄形のもので，第 107号ピ・ノトの横長剥片を除

く3点は，縦長剥片から作られたものである。第 107号ピット例は，発掘区の第62図9の例と類似

し，両面に素材血を残しており，基底の挟りや厚み，加じなども似ている。第 3号ピットのS-1

は，側面観がb面側にややカーブしている。第26号ピットのs-2,第104号ピットのS-2は，
両面に素材面を残し，側縁加工のみの例である。

第33号ピットのS-1 （第37図23)は， a面側か盛り上かった半月形の断面を呈し，厚みかあ

る。基底の扶りは，浅いものである。横幅が広く，尖頭部の指数 1.4である。第95号ピットのs-
1 （第38図41)は，全長4.5cm,最大幅2.0cmとかなり大形である。入念な両面加工で素材は不
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明であるが，甚底の袂りは深い。発掘区の第 62図20,21は上部を大ぎく欠損しているが，大きさ

などの点で，同種のものかと思われる。いずれも，石鈷先的用途を考慮せねばならないかもしれな

い。柳葉形鏃は，第 77号ピット（第38図 37)の1点のみである。 a面側に盛り上がった半月形の

断面を兒し， a面は入念な加工であるが， b面に原石面を残し，加工も roughである。

なお，発掘区の第 62図4~6例を除いては，瀬棚町南川遺跡の報告（土田・上野 1976)で示した

通り，その形態と組み合せから縄文晩期末から続織文期初珀（本遺跡のIII期）の所産かと思、われる。

また，発掘区の第62図20と21,第95号ピットのS-1などは，前述した通り大きさからいって，

行鈷先としての用途を考収せいばならないかもしれないし

2 石鈷および石槍（第 62図22, 図版 50, 第37図9, 第38図32, 図版38)

石鈷ないし石槍と思われるものは，発掘区から 1点，遺構から 2点出土している。石質はいずれ

も黒耀石である。

発掘区から出土した第 62図22は，入念な両面加工で，左右対称の整った形態である。尖頭部の

指数は， 1.25と幅広で，側縁にやや丸味を持たせた形である。太くて長い柄部を有し，両面の右測

に刃つぶれがみられる。柄部基底は，やや尖っている。全体に大形で尖頭部が広いことから，第 62

図28例と同様のナイフ状石器の可能性もある。

遺構から出土した 2点の内，第4号ピットの例（第37図9)は，上部を欠損しているため，本来

の形は不明であるが．入念な両面加工で，右側のみ弱い逆刺がある。柄部は先端か尖っている。欠

損後，全体に軽く熱作用を受けている。第 62号ピットのS-2（第 38図32)も入念な両面加工で，

素材は不明であるが，逆刺はなく。尖頭部先端を欠損している。柄部a面右縁には細部加工が施さ

れている。大形の石鏃とも考えられる。

3 石錐（第 62図25, 図版 50, 第39図52, 図版39)

25は，やや部厚い縦長の剥片から作られに有柄石錐である。 a面下部に背の高い加工を施し， b

面下端から上に短い狭長の剥離を 3本入れ，刺突部分を作出している。刺突部分の断面は三角形を

呈する。なお， b面のバルプは negativeである。黒耀石製。

第 104号ピ‘ノトのS-1（第 39図52)は， a面右側に原石面を残し，半両面加工で， a面下部と

b面全面に入念な加工を施し刺突部分を作出した，有柄の錐である。 b面上部に一次剥離面が残っ

ており，やや幅広の縦長剥片から作られたものであろう。上端と a面左側緑に刃つぶれが認められ

る。

4 ナイフ状石器（第 62図26~33, 図版 50, 第37図 12, 第38図 29, 図版38)

発掘区からは，計8点のナイフ状石器が検出されている。

26は，小さいつまみと縦に長い刃部を有するもので，いわゆる縦形石匙と呼ばれるものである。

人念な片面加工で，つまみ部分は b面側にも加工があり， a面右側緑の加工の方が肯か高い。刃つ
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ぶれは a面右側縁に著しい。石質は，硬質頁岩である。

27~33は，いわゆる「靴型石器」といわれるものか，それに近い形態を呈したナイフ状石器であ

る。 27,28, 31は，両面ないし半両面加工で，いずれも太い柄を有し，他端に尖頭部を作出してい

るものである。 27は，半両面加工で， b面側は，柄部と右側縁にのみ粗い加工がある。素材は，部

厚い縦長剥片である。 a面右側縁が左に比べて背の高い加工であり．刃つぶれも．より右の方が著

しい。側面観は， a面側にカープした形である。尖頭部先端は，丸く鋭さはない。璃瑞質頁岩製で

ある。 28は，両面加工で，やや幅広の刃部をもち，尖頭部先端は鋭く a面右には，やや丸みのある

突き出しを作出している。柄部と刃部の境には浅いくびれが認められる。柄部上端を一部欠損する。

黒曜石製。 29,30, 32, 33は，側縁加工で，太いつまみないし柄を有している。 31も，両面加工で

太い柄と丸みを帯ぴた刃部を有し、全周に入念な加工を施している。 a面右側縁は背の高い加上で

あり，刃部に刃つぶれがみられる。なお，柄部上端は原石面である。 29は，泥岩製で，つまみがあ

り， a面両側縁と b面つまみ付近にカII工かある。素材は横長剥片で， b面にバルブが残っている。

刃部下端は欠損している。 30は，太い柄と丸い幅広の刃部がある。 a面側緑全周にやや背の高い加

工がある。 a面中央に走る稜線は，少し摩減しており，両側緑の刃つふれが著しい。黒耀石製であ

る。 32は，三角形の剥片の一側縁を刃部として加工し，他方の上部にくびれを入れたものである。

刃部の刃つぶれは顕著で， b面のリングの稜線は摩滅している。 33も側縁加工で， a面左側縁から

下（刃）縁にかItて背の高い加工が施されている。 a面右側縁の小剥離は散発的で使用痕力と思わ

れる。大形で， a面左下に尖頭部を作出している。 a面上部はやや細くなっており柄部としたもの

であろう。 a面左側縁から下縁にかItての刃つぶれが著しい。また， a面中央の刻離稜線9よ苫しく

摩減しており，｛傷痕もみられる。 b面には全面に肉眼でも判別てきるほとの不連続な短い傷痕が認

められる。

遺構からは， 2点検出されているが，ともに黒耀石製である。第9号ピットのS-l （第37図12)

は，半両面加工でb面に幅広く横長剥片の素材面を残している。上部を欠損しているため形態は不

明であるが，全体に a面左に片寄った形の尖頭部を打することなどから，ナイフ状石器の刃部と推

定されよう。第50号ピット（第38図29)の例は， a面右側縁を大きく欠失するが，左側縁上部に

深い袂りを入れた石器である。 a面上部と， b面上部から右側緑にかけて加工がみられるほかは，

両面に縦長剥片の素材面を幅広く残している。刃つぶれは， a面左側縁から上端にかけてと， b面

右側縁に著しい。また， a面右を欠損後， b面左側縁に細かい使用による刃こぼれが認められる。

なお，これらのナイフ状石器は，発掘区の第62図26例を除いて，瀬棚町南川遺跡の分類に従え

ば，縄文晩期末から続縄文期初頭のタンネトウL式～大狩部式の段階 (I期） （土田・上野 1976,P 

156)に伴うものと同形で，典型的な靴型石器になる段階の前のタイプである。26例は，縄文早期～前

期（本遺跡の 1期）に伴ったものであろう。

5 掻器（第64図63-88,102, 155, 156, 図版51, 第37図2, 7, 10, 15, 24, 27, 第38図

33, 34, 49, 第 39図57,66, 図版38,39) 
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発掘区からは，黒耀石製26点，硬質貞岩製 3 点の~t29点，遺構からは 11点出土している。後述す

る削器と同様に、加］＿＿・形態の点で大苔く 3つのタイプに分類することかでぎる。

I :形態はほぱ円形て，側縁の半周ないし全周に背の高い二次JJD工のあるもの。加工の部位によっ

て，次の 4種に細分される。

a) a面下半部のみに加工か施されだもの。

b) a面上下部に加上が施されたもの。

C) a面のほぼ全周ど b面の一部に加［が施芦れたもの。

d) a面下部と b面上部に力li工が施されたもの。

II :形態はコー＋ーを持つ四角形で，側様の二～四縁に背の高い二次）JD［のあるもの。 /JD工の部位

により，さらに下記の 6種に細分される。

a) a面の下部と左右側縁にかげて、 ぐるりど加丁ガ施されているもの。

b) a面左側縁と b面左側縁から下部にかけて加工のあるもの。

C) a向下部と b面両側縁に加工のあるもの。

d) a血ないし b面のド部にのみ刃部を作出したもので，両側縁は切断面か原石面で，ほとんど

加上のないもの。

e) a血の左側縁から卜音似こかけてと， b面の両側緑の上部に若干加l：のあるもの。

f) a, b両面の一側縁に，各面部位を違えて加工のあるもの C

なお，この細分の内 a)-C)は結果的に三縁にわたって二次加l＿ーが施された例で，基本的に同-'タ

イフと思われる。同様に，は；1, e J7J 2種も L字状に二縁に加工かあるもので，同種類のものである。

III :縦長剥片の一端に背の高い二次加工を施したもの。

Iタイプ

a) 70, 71, 73, 76-80の8点で，素材はすべて寸の短い剥片である。

71, 73の2点は上部を欠損しているか， 73は欠損による切断面に， b血側からの使用による微細

な剥離が認められる＾ a面に原石面の残っているものは 76,78, 79の3点であった。 77,80は，全

面に軽い熱作用を受けているか，加Lは焼けた後に入れたものてある。 77,78, 80は，幅のある背

の高い加工で‘,70,71, 73は，幅が狭くて背のはiい加上である。 76,79はやや刃角の浅いものであ

る。

b) 68の1点のみであるか，素材は寸の短い縦長判片である。 a面中央に原石面を残し，幅のある

背の高い加上が施されている。 a面左側緑ヒ部に切断面かある。 b面上部のバルブ付近は使用によ

り摩減している。

遺構からは，第 41号ピノト（第 37図27)の1、1知が出 1こしている。寸の短い某lJ片から作られだも

ので`， /J廿工は． a面 I部と 1ヽ部に判離が入ノているが， 1、部の方が刃角は高い。左側面は切断面で

あるか，細かな使用肌かある，，また，右側面は打面であるが，ここにも判離か人ってし｀る。

C) 72の 1点のみてある。 b面の加工は粗いが，はぽ両面加工である。 a面左側縁上部に切断面が

ある。刃角は硲く，素材は横長剥片である。
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d) 63は，寸の短い縦長剥片から作られたもので，全体に大まかな加工を加えたのちに， a面下部

とb面上部に刃部を作出したものである。刃角は高く，断面も厚い。

IIタイプ

a) 67, 69, 75, 84の4点が発掘区から出土している。そのうち， 67,69, 84の3点が欠損してお

り，原石面を残すものは 69の1点である。素材は，縦長と寸の短い縦長剥片である。全点，入念な

加工がa面左側縁から下部，右側縁へとぐるり施されたもので，特に下部刃部の刃角の方が左右側

縁よりも高い。

遺構からは，第 16号ピット（第37図 15)，第33号ピット（第 37図24)，第 67号ピット（第 38

図34)から各 l点づつ出土している。 15は，寸の短い剥片から作られたもので， a面の左側縁から

下部，右側縁にわたって入念な加工を施し，刃角は高い。 a面中央には幅広く原石面を残している。

b面は．使用により光沢がなくなるはど摩減していて，不連続な傷もみとめられる。 24は，厚みの

ある剥片から作られたもので， a面中央に原石面を残している。 a面のほぼ三周にわたって直角に

近い，背の高い加工が施されており，三縁とも使用による刃つぶれがあるが，特に両側縁のものが

著しい。 34は，全面に強度の熱作用を受けているため，素材の種類・加工などは判別し難い。

b) 74の1点のみで，素材は不明であるが， a面下部縁， b面上部縁に背の高い加工， a面右側緑

の切断面に両面からの剥離が入っている。

C) 65は上部が欠損しているが，切損面には細かい使用痕が若干ある。 a面左側縁に原石面が残る。

加工は， a面全面に大まかな加工が入り，下部を細部調整している。また， b面側は左側縁から下

部，右側縁へとつづく加Iが施されている。

遺構から出土した例は，第 133号ピット（第39図57)の1点である。硼質頁岩製で，寸の短い剥

片を素材とし， a面右側縁と上端には原石面を残している。 a面左側縁下部から下部縁にかけて，

やや背の高い刃部が作出され， またb面右側縁にも浅い加工かみられる。

d) 81, 83, 85, 87, 88の5点で， 81は， b面側に加工かあるが，はかは a面側である。

81は，仙］側縁が切断面で，刃部は上部から両側縁のド端まで作出されている。上端には幅広い打

面があるが，原石面のままである。 83は，打面と a面左側縁が原石面で，刃部は下端に施されてい

るが， a面右側縁にも浅い剥離が入っている。なお， a血卜苅ぃ:左側緑およびb面の条lj離は，直接

刃部作出の条1j離とは関係はない。 85は，上下端に，刃角の高い加工かあるが，いずれも刃縁は

concaveしている。 a面左は切断面，右は原石面と打面が残っている。刃縁の状態からみると削器の

可能性もある。

87は，素材が部厚い縦長剥片である。素材の長軸ー側縁， a面下端に刃部作出のための幅広で背

の高い剥離があり， a • b両面の上部には，上端の幅広い原石面からの剥離が入っている。両側縁

は切断面であるが，この切断は， b面右側縁の狭長な剥離を除いては．切断面ですべての剥離は切

られており，すべての加工を入れた後に切断されている。なお， a面右の切断面は，上部に打点が

残っている。 88は，素材がやや幅広の縦長剥片で，その下端に背の高い加工がある。両側縁は，ゃ

はり切断面である。なお， 85,87, 88の石質は，硬質頁岩である。
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遺構からは第98号ピノト（第38図49)，第 184号t.゚ノト（第39図66)で各 1点出土している。

49は， a面下部に背の高い刃部を作出している。 a面左側縁は刃部作出後に入った切断面，下部右

は刃部作出前に入った切断面である。上端には原石面を残している。 66は，薄く扁平な剥片から作

られたもので， b面下部と右側縁下部に刃部作出の剥離が入っている。刃角はあまり高くない。上

端と b面左側面上部は切断面であるが，左側面のものは剥離後に切断されたものである。

e) 66の 1点のみであるか，素材は寸の短い剥片で，断面形はやや部厚い。加工は， a面右側縁か

ら下部にかけてと b面の上部，そして下端に若干施されている。 b面両側縁と上端に原石面か残っ

ている。

遺構出土のものは，第60号ピットのS-1（第38図33)の1点である。縦長剥片から作られ，

b面左側縁から下部にかけてやや背の高い加工が施されている。使用による刃つぶれが認められる。

なお， b面右側面は切断面であるが，細かい使用痕がある。

f) 64, 86, 155, 156の4点である。 64は，部厚い剥片から作られたもので， a面 I、部杖9こ背の高

しヽ 剥離があり， a ・ b両面左側縁にも加しか入っている" a面左側血は切肋面である, b面の右側

縁の稜線は，かなり激しく摩滅している。 86は， b面下部に背の高い剥離か入っている。 a面には

右側縁から下部にかけて浅い剥離が入っている。なお，上部は切断面であるが，細かい使用痕が認

められる加上のある音じ分の刃こぽれど，向面の摩滅か著しい。

155, 156は，小形で寸の短い剥片を素材としたものてある。 155は， b面下部に短いか背の高い

剥離が入っており， a面上端は切断面で，不規則な小剥離がある。 156は， b面上端の打面に原石面

を残しており， b面下部に背の高い剥離か入っている。 b面左側縁は切断面で剥離か若十入ってい

る。また， a面には，左側緑に大きい剥離かある。

IIIタイプ

遺構から出土した 2点のみである。第 92号石組のS-33（第37図2)は，横長剥片を素材とし

たものて， a面に幅広く原石面を残している。 a面下部から両側縁に背の高い加工かあり， a面左

測面は，上端から縦長の剥離面で構成されており，この面にも細かい剥離がある。刃部中央は，一

部欠損している。第3ピット（第 37図7)の例は，厚みのある縦長剥片を素材としたもので， a面に

は原石面を残している。 a面左側緑から下部にかけてと，右側縁の一部に背の高い加工があり9,b

面左側縁にも若干加工力最奴汀っれる。下部の刃縁の刃つぶれが著しい。

掻器は，以上のIIIタイプ llf中に分けて説明したか，この内， Iタイプは roundないし thumb

scrapbrといわれるものに相当する。 IIタイプは，後述する削器のまとめの項で触れている諸特徴の

内，（1）と(3)の特徴を備えたもので，縄文晩期から続縄文期初頭にかけて特徴的な器種型式かと思わ

れる。

IIIタイプは，織文文化～オホーツク文化期まで幅広く認められる型式で，縦形掻器 (endscraper) 

といわれるものに相当し，現在の知識では特に時代を確定することはできない。

6 削器（第 63図，第 64図59~62，第 65図89-97,第66,67図，第 68図 146-154,157-164, 

図版50-53, 第37図3, 4, 11-14, 16, 17, 20, 22, 25, 26,第38図35,36, 38, 39, 42-44, 
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48, 50, 第 39図54-56,58, 64, 65, 67-69, 図版38,39) 

発掘区からは， 103点の削器か検出されている。石質は，黒耀石94点，硬質頁岩4点，璃瑞質頁

岩3点，佳岩， i尼岩各1点づつで，焦耀石が圧倒的優位を占めている。削器も，掻器と同様に，加

エ・形態の点から大きく次の4タイプに分類することかできる。

I : a • bいづ｀れかの両側緑ないしは両面の両側緑に二次加工のあるもの。

II: a ・ bいづれか一面の一側縁に二次加工のあるもの。

III :両面と上・下端の四周側縁にわたって二次加工のあるもの。

w :I ~1IIタイプに包括することのできないもの。

Iタイプ

Iタイプは 48点で， さらに 6種に細分することかできる。

a) a面両側縁にのみ加工のあるもの……43,48, 50, 52, 89, 92-95, 97, 99, 101, 105, 107, 

109, 120, 121, 130, 133, 134, 147, 151, 161, 162, 164の25例

そのうち，欠損しているものは， 43,52, 97, 99, 151, 161, 162の7点である。素材は，縦長剥

片と寸の短かい剥片 (52, 130, 147, 151, 162)で，バルブの高まりの残っているものが多い。高

まりを除去する剥離が人っているものは， 43,48, 93の3点である。刃角の高いものは， 43,48, 

50, 94, 97, 121, 130で，断面は 43を除いて三角形を呈し，厚みのあるものである。また， 134,

161, 164は，下部末端は尖っていて， 161を除けば刃角も高い。そのほかのものは全般に扁‘rで
刃角の浅いものであり，いずれかー側縁の加工が不規則な小剥離のものもあり， これは加工という

よりも使用痕的なものであろう (89,92, 94, 95, 121, 133)。89,105, 109のa面にある剥離の稜

線は摩滅しており，散発的に擦痕も認められる。

遺構出土の例では，第 54号石組s-l, Sーセ（第37図3, 4)，第20号ピゾト（第37図17)，第
113号ピット S-2（第 39図55)などが入る。 3と55の2点は，下部を欠損しており，また 55

のa面には原石面が残っている。素材は，全点縦長剥片で， 3, 17, 55は， a面側縁に幅が狭く背

の高い加工ヵあるが， 3のa面上部のものは加工というよりも使用痕であろう！ 4は， b面の両側

縁に加工があり，下部には使用痕がみられる。

b) a 面左右側縁と b 面ー側縁の一部に加工のあるもの••…•44, 91, 103, 106, 101, 111, 115, 

117, 123の9例

このうち 103,117, 123の3点は欠損しているが，全点縦長剥片を素材とし， 115, 123を除くは

かは，バルブ部分が残っている。また，原石血が， 44,91, 102のa面と］11,118の1購縁に残って

いる。 111と117は背の高い加工であるがほかは、刃角は浅い。 117, 123のa面側の加工はほか

に比べると入念て3特に 123は上下部を欠捐1-ているか尖頭器かナイフ類であったかもしれない。

軽く焼けている。 44のb血の上部判離稜線と 111のa血剥離稜線は虎滅しており，加えて不連統な

擦痕も認められる。

遺構出土例てふ第6号ピット（第37図 10)と第 40号ピノトのS-1 （第37図25)の2点が

ある。 10は，やや幅広の剥片から作られたもので， a面右側に切断面があり，細かい使用狼が認め
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られる。 a面左側緑と下部 b面下部左に加工かあるか，刃角は浅い。 a面左の刃縁は，使用によ

る細かい刃こぼれがある。 25は，縦長剥片から生産されたもので，上部を大きく欠損している。 a

面両側緑と b面左澗縁の一部に刃角の浅い加工がある＾断面形は，扁平である。

c) a • b両面の両側緑に加工かあるもの……158の1例

硬質頁岩製で下部を欠損している。全体に扁平で縦長剥片から作られ， b面にバルブの高まりを

残している加工ぱ， a面右測縁と b面右側縁のもの1よやや入念であるが，ほかは簡単な加工で‘,

刃角は浅い。

d) a面の一側縁と b面左右両側縁に加工のあるもの……90, 124の2例

90は，横長剥片を素材としたもので， b面左澗緑と右下部のバ）レブ部分に加工が入っており，刃

角は浅い。 124は， a面の側縁を除く全面に原石面を残しており，大形の縦長剥片から製作されたも

のである。上部につまみ様のものの作出か認められる。

e) a • b両面の各々一測緑1こ， a, b 面相対して加工のあるもの…い •61, 62, 137, 141, 144の5

例

欠損のあるものは， 144の1点である。素材は， 61,137か横長剥片， 141,144は寸の短い縦長剥

片， 137,141は，バルプ部分を残している。 141は，断面形が扁平で刃角も浅い。そのはかは，み

な刃角の高いものである。 61,62は，下部に尖頭部を作出しており， 62は上端にも打痕がみられる。

137は全面に熱作用を受けている。

f) a面両側緑に加工かあり，下部末端に尖頭部を作出しているもの……34~41の8例

欠損品は 38~41の4点である。すべて，縦長剥片と寸の短かい縦長剥片を素材どしたもので，断

面は， 34-38かやや扁平で， 39-41は厚みのある三角形を里する。刃角はみなー様に高い。 34と36

は，上端にも加工が入っている。 35のa • b両面にある剥離の稜線は摩減しており， b面には散発

的に擦痕か入っている 40は， a面左に切断l旬があり，その側緑には使用痕と思われる不規則な小

剥離か入っている。

IIタイプ

剥片の一測縁にのみ切エかある IIタイプの例は，合計37点で， 3秤に細分することかできる。

a) a 面の一側緑のみに加工があるもの…•••49, 54, 57, 96, 98, 108, llO, ll2-ll4, 116, 119, 

122, 132, 135, 136, 138, 139, 142, 143, 146, 148, 150, 152, 153の25例

欠損品は， 98,122, l 36, 142, l 46, 148, 153の7点である。索材は 54,132, 142の3点か横長

判片であるが，あとは縦長剥片とヽ」の短い縦長判片である。刃角の高い加工を施しているものは，

54, 57, 96, 112, 119, 138, 142の7例である。 a面に原石面を残しているものは， 112,113, 135, 

136, 148の例で、そのほがに a面左いいつれかの側縁に a面と直交する原石面を残しているものが，

かなりみられる (49,98, 108, 110, 114, 122, 139, 153)。同様にいつれかー側面が切断されa面

と面角に交わった面があるものもあり，その側縁は使用による刃こばれか認められる (54,57, 96, 

116, 138, 142, 148, 152)。形態的には，全般に狭長なものが多く， 139は素材が部厚いものである。

108は全面か軽く焼けている。
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遺構では，第7号ピット（第37図 11)，第 12号ピットのS-1（第37図 13)，第 15号ピット（第

37図 14)，第 28号ピット（第37図22)，第88号ピット（第38図35)，第 71号ピット（第38図39),

第95号ピット（第38図43,44)，第 111号ピット（第39図54)，第 113号ピット（第39図56),

第137号ピット（第39図64)，第 194号ピット（第39図68,69)の諸例が入る。

素材は縦長剥片か9点，寸の短い縦長剥片が1点，横長判片が3点である。欠損品は、 13と39の

2点で，いづれも上部を欠失したものである。石質は， 11がホルンフェルス， 44,69か硬質頁岩で

そのほかは，黒耀石製である。 a面に原石面を残すものは， 13,43, 54, 56, 69の5点てある。 14,

22, 35, 39, 43の5点は， a面左側縁に，そのはかは a面右側縁に加工がある。 13と69は，大き

な剥離の加工で刃角も浅いか，はかはみなほぱ90度の角度をなす背の高い加工である。 14,43, 44, 

54の一側縁は切断面で，不規則な細かい剥離がみられる。 64は，加工が判別できないほど全面が焼

けている。

b) b面の一側緑に加上のあるもの……55,118, 127, 131, 140, 145, 154, 163の8例

素材は， 55,127, 140の3例が横長剥片である以外は，縦長剥片か寸の短い剥片である。欠損品

は， 145,163の2点である。 55は，刃角が高く b面左側緑は切断面で， b面側からの細かい使用痕

が認められ，右側緑の刃部の刃こぽれも著しい。縦長剥片の列のうち， 154はb面の右側縁に加工が

あるが，あとは左側緑に加工のある例である。いずれも刃角は浅い。なお， 127のa面側にも一部加

エがある。また， 145はa面左側縁に原石面を残している。

遺構からは第25号ピットのS-1 （第37図20)，第40号ピット（第37図26)，第77号ピッ

ト（第38図38)，第98号ピ／卜（第38図48)，第 103号ヒ3 ノト（第38図50)の各ピソトから 5点

出士している。。

素材は，縦長剥片が3点，柚長剥片が2点て，石質は全点黒耀石製である。 38は， a面の右側縁

に大きく刃角の浅い加工かあるはかに， b面左側緑に不規則で細かな剥離かみられる C そのはかは，

b面側の一側縁に幅か狭く刃角の浅い加工かみられる。 50を除くほかは，みなー側縁か原石面と

なっており，小さな刃こぼれが認められる。 50は，ー側縁が切断面であるが，ほかと同様にごく小

さな剥離がみられる。

C) 両面の表裏ー側縁に向かいあって加工かあるもの…•••60, 104, 157, 159の4例

157を除く 3点か欠損品てもる。素材は， 157の描長剥片を除いてみな縦長剥片てあるか， 60はほ

ぽ半両面加工に近く，一次剥離面はわずかしか残っていない。刃角は， a面か背の高い加工で， b 

面は浅い。 4点とも，加工部｛立の反対側の側縁は切断面である。

Illタイプ

Illタイプは，発掘区では 11点出ナしており， 3種に分けられる。

a) a面四周縁， b 面の上部と側緑の一部に加工のあるもの•… ••42, 45, 47の3例

42, 45は縦長剥片， 47は横長剥片を素材としている。 42は，特に入念な加工で、上部はくびれて

一段細くなって柄部を作出しており，掻器的な機能をもっていたかもしれない 45 Iよ，狭長で中央

澗緑がくびれている。 a面は人念な側緑加工で，中央部は断面が三角形を呈し，刃角は高い。 b面
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の加工は上端・左側緑の一部にあるが，上端のものはバルプの高まりを除去する剥離かと恩われる。

47も， a面は入念な加」ーズで， 刃角は高〈厚みのある断面を足している。

遺構からは， 1点出士している。第 19号ピノトのS-2 （第 37図 16)は，縦長糸ll片を素材とし

ている。 a面上面の加工は背の高いものであるが，あとは原石面である。

b) a面の両側縁と卜音似ごのみ加工のあるもの……46, 51, 53, 59, 100, 149の6例

欠損品は， 59のみである。素材は縦長剥片と寸の短い象lj片て、 51と149の2点にはハルフ部分に

加工が入っている。 59の1『の高い加工を除いては，全点扁平で浅い刃部で， b面下部に使用の際の

小さな刃こぼれを呈するものか多い。 149は，ー側縁に a面と直交する原石面を残している。

c) a面の一側縁と下端に背の邸い入念な加工を施したもので， b面にも一側縁ないしド端に加l

かあるもの……58, 160の2例

160は，上部を欠損しているか， 2点とも素材は縦長剥片である。

遺構出土の第 95号ピ／卜 S-14（第 38図の 42)は、横長判片を素材としており， a面上面の加

上のはかは原石面である。幅か狭く、刃角の高い加工て‘，上部は切断面となっている。

Nタイプ

Nタイプは 5点で，加工部位か種々であるが，点数が少なく，一括して扱う。特徴は，一連の加

」が多くの場合コーナーを境に加T血が変わっているものである。……56, 125, 126, 128, 129の

5例

56は、糀長剥片から作られたもので， a面左側縁上部と b面右側緑下部にやや背の高い加工を施

したものてある。また， a面右側縁は切断面で，使用による刃こばれかa面側から入っている 0 125 

は大形の、」の短い剥片を素材としだものて、 a面右側縁と b面左上部に背の高い加工か入ってい

る。稜線は使用により摩滅している。 126は，横長剥片を素材としたものて、打面には原石面を残し

ている。加l-．は， a面左側緑と b面左卜部に伶千刃角の浅い加工かみられる。 a面下部には，朱色

の物質か少贔付着していた。 128は，寸の短い縦長剥片で， a面右側緑には)J)I、,!i面がある。 a面右側

縁下部と b 血右側緑下部に若干の加＿I~．かみられるほかは，使用による小規則な小剥離があるだけで

ある。 129も， 寸の短い剥片を素材としたもので，加工は a面左側縁と b血卜部に施されている。

遺構から出七したものは、第 133号ピソト（第 39図58)の1点である。硬買貞岩製で，横長剥片

を素材としておリ， a面左に原石面を残す a面布側縁上部に刃角の邸い加「ー， またb面左側縁下

部に背の低い加T力ある。なお， a面側の刃杖はl采<concaveしているい

以上， 4タイプ 13種以上に細か〈分けて説明してぎたか，これらに共通する諸特徴をまとめてみ

ると，

(1) a面側縁と共に b面にも加工がある…… Ib), I c), I d), I e), II c), III c), N 

(2) b面側縁にのみ加上がある……IIb) 

(3) 四角形の形態を兄し，その二～四緑に加［かある••…•III a), III b), III c), N 

の3つになる。 (1)のa面側に加工があると共に b面側にも加T.(inverse retouch)かあるという特

徴は，縄文早期末～前期初頭のいわゆる「石箆」という器神刑式にも認められる（上野編 1975)が，
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削器とか掻器に顕著に認められるようになるのは，縫文晩期から続縄文期（初頭）にかけてである。

同様の傾向は，札幌市S153遺跡の資料中にも数多く認められた。 (2）のb面側にのみ加工があると

いう傾向も，この時代の特徴で，素材に対する加工部位の規則性が，この時期になって崩れてきて，

多様性を帯びてくるようである。ただし，恵山期には，この傾向はなく，素材に対する加工部位に

規則性をもっている（土田・上野 1976)。

(3)の傾向も，同様に掻器に関してもいえることで，全体に四角形に近い形態の削器か，この時代に

増してくるようである。

7 フレーク・コアー（第 68図 165-175,177-179,図版 53, 第38図46,47, 第39図59-61,

図版 39)

フレーク・コアーは．発掘区から 14点，遺構から 5点出土している。石質は．黒耀石 16点，硬

質頁岩3点である。

これらのフレーク・コアーは，以卜^の 2つのタイプに分類することがでぎるの

I :素材は， i：に高2"3 -4 cm程の小形の角咤を用い，全体に肛い例が多く，断血形は長方形を

早する。多くの場合． 1：面に幅の広い打1l'tiを持ち．この打血からはは‘̀I(l角に近い角度で．寸

の知いやや輻Iムの縦長争l]片を生咋している。打血は，原{i血のままの例と1『ふ血に細かな調

整'ylj離を加えた調杞打面のもの．大きな 1枚の依ll離からなる平JH打面のものなどかある 0,行

面は．原石面のままの例か多いか． 1『面側からも依lj片を叶所しているものもある，また． I 

設打面に対して．その反対側の―卜-部端からも判片を'+H＿してしヽる場合もあるか． I、設オJ向は．

［設のそれに比較して狭いもので． 4産している判片も小各い例力、多く．作槃血調整の判離

である叶能性もある。側血は原h面か． 卜̂ ，下端からの縦Kの判離どか．横h向の細かな調整

の年ll離か施されている。なお． このタイプは．作業1ifiの高さか打l川の知軸のK各の 2位～l

5信．長軸の長さの 1~15信の例力、多いか．内 2例（第 69図 174,第38I‘又I47:第95号ピ／

ト）は． これとは違い、作槃面の凶さに比へ打面の長軸の長さか長く約 2倍近くもあり．縦

断血も三角形を呈し．生産している判片も小形のものか多い。……165-168,170-174, 177, 

178, 第95号ピット（第 38図47)，第 133号ピット（第39図59)

II :素材は 4~ 6 cmの小形の円礫を用いたものか多く，断面形は楕円形ないしは円形を呈して

いる。打面は，規則的に設置されている例は少なく． 2～ 3回． 90゚ の角度で打面を転位し剥

片を生産している。打面は．原石面の場合とか，各々の作業面を打面として用いており．打

角は Iタイプに比べて鋭角である。生産している剥片も，寸の短い小さい剥片が多い。

169, 175, 179, 第95号ピット（第 38図46)．第 133号ピット（第 39図60,61) 

Iタイプ

Iタイプは．発掘区から 11例．遺構から 1例の都合 12例ある。

165は．上面およびa面右側面は原石面．左側面は古い剥離面からなり．上面の原石面を打面とし

て， a ・ b両面から剥片を生産している。なお a面下部の剥離は．左側面から入れられたものであ
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るか，剥片生産とは直接的に関係しないものかもしれない。

166は，剥離か数多く入った上面を打面として，ほぼ直角に近い角度でa面中央から剥片を生産し

ている。その下には，下からの剥離か1枚入っている。この剥離面を打面として， a面左側面に下

から剥離か入っている。背面およびa面右側面は原石面である。

167は，高さ 4cm,幅3cmほどの角礫を素材とし，上面を打面からほぼ直角に近い角度で， a

面側から剥片を生産している。中央上部にある幅広い剥離が最も新しいものであるか，上面の打面

調整の横からの剥離で，バルブは失われている。背面および側面は原石面のままである。

168は，前2例と異なり背面は大きな 3つの剥離で構成されており，上面の断面形は二角形を呈し

ている。打面は，原石面と背面から作業面への小剥離からできている。作業面は a面で，打面から

約 70゚ の角度で縦長の条lj片を 3枚以上生産している。作業面上部は，打面からの小剥離か数多く入っ

ているか，これは，作業面調整のための剥離であろうか。なお， a面左側の条1J離は下からのもので，

ト設打面からの剥片生廂を行う以前に，下にも打血か存在し判片を生産していたnj能性もあるが，

この剥離は小さく，明確ではないかpositiveのnI能性もあり，本来上設打面のみであったことも考

えられる。

170は，上面の打面は1泉石面で，背面および側面は原石面と切断面である。作業面は a血で，剥離

はすべて上から入っている。

171と172は，硬質頁岩製である。 171は，高さ 5.0cmはどの角礫を素材にしている。 a面中央

の上にある縦長の剥離痕は，図示していないが原石面と小剥離からなる上面を打面としてほぼ直角

の角度で剥がされたもので， ドの小さい剥離は下部の原石面を打面に，やはりはは直角の角度で剥

がされたものである。背面は原石面であるが，一部横からの小剥離がある。右側面は節理面，左側

面は上の打面から縦長の剥離を入れているが，所々節理面が残っている。 172は，背面は原石面，側

面は原石面と上ないし横からの小剥離からなり，打面は上面のものは大きな l枚の剥離，下面は 2

枚の剥離からできている。作業面は a面であるが，一面に細かい剥離が入っていて， どのような剥

片を生産したのかは，現在明らかにはできない。

173は，上面の打面は原石面，背面は原石面と patinaの非常に古い面，側面は原石面と横からの

幾つかの大小の判離から構成されている。 a面の作業面には，縦長の剥片を取った痕が左側に残っ

ているが，この後打面から小剥離が数多く入れられている。

177と178は，今までの例と違い円礫を素材としたものである。 177は，背面から a面左側面にか

けては原石面，右側面は下端からの縦長の剥離が入っている。 a面の作業面の剥離の内，上からの

ものは， b面卜苅れこ示した剥離を打面としてはぼ直角に， また下からの細かい数多くの剥離は， b 

面下端の剥離を打面としてやや鋭角の角度で入っている。 178は，背面は原石面， a面左側面は

positiveの上からの古い剥離面，右側面は左側面と同一の上からの剥離面と下からの剥離からなっ

ている C a面中央にある剥離痕は，上面の原石面を打面として入っており，また図でははっきりし

ないが，下の原石面を打面として，短い剥離か1枚下から上へ入っている。

174および第95号ピット（第38図47)の例は，いずれも上面の打面は原石面で，作業面の高さ
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に比べ，極端に横に長いものである。 a面の作業面からは，寸の短い小さい剥片を生産している。

b面からも， a面ほど規則的ではないが剃片を取った狼がある。いずれも，系従断面は＝角形を呈し，

特に第 95号ピット例は． a面下部の両側緑に細かい調整があるところから，何かの両面加工の石器

の未成品の可能性もある。なお，この石器の b面左の剥離痕はpositiveで，一次剥離面かと思われる。

第 133号ヒノト出土例（第39図59)は、硬質頁岩製で上面の 1枚の大ぎな剥離面を打面とし， a

面から剥片を生産したもので，下面には原石面を残している。素材は円礫であった可能性がある。

両側面および背面は，いずれも横からの 1枚および数枚の剥離で構成されている。これら 3面の剥

離は，単なる側面および背面調整とも考えられるが打面を転位して剥片を生産した痕である可能

性もある。

IIタイプ

この仲間は，発掘区と遺構から各々 3点出土している。

169は．上面を打面として a面から剥片を生産し，さらに a面を打面として b面から剥片を生産し

たものてある。お互いの打面のなす角度は直角である。また，上面の打面も， a面から剥片を生！和

する以前に， a面側を打面として剥片を幾つか取った痕がある。打角はいずれもやや鋭角である。

なお， a 面右側面には原石面を—一部残しており，素材が円礫であったことが判る。全体の 113 として

は，円錐形に近い。

175は， a面上の大きい剥離は， b面上部に示した原石面と知」離のある面を打向として，↑の判離

はb面下部を打面として，鋭角な角度で如J取されたものである。また， a面左側面は a面の上の剥
龍右側面は下の剥離を打面として剥取されているのまた， b面にも， a面左側面の泉l]離か入る以

前に泉1J片を生産した哀がある。 口皿面のflatな原石l仙］から推察すると，素材1よ角礫てあったろうか。

なお， a面右側面には細かい二次加工があり，これ自身残核を利用した scraperであったのかもしれ

なし‘。

179は，柱状多角形の礫を素材にして， a・ b両面を打面に，各々 a・ b両面から鋭角な角度でや

や寸のつまった小剥片を生産している。ただし．これば生産している剥片の大き竺がらいって何か

の両面加工の石器の未成品の可能性もある。

第95号ピットの例（第38図46)は． b面の原石面の両側緑から a面に剥離を一面に人れたもの

て， a面上部に一次判離面のpositiveな剥離が一部残っている。

第 133号ピットの例（第 39図60,61)の内， 60の方は， b面右にある原石面から a面に横から

の剥離， b面は，上面の狭い原石面から卜^に剥離か入っている。なお， a面右側面は切損面である。

61は， b面の両側縁から a面に鋭角な角度で泰l]離を人れたもので， b面も a面の剥離か入る以前に，

a面側から b面に入れられた剥離である

以上， 3、しりの遺構から出土した資料は， 175と同様，何らかの両面加 I，の石器の未成品の可能性も

ある。

8 両面体石器（第 69図 176,180~ 186, 188,図版 53, 第37図 19,第38図 40,45, 図版 38)

両面体石器は、発掘区から 9点出十．しているか， 182の泥岩を除くほかは，すへて黒耀石製である。
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加上は，半両面～両面加工で， これ自身石器として用意されたものではなく，すべて半・両面加工

の石器の未成品と思われる。

180, 181は，厚みのある柱状形を呈し，半両面加工で，両面に不規則で大まかな加工がある。さ

らに， 180はa面左側縁， 181はb面右側縁に細かな加工ヵ哺はされ，刃つぶれもみられる。 180は下

部を欠損しており，欠損前に全面に軽い熱作用を受けている。

182は，大形で上部を欠損しており， b面下部に原石面を残す。両面加工で， a面下部と b面右側

縁に細部調整が認められる。

183は， b面左側縁から上部にかけて原石面を残すほかは大まかな両面加工である。 a面左右側縁

の一部に刃つぶれがみられる。

184は、 b面は大ぎな剥離であるが，両面加工のもので， a面側の剥離も大きいものであり，左側

緑に原石面を残している。

185は，半両面加工で， b面上部に若干原石面を残す。 a面の加工は，下部に大ぎいのが若干入っ

ているのみである。また a面の剥離稜線は序減している。

186も．半両面加工で， a面中央に幅広く原石面を残す。 a面右上部側緑と b面左側緑に刃つぶれ

らしきものがみられ， また a面左上部の欠損面にも細かな使用痕かある。 a面下部を尖らせている

ことから尖頭器類の未成品の可能性もある。

188は，断面が三角形を呈する剥片である。 b面側面に剥離があるか，これは，上端からの縦長の

剥離で切られており，側面加工ないし片面加工の石器の側縁を剥かしたスポールかと思われる。

176は， b面中央に一次剥離面を残す以外は，両面共種々の角度から，やや大きめの剥離か入って

いる フレーク・コアーの可能性もあるが全体に扁半で，また泉l]離も不規削で小さい。

らの出上晶は，黒耀伍製て，いすれもかなり人念な両向～半11!1]血IJnl：である，

第24号ピ I 卜の例（第 371'メl1りは． L I、部を欠捐しており形態は不明てあるか，訓血加」．てa

血向側パに， 1辻見判な細部調坪かみられ、 1部左イ濯IJパには刃つふれも認められる まだ、 ＇！間中

央0 稜深は守減してし、る，

第りl) '，jピ， 1ヽ刀 S-1 I第38[メ]4(））は` I邸を欠担 L・cし、ろか， IIl」]|h]に人念なりlllーを施Lたも

7)て、 1}く州部を除く令「古］（こ刃つふi［か入ら iI-、 l汀喘は特に苫しし、 b廊 I斉1バご一部残る土月而から

1布しに罰且から作ら1［だものてあろう a頂l下祁1止］但ll1＇吹i:::挟，）かあり， その 1か逆刺Cl)よ）な状悲｛こ

な，でし、るか， ど］）ような諾袖門＇J).＼i :属するか：土明らカ・てはなし，

第9り号ヒ， 1、グ）．s-15 i第．38[4 45 ! i i、I粘而11し］角 IIー：で、両面；ご L―，→ー 1、ど Fかいやや）、ぎダ）グ）罰

朋か入って ¥lる a向石但IJ面．ど上喘の右は， 切1ポ訂血なし、 1-ケく担血てある フし一ーク・コアーの可能

|]もあるカ・，明確（：：：は断定てきなし、

9 黒耀石棒状原石（第 69図 189-191，凶択 53, 59 B、第 39図 62, 図版 39)

本遺跡では、発オ屈区から 3．丸遺溝から 1点の黒耀石製の嘩状原石か出土している c

189は，断面か三角形て， a面右を欠損しているか，長さは 4.8Cは最大幅 2.2cmてあるこ三面
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に原石面を残すか， b 面左から大きな剥離か 1 本と b 頂l の l•と下の両側緑（稜上）に細かい刃こぽ

れが認められる。

190も1nj様に断面三角形で，両端を欠損している。図中央にある稜に小刻離が認められる。

191は、長さ 85cm,最人幅 2.7cmの断面多角形の棒状原石である図示した面と裏面に黒曜石

特有のカサカサした原石血を残し，また右側面と上下端は，非常に patinaの古い面である。この部

分は，長軸方向に稜線か走っている。令血にうすく赤色 l：の付着が認められた。

第 131サピットのS-l （第 39図62)は、長さ 7.3cm，最大幅 1.6cmて，上端も含めて全面ガ

ガサガサした原石面に覆われた， クサヒ形の原石である 断面は四角形である。朱色の物質が一面

に付着している。壊央部，配石のあるレベルの壁よりから出士した。

このような，黒耀石の棒状原石は，夕張郡栗山町鳩II」第3地点（野村 1964)、上川郡束川町幌倉沼

遺跡(i4藤 1966)，千歳巾ママチ遺跡（白川・佐藤・金山］971)，雨氾郡妹背牛町メム111遺跡（高橋・

野村 1972)などて出十している。いすれの遺跡も，時期は本遺跡と同様に縄文晩期末から続織文期

初頭の［器に伴ったものである。

旭111第3地点では， 1：壊墓の底部から多くの土器・石器と共に］，点出土している 大ぎさ 18X7 

cm、厚さ 1.8cmて、板状のものてあ入報告者は、この資料は加熱後分割されたものと述べてい

るC

観倉沼の例は， SW7号の土壊位の底部から，長さ 8.5-5 cm, Iばさ 1-0.5 cm行の非常に細い

例か 8点まとまって出土している r

ママチ遺跡ても，第 9号墓穴 IPit 82)の壊口部より 2点出土している。大きさは， 9.5-7.5cm, 

l'｝さ 1.8-0.9cmてある。また第 10号墓穴 (Pit83)の壊口部からも， 12点出上している。長さ 13

~23cm，厚さ l-2 cmで，断面形は角形で，仝面風化した粗面であると報告されていらなお，

D -23区の石鋲の庄積内からも 1，は出士している

メム）1|遺跡ては，ピ／ト IIiJ、Jから，長さ 6cm,直径 1cmの枠状の黒耀石か出上し，全面に細か

い擦り痕か残り，稜線か丸味を幣びていると報告されているぐ9

以上でみると，長さ 23~5 cm, 1厚さ 2~0 5cmで，長さは 9cm前後のものか多いようてある

各報告者は， この責料1こついてJJIl鯰後分割されたとか，擦って整）I;;しているとか辿へているか，少

なくとも本遺跨例は，原石面とJI‘i店に patinaの古い面から構成されているだけで，何ら人為的な仕

業は施されていない。しかも，赤色土か塗られている。

なお、このような黒耀石の枠状ないし板状原いか，ある限られた時期の， しかも笠灌に副葬され

る例か多い事実ど， このような形態の原石かどこて， どのような形で産するのかとし、った問題は，

今後追求していかねばならないことである。

10石斧 （第 70図第 71図 199-206, 図版 54, 第39IXI (1,ヽ),図版 39)

発撹区から 15点、遺構から 1点の計 16、点出上している。 1i質別では，緑色片岩が圧倒的に多く

12点，黒色片岩か遺構出 Iの 1点のみ，そしてホルフェルスか3点であった。 16点のうち 10、れか
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欠損品であるか、重量は完形品でみると 50-80gの開にやや集中している。

192は，原材を荒割りした後，入念に研磨したものてあるが， b面上端に原石面を徴か｛こ残す。断

面はカマボコ型を呈している。刃部は片刃的で， a面側には長軸方向に明瞭な使用痕が認められる。

柄頭は，繰り返しのpressureで｀，小剥離が入リ摩滅している。重量は 200gである。

193は，棒状原石を荒割りして全面を研磨したものてある C a面は，原石面に近い面， b面は全体

に平担であるところから節理面かと思われる。両面に剥離痕が若千残っている。断面は，やや薄い

カマボコ型である。刃部は， a面右側がカーブしており，中央に長軸方向の顕著な使用痕が認めら

れる。 b由刃部左側は，再砥ぎした面てもるへ両刃的て， 屯星は 79.6gてあった。

194は， I息いを荒割りして研磨したものてある。 a面は凸状で， b由は‘lに見な面であり、断面がほ

ぼカマボコ型に近い形態をしている。刃部は両刃的で， a面に顕著な長軸方向の使用痕か認められ，

また，右側に刃こしまれのようなやや大きい剥離がある。重量は， 48gである。

195は，枠吠vり原石を1恥月：こして，それを荒割りして入念に研磨しだも J)である。 b面ふ原石面

ぐ^ 軽く研I在［こだけである。刃部は両り[『)".', a面にはかなり顕著な使IIll良か， b血：i刃こぽれカ

あるが． b面のものは再加工のための剥離である可能性もある。重量は， 515gであった。

196は，木成品であるが、棒‘次原石の1111]相ll縁，こ敲打をカ11えて形を整え｀ b面と側面を軽： hJf磨して

しヽる。

197は，上部を大きく欠損しているが，現存重量は 150gで，断面も厚みかあり，かなり大形のも

のかと思われる。 b面と C面の所々に、小さく原石面を残している。刃部は， b面に再砥ぎした痕

が認めらiL. b面と一約を画した面を作っているが，使用吹などはみられない。

198は．ホルンフェルスの原材を荒害l]りして研磨したものであるか 197I叫様，上部と b面側を大

きく欠損している。 a面刃部は，再砥ぎされており，刃稜が使用により著しく摩減している。

199は，柄部破片である。断面の原みは． 2cmとかなり厚<, C面に剥離痕を多少残すはかは，

全面を入念に研磨している'b面下部に擦切の溝が認められることから，凍切手法て製作されたも

のかもしれない。

200も同じく木内部破片であるか、全体に扁平である。原材を荒割りして研磨したもので，柄頭に原

石面を残すこまた， a面左側は原石面にかな i)近い面と思われる。

201は、柄部の小破片て．原木オは不明てある。断面は非常（こ扁平で5mmしかなく．小形品であっ

たろうど思われるり

202は，石質かホルンフェルスてあるか． a • b両面と下部を大苔＜欠損してし、るため．原材その

他は不明てある。原材を荒割リし，細かく燥り返し敲打しだ後に，粍く研磨したものて，柄頭に9よ

原石面を残している。

204は，棒状原石を荒割りしただけの未成品で，下部を欠損している。

205は同様に未成品で上部を欠損している。石質かホルンフェルスで， a面は節理面を研磨した

面， b面；ょ所々に原石面を残している 3 a面左側縁と b面右側緑，そして下部に敲打整形した痕カ

みとめられ， また C面には，両側に擦切による溝がある。中央は擦切後に切断した面である。
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206は， b面か剥がれたもので，本来の形態は不明であるが， a面中央に， L2XL3cmの範囲に

鋭利なものによってつけられた細かい傷痕が認められる。なお，同様の傷痕は瀬棚町南川遺跡（土

田・上野 1976, P. 159-163)の石斧においても数多く認められた。

逍構からは，第 138号ピ I 卜（第 39図63, S -1)から 1点出土している。上部と b面を大き〈

欠損している。原材を荒割り、研磨したものて， a面両側縁に剥離痕が残っている C 刃部ぱ． a面

左に大きくカーブしておリ、両刃である。 a面の刃部には長目の散発的な使用痕， b面測には，

通い使用痕が顕著しこ認められる。

11石錘 （第 71図208,第72,73図，第 77図271,図版 55，第 37[xi 18,第38図30,図版 38)

発掘区からは、 19点の石錘か出 1：しており，その石質の内点は，複輝石安山岩7'泥岩6，変朽

安山岩3'石英安山岩2，砂岩 1で，概して安山岩系のものか多い。大きさは，長軸か8.0-6.0cm

の大形のもの． 60-5 Ocm前後の中形のもの， 4.0-3.5cm前後の小形のもののほしま三種類があ

る。 222を除くはかは，みな礫の長軸の両端を打ち欠いて晶懸を作出している。

大形のものは． 208,209, 219-222の6点で，重量は 80-150gの間に収まるものである。 209は．

扁平なはぽ円形の礫を利用したものであるが， b面のほとんどが剥脱している。 219は， b面側の打

ち欠き部分に，大きめの剥離が3~ 5面ある特異な例である。 221は，一端がすぼまった形の扁平な

円礫を使ったもので， b面中央に 4.0X3.0cmの範囲に擦ったあとか認められ，ややくぼんでいる。

剥離を入れた後に擦っているもので，砥石として再利用ないし副次利用したものであろうか。この

他に．砥石の項て1土へるか、 1例石錘の様なオJt，ヶ＜苔 J)ある泥岩を砥石として利用しだものが出

土している（第 76 凶 26l ）か，¾を欠失しているだめ、石浬を利用したものかとうか断定ぱできな

い。 222は，短軸J)向端1こ打ち欠きの部分がある例てある

中形のものは｀ 21(）～］．う、 217,226の8点て，重革は 4(1~80gの間に包合：：：れるも J)てある。そ

のうち 212は，一部を欠損した扁平な礫の両端に打ち欠きを入れたものである。 214は，大きさは中

形であるが，非常に薄いため，重量は 25.9gと軽い。形態は，一端かすぱまった形のもので打ち欠

ぎは極く浅い。 215は， a面右上半を大きく欠損している。 217は，長軸両端と短軸の一端の計3ヵ

所に剥離が人っ-:し，るか， t百軸の一端のものに1|；性を整えるための剥離の可此性かは凸'・.226は， b

面が全体に剥脱している

小形のものは、 216, 21は 223-225の5点て、 中旱は，ぱぱ20-40gの間（こ入る。 216,218の

打ち欠きは，全1本の大ぎさ 1こ比べてかなり大き〈， 218は， 217と同様に剥離か上部にある冽である。

223-225は，打ち欠きが小さい。

全体を通してみると，大形のものはど，打ち欠きは大きく，全体に粗雑な印象を受ける。また，

一面が剥がれたものがあるか， これは重量あるいは形態を調整するために人為的に行ったものなの

か問題の残るところである C

第23号ピットのS-1¥；第第 37図 18)は，重量 69.6gて中形の部類に入る，長軸の両端に打ち欠

きがあり．一端は剥雌か数多く入っている。
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第58号ヒ／卜の S-1 第38図 30:は、 6.5X9.5 cm，重量 150gと大形て開平なものてある

やはリ長軸の両端に打ち欠きかあるこ

第77図 271ふ 12.8X9.6 cmの扁平な楕円形の円逹の短軸両端｛こ打ち欠きかあるこまだ、両面の

長軸端上下（こも大きな剥離か入っている 石錘としては，本遺跡の中ては特異な形態を呈している＾

これらの石錘の責料ふ第 77図 271の例を除いては I期の時期に伴ったものかと思われるこ従っ

て，石錘を出土した第 23号，第 58号ピ I 卜（いすれも D閏 も， I期の所産てある可能性かある C

12 擦 石 （第 74, 75図， 第76図 250-255, 図版 56, 57, 第40図 71, 72, 74, 
．
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図版 40-

1 ~ 4, 43-4、57 B) 

発掘区より 29点、遺溝より 4点の計33点か出土しているへうち，発揺区出土の13点は欠オ員品てある c

石質は，復通石安山岩 12,変朽安山岩 11，角閃右安山岩5, 石英安山岩3,ほ足天質砂岩、 礫岩各 1

点という内訳で、そのほとんとか安山岩系てある 形態；ょ，全占断雨形か三角形を呈するか'17み，

大苔さなとの、はから，
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II :断血カ・快長な

以下の二つ｛こ分類することも可能てある
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棧も胃他：T)校（よど顕著てはな＇，ヽ ；うし，軒；椿.) ・;:j; 1)會

棧v「)控血/)|1川測； → -古し、『lj離夜か若 1夕し でし＼る

まだ，

擦面か一面もるも］ぃ＂うち, 22()は，肛面か1く整形刀ひし形を＇昇するも 7)て， r祭廿[lしり揺：i（］ t~i cm, 

H:竺13.5 crnてある^

る

Iのクループのうち，

の7例で，

面の部分：こしよ詞雌かみられるか，

＇『JIIな宜も一ヶ叫扮i)｝ lご-＼ ↓る

こi し

-1-. "・'+ 4.-)， 

擦面の部分：こ敲打痕か認められるものは，

239は擦面の両側の平戸な面も擦っている。擦面幅：ょ，

著てないもの（こ関しては、 1.5-1. 8cmとやや幅広てあるか，

るかj7)［笈階；こ入レ))1しだもしグ）てあ

230、

239, 

232-234, 236、239, 2-±0 

240の敲打長かそれほと顕

そのほかは 08~1 3cmの間｛こ収ま

るものである。 まだ， 231, 235, 237, 238、241. 244の 6例：上 敲打衷はなく， 擦面醒ふ 237の

1.2 cm, 244の 1.0cmを除くと 15~2 0cmの間て幅か広いものてある 245は、 石質の関係て擦

面：こある凹凸か側離なのかとうかは判別し難い 擦面：ょ， 0.8cmてあら 235,238の擦面の両1則こ

ある平門な面は擦られており、 238の一面；よ平らてあるこ

IIのクループは 12点て， 擦面こ敲打痕のあるものは、 246、250, 251. 252, 254 7) 5点て` 擦面

唱は 254の0.3cmを除くと 13~2 0cmと幅広〈， Iのクルーフとやや趣を異；こしている-自然

逹をそのまま使用し， 敲打哀のないものは， 242, 243, 247-249, 255の6点で、擦面の幅ふ 242 
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第74図発掘区出土石器実測図 (13)（擦石）
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第 75図発掘区出土石器実測図 (14)（擦石）
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か 1.4cm, 243が 1.5cmのはかは 0.7-1.()cmの間に収まる。 251, げ53は， a面左端に横からの

刊離か入っている。また，一面を一部軽く控っている。 255の擦面は全体に convexしており，発掘

の際に付けられた新しいものの可能性もある。 242 の擦面をはさむ二面にも擦った •h:（かうかがえる。

遺構からは、 4点出上している。第38号ピット（第 40図71)，第州号ピット（第 40図74)，第

l40号ピ・・ト 第40図7□,第 156号ヒ．， I'乃S-1r第40図 75)の4点は．いずれも， I • IIタ
イプの中間的な原さをもつものてある。擦面の両側に敲打痕か認められるものは， 71,72. 73の3

点である。 71は， a面全面に剥離か認められるか、その面はかなり字減している。擦面の幅は， 72

が 1.0cmであるほかは， 1.8-2.0cmと全般に幅広し‘。

第 156号ピ I 卜のS-1には，擦面のはかに a面左に 5X3.2cmの範囲こ細かく扁文オ］ ［で平担に

なった部分かある。また，発掘区の 250も，礫の長軸両端に．丸味を帯びるはど敲打した細かい痕

がある。 235,251は，不明確であるがやはり礫の一外品に繰り返しの敲打による摩減痕が若千みとめ

られる。

このほかに．図示しなかったもので， 1又1版 43-4は．断I(ilか楕円形の部原い河原石を利用し，一

面か6.4X5.9cmの範囲に擦られて平担になってしヽる。面は flatであるが，擦石か砥石かは明確ては

ない。図肋 57R下列左は，断面三角形を唱し、図版に示しだ面は．全面軽〈擦ってして， convexし

ている。ま二この面の長軸の両端の校iこは，敲打痕力、入られる。この石器は．擦い:’)未成品か，

あるいは砥石のいすれかと思われる。重量は 1.4kgである。

この断面三角形の一枝ないし三稜を擦面とした石器は．前述の石錘と同様に纏文早期～前期初頭

の土器に特徴的に伴うもの（［野編 1975) で，本遺跡の分t(lに従えばI期の所産かe思われる。
なお，この擦石は，発掘区から出土したものがほとんどてあるが，一部III期の土堀（墓）内から．

配石に転用されて出 tしている。

13砥石 ＼第 71図 207、第 76図256~266, 269，図版 5は第 40図70,73, 76,図版 40-7 ~ 9, 

43-2) 

発掘区からは 13声出土しているがそのうち 258が硬質頁岩製であるのを除いて，ほかは砂岩と

牛11粒砂岩製である。

207 は破片てあるか，断 l印—角形で両面と側面を砥血としている。砥 Iil] は全体に concave してし↓

る。 256,258は，やや扁平な円礫の一面を砥面としたものである。 258の中央部は concaveしてお

り、長軸方向に擦痕が認められる。また， 256は，砥面か浅い 2本の溝になっている。 257は，接合

したもので祖粒砂岩製のものである。図示した面の中央を砥面としており，戌 <concaveしている。

259も，ややきめの粗い砂府製のもので下部は欠損している。 a・ b両面ど面側面および上端面を砥

面としているが，特に b面は中央か浅くくぼんでいる。 260は， C.d面かconcaveしており， a面

は2つの砥面によって構成各れてし叉ぃ 261は，四半分の小円礫を使用したものて． a・ b両面を砥

面とし滑らか：こなってししるか，砥面は平JIIヽ デある。まだ， a面下部に 切断ないし欠損した面であ

るが， ごこも浅く擦っている。 a面左には，打ち欠き様の剥離か入っており，イi錘を二次利用した
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第 76図 発掘区出土石器実測図 (15)（擦石・砥,{j..石鋸）
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可能性も考えられる。 262は，図示した二面を使用しているが，いずれの面もややconcave気味の

flatな面である 263I よ，咀粒砂岩製のものて，非常に｝Ii~いが，有溝の砥石である。 a ・ b両面中央

に各 1条の溝かある。 264は， a面右側面と下部側面を砥面としており，右側血はややconcave,下

部側面はややconvexしている。 265は， a面全面を砥面としており． 卜部と左1::.部のニヵ所が特に

くぼんでいる。 b面は，右側を一部使用しているか｀，はとんどは原石面である。 266は泥岩製のもの

で両面をはは全面にわたって使用しており，いずれも flatな面である。 269は， 14.lX 5 X4. 4cmの

長方体で，砥面は図示した面のみである。中央が全体にくぼんでいる。泥岩製である。

遺構からは， 4点検出されている。第9号ピットのS-l （第40図76)は，大形で，重景も980g

と重い。はぽ全面を砥面として使用しているが， a面とその上面，側面が主要砥面であったようで，

かなり concaveしている。泥岩製てある。第 131号ピット（第 40図70)のものは，位子の米Hい｛少岩

製で図左側と上部を欠損している。砥面は図上面と下部側面，右側面の三面である。 a面右側は黒

ずんでいる。第 190号ヒ I 卜のS-l （第 40図73)は，泥岩製のものてある。 a血｝：部の狐血ぱ短

軸方向の擦痕がみられconcaveしている。 b面右側は長軸の方向に使用しており，やはり concave

し，全体に扁平である

図示してし心いが，第 28号ヒノトのS-1 （図版 43-2)は，大きさ 24.3X18.2cm, I厚さ 7.4

cmの扁平な礫である。一面に 10X2.5cmの範凹に細長く concaveした面かみられることから，砥

石の機能を果たしたものであろうと思われる。

この内，有溝砥石と本遺跡では検出できなかったが，軽石製の砥石は瀬棚町南Ill遺跡（土田・上

野 1976)て述べた如く，纏文晩期から続縫文期にかけての特徴的な器仲刑式である。

14 石鋸 （第 76図267, 図版59J¥) 

泥岩製て．両面ともに研磨調整されている。刃部はV字状に価磨されているか．それほど鋭利で

はない。また．上面も擦った面である。全体に扁平である。

15石皿 （第 77図268,270, 図版 59A, 第40図78, 第41図79~83,85, 第42図86, 図版

41 -1 ~ 4, 42, 43-1, 58) 

268は，石英安山岩の板状の礫を素材として， a・ b両面を使用しているが，擦衰は散発的であま

り使い込んではいない。使用面は平担である。また， a面下部には一部敲打痕があるか，これは面

取りであろうか。大ぎさふ 33.4 X 11.6cm,！厚さ 3cmである、.270は，熔結凝灰岩製のものである。

大ぎさは 17.6X8 cm,原さ 3.8cmの扁平なものである。この 268と270は， グリッドXV-G-

21の第IV層から並んで出土したもので，所属時期は 1期かと思われる。

第41図83は，割れて出土したものか接合した例てある。石質は安山岩で，側面と裏面（図版58)

を繰り返し敲打して面取りしている。 a面左上部に， 8x 3cmの範囲に concaveしている部分かあ

るが，全体には convexしている o 29. 2 X 14. 2cm, /'-J含 9.6cmの長楕形の円礫を原材としている。

遺溝から出土したものは，計 10点ですべて配石に転用されたものである。
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第21号ピット（第 40図78)のものは，遺構の中から 2つ1こ割れ．接して出土しだものである。

使用面は a面で，中央かややconcaveしているこまた， a面上部側緑から右側改にかけて，面取り

ヵ行われている。

79は，第20号 (s-3) と第 50号 (s-2)の，別々のピットから出土した配石か接合したも

ので，石質は安111岩である。 a面左側は convexしており． a面右測は彎 concaveしている。また，

a面右から下部にかけての側面には面取リかされている。大きさは， 24.8 X 15. 2 cmであるが， a面

右側は一部欠損している。

第25号ピットのS-2 （第 41図82)は．女山岩のやや扁＇「な礫で， a面は全面convexI_ており．

り面は両側縁から中央に向か•)て concave している。凶 9] ヽ Ill]左側面は面取りされている

第40号ピットの S-2 I第41図80)は．同様に安山乳員の岸みのある円礫を素材にしている。

a面の上面全面か使用によリ平坦になっている。 btill, 1)L1周の側面は全面滑らかにlhl取りしてい

る。大ぎさは， 19.4X18.8cm, 厚さ 8.6cmである。

第103号ピットのS-9 （第41図81)比安山岩製の石皿破片てある。 a面は擦っており平担に

なっている。

第 167号ピット（第 42図86)の例は．複輝石安山岩で、 47X29cm, /t}さ10.6cmの扁平な大形

礫である。一面全血を使用しており．中央がくぼんだ、ィ廿らかな面となっている C 1則面ば、原石面

のままの所が多く，特1=血取りはしていない。

第186号ピッ I、:7JS 1〔第 41図85)は．安1l1石製ツT)ii|［li破片で， a面か全体に〈はんでいて，

側面は，滑らかに面取りされてしヽる。

弟7号ピットのS-1 （図版 42 2)は，一部を欠損しているか，大きさ 26X12.5cm，厚さ 8

5cmのやや扁平な円礫の一面に使用しだ衷かある。一面の側縁測に約 lOX8cmの範囲に擦られて

乎担になった部分があるがそれはど顕著ではない。面取りは特にない。

第42号ピットのS-1 （図版 43-1)は，人ぎ竺 '32.5 X 22. 5cm,厚さ 1：］心l]］ク）かな＇）大きな

礫である。表面の風化か激し〈，使用の痕を記めることは難しいが，周囲に〈るりど且I［取＇）が行わ

れている。

第98号ピット 7lS-1ふ実測図・図版ともこポ芦なかったが石皿破片と息われるもので，一面

をやや軽く擦っている。

第10号ピット壊外出土例（図版 41-4)は，石皿の破片で，擦面は平jt1である。側面は．面取り

されている C

以上の石lIIlの査料の内，安山岩とか複輝石安IIJ岩買の部原い大形円礫を素材にいそ；乃1WJ面を繰

り返しの敲打で面取りし，主に上面のみを使用した例は＂おおむね Ill期の時期こ信 ｝：ものと思わ

れるが，発掘区の 168.270例の如く，石英安111岩どか熔結廷灰岩製の板状石を利用[,}午：こ面取り

州ないものは，出土層位からいっても 1期の面咋かと思われる。同様の例は， S』56咽跡（上野編

1975)の遺構内外からも出土している。特に同遺跡の第 2号腎穴住居址状遺構からは，遺構中央床

面について大形の板状石皿が出士し，そのすぐそばに断面三角形の擦石，底部位土器片かおかれ、
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第77図 発掘区出土石器実測図 (16)(11 llll ・石錘．砥+i・ 敲石）

主と少し離れご炭化したクルミとか炭化物を多く入った小ピットか穿たれていた。この出土状態は，

イ叶Illと擦石のI関係など道具の利用の一端を小していて興味深いものてある。

16 台石，第 41図84, 1<j版 40-3, 60-3) 

台石は，第 40号ピソトから出七したS-3の1点のみてある。複耀石安山岩の扁平な礫を利用し

だもので， a由Iの図示した範lItlに敲打しだ！良か認められるか，＜ぽみは浅し、 大きさは, l4,8Xl3 

11cm, 厚さ 6(）CInのもので、 屯量は 2lkg -：ぁった。

17 敲石（弟 77図272, 273, 図版 59、第 40図 77, I‘又1版40-6, 43 5, 60 -2, 4, 5 

発握区かい出上したものは 2点て，サ、しご厚みのある丸し泊「岩の河原石を利用したものてある。大

きさははは詞しで， 272か 69X5.9cm, I旱さ 4.5cm, 273か6.2X5.2cm, 厚さ 4.5cmである。

272は， a面の上下，右側面の三箇所か繰り返しの敲打により平印になり，本来特□ていた原石血

の光沢か＇）、われ，ザラサラ：：：しだ惑触てある 図版 (i(I-4 I 

273 は，く—i 面上面と， 1、面から右測面にかけての 2的所が使用されており．面の状態は 272と同様
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てある（図肋 60-5)。

遺構からは， 2点検出されている。第 15号ピットのS-1 （第 40図77)は，ピット底面に副葬

されていたもので，ひょうたん形をした複輝石安山岩の河原石を利用している。 a面下部の面は，

軽く擦られており平坦になっている。 b面中央には，縦長に 5.OX1.5cmの範囲に傷（敲打痕）があ

り，中央か特に〈ぽんでいる。 a面は， b面ほど顕著てはないが，散発的に敲打痕ガある。また，

a面右側面にも 4.0XlOcrnの範囲に敲オJ狼があり平坦になっている。擦石の擦面の可能性も考え

られるか，それはど摩減してはいない。

第81号ピノトのS-1（図版 43-5, 60-2)は，大きさ 14.lXllC)crn,厚さ 55cmのやや扁

平な楕円形の河原石を使用したものである。一面の中央部に， 6.0X26cmの範囲に椛に細長く敲打

の痕が認められ，部分的にくぽんだ箇所もある。重贔は， 1.05kgで台石として用いられたものかも

しれない。

さて，以上各器種毎に記載を進めてきたか，これらの石器群は．型式の違いからみても，大きく

2つの時代のものがあるようである。

1つは， 1期の縄文早期～前期初頭の資料で，この中には，ナイフ状石器としたものの内のつま

みのある縦形石匙，掻器の内IIIタイプのもの，すべての石錘と擦石，板状の石皿か入る 0 ただし，

掻器（縦形）は， II期にも共通した型式かあり明確ではなく． また削器の内， Iタイプの a面側縁

に加工のある例などは，幅広い時期にある型式で， I,II期の所産の資料も幾つかあると思われる。

同様にフレーク・コアー，石斧，一部の砥石，石鋸，台石，敲石なども．今回の資料に限ってみる

と特に型式的特徴か明確ではなく．その所属時期は必ずしも明確ではない。

もう 1つは， III期の纏文晩期末～続纏文期初頭の資料である。茎か短かく尖頭部が長い有茎石鏃，

扶りか浅く三角形ないし不整五角形を呈する無茎鏃，大形無茎鏃，太い柄を有し靴型石器に近い形

態を呈するナイフ状石器，削器の内，特徴的に b面にも加工のある I,II, Nタイプの例と四周にわ

だって加lゾ）あるmタイフの例，掻器の内， roundないし thumbscraperに1萬する Iタイプの例と形

態か岡角形で削器と同様に b面側にも加工かある IIタイプの例，黒耀石の棒状原石，扁平片刃石斧，

有溝砥石，血取りのある部厚い石皿などが，この時期のものである。このような器種型式上の特徴

とその組成からみると， このIII期の資料は，頼棚町南/1[遺跡において試みた時代区分（士田・上野

1976, P. 171)でいう第II段階の(1)の中へ入り，さらに細かくみると，この前半期のタンネトウL,

大狩部，緑ヶ丘式の時期に相当するかと思われる C

なお． II期の縄文中期の資料についてば，明確には抽出できなかった。

：土田亜佐子・上野秀一）
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（付） T210遺跡A・B区表採の石器について（第 78図，第 8表）

第78図に，今次発掘地点の北西側のA・B両区から表採した石器のすべてについて図示した。こ

れらの資料のほとんどは，本報告の分類の III期第[II群土器に伴ったものである。

1 ~ 9は，・石銀である。 1~5, 8, 9は有茎石鏃であるが， うち 1~ 5は，いずれも茎は小さ

く，それに比べて尖頭部かやや長いものである。しかも，全体の傾向として，小形のものが多い。

8は，やや大形の責料であるか，尖即祁上半力欠失していて、本来の形態は伺い得ないこ 9は，茎

部破片である。 6, 7は無茎鏃で，令次発掘地点出土例と［口j形のものである。

10は，ナイフ状石器である。両面加工で，柄部を作出している。しかし，柄は細くまだ典型的な

「靴型石器」になる前のタイプである。

11~14は，オ蚤器である。うち 11~13の例は，平面形が三角形に調整されており，その三縁に背の

高い加1か施されている。なお， 11と12のb面にも幾/)かの剥離か入っている 14 9よ小形品で，

平面形が四角形に仕上げられていて， a， blll1]面の 3側禄に二次加工がある。上端は，切損後に，

a面側には剥離が入っている。

―“"゚―“"皇今““皇魯喩疇
冒會會仝△曼／
らここ旦□99彎闘
鬱こ l]

こ二こロ

賓菊
< 

虚0-
ー

11 戸 12 

r 
Jcm 

亨

ここ屡
第78図 T 210 遺跡A•B地区表採石器実測図
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15~18は， f'jlj器と思われるものである C 15ふ上端のハルプ側を欠損するが， a面の両測緑と下

部に背の高い加工が入っている。また， b面下部にも剥離がある。 16は， b面中央に原石面を残す

が，あとは細かい剥離が入った半両面加工の石器である。しかし， b面側は flatで，両側緑は細か

ぃメJこ9まれがあり削器的用途を考慮してよいかと思う。 17,18は縦長剥片の側緑に不規則な剥離が

人ったものである。．

19~21は，フレーク・コアーである。いずれも，前述した分類に従えば， IIタイプに属するもの

かと思われる。

石質は， 15か硬質頁岩， 18か珪岩であるが，あとはすべて黒耀石製である。

（上野秀一）
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以上，長々と述べてきたか，本遺跡は縄文晩期終末から続縄文期最初頭の土壊墓群を中心とした遺

跡である。それに，縄文早期～前期初頭の土壊墓と縄文中期の士器の資料も出土している。また，

明治以降の資料であるか遺跡内でみつかった炭焼窯址に関しても．そのあらましを泊へtこ。

上塘は、全部で151基あり，それに 21基の石組と 3基の溝状遺構かみつがっている

151基の土壊の内， 6基（AII型， D型各3基）は，縄文早期～前期初頭の所産か，その可能性が

あるもの， 21基は古い時代の上壊として幾つか疑問のあるもので，残りの 124基か，ほぼ縄文晩期

終末から賛母文期最初頭の土壊（墓）てあろうと判断されたc 21基のわ糾i:関しても，その位置す

る層準からすへてこの時期の所産と考えられる。溝状遺構に関しては，本直跡ではそ er)時代を知る

すべはなく不明である。

縄文早期～前期初頭の士壊墓については，確実なものは第 15号ピノトのみで，あとは遺物が出土

しなかったり，新しい時代の遺物の混入（？）があり，明確なものではなく， またプランとか層堆積

も問題の多いものである。

この時期の土器に関しては，貝殻条痕文か主体となるグループと撚糸圧痕文が主体となるグルー

プで．大きく 2つに分けられた。前者は，ほぼ縄文早期中位，後者は出期木ないしは前期初頭に位

されよう。

最近，札幌市域でも，この時期の査料が急激にふえ， S256遺跡（上野編 1975)では竪穴住居址

も検出されている。その遺跡のあり方としては，遺跡の範囲が非常に狭く，そこから出士する上器

は． 多くの場合単一型式の資料である。たに現段階ては，この一遺跡というものか，セッルメン

ト・パターンのどの部分であるかは．必ずしも明らかてはないものが多い。しかし，今後の査料増

加と「A'・細な発掘を通じて，野幌丘陵におけるこの時期の生活圏の問題と土器の編介も次第に明らか

；こなるものと思われる。

さて，遥文晩期末から続遥文期初頭の土堺（墓）と仁i_fl1ご関してに第 4章第2. 3節で述べた

如く，数多くの興味ある事例が提供されている。

要約すると，平面プランは，円形ないし楕円形を基調にしている。規模は 70~10位m程の大きさ

のもの力多く，深さは 20-30cm台のもの力乞いが．稀iこ10cm台て戊いものと， 40~7位mの深い

ものがあら配石が，その半数以上のも J)に忍められる力、、そのあり方どしては，壌底～濱央にあ

るものと，石組として壊口～壊外にあるものとがある。また，配石の％以上は焼けており，焼士も

壌内外で数多く認められfこ赤色土（いわゆるベニガラ）は， 5甚で認められたか，札幌地域での

発見例は，これが初めててある。小ピ／卜も，幾つかの例に穿たれているが，この内壊外の北か南

にある径30cm以上のものは，葬送儀礼に関連した付属ピソトである可能性かある。土器は，上に壊
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底と配石中に破片で数多く見い出され，一部壊口にあるものもあった。これは，壊口にあるのか一

般的傾向である縄文後期のあり灯から，塘底への副葬か主になる恵lll文化以降との過渡的なあり方

を示すものかもしれない。石器も，主に壊底部近くから，数は少ないが， 多くの土壊でみつかって

おり，遺物の副葬は，薄葬なから半数以上のものに認められる。

土壊群の分布のあり方は，配石，石組，焼土，赤色十．の多ぃX, Y, Z配h群か中央に平間（広

間）をおいて，はは松円形ないし平行に分布し、それをどり囲むように．配石の比較的少ない土塘

椙からなるグルーブか分布している。

以上のような事実は，分布の問題は別にして，同時代の他の渭跡の土壊墓と同じ傾向を指摘でぎ

るかと思、われる。

土器に関しては，第III群としたものは縄文晩期終末から続縄文期最初頭のはぱ単一時期のもので，

移入された大洞A'式～二枚橋式頃の精製土器を共伴するところからその時代もかなり明確に確定で

き，本報告書の執筆者の一人加藤は「西岡式」なる秒人名の設定を提唱している。石器群は，土器

と同様に，編文早～前期初頭の資料と縄文晩期末～続籠文期初頭のものの両者かあることが，その

器種型式から判断される。しかし，縄文中期のものに関しては，抽出することはできなかった。

なお，今回の報告では，遺構の事実記載を表方式了記載した。そのため．充分意を尽せない部分

も多かったか，第 4章の第 2節と第 3節て，なるべくその不足を補うように努めた心算である。

また， T210遺跡の今次発掘地点の遺跡の性格は，今迄繰り返し述べてぎた如く，住居地域では

また， 蠅文晩期末から続縄文期籾頭の上塙墓が，舌状台地上に，ある一定の配列をもって分布して

いる「墓域」である。このように，墓域が住居地桟から離れて群集墓という形て分間1されるのは，

逓文後期の段階ガら認められるが，特に縄文晩間木から読逓文期にかけては群臭菜の発見数に比べ

て，それを残した人達の屈住区域とか遺構は，はとんど明らかにはされていない。この理由は，居

住地域が，墓域からかなり離れた場所にあるとか，あるいは我々が予想もしなかったような低地と

か傾斜地にあるとか， さらには遺構の掘り込み面か浅く，かつ黒色土層中に掘り込んでいるために

確認か難しいなどか考えられよう。従って，今後これらの時期の調査に当っては，かなり幅広い地

域を対象に調査を行なわねばならないものと思われる。

北海道の古瑣墓については，蚤松和男 (1971, 1972)の仕事がある。研究史と道内における古墳

墓すべてについてのデータ分析と集成を行っているか，このような仕事は，実証的考占学を目指す

には，欠くべからざることて，氏に対しては深く敬意を表したいと思う。ただ，若l]）「；呉植」と

時代認定にやや疑問かあるも／）があるが，膨大てしかも概報がはとんどの現状ではやむおえないこ

とであろう。

筆者も、本報告書の中で，追確認として，縄文晩期末から続纏文期初頭の土壊墓について，査料

集成と分析を成みようとした。しかし，結果は，氏のデータと多くは変るところはなかった。しか

も，この時期を扱うことは，同時に縄文後期に顕著になる埋葬施設への石の利用の系譜をたとらず

には，何にもいえなし、ど＼ lう結論に達し，その扱わねばならない資料の膨大さに，逃けだしたくなっ

ているのが，正直な今の気持である。非常に興味深いテーマなので，今後とも，先学滸氏の教示を
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うけながら学んでいきたいと思っている。

なお，今回の発掘調査は，調企に至る経過で記した如く，遺跡の範囲確定とその内容のfi則に大

きなミスかあったため，経費的にも，日程的にも非常に厳しい状態の下で調査を進めざるおえなかっ

た。担‘片者である私としても，本調資に入る以前に試掘調査を充分に行わなければと考えつつも，

調在着手前日まで削年度の報告書出版の仕事に追いまくられ，調査着手そして予算策定の段階まで

に，その仕事を果せなかったのはまことに遺憾であった。多忙であったとはいえ，遺跡の範囲確定

と予算の策定を，他の調査員にゆだねたままであったということは，実際担当者としてはく反省し．

今後の教訓にしたいと思っている。

上述の次第で，今回の調査では，調査析手後の試掘調査に多くの日数を背やし， また経費の関係

で一切外部のアルバイトを動貝することかできず，すべて市の埋蔵文化財調査室のメンバーのみで

事を運ばねばならなかった。しかも，その主体は，調査室内部で整理業務に従事することを主にす

る女子職員であり，さらに条件を悪くしたのは．今次発掘地点か，ー札幌市内では稀にみる，黒色土

層が厚く堆積した場所で，所によっては lm以上素掘りをせねばならなかっだという状態であっ

た。しかも，遺構数は 200に迫る多さである。現在， この時調査室にいたメンバーは，種々の事情

で，我々のチームにははとんといないが，ごの方々には多くの負担をかけつつも，この什事を遂行

しえたことに対して，深く感謝の意を表したいと思う。

また，今回整理作業もかなり遅れてしまったか， このことは編集者自身の健康上の理由があった

にしても，非力のなせる業であり，お佗びすると同時に，今度とも研鑽を重ねていきたいと思って

＼ヽる。

（上野秀一）
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第 6表 T210遺跡遺構出土石器一覧表

挿図番号 出土地区 名 称 全長
(mm) 最(大m幅m 最大m厚m)  9ー(量_g_) 石 質 備 考

37-1 第51り {i組 1 i 鏃 24 12 3 () 9 Obs. S ~32 

2 珈)2り 1I糸II 掻 器 48 28 10 17 9 Obs S-33 

3 第54りイ］・組 削 器 (31) 22 7 13 ()) (）bs, S -1 
ふ-- ----

4 II II 29 37 7 区`］ Obs. S -2 

5 第□りヒ 卜 石 鏃 31 ] 2 )̀ I'..: り Obs S -1 

1ぅ第 3 り• Iこ，卜 II 31 I, 4 l 3 Obs S -1縦長剥片
i 

" 掻 器 35 ')') l.‘} 8 6 Obs. 

ら第 1サヒ，ト 石 鏃 28 l,‘{ ふ 1 0 Obs s -11 

9 II 石 鈷 (34) 2 3 4 (2 4) Obs. 焼けているし』

10 第 6号ピット 掻 器 29 3 7 8 6 7 Obs. 

l l 第 7号ピ I 卜 削 器 52 l l) 4 6 4 Horn. 

12 第 9号ピ／卜 ナイフ状石器 (2ti) 23 4 (2.2) Obs. S- H/jii<•1、.lj)',
----

第12号ピ＇／ト
認 sp-1 削 器 (54) 3 5 ， (20.8) Obs. s -l 
14 第15号ピノト ＂ 41 ] 9 3 2 2 Obs 

- -

15 第16号ピット 円形掻器 27 35 ， 10 4 Obs 
16 第19号ピ I ~ 削 器 :il f.,'）一/ 12 14 9 Obs ゞ`、— • • り一

17 第幻～2号ヒ／ ！ " 伯 25 4 3 4 Obs 

18 第23号ヒト 石 沖 9r 7rI -→ 68 18 69 6 Two Pi'-and s -l 
［一

19 第24号ヒ，ト 両rhl1本い器直I¥ '.;4 ! 28 10 8 5 Ohs. 
- --

20 第25号ピ，ト IりI) 謡 37 22 4 3 9 Obs s l 
[ --

21 第26号ピソト ィ， 鍬 28 13 3 1 2 (）bs S 2縦長泉lj片
--

22 第28号ピ／ト fi ll 器- 50 37 6 12 1 Obs. 

37~23 第33号ピソト イ］ 鍬 (24) 21 6 (2 4) Ohs s 1 

24 II 掻 器 37 35 16 18 1 Obs. 
- - -|  - -

25 第40号ピ、ノト i'jlJ 悩 (22) 16 4 (1 1) Obs. S - 1 
--

26 II II 24 39 5 5 3 Obs 

27 第41号ピソト 掃 甜 26 32 6 4 8 Obs 
卜＿

38-28 第44号ヒ 1ヽ -1 ] 鍬 50' 13 4 〈32 i Obs 
1 

29 第50り : +- i‘ 7 |)、 /1・器 63 I , 23, 6 : 7 1) Obs 昨[l嘉、:I]!'，
--- --

30 々弟ム~心一 りビ ，1 11 悼 65 95 16 150 0 Two PY and S-1 

31 第52りI:}、 ｛， 鏃 27 13 4 1 3 Ohs s l 描長'/:I]/,1•
一一

32 第6(）サヒ I・ イ1 鈷 (35) 18 4 (20) (）bs. s-げ
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挿図番号 出土地区 名 称 全(m長m)  最位大幅 最(大m厚m)  重(量g) 石
質 備 考

38-33 II 掻 器 23 30 4 3 5 Obs. S-1 

34 第67号ピ＇ノト II 22 32 8 4 0 Obs. 

35 第88号ピ J 卜 削 器 23 30 4 3 5 Obs. 

36 第65号ピソト II 66 28 12 22 0 Obs. 

37 第77号ピノト 石 鏃 32 14 3 1 5 Obs. 
ー• 1 

38 II 削 器 54 32 12 25 9 Obs 
^ m~ ← 

39 第71号ピ I 卜 ＂ 
(45) 24 6 (4 9) Obs 

40 第90号ピ／ト 両血体石盛 (30) 24 8 (6 2) Obs. S -l 

41 第95ピット 石 鏃 45 20 5 3 8 Obs. S-1 

42 II 削 器 29 42 7 8 6 Obs. S-14 
← -• 

43 I/ II 28 39 「̀) 5 8 Obs 

44 ＂ 
II 41 35 8 12.3 Har -sha_ 

45 第95りし／ト 1,L1 l~i 体石器 43 (56) 10 (15 7) Aga sh,1 s -15 
―, ← ―  ... 

46 II 扁 平石核 42 26 10 8.4 Obs. 

47 II II 25 42 11 8 0 Obs. 
← 

＇ 

48 第98りヒ／卜 削 器 35 23 4 3 l Obs 

49 II 掻 器 24 29 5 4, 8 Obs. 

5(） 第103りヒノト i'j!J 器 31 17 ， 3 8 Obs 
39-51 第104号ピ I 卜 石 鏃 28 15 3 1 2 Obs. S-2縦長剥片

52 II ィl 錐 49 33 15 16 6 Ol応 S-1 
し、、

53 I ！第107号ヒ I 卜 仁 鏃 34 15 3 1 :l Obs 横長刊片

54 第lll号ピ I 卜 肖lj 器 35 16 8 5 7 Obs. 

55 第113号ヒ I 卜 ＂ 47 (24) 10 (9 6〉i Obs. 

56 II II 43 26 8 9 1 Obs 

3--1 第133号ヒ I 卜 掻 器 I 37 I 38 12 21 0 ' I Har.-sha. 
I 

58 II 

削 □核 ー 45
25 ， 7 9, Har.-sha 

59 II 扁平 11 37 38 28 46 3 Har -sha 

60 II 

_＿＇, J : 26) 11 (18 2 ・ 5 7} 1 O(） bs I -

61 II 
" f2l  

11 bs. 

62 i II 黒濯石棒状原石 73 18 16 22 6 I Obs 

63 第138号ピ I 卜 石 斧 (72) I 50 16 (72 6) BL sch. り部破片
トー

64 第137号ピ ト肖lj 器 31 15 6 2 8 Obs 焼けている。
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挿図番号I出土地区 名 称 全,mm長; 最大幅 最1.大mm厚1 重'量g' 石 質 備 考
:mm, 

.. ―;lJ----り］ 第160号ピ ｝ 削 器 45 24 7 II五 Obs 
---

り6 第184号ヒ／｝卜 掻
茸＂＂ 22 24 3 1 9 Obs. 

67 第184号ピノト 削 器 20 28 4 2 7 Obs. 

68 第194号ピ，I卜 II 43 23 7 5 4 Obs 
- - - - --

69 II II 56 49 12 41 I Har.-sha. 

40-70 第131号ピット 砥 石 (46) (32) (2bJ (43 1) Sa. 

71 第38号ピノト 拷 石 164 81 ,) ;） 8 I) （） propy s -l 

72 第i40号ヒ 9‘ " 166 92 1 1) 1)00 Two p1・ -and 

73 第190号ピ，ト 飢 石 83 4 1 l > 41:'i Mu. S-1 
---- ---

74 第39号ピ／ト 抒 石 143 81 58 900 Two PY -and S-1 

75 第156号ピ I 卜 II 142 122 56 1420 Hor -and_ S -1 

76 第9号ピ／ト 砥 石 101 96 71 980 Mu. S-1 
--

77 第15号ヒ I Iヽ 敲 石 110 64 26 250 Two py-and s -l 

78 第21号ピ／ト ィ， 皿 270 
17G I ， ] 1 6 9850 And s-1':: s-'.::か接

41-79 第2150号ヒ，！、 II (248, 1-0 liJX I 4900 And 霊；（じこl_
~-.:,.. ,) 

80 第4[I9］に : II 276 170 110 7000 And. s 旦

81 第111]りヒ ［ イrJill 破片 '， 88, t b ` ri -•, / g 1 (650) And. s --') 
- - 』』

82 第2．うりヒ．， I “~ 皿 194 l呂け 86 4350 And s こ

84 第4(）:Jヒ，｝ 台 石 148 1 38 60 2100 Two py-and s -:, 
-- -

85 第186}}し/Iヽ 石 皿 (175) ((）3) 96 (2340) And. S -I 

42-86 第167りヒ／ト ＂ 470 290 106 22000 Two p, a叫
----

第7りヒ／ト ＂ 
(26(s)） lご） 85 l 5470, ？ ヽゞー ］ 

74 | 3470 第：区号 1.こ 卜 砥 石 24 3 18..! ， ド 1 

ふ4_'りし ト 石 皿 325 ・-)')．て） 1,}丘 ？ ？ S -1 

第Xl り 1•こ 卜 敲 石 141 l l (I 55 1050 ？ 

第9gりヒ，｝、 石皿破片 (103) (58) (56) (600) ？ 

第1()8サヒ I 卜 II (68) (591 (21) (100) ？ 

第？りピノト II (100) (G51 (32) (330) ？ 

合
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第 7表 T210遺跡発掘区出土石器一覧表

挿図番号 1出土地区 名 称 全lmm  長J 最(大mm幅l 最(大mm厚J 重(量R)  石 質 備 考

62-1 xv 11-13 石 鏃 (59) 13 4 (3 4) Obs. 縦長剥片

2 XV-J-10 II 36 1 3 3 1 1 Obs 

3 XV-J-8 II (38〉 12 3 (1.3) Obs 

4 XIV-1-24 II 33 18 4 1 8 Obs 焼けて＼しる

5 XV-H-15 II (37) 15 3 (2 1) Obs. 

6 XV-H-12 ＂ つC,つCJ''i 16 4 (1 4) Obs. 

7 XVl-1-25 ＂ 31 11 5 1 4 Obs. 横長剥片

8 XVI-H-11 II (37) 15 4 (2 1 } Obs. 
-, 

9 XIV-H-20 // 30 ］．、｛ 2 1.0 Obs 縦l<i:Ill'， 

10 XV-H-19 9 / 29 14 2 0 8 Obs 
トー→ ▲ 

11 XV-H-3 II (30) , 1 (; 3 (1.2) Obs. 縦長泉lj)'，

12 XV-1-17 ！ ！ (29) I ̀ ： 1 (1.1) Obs 

13 XV-J-17 II (21) (14) 3 (1 2) Obs. 焼けている

14 XIV-1-10 II 28 13 3 1 3 Obs. 

15 x配イi群 II (25) 12 3 (O 9) Obs. 糾長集1J片

16 XV-1-12 II (29) 16 4 (l. 5) Obs 担長剥片

17 よ .l 1. 、 /I 21 l 1 1 1.1 Obs 

18 XV-1-1'1 II (15) (13) ： ； (O 7) Obs. 

19 」、． i 1、 II (19) ， 2 (0.3) Obs. 
20 ｝、 採 II 30 19 5 (2 4) Obs. 

21 XV-J-16 ＂ 
〈]5) 24 5 2 5 Obs. 

22 XV-H-20 ィ！＾ 棺 84 38 10 20 9 Obs. 

62-23 XV-1-15 石鏃破 l'i (24) 24 6 (3 2) Obs. 
i ~し

24 XIV-(,-:!, 9 1 (22) 23 8 (3 2) Obs 

25 iく 1 I {; f内錐 34 こり し1 5.8 Obs 縦長剥片

26 !' -l-- i'プ状石器 91 2 1 14.4 Har.-sha ' 

27 XV---G-20 II 61 31 13 22 7 Aga-sha. 虚長剥片

28 XIV-H-20 " I 62) 33 ， (13 5) Obs. 
29 XV-l-18 // I 5'.Jl 34 8 (14 7) Mu. 横長剥片

l - --＾ 

30 よ 採 // 36 26 5 5 3 Obs. 
- - l 

31 XVI-J-16 I/ 42 19 7 8 4 Aga.-sha 

32 XV-J-8 II 37 33 4 5 2 Obs 
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挿匹6"i-ロ6:iI ー出¥.¥・-土H-地17区 名 称 最,大mm厚, 重'、 g量' 石質 I 備 考

掻 器 8 '，8 2) Obs. 

66 I XV-J-7 II 12 15 8 Obs. 
- t-

67 I XV-J-20 " 8 20 3 Obs 

6ぷ 入V-H-11 II 8 7 8 Obs 

I 
6り XVH-25 II I (4 g; Obs. 

71 I :¥]¥・-]-] I っ-0— 山 (} 5 1 Obs 

71 XV-1-18 II (20) 30 7 (4 3) Obs 

29 -'（） 3 8 Obs 

II I (24) び） 、r) (4 5) Obs. 
・-

I/ I 24 ~4 ｛） 3 7 Obs 

31 'c,)7 / !) 8 2 Obs 

＂ l 38 3 l 12 12 6 Obs 

応，＼ 9 3 Obs. 

II 1 直― lo― 16 3 Obs 
・-

13 1> 23 () Obs 

:--:o I " 39 9 8 5 Obs. 
- -

81 I II 34 5 9 2 Obs 

17 X Obs 

8 7 Obs 

84 I ,,  _ 43 6 ,~) | •ヽI Obc 

ぷう II 4() 33 9 18 S Har-slu 

86 11 41 39 I 9 13 (I Ot沢

ざ ＼ ＼＼・ 口
881|XセV＇；II ✓llヨ2／望 __ " ＿ ＿/ l(-)［三-1I Har -sha ， 
89 [ X I月：石群聞 料>,olx XVI H-, II 62 

V H-14 I/ 57 

\l--!— 11 60 

V J-8 II 58 
| 

94 ¥ V l-J-7 ）`） 28 1 6 | 1;-; ~) 0恥

95 I XV-H-10 // 53 : 96 XV-H-11 /I 1 2 
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挿図番号 出土地区 名 称 全<m長m) 最(大mm幅l 最し大m厚m) 重量g, 石 質 備 考

65-(）7 XV-H-23 削 器 54 □ 3 10 q 4 Obs 

66-98 XV-J-20 ＂ 
(55) 22 6 (6.9) Obs 

99 XV-H-22 /I 56 21 5 4.2 Obs. 

100 XV-l-12 II 49 26 6 6 7 Har.-sha 

101 XV-H-14 ＂ 50 24 ， ,¥ f; Obs 

102 XV-H-13 掻 器 (37) 24 4 (9 0) Obs 

l (I3 XV-H-22 削 器 41 (23) 4 (3 7) Obs. 

1 0 4 XVI-H-17 II 41 (24) 5 (5 O) Obs. 

105 XV-11-19 II 37 24 5 4.4 Obs. 

106 XV-H-2 II 47 22 8 7 9 Obs 

107 表 j 1 /I 46 29 5 () 2 Obs 

108 XV-H-19 II 42 25 6 7 5 Obs 

109 xv-r-21 I/ 39 19 -ヽ 4 2 Obs. 

110 XIV-H-20 II 40 22 8 9 5 liar ・Sha. 

111 XW-G-］，9 /I 38 26 10 11 0 Obゞ

112 XIV-HO // 42 23 ， 11 5 Obs 
1 13 XV-J-19 II 43 19 7 5.6 Che. 

114 XV-H 10 II 44 28 8 10 8 Obs 

115 XVII-I 21 ,, 36 19 3 I 3 6 Obs 

116 x 配石群 II 33 19 4 3 1 Obs. 

117 XIII-G-21 II (35) 20 8 (5 5) Obs. 

118 XV-HU ＂ 37 21 8 5 3 Obs 

119 XV-H-10 II 36 2 5 8 6 2 Obs 

120 XVl-1-6 II 38 22 ， 8 0 Obs. 
121 グリノト一括 // 35 23 11 8 8 Obs. 

122 x 配石群 /I (28) 26 4 (4 0) Obs 

123 XIV-1-15 9 ! i (23) 18 3 (1 2) Obs. 

124 XV-H-4 II 93 55 8 34 9 Obs 

67-］9:9--, x 配石群 ＂ 53 I叶 15 39 ; Obs 
｀ ` 

121i XIV-H-2S ＂ 
45 ! 叩 6 22 8 Obs. 

127 Y 配石群 I/ 43 68 lci 42 8 I Mu 

128 XV-J-14 II 36 45 7 10 2 Obs 
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挿図番号 出土地区 名 称 全(rnm長) 最(大mm幅) 最裔烹 重(量g)  石 質 備 考

6~ 129 ? -J-1 6 削 器 31 47 7 11 9 Obs 

130 グl)ノト一括 II 33 36 ， 7.5 Obs. 
131 XV-H-11 II 31 43 10 9 9 Obs 

132 XV-H-3 // 39 33 15 16 8 Aga.-sha. 

133 XV-G-H // 44 32 8 6.9 Obs. 

13,1 表 採 ＂ 42 31 12 13 9 Aga-sha_ 

135 XV--G-23 I I 38 33 11 12 3 Obs. 

＇ 
136 XV-H-21 II (27) 23 12 (6 2) Obs. 

137 XIV-H-20 II 53 26 7 11.9 Obs. 焼けている。

138 XV-1-18 II 12 42 ， 15.6 Obs. 
139 XV-l-1 II 32 32 14 14 5 Obs 

140 XVI-l-1'.? ,, 23 36 5 3.9 Obs. 

141 XVI-H-21 " 30 34 6 5 8 Obs. 

142 XV-H-11 ＂ 
(23) 38 7 (6 6) Obs. 

143 XV-H-18 II 34 25 6 7 1 Obs. 

144 XV-l-8 I/ ,29) 22 8 (4 2) Obs. 

145 XJII-F-23 ,, 32 19 6 4 0 Obs. 

68-146 XV-H-22 II (29) 22 3 (3 2) Obs. 

147 XV-1-2 FL 38 27 10 8 1 Obs 

148 XIV-1-15 II (30) (27) 10 (6.5) Obs. 

149 XV-H-1 // 26 32 6 4 6 Obs. 

150 XV-H-19 /I 31 17 3 ）ヽ ← 
~ I Obs 

1 9 1 XV-H-9 
,, (25) 26 6 (4 2) Obs. 

152 XIV-H-20 ,, 
←っ、ー1 30 7 3 9 Obs 

1:で3 XV+G-> ’’ (22) 26 10 〈48 > Obs 

154 XV-H-2(） II 21 28 8 3 9 Obs. 

155 表 採 掃 器 20 24 6 4 5 Obs. 

156 XV!l-1-24 II 21 29 6 5.3 Obs. 

157 XV-J-10 削 器 43 17 3 2 5 Obs 

158 表 採
,, (23) 18 5 (2 4 ; Har.-shc1 

159 XV-J-9 II (26) (16) 4 (2.0) Obs. 

160 XV-H-12 ’’ (25) 23 ]] (4.8) Obs. 
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挿図番号I出土地区 名 称 全(m長m)  最I大幅 最Q大加厚 重 (g量, 石 質 I備 考
mm)  

68-1611 XVI-I-2 削 器 (27) 22 4 (2 2) Obs 

1621 X 配石群 ＂ 
(25) 27 3 (2.1) Obs 

1631 XIV-1-15 ＂ 29 31 3 2 6 Obs 
| 

Hi4I XV-1-22 ＂ 23 2] 6 3 0 Obs I ［森けている
| 

丁1661XV1-I J-6 扁平石核 47 34 22 34 0 Obs 

-1 6 II 30 25 21 19 7 Obs. 

1671 XV-1-12 /I 39 31 25 28 8 Obs. 

［ 168 XV-J-6 ＂ 36 
i }― 

20 1 3 1 Obs —:) 
---

169 XVJI H-7 II 34 33 30 25 6 Obs. 

170 XIV-J-15 !/ 34 36 20 23 3 Obs. 
I 

XV-H-23 Har.-sha 
I 

171 II 46 31 25 45 2 

172 I XVI-J-7 /! 37 4 l 26 40 2 Har••Sna 

1731 XV-K-2-3 II 35 32 20 21 0 Obs. 

69量 4I XIV-H噂 /9 24 52 ]6 12 6 Obs. 

！ 
1751 XV-H 15 II 30 :．}、1! 17 1,．-) 1 Obs 

l 
176 I X 配石群 詢面体石器 3 8 37 II 17.1 （） 

1771 ？ 扁平石核 29 38 因5 28 1 （） ， 

178 I X 配 h 群 II 59 29 13 2(i (） 

゜179 I XV-G Iど I! 60 2 98, I 18 ~ 1 (j Obs l 
~~一

180 I XV-H-10 I 1,り面体石器 I (56) 22 I 14 (12.1) 

Obs□ 
18ll~XV~E) 8 + I,  ニ22 13 12 2 

OM~b・ u s・ 
182 I 61 20 (98 8) 

183 I 

184 I表 採 I II 

185 I XV-J-1 II 55 

1□-3 /［ [｛I I I 186 I XV-H-20 ＂ 58 Obs 

187 I XV-H-23 削器or掻器 42 52 21 54 8 
---

188 I X 配石群 スポール (23) 11 6 (1 1) 

189 I XV-H-12 黒耀石枠状原石 (48) 21 14 (I] I) 

＇ 

190 I XV-H-14 ＂ 
(35) 19 14 lら4, Obs 

~ヽ

191 I Y 配石群 II 83 36 (16) (38 7) Obs 

70-192 I XV-H-3 石 斧 130 50 18 200 0 Gr sch. 
| 
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挿図番号 出土地区 名 称 全rmm長l 最(大mm幅) '¥大mm厚-1 重 (g量 石 質 備 考

70-193 XV-G-2 石 ）？父， 104 38 11 79.6 Gr -sch. 
9 --

194 xv-c;-1 ＂ 91 33 11 48 0 Gr sch. 
l 

195 XIV-G-20 " 80 38 11 51 5 Gr -sch 

196 XV-G 2 II 84 40 15 69 1 Gr sch. 禾成品
・・

＇ 
197 XV-K-23 II (82) 56 26 (150 O) Gr -sch_ 刃部破片

198 XV-H-22 ＂ (54) 47 15 (52 5) Horn. 刃部破片
~. 

＇ 
71-199 x 配イi群 ／！ ｛げ）＼ 36 20 (70.5) Gr -sch 柄部破片

200 XVI-H-6 II (72) 39 8 (40 5) Gr -sch II 

r-
201 XV-H-6 ＂ 

(28) 27 5 (6 2) Gr. sch. II 

l - l 

202 表 採 II (52) 36 ， (20 4) Horn II 

203 XIV-I-5 II (~,r},r )¥ ， 42 35 (145 0) Gr̂、sch. " 
204 、¥Vll-G-22 II ＼泣） 4l 15 (82 8) Gr -sch 未成品

双05 XV-J-19 II (71) 46 22 (110 0) Horn. ＂ 
＇ 

206 XVJ-G-16 石斧破片 （応） (4(）） 10 (47) Gr-sch. 
← ， 

21.)7 xv+10 砥 石 47 29 16 19 1 Sa. 
← 

208 XV-J-14 石 錘 6K 8旦 15 100 5 Two Jy-and. 
← ' 
209 XIV-I-J0-25 II 65 65 18 89 5 Two PY ana 

2l o XV-l-22 II 59 65 14 71 3 Da. 

211 XV-1-15 II 53 67 13 52 5 Two py-and 
-・-

212 XV-H 24 II 59 62 12 59 1 Da 

213 Y 配石 t( II 46 63 15 69 5 Sa. 

＇ 
214 X 配伍群 II 54 55 6 25 9 Mu. 

215 xv 1-18 II 46 60 18 50 7 Propy. 

＇ 
216 入¥'1-25 ＂ 出） 48 16 39 5 Two Jr.-and. 

＇ 
217 XV-H-9 II 47 66 15 45 1 Two py a叫

218 Xl¥ H-24 ＂ 42 47 11 26 7 Propy. 

219 XV-J-8 II 61 89 22 150 0 Two py.-and 

＇ 
220 X¥'l-7 ＂ 59 81 11 75 5 Mu. 

---一一

73-221 XIV H-10 II 68 71 15 100 5 Mu 
l 

222 XV-J-8 II 72 64 17 110 0 Mu 
~ 

223 Y 配石君i II 40 37 12 22 6 Two py -and 

＇ 
224 XIV-H-？ II 38 38 ， 21 5 Mu. 
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挿図番号 出土地区 名 称
全(m長m^  ▼ ) 最m (▼ 大mm幅J 最(大mm厚I 重(量g)  

石 質 備 考

73-225 XV-G-25 石 錘 34 45 11 21 5 Mu. 
.. 卜-'

226 X l"lじ,{j 群 ＂ 59 62 (14) (64 1) Propy. 

74-227 第74りピI 卜付近 掠 h 142 76 42 640 Propy. 
---- --

228 XV-H-14 ＂ 132 74 58 880 Propy 

229 XIV-H ? ＂ 213 84 44 1050 Two py and 

230 XV-H-22 ＂ 198 88 56 1230 Hor -and. 
. -- - ---- --

231 XVI-H-2 II 98 56 44 260 Two py-and 

＇ 

232 XVII G 21 II 122 71 37 340 Hor ・and 
•一――---

233 XVII-G-21 ＂ 178 98 65 1000 Hor.-and 
-- -------- トー一ー

234 XV-G-13 ＂ (115) 66 51 (500) Propy. 
--

235 XV-J-15 ＂ 
(55) 64 49 (200) Propy. , __ 

236 XVII-H24 ＂ 131 72 58 560 Tu.-sa. 

237 XV-I-21 II 129 69 59 650 Da. 

238 XIV-H-? II 143 65 56 560 Two py.-and. 

239 XVI-H ＂ 163 77 49 860 Two py.-and. 

240 XV-J-20 ＂ (73) 73 38 (400) Two py.-and. 

241 XV-1-22 ＂ (124) 81 58 (860) Propy. 

242 XVI-J-19 ＂ 
(117) 79 40 (450) Two py.-and. 

75-243 XVI-H-? ＂ (93) 83 41 (370) Cong!. 

244 XV-J-8 ＂ (73) 78 49 (250) Two py.-and 

245 XV-J-3 ＂ (llO) 88 56 (650) Da. 

246 XVCl2 ＂ (93) 87 51 (450) Da. 

247 XVl-1-11 ＂ 
(70) 50 32 (150) Two py_-and_ 

248 XV-I-7 ＂ (86) 57 33 (210) Two py-and 

249 XV--G-19 II 108 58 28 180 Two py.-and. 

76-250 表 採 ＂ 200 93 36 1000 Propy. 

251 XV+l6 II (79) 76 41 (390) Propy. 

252 XV-G-19 ＂ 
(101) 87 29 (400) Hor.-and. 

253 XV-H-25 ＂ 
(127) 81 30 (410) Propy. 

254 }、 採 II 99 67 22 150 Propy. 

25 II II 85 68 24 160 Propy. 

256 II 砥 ィj 100 62 25 160 Wc.-Tu. 

243 



挿図番号 出土地区 名 称 全tmm長) 最1大m幅m, 最(大mm厚I 重(量j;() 石 質 備 考

76-257 XV-1-15 砥 石 66 56 23 110 3 Coa.-sa. 

258 XIV-G-22 ＂ 123 99 39 600 Hor.-sha. 

259 XVI-l-3 ＂ 49 39 27 74 2 Sa. 

260 XVI-H-17 II 56 28 29 59 7 Sa. 

261 XV-H-17 II 38 3 2 20 36.9 Sa 

262 XN-H-10 I/ 96 65 22 100 Sa. 

263 XVI-H-12 ＂ 58 43 24 64 4 Coa.-sa 

264 XIV-I-lo II 72 54 26 100 Sa 

265 XVI-J-19 II 88 58 13 100 Sa. 

266 XV-J-7 ＂ 36 59 10 28 5 Mu. 
--

267 XV---C-19 石 鋸 93 55 ， 50 Mu. 

77-2郎 XV--G-21 石 11D. 33.4 116 30 2050 Da. 

269 XV-G-24 砥 石 141 5(） 44 370 Mu. 

270 XV-G-21 石 皿 176 80 38 560 We.-Tu. 

271 XVII-H 24 石 錘 128 96 33 510 Two PY •and 

272 XV-H-21 敲 石 69 59 45 230 Che. 

273 XV-H-16 ＂ 62 52 45 160 Che. 

I 

41-83 XV-G-16 石 皿 292 142 96 4550 And. S-1とS-2接合

XVI-G-24 擦石（未成品？） 273 55 91 1400 ？ 

表 採 擦 石 127 110 75 1550 ？ 

〔石質略号衰〕

Aga.-Sha. (Agate-Shale):｝馬瑞質頁岩． And.(Andesite)：安山岩． BL-Sch. (Black -Schist)，患色片岩．

Che. (chert) :娃岩． Coa.-sa. (Coarse sandstone)：祖粒砂岩． Congl.(Conglomerate)：礫岩． Da.(Dacite) 

石英安山岩． Gr.-Sch.(Green-schist)：緑色片岩． Har.-sha. (Hard -shall)：硬質頁岩． Hor.-and,

(Hornblende -andesite)：角閃石安山岩， Horn.(Hornfels)：ホルンフェルス， Mu.(Mudstone)：泥岩， Obs.

(Obsidian)：黒耀石． Propy.(Propyrite)：変朽安山岩． Sa.(Sandstone)：砂岩． Tu.-Sa.(Tuffaceous-・ 

sandstone)：凝茨質砂岩，Twopy. -and. (Two pyroxene andesi le¥：複耀石安山岩．we-tu(Weici€d-tuff) 

：熔結凝灰岩

〔計測値〕 （ ）でくくった，，1測値は欠損していることを示すQ
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第8表 T210il跡A・B区出土石器一覧表

挿図書号 出土地区 名 称 今急） 最1大m幅m1 最(大m厚m) 重(量ll ¥ 石 質 備 考

78 1 A 区 石 鏃 28 16 4 1 1 Obs. 

2 ＂ 
II 26 11 3 0 7 Obs. 

3 ＂ 
II (22) ， 2 (O 4) Obs" 

一』→

4 ＂ 
II (20) 10 2 (0 5) Obs. 

5 A or B 区 II 19 11 2 0.4 Obs 

6 B 区 i II 21 15 3 1.1 Obs 

i 

7 A 区 II (21) 15 2 (0.8) Obs 

8 B 区 II (20) 19 4 (0.4) Obs 

， II 
＂ 

(15) 11 4 (0.4) Obs 

10 ＂ 
ナイフ状石器 (55) 26 ， (10.6) Obs. 

11 ＂ 掻 器 33 42 10 10 8 Obs. 

12 II ！ ！ 29 つ̀）つ、―’ り 11.1 Obs 

13 A 区
,, 25 互J 6 3.7 Obs 

14 B l <― ,, (21) lりl ;「J (2.2) Obs 

＇ 

.. 

15 ！ ！ i'jlj 器 (48) 14 区 (6.6) Har.-s1ぃ

16 ＂ 
II (28) 16 ， (4 3) Obs. 

17 ＂ 
II 34 15 5 3 3 Obs. 

18 II II 31 19 5 4 6 Che. 

19 ＂ 扁平石核 26 28 22 20 6 Obs 

20 A 区 " 22 1() 17 12.7 Obs 

21 I! I/ 24 41 21 12.4 Obs I 
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遺跡付近の航空写真 (1: 12,500,昭和 48年撮影）

251 



図
版
2

A 遺跡遠景（南より ）

B 遺跡全景 （北西より ）
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3

A 遺構近景 (1)（北東よ り，X配石群と S2, S 3群の一部）

B 遺構近景 (2)（南東よ り， S1群）
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A 遺構近景 (3)（北西より， Y配石群の一部と S5群）

B 遺構近景 (4)（南西よ り，Y'群の一部）
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A 遺構近景 (5)（南西より， z配石群の一部と S7群の一部）

B 遺構近景 (6)（北西より ）
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A 第11号石組，第12号ピット （東より ）

B 第38号ピット （南よ り）
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A 第23号，第 50号，第 64号ピット （西より ）

B 第 19号，第 20号ピット （南東より ）
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A 第78号ピット （南より ）

B 第 70号ピット （西より）
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A 第 81号ピット（南より ）

B 第 133号ピット（南東よ り）
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第 76号ピット （南より）
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A 第 170号ピット (1)（東よ り）

B
 
第 170号ピット (2) （南より）
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A 第 100号ピット （北西より ）

B 第 93号ピット （南より ）
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遺構出土土器片 (1)
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A 遺構出土土器片 (2)

こ
B 遺構出土土器片 (3)
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A 遺構出土土器片 (4)
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B 遺構出土土器片 (5)
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A 遺構出土土器片 (6)

B 遺構出土土器片 (7)
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A 遺構出土土器片 (8)

B 遺構出土土器片 (9)
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遺構および発掘区出土土器 (1)（I, II期）
(l :第 15号ビソト， 2:第 76号ピ ソト，5:第 116号ピット， 3,4 :発掘区）
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遺構および発掘区出土土器 (2)(lil期）
（l:第 113号ピ ソト，2:第34号ピ ット，3:発掘区， 4:第28号ヒ°,I卜，
5 ：第133号ピ ット，6:第88号ピ ット， 7:第 100号ビット ） 
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遺構出土土器 (3)(III期）

（1. 6 :第 19.21号ピ ット． 2:第 l80号ピ ット，3:第 28サピット，41;第 98号ヒ°ッ ト．
5 ：第4号ピ ット．7:第22号ビット。 8 ：第 16号ピ ソト．9:第1号ピ ット ） 
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遺構出土石器 (9)

288 



ヽ
図.• 

，
 

.,j ヽ
←i g し

・寄I

O
 

-
．
 

-9
 

急

iル

遺構出土石器 (2)
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遺構出土石器 (3)

（ l:第38サヒ ・／ 卜，2 :第 140号ヒ°／卜，3:第39号ヒソ゚ ト，
4 :第 156サヒ ／I・． 5:第 186号ヒ ／卜，6 :第 15号ピット，
7 ：第 9号ヒ ト，8:第 131号ヒ／卜，9:第 190号ピ ／卜）
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遺構出土石器 (4)
（1:第21号ビ ット， 2:第40サビット， 3 :第 103号ピ ット，
4・．第 10号ピット堀外， 5:第25号ビット ） 
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遺構出土石器 (5)

(1 :第21号．第 50号ビソト．2 :第 7号ビット，3 :第 167号ピット）
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6 

（l:第42号ビソト， 2 :第28号ピット， 3 :第 40号ヒ
4 :発掘区， 5 :第 81号ピット

ト (s-3)) 
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(A,B. C. D ：第42.34. 32. 57号石組
F. G ：第 ll3. 197サビソト ） 
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遺構および発掘区出土土製品 (2)
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1 (X2.2) 

2 (X 0.7) 3 (X0.7) 

4 (X 1.2) 

石器拡大写真

（2:第81号ピ ット（S-1)，3 :第 40号ヒ ・'II-(S-3) 1. 4, 5:発掘区
l ：第 71図 206, 4 : 5 ：第 77固271, 172 ) 

5(xl.2) 
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A 第 2号炭焼窯址 (1)（全景）

B 第2号炭焼窯址 (2)（炊き口から煙道を望む）
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A 第 1号炭焼窯址 (1)（全景）

B 第 1号炭焼窯址 (2)（炊き 口から煙道を望む）
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